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午前 ９時００分 開会  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 会 宣 告 ・ 開 議 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。 

ただいまの出席議員は１３名でございます。 

これより、令和８年第１回上富良野町議会定例

会を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付し

たとおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告 

○議長（中澤良隆君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げます。 

本定例会は２月２６日に告示され、同日、議案

等の配付を行い、その内容につきましては、お手元

に配付の議事日程のとおりであります。 

監査委員から監査・例月現金出納検査結果報

告、議会運営委員長から議員派遣結果報告がありま

した。 

町長から、本定例会までの主要な事項について

行政報告の発言の申出があり、その資料として、行

政報告とともに令和７年度建設工事発注状況を配付

しましたので、参考に願います。 

本定例会までの議会の主要な行事は、お手元に

配付の議会の動向のとおりであります。 

最後に、本定例会の説明員につきましては、町

長以下、関係者の出席を求め、別紙配付のとおり出

席しております。 

以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（中澤良隆君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定

により、議長において、 

      ３番 湯 川 千 悦 子 君 

      ４番 米 澤   義 英 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 議会運営委員長報告 

○議長（中澤良隆君） 日程第２ 議会運営委員長

報告を行います。 

本定例会の会期日程等の議事運営に関し、審議

決定した内容について、議会運営委員長の報告を求

めます。 

議会運営委員長、荒生博一君。 

○議会運営委員長（荒生博一君） 令和８年第１回

定例会の議事運営等について、審議決定した内容を

御報告いたします。 

去る２月５日、２４日に議会運営委員会を開

き、付議事件、会期及び議事日程等の審議並びに本

定例会までに受理しました２件の陳情・要望の取扱

いについて審議いたしました。 

本定例会に提出の案件は、町長から提出の議案

２７件、議長からの報告案件２件、議員からの発議

案件３件であります。 

また、一般質問の日程について審議を行いまし

た。 

１０人の議員から通告がありましたので、３月

定例会の一般質問は、５日の木曜日に６名が質問を

行い、６日の金曜日に４名が質問を行うことといた

しました。 

なお、質問の方法等は、上富良野町議会会議規

則及び上富良野町議会運営に関する先例に基づいて

行うこととなりますので、活発な議論をお願いいた

します。 

これらの状況を考慮し、３月定例会の本会議の

会期については、提出案件の状況などを考慮し、検

討した結果、本日から３月１７日までの１５日間と

決定いたしました。 

次に、提案議案の審議についてでありますが、

議案第１号令和８年度上富良野町一般会計予算から

議案第９号令和８年度上富良野町病院事業会計予算

までの９件及び議案第２４号から議案第２７号まで

の各基金の一部支消については、予算特別委員会に

付託し、本会議休会中に審査を行うことといたしま

した。 

以上、議会運営委員会での結果を御報告申し上

げましたが、本定例会の議事運営が円滑に行われま

すよう、御協力よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、議会運営委

員長報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第３ 会期の決定について 

○議長（中澤良隆君） 日程第３ 会期の決定につ

いてを議題といたします。 

お諮りいたします。 

本定例会の会期は、本日から３月１７日までの

１５日間といたしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

よって、会期は本日から３月１７日までの１５

日間と決定いたしました。 

────────────────── 

◎日程第４ 行政報告 

○議長（中澤良隆君） 日程第４ 行政報告を行い

ます。 

本定例会までの主な行政執行の経過について、

町長から報告の申出がありますので、発言を許しま

す。 

町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） 議員各位におかれまして

は、公私ともに何かと御多用のところ、第１回定例

町議会に御出席いただき、誠にありがとうございま

す。 

それでは、昨年１２月定例町議会以降における

町政執行の概要について報告させていただきます。 

初めに、十勝岳噴火総合防災訓練についてであ

りますが、２月１７日から１８日までの２日間、十

勝岳火山防災協議会の主催により実施いたしまし

た。 

訓練実施に当たっては、旭川地方気象台、北海

道、陸上自衛隊、北海道警察、旭川開発建設部、富

良野広域連合消防本部、上富良野消防署、消防団な

ど多数の関係機関に御参加、御協力をいただくとと

もに、美瑛町に北海道現地合同本部が設置され、

ウェブ会議にて本部会議を実施したところでありま

す。 

今回の避難訓練では、町内全域で９か所の避難

所を開設し、９住民会自主防災組織による避難所準

備確認及び避難訓練を行い、３３２名の参加をいた

だいたところであります。 

関係機関による訓練では、災害時避難行動要支

援者輸送訓練並びに未避難者捜索・確認訓練及び未

避難者救助救出訓練を実施いただいたところであ

り、各防災関係機関の御協力に対しまして、改めて

感謝申し上げます。 

次に、自衛隊基地対策関係についてであります

が、１月２０日から２１日に上富良野町基地対策協

議会により防衛施設周辺整備対策等に関する要望

を、１月２８日から２９日に富良野地方自衛隊協力

会により陸上自衛隊と富良野地域の共存・共栄のた

めの駐屯地部隊体制の強化及び部隊運用・教育訓練

に係る連携の推進に関する要望を、２月１９日から

２０日に富良野地方自衛隊協力会上富良野支部によ

り上富良野駐屯地の体制強化、さらなる拡充及び演

習場拡張を求める要望を、防衛省及び関係国会議員

に行ってきたところであります。 

記念行事関係では、３月１日に第１４施設群創

隊９周年記念行事に参加したところであります。 

また、各部隊行事、協力団体行事につきまして

も、参加させていただいたところであります。 

次に、冬の観光イベントの開催状況についてで

ありますが、昨年の大みそかから元旦にかけまして

第３９回北の大文字が日の出公園において開催さ

れ、夜空に花火が打ち上がる中、御来場いただいた

多くの町民及び観光客の皆様と共に、新年をお祝い

したところであります。 

また、２月８日に日の出公園において第６２回

かみふらの雪まつりを開催し、自衛隊の皆様に制作

いただいた大型滑り台をはじめ、雪と親しむ様々な

イベントや、町内飲食業の皆様による冬の味覚を存

分にお楽しみいただきました。 

来場者については、氷点下２０度に迫る寒波の

中、町内外のお子様連れを中心に約３,５００名と

なったところであり、雪像制作やイベントの運営は

もとより、御支援、御協賛いただいた各機関・団

体・事業者の皆様に感謝を申し上げるところであり

ます。 

次に、ジオパークの再認定についてであります

が、書類審査及び昨年１１月の現地調査に基づき、

１月３０日の日本ジオパーク委員会にて最終審査が

行われた結果、十勝岳ジオパークが無事再認定され

たところであります。 

今般の審査においては、ジオパーク全国大会の

開催をはじめ、宿泊施設での防災情報の提示、分か

りやすい展示や解説板の設置、ジオツーリズムの推

進などが高く評価されたところであり、日頃から十

勝岳ジオパークの活動に御理解、御協力いただいて

いる皆様に改めて感謝を申し上げます。 

認定地域は４年に一度の再認定審査を受けるこ

ととなっておりますので、今後においても全国のジ

オパーク地域と連携して、地域の魅力を全世界に発

信するとともに、ツーリズムや教育の振興をはじめ

として、より良い地域づくりに取り組んでまいりま

す。 

次に、クリーンセンターの排出ガス測定の結果

についてでありますが、ダイオキシン類において昨

年１０月に測定を行った結果、Ａ系は０.００３８

ナノグラム、Ｂ系は０.０７２ナノグラムであり、

今回の結果におきましても、町独自で定めておりま

す基準値の５ナノグラムを大きく下回る測定結果と

なっているところであります。 

なお、施設も稼働から２６年を迎えることか

ら、設備の経年劣化も見受けられますので、今後に

ついても適正な管理に努め、安全で安定的な運営を

行ってまいります。 

次に、冬期の健康づくりについてであります
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が、健康づくり推進のまち宣言強化月間として、冬

期の運動不足解消を目的に、社会教育総合センター

と保健福祉総合センターにおいて、健康づくり共通

利用券を発行したところであります。 

利用券には１７２名の申込みをいただき、１月

６日から２月５日までの１か月間において延べ６８

９名の方が利用されたところであります。 

次に、上富良野町青少年海外派遣人材育成事業

についてでありますが、昨年１２月２０日から３０

日までの１１日間、生徒８名がオーストラリアのブ

リスベンを訪問し、現地のホームステイの中で英語

を用いた様々な体験学習を行うことにより、海外に

おける生活や文化に触れ、交流と見聞を深めてきた

ところであります。 

次に、第１０回青少年国内交流事業についてで

ありますが、１月８日から１０日までの３日間、児

童生徒３３名と引率者５名が友好都市である三重県

津市を訪問いたしました。 

交流事業として、前葉市長等との懇談、安東小

学校の児童との交流のほか、真宗高田派本山専修寺

や松浦武四郎記念館などを見学し、津市と本町との

つながりを学び、知見を広げてきたところでありま

す。 

次に、令和８年上富良野町二十歳の集いについ

てでありますが、１月１１日、保健福祉総合セン

ターにおいて、６７名の出席の下、開催いたしまし

た。 

式では参加者代表２名から誓いの言葉が述べら

れたほか、記念公演として上富良野安政太鼓保存会

による太鼓の演奏が披露され、出席者の皆様と共に

二十歳の門出を祝福したところであります。 

また、児童生徒の部活動等における活躍状況に

ついてでありますが、１２月に開催された第３４回

かりゆし交流学童軟式野球大会に佐藤宏哉さんが出

場されました。 

このほかにも、全道大会等に多くの児童生徒が

出場されているところであり、今後におきましても

本町の子どもたちが各方面で活躍していただくこと

を期待するものであります。 

最後に、建設工事の発注状況についてでありま

すが、１２月定例町議会で報告以降に入札執行した

建設工事は、１月１４日現在で件数１件、事業費総

額１,０６１万５,０００円、本年度累計で件数４６

件、事業費総額７億９,０７６万３００円となって

おります。 

詳細につきましては、お手元に令和７年度建設

工事発注状況を配付しておりますので、後ほど御覧

いただきたく存じます。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、行政報告を

終わります。 

────────────────── 

◎日程第５ 報告第１号 

○議長（中澤良隆君） 日程第５ 報告第１号監

査・例月現金出納検査結果報告について、監査委員

より報告を求めます。 

代表監査委員、中田繁利君。 

○代表監査委員（中田繁利君） 監査・例月現金出

納検査の結果について御報告いたします。 

概要のみ申し上げますので、御了承賜りたいと

思います。 

初めに、定期監査の結果について御報告を申し

上げます。 

１ページを御覧ください。 

地方自治法第１９９条第４項及び第７項の規定

により、定期監査を執行しましたので、同条第９項

の規定により、その結果を報告いたします。 

監査の対象及び範囲ですが、建設水道課所管の

財務事務を監査の対象とし、令和７年１２月２４

日、２５日、２６日の３日間及び農業振興課所管の

財務事務を監査の対象として、令和８年１月１５

日、１６日の２日間、令和７年度に執行された財務

及びこれらに関する事務の執行状況を監査いたしま

した。 

監査の方法ですが、所管の財務事務に関して、

一部を選択して示唆する部分監査とし、伝票、決議

書など関係書類の提出を求め、これらの書類を点

検、照合するとともに、必要に応じて関係職員から

事務の執行状況と内容について聞き取りを行いまし

た。 

定期監査の結果を申し上げます。 

建設水道課、農業振興課所管の抽出により試査

した財務に関する事務は、おおむね適正に執行され

ていると認められました。 

次に、３ページから１７ページまでの例月現金

出納検査の結果について御報告申し上げます。 

地方自治法第２３５条の２第１項の規定によ

り、例月現金出納検査を執行しましたので、同条第

３項の規定により、その結果を報告いたします。 

令和７年度会計の令和７年１１月分から令和８

年１月分について、検査の概要及び検査結果を一括

して御報告いたします。 

例月現金出納検査を別紙報告書のとおり執行

し、各会計の出納の収支状況は別紙資料に示すとお

りであり、現金は適正に保管されていることを認め

ました。 

なお、資料につきましては御覧いただいたもの

と存じ、説明を省略させていただきます。 

また、税の収納状況につきましては、１８ペー
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ジに添付していますので、参考にしていただきたい

と思います。 

以上で、監査・例月現金出納検査の結果報告と

いたします。 

○議長（中澤良隆君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御質疑がなければ、これを

もって報告第１号監査・例月現金出納検査結果報告

を終わります。 

────────────────── 

◎日程第６ 報告第２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第６ 報告第２号議員

派遣結果報告について報告を求めます。 

議会運営委員長、荒生博一君。 

○議会運営委員長（荒生博一君） ただいま上程さ

れました報告第３号議員派遣結果報告について御報

告申し上げます。 

次ページをお開きください。 

議員派遣結果報告書。 

令和６年第４回定例会及び令和７年第３回定例

会、第４回定例会において議決された議員派遣につ

いて、次のとおり実施したので、その結果を報告す

る。 

令和８年２月２４日。 

上富良野町議会議長、中澤良隆様。 

議会運営委員会委員長、荒生博一。 

以下につきましては、一部抜粋しながら、その

主要な部分のみを朗読し、報告に代えさせていただ

きます。 

記。 

件名１。 

富良野沿線市町村議会議員研修会につきまして

は、令和７年１２月１５日、富良野市で開催され、

１１人の議員が参加してきました。 

旭川開発建設部道路計画課の木村課長補佐よ

り、旭川開発建設部の道路事業と題した講演を拝聴

いたしました。 

道路事業の歩みとして、第９期北海道総合開発

計画に基づく道路政策の推進状況、旭川開発建設部

が所管する各種道路事業の進捗状況等について説明

を受けたほか、富良野地域の懸案事業である旭川十

勝道路に関する説明を受け、現在までの進捗状況、

開通したことによる整備効果や今後の計画等の詳細

を知る機会となり、大変参考となりました。 

また、道路の維持管理や災害対応などの取組を

知る機会となり、富良野地域における旭川開発建設

部の道路行政の重要性を再確認しました。 

件名２。 

令和７年度第２回議会懇談会につきましては、

議会は上富良野町自治基本条例の規定に基づき、町

民の意思を町政に反映させることが責務となってい

るため、町民の方々と直接懇談し、町づくり、行政

課題等について懇談を行いました。 

令和７年１２月１９日、上富良野消防庁舎大会

議室を会場に、猟友会上富良野部会１２名の方に御

参加をいただき、鳥獣被害対策についてなどをテー

マに御意見をいただきました。 

道内でも大きな課題になっているヒグマやエゾ

シカ、アライグマ等の鳥獣被害対策に関わる上での

現状と課題であり、今後の議会活動、議員活動の中

で反映させることとし、大いに参考となったところ

であります。 

主な要望・意見につきましては、令和７年１２

月２９日に上富良野町長へ提出させていただいてお

ります。 

件名３。 

令和７年度第３回議会懇談会につきましては、

令和８年２月２日、東中会館、草分防災センター、

保健福祉総合センターかみんを会場に、８１名の方

に御参加を賜りました。 

懇談内容は、防災対策について、これからの高

齢者支援についてなどをテーマとして、住民生活に

おける現状や課題への意見を直接聞くことができ、

様々な提言等をいただき、今後の議会活動、議員活

動の中で反映させることとし、大いに参考となった

ところでございます。 

件名４。 

上富良野町議会における災害発生時の対応要領

に基づく訓練活動につきましては、令和８年２月１

７日、令和７年度十勝岳噴火総合防災訓練実施に伴

い、上富良野町議会災害対策支援本部としての情報

伝達訓練を実施いたしました。 

町災害対策本部設置に伴い、１５時５６分に議

会事務局から議会議員の携帯電話へメッセージアプ

リによる情報伝達を行いました。 

議員個々へ情報発信が一斉に行われ、情報伝達

の迅速化が図られたとともに、議員個々の所在確認

等の情報を確認することができ、訓練の目的を果た

すことができました。 

今後も要領に基づく災害対応を的確に行うよ

う、災害に備えてまいります。 

以上、報告第２号議員派遣結果報告についての

報告といたします。 

○議長（中澤良隆君） ただいまの報告に対し、御

質疑があれば賜ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御質疑がなければ、これを
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もって報告第２号議員派遣結果報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第７ 議案第１０号 

○議長（中澤良隆君） 日程第７ 議案第１０号令

和７年度上富良野町一般会計補正予算（第１０号）

を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（上村正人君） ただいま上程いただき

ました議案第１０号令和７年度上富良野町一般会計

補正予算（第１０号）につきまして、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

１点目は、物価高対応子育て応援手当支給事業

についてです。 

本事業を滞りなく継続するため、年度内の完了

が困難と見込まれる経費について、繰越明許費を設

定するものであります。 

２点目は、島津幹線地区における農業水路等の

長寿命化・防災減災事業です。 

国の補正予算に伴う交付決定等を受け、事業の

前倒し実施を図るため、事業費及び地方債を追加す

るとともに、繰越明許費を設定いたします。 

３点目は、白銀荘大規模改修事業についてで

す。 

事業費の確定に伴う減額補正を行うとともに、

併せて繰越明許費の変更を行うものであります。 

４点目は、債務負担行為の追加及び変更です。 

次年度の議会広報発行など、新規６件の追加を

するほか、業務系仮想端末環境更新など、７件の変

更を行うものであります。 

５点目は、地方債の限度額及び利率の変更で

す。 

１６事業の事業費確定に伴う限度額の変更を加

え、近年の金利動向を踏まえ、借入利率を適正な水

準へ改めるものであります。 

６点目は、合併浄化槽整備事業における財源の

最適化です。 

地方債から特別交付税措置への組替えを行い、

より有利な財源構成へ最適化を図ります。 

７点目は、ふるさと納税事業についてです。 

寄附金の受入れが当初の想定を上回ったことか

ら、寄附採納額及び目的基金への積立てをそれぞれ

増額いたします。 

８点目は、病院事業会計への支援についてで

す。 

町立病院の経営安定化を図るため、運営補助金

の補正を行うものであります。 

以上のほか、各事務事業の確定に伴う執行残等

の整理及び既決予算についても精査を行い、不足す

る財源５,７０８万６,０００円につきましては、予

備費を充当して調整したところです。 

それでは、以下、議案の説明につきましては議

決項目の部分についてのみ説明をし、予算の事項別

明細書につきましては省略をさせていただきますの

で、御了承願います。 

議案第１０号を御覧ください。 

議案第１０号令和７年度上富良野町一般会計補

正予算（第１０号）。 

令和７年度上富良野町の一般会計の補正予算

（第１０号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ２億２,５３８万１,０００円を追加し、歳入歳出

予算の総額を歳入歳出それぞれ９７億３,９３３万

１,０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

繰越明許費の補正。 

第２条、繰越明許費の追加及び変更は、第２表

繰越明許費補正による。 

債務負担行為の補正。 

第３条、債務負担行為の追加及び変更は、第３

表債務負担行為補正による。 

地方債の補正。 

第４条、地方債の追加、変更及び廃止は、第４

表地方債補正による。 

１ページをお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額

のみ申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

２款地方譲与税４万４,０００円。 

１４款使用料及び手数料１９万９,０００円。 

１５款国庫支出金３,３１２万８,０００円の

減。 

１６款道支出金１,１３８万４,０００円の減。 

１７款財産収入９２８万１,０００円。 

１８款寄附金３億４５７万７,０００円。 

１９款繰入金１,１６８万２,０００円の減。 

２１款諸収入３６２万６,０００円の減。 

２２款町債２,８９０万円の減。 

歳入合計２億２,５３８万１,０００円となりま

す。 

２ページを御覧ください。 

２、歳出。 

１款議会費７７万４,０００円の減。 

２款総務費１億４,７６０万９,０００円。 
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３款民生費７,０３０万９,０００円。 

４款衛生費５,６５９万５,０００円。 

６款農林業費１,９１７万３,０００円。 

７款商工費６８万２,０００円の減。 

８款土木費５,２９８万１,０００円の減。 

９款教育費４,０４６万１,０００円。 

３ページをお開きください。 

１０款公債費３５４万３,０００円。 

１１款給与費７８万６,０００円の減。 

１２款予備費５,７０８万６,０００円の減。 

歳出合計２億２,５３８万１,０００円となりま

す。 

４ページを御覧ください。 

第２表繰越明許費補正についてです。 

（１）の追加として、物価高対応子育て応援手

当支給事業及び農業水路等の長寿命化・防災減災事

業の２事業につきましては、事業の完了が翌年度と

なることから、合計３,０４９万３,０００円を繰り

越すものであります。 

（２）の変更として、白銀荘大規模改修事業に

つきましては、事業費の確定に伴う変更を行うもの

であります。 

次に、第３表債務負担行為補正についてです。 

（１）の追加として、議会広報誌発行業務印刷

製本費など６事業につきましては、新年度当初から

の円滑な業務開始のため、年度内に契約事務を進め

る必要があり、限度額を合計２億５,４６７万円に

設定するものであります。 

（２）の変更といたしましては、事業費の確定

に伴い、業務系仮想端末環境更新など７事業につい

て限度額を変更するものであります。 

５ページをお開きください。 

第４表地方債補正についてです。 

（１）の追加として、国の補正予算に伴う農業

水路等の長寿命化・防減災事業の事業費補正に合わ

せ、その適債分について限度額を設定するものであ

ります。 

５ページから６ページを御覧ください。 

（２）の変更は、１６事業の事業費確定に伴う

限度額変更のほか、近年の金利動向を踏まえ、借入

利率を適正な水準へと改めるため、限度額及び利率

を変更するものであります。 

（３）の廃止につきましては、合併浄化槽整備

事業において、より有利な財源である特別交付税措

置を活用するため、当初の過疎対策事業債を廃止す

るものであります。 

以上、議案第１０号令和７年度上富良野町一般

会計補正予算（第１０号）の説明といたします。 

御審議いただき、議決くださいますよう、お願

い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） ５８ページの部分でお尋ね

します。 

しろがね土地改良区助成費の中の部分でちょっ

と確認をさせてください。 

しろがね地域の農家の水の１栓に対して町から

助成を受けている部分であります。 

１栓分の２万５,０００円が減額されておりま

す。 

今現在、町で１栓に対する助成は何千円あるの

か教えていただきたい。 

○議長（中澤良隆君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ８番中瀬議員の御

質問にお答えします。 

給水栓数等に関しましては、現在、当初５５

で、今回５４ということになります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか、質疑ございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） これをもって、質疑を終了

いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第１０号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 賛成者多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１０号令和７年度上富良野町一

般会計補正予算（第１０号）は、原案のとおり可決

されました。 

────────────────── 

◎日程第８ 議案第１１号 

○議長（中澤良隆君） 日程第８ 議案第１１号令

和７年度上富良野町国民健康保険特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町民生活課長。 

○町民生活課長（安川伸治君） ただいま上程いた

だきました議案第１１号令和７年度上富良野町国民
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健康保険特別会計補正予算（第４号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

１点目が、国民健康保険財政調整基金積立利息

の積立てを行うため、所要の補正を行うものであり

ます。 

なお、年度末の基金保有額は２億８,１０９万

６,０００円となります。 

基金につきましては、医療費の適正化における

保健事業の拡充や、将来、北海道に支払う納付金が

増額となった場合の負担軽減など、健全で安定的な

国民健康保険の事業運営のため、保有するものであ

ります。 

２点目は、令和７年度保険給付費の葬祭費用の

実績見込みにより、所要の補正を行うものでありま

す。 

３点目は、国民健康保険各事業の確定に伴い、

一般会計からの財政調整基金繰入金及び予備費につ

いて、所要の補正を行うものであります。 

以下、議案の朗読をもって説明に代えさせてい

ただきます。 

なお、議決項目の部分について説明し、予算の

事項別明細書につきましては省略させていただきま

すので、御了承願います。 

議案第１１号を御覧ください。 

議案第１１号令和７年度上富良野町国民健康保

険特別会計補正予算（第４号）。 

令和７年度上富良野町の国民健康保険の特別会

計補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額から歳入歳出それ

ぞれ２６９万１,０００円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１２億５,６１５万１,０

００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

１ページをお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額

のみを申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

３款道支出金９万円。 

４款財産収入６８万４,０００円。 

５款繰入金３４６万５,０００円の減。 

歳入合計は２６９万１,０００円の減でありま

す。 

２、歳出。 

２款保険給付費９万円。 

６款基金積立金６８万４,０００円。 

９款予備費３４６万５,０００円の減。 

歳出合計は２６９万１,０００円の減でありま

す。 

以上で、議案第１１号令和７年度上富良野町国

民健康保険特別会計補正予算（第４号）の説明とい

たします。 

御審議いただきまして、議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第１１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１１号令和７年度上富良野町国

民健康保険特別会計補正予算（第４号）は、原案の

とおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第９ 議案第１２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第９ 議案第１２号令

和７年度上富良野町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第４号）を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町民生活課長。 

○町民生活課長（安川伸治君） ただいま上程いた

だきました議案第１２号令和７年度上富良野町後期

高齢者医療特別会計補正予算（第４号）につきまし

て、提案の要旨を御説明申し上げます。 

１点目は、後期高齢者医療保険料の賦課確定見

込みに伴い、歳入を増額補正するものであります。 

２点目は、歳入で補正しました後期高齢者医療

保険料について、北海道後期高齢者広域連合へ納付

するための広域連合納付金について、所要の補正を

行うものであります。 

以下、議案の朗読をもって説明に代えさせてい

ただきます。 

なお、議決項目の部分について説明し、予算の
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事項別明細書につきましては省略させていただきま

すので、御了承願います。 

議案第１２号を御覧ください。 

議案第１２号令和７年度上富良野町後期高齢者

医療特別会計補正予算（第４号）。 

令和７年度上富良野町の後期高齢者医療特別会

計の補正予算（第４号）は、次に定めるところによ

る。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１,１４８万８,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ２億１,１６３万円とす

る。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

１ページ目をお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額

のみを申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

１款後期高齢者医療保険料１,１４８万８,００

０円。 

歳入合計は１,１４８万８,０００円でありま

す。 

２、歳出。 

２款広域連合納付金１,１４８万８,０００円。 

歳出合計は１,１４８万８,０００円でありま

す。 

以上で、議案第１２号令和７年度上富良野町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）の説明と

いたします。 

御審議いただきまして、議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第１２号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１２号令和７年度上富良野町後

期高齢者医療特別会計補正予算（第４号）は、原案

のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１０ 議案第１３号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１０ 議案第１３号

令和７年度上富良野町介護保険特別会計補正予算

（第４号）を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長 

○保健福祉課長（三好正浩君） ただいま上程いた

だきました議案第１３号令和７年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第４号）につきまして、提

案の要旨を御説明申し上げます。 

補正の内容の概要につきまして、１点目は、第

１０期介護保険事業計画の債務負担行為の追加であ

ります。 

２点目は、給付実績見込みに伴う介護保険給付

費（国費、道費、繰入金）を補正するものでありま

す。 

３点目は、給付実績見込みに伴う保険給付費を

補正するものであります。 

４点目は、事業実績見込みに伴う地域支援事業

費を補正するものであります。 

５点目は、介護保険事業運営協議会委員改選に

伴う謝金を補正するものであります。 

６点目は、介護報酬改定に伴う介護保険システ

ム改修事業の補正であります。 

なお、収支の差額につきましては、予備費から

７５４万２,０００円を減額して財源組替えを行

い、対応するものであります。 

以下、議案を朗読し、説明といたします。 

なお、議案説明につきまして議決項目のみ説明

し、予算の事項別明細書につきましては省略させて

いただきますので、御了承願います。 

議案第１３号を御覧ください。 

議案第１３号令和７年度上富良野町介護保険特

別会計補正予算（第４号）。 

令和７年度の上富良野町の介護保険特別会計の

補正予算（第４号）は、次に定めるところによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ５,１４５万３,０００円を追加し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ１２億２,６１４万６,０

００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の
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金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

債務負担行為の補正。 

第２条、債務負担行為の変更は、第２表債務負

担行為補正による。 

１ページをお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と補正額

のみ申し上げます。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

３款国庫支出金３,２８８万１,０００円。 

４款道支出金１,３４２万４,０００円。 

５款支払基金交付金３,０２２万１,０００円。 

６款財産収入１１万１,０００円。 

７款繰入金２,５１８万４,０００円の減。 

歳入合計５,１４５万３,０００円。 

２、歳出。 

１款総務費５３万３,０００円。 

２款保険給付費５,８０５万１,０００円。 

３款地域支援事業費３０万円。 

５款基金積立金１１万１,０００円。 

７款予備費７５４万２,０００円の減。 

歳出合計５,１４５万３,０００円。 

２ページをお開きください。 

第２表債務負担行為補正。 

（１）追加。 

上富良野町第１０期介護保険事業計画・高齢者

保健福祉計画。 

期間、令和７年度から令和８年度。 

限度額５９２万円。 

合計５９２万円。 

以上、議案第１３号令和７年度上富良野町介護

保険特別会計補正予算（第４号）の御説明といたし

ます。 

御審議いただき、議決くださいますよう、お願

い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 伺います。 

１７ページの介護施設給付費等、今回、伸びて

おります。 

いろいろな要因があるかと思いますが、大ざっ

ぱに概要でいいのですが、伸びた要因等はどういう

ところにあるのかをお知らせ願いたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

介護給付費ですけれども、当然、一つの要因で

はございませんが、一番は施設入所の給付費という

のが大きく変わってくるところでありまして、施設

サービス費もそういったところが増えてくると格段

に金額が上がりますし、ほかの在宅サービスだと

か、そういったところも影響していきます。 

増えているところもあれば減っているところも

ありますが、そういった増減があるということで御

理解いただければと思います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか、質疑ございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第１３号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１３号令和７年度上富良野町介

護保険特別会計補正予算（第４号）は、原案のとお

り可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１１ 議案第１４号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１１ 議案第１４号

令和７年度上富良野町ラベンダーハイツ事業特別会

計補正予算（第５号）を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

ラベンダーハイツ所長。 

○ラベンダーハイツ所長（武山義枝君） ただいま

上程いただきました議案第１４号令和７年度上富良

野町ラベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第５

号）につきまして、提案の要旨を御説明申し上げま

す。 

１点目は、寄附採納１件１０万円がありました

ので、介護用備品購入費として所要の補正を行うも

のであります。 

２点目は、ただいま説明いたしました備品購入

費について、一般会計から繰入れを行うものであり

ます。 

３点目は、令和８年度ラベンダーハイツ給食業

務及びラベンダーハイツ施設維持管理業務につい

て、新年度当初から業務を開始することから、委託

契約事務を令和７年度中に実施する必要があるた
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め、債務負担行為の追加をお願いするものでありま

す。 

以下、議案を朗読し、説明といたします。 

なお、議案説明につきまして議決項目のみ説明

し、予算の事項別明細書につきましては省略させて

いただきますので、御了承願います。 

議案第１４号を御覧ください。 

議案第１４号令和７年度上富良野町ラベンダー

ハイツ事業特別会計補正予算（第５号）。 

令和７年度上富良野町のラベンダーハイツ事業

特別会計の補正予算（第５号）は、次に定めるとこ

ろによる。 

歳入歳出予算の補正。 

第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞ

れ１０万円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳

出それぞれ４億４,０５８万３,０００円とする。 

第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び

当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の

金額は、第１表歳入歳出予算補正による。 

債務負担行為の補正。 

第２条、債務負担行為の追加は、第２表債務負

担行為補正による。 

１ページをお開きください。 

第１表歳入歳出予算補正。 

１、歳入。 

５款繰入金１０万円。 

歳入合計１０万円。 

２ページをお開きください。 

２、歳出。 

２款サービス事業費１０万円。 

歳出合計１０万円。 

３ページを御覧ください。 

第２表債務負担行為補正。 

（１）追加。 

上富良野町ラベンダーハイツ給食業務。 

期間、令和７年度から令和８年度。 

限度額５,４４１万９,０００円。 

上富良野町ラベンダーハイツ施設維持管理業

務。 

期間、令和７年度から令和１０年度。 

限度額６,４４５万７,０００円。 

以上、議案第１４号令和７年度上富良野町ラベ

ンダーハイツ事業特別会計補正予算（第５号）の説

明といたします。 

御審議いただき、御議決くださいますよう、お

願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第１４号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１４号令和７年度上富良野町ラ

ベンダーハイツ事業特別会計補正予算（第５号）

は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１２ 議案第１５号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１２ 議案第１５号

令和７年度上富良野町水道事業会計補正予算（第３

号）を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

建設水道課長。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いた

だきました議案第１５号令和７年度上富良野町水道

事業会計補正予算（第３号）につきまして、提案の

要旨を御説明申し上げます。 

補正の概要ですが、１点目は、収益的支出にお

きまして、事業費用の精査に伴い補正をするもので

あり、増額した補正額につきましては、予備費にて

調整をしたところでございます。 

２点目は、資本的収入におきまして、企業債及

び負担金の精査によります減額補正をするものであ

ります。 

３点目は、資本的支出におきまして、工事費の

確定に伴います減額補正をするものであります。 

それでは、以下、議案の朗読をもって説明に代

えさせていただきます。 

議案第１５号令和７年度上富良野町水道事業会

計補正予算（第３号）。 

総則。 

第１条、令和７年度上富良野町の水道事業会計

の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

業務の予定量。 

第２条、予算第２条に定めた業務の予定量を次

のとおり補正する。 

建設改良事業の名称及び補正予定量のみ申し上

げます。 
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第４号、主な建設改良事業。 

イ、配水管布設工事７４万６,０００円。 

ロ、電気計装設備更新工事２３万１,０００円の

減。 

ハ、量水器検満工事２８５万５,０００円の減。 

収益的収入及び支出。 

第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予算額を次のとおり補正する。 

款項の名称及び補正予定額のみ申し上げます。 

支出。 

第１款水道事業費用０円。 

第１項営業費用６万６,０００円。 

第２項営業外費用５０万９,０００円。 

第４項予備費５７万５,０００円の減。 

資本的収入及び支出。 

第４条、予算第４条本文括弧書き中、不足する

額７,０３２万５,０００円を、不足する額６,９５

７万円に、過年度分損益勘定留保資金４,８９０万

８,０００円を、過年度分損益勘定留保資金４,８１

５万３,０００円に改め、資本的収入及び支出の予

定額を次のとおり補正する。 

収入。 

第１款資本的収入１５８万５,０００円の減。 

第１項企業債１３０万円の減。 

第２項負担金２８万５,０００円の減。 

支出。 

第１款資本的資質２３４万円の減。 

第１項建設改良費２３４万円の減。 

次ページを御覧ください。 

企業債。 

第５条、予算第５条で定めた企業債の限度額及

び利率を次のように改める。 

企業債についてですが、前段で申し上げました

資本的収入の企業債借入額が１３０万円の減額とな

り、２,２８０万円に限度額を変更することと併せ

て、利率を４％から６％に改めるものであります。 

次ページ以降の水道事業予算実施計画の説明に

つきましては省略させていただきますので、御了承

願います。 

以上で、議案第１５号令和７年度上富良野町水

道事業会計補正予算（第３号）についての説明とい

たします。 

御審議いただきまして、議決いただけますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第１５号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１５号令和７年度上富良野町水

道事業会計補正予算（第３号）は、原案のとおり可

決されました。 

────────────────── 

◎日程第１３ 議案第１６号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１３ 議案第１６号

令和７年度上富良野町簡易水道事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

建設水道課長。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いた

だきました議案第１６号令和７年度上富良野町簡易

水道事業会計補正予算（第２号）の補正の要旨につ

いて御説明申し上げます。 

補正の概要ですが、１点目は、収益的収入にお

きまして、事業収益の精査に伴う補正をするもので

あります。 

２点目は、収益的支出におきまして、事業費用

の精査に伴う補正をするものであります。 

３点目は、資本的収入におきまして、工事費精

査に伴う企業債の補正をするものであります。 

４点目は、資本的支出におきまして、工事費精

査に伴う建設改良費の補正をするものであります。 

それでは、以下、議案の朗読をもって説明に代

えさせていただきます。 

議案第１６号を御覧ください。 

議案第１６号令和７年度上富良野町簡易水道事

業会計補正予算（第２号）。 

総則。 

第１条、令和７年度上富良野町の簡易水道事業

会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところに

よる。 

業務の予定量。 

第２条、予算第２条に定めた業務の予定量を次

のとおり補正する。 

建設改良事業の名称及び補正予定量のみ申し上

げます。 

第４号、主な建設改良事業。 
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イ、電気計装設備更新工事６０７万２,０００円

の減。 

ロ、量水器検満工事１６万４,０００円の減。 

収益的収入及び支出。 

第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。 

款ごとの名称と補正予定額のみ申し上げます。

収入。 

第１款簡易水道事業収益０円。 

第１項営業収益２１９万８,０００円。 

第２項営業外収益２１９万８,０００円の減。 

支出。 

第１款簡易水道事業費用０円。 

第１項営業費用１３９万２,０００円。 

第２項営業外費用１４万３,０００円。 

第４項予備費１５３万５,０００円の減。 

資本的収入及び支出。 

第４条、予算第４条本文括弧書き中、不足する

額２,９２６万円を、不足する額２,９１２万４,０

００円に、当年度分損益勘定留保資金７４０万３,

０００円を、当年度分損益勘定留保資金７２６万

７,０００円に改め、資本的収入及び支出の予定額

を次のとおり補正する。 

収入。 

第１款資本的収入６１０万円の減。 

第１項企業債６１０万円の減。 

支出。 

第１款資本的支出６２３万６,０００円の減。 

第１項建設改良費６２３万６,０００円の減。 

次ページを御覧ください。 

企業債。 

第５条、予算第５条に定めた企業債の限度額及

び利率を次のように改める。 

企業債についてですが、前段で申し上げました

資本的収入の企業債借入額が６１０万円減額とな

り、７,２９０万円に限度額を変更し、併せて利率

に関しても４％から６％に改めるものです。 

一時借入金。 

第６条、予算第６条中、７,９００万円を７,２

９０万円に改める。 

他会計からの補助金。 

第７条、予算第８条中、３,３７８万５,０００

円を３,１５８万７,０００円に改める。 

次ページ以降の簡易水道事業会計予算実施計画

につきましては省略させていただきますので、御了

承願います。 

以上で、議案第１６号令和７年度上富良野町簡

易水道事業会計補正予算（第２号）の説明といたし

ます。 

御審議いただきまして、議決いただけますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第１６号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１６号令和７年度上富良野町簡

易水道事業会計補正予算（第２号）は、原案のとお

り可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１４ 議案第１７号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１４ 議案第１７号

令和７年度上富良野町公共下水道事業会計補正予算

（第２号）を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

建設水道課長。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いた

だきました議案第１７号令和７年度上富良野町公共

下水道事業会計補正予算（第２号）につきまして、

提案の要旨を御説明申し上げます。 

補正の概要ですが、１点目は、収益的収入にお

きまして、事業収益の精査に伴う補正をするもので

あります。 

２点目は、収益的支出におきまして、事業費用

の精査に伴う補正をするものであります。 

３点目は、資本的収入・支出におきまして、工

事費の精査に伴う補正をするものであります。 

それでは、以下、議案の朗読をもって説明に代

えさせていただきます。 

議案第１７号を御覧ください。 

議案第１７号令和７年度上富良野町公共下水道

事業会計補正予算（第２号）。 

総則。 

第１条、令和７年度上富良野町の公共下水道事

業会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところ

による。 

業務の予定量。 
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第２条、予算第２条に定めた業務の予定量を次

のとおり補正する。 

建設改良事業の名称及び補正予定量のみ申し上

げます。 

第４号、主な建設改良事業。 

イ、根幹的施設建設工事委託５００万円の減。 

収益的収入及び支出。 

第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予算額を次のとおり補正する。 

款項の名称及び補正予定額のみ申し上げます。 

収入。 

第１款下水道事業収益６１４万５,０００円の

減。 

第２項営業外収益６１４万５,０００円の減。 

支出。 

第１款下水道事業費用６１４万５,０００円の

減。 

第１項営業費用１,１９０万円の減。 

第２項営業外費用２５３万１,０００円。 

第４項予備費３２２万４,０００円。 

資本的収入及び支出。 

第４条、予算第４条本文括弧書き中、不足する

額８,５５６万２,０００円を、不足する額８,５６

６万２,０００円に、当年度分損益勘定留保資金８,

４４９万７,０００円を、当年度分損益勘定留保資

金８,４５９万７,０００円に改め、資本的収入及び

支出の予定額を次のとおり補正する。 

収入。 

第１款資本的収入５１０万円の減。 

第１項企業債２６０万円の減。 

第３項補助金等２５０万円の減。 

支出。 

第１款資本的支出５００万円の減。 

第１項建設改良費５００万円の減。 

次ページを御覧ください。 

企業債。 

第５条、予算第５条で定めた企業債の限度額及

び利率を次のように改める。 

企業債についてですが、前段で申し上げました

資本的収入の企業債借入額が２６０万円の減額とな

り、公共下水道事業（一般分）を１,７９０万円に

限度額を変更し、併せて利率につきましても４％か

ら６％に改めるものです。 

一時借入金。 

第６条、予算第６条中、３,６９０万円を３,４

３０万円に改める。 

次ページ以降の公共下水道事業会計予算実施計

画の説明につきましては省略させていただきますの

で、御了承願います。 

以上で、議案第１７号令和７年度上富良野町公

共下水道事業会計補正予算（第２号）についての説

明といたします。 

御審議いただきまして、議決いただきますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第１７号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１７号令和７年度上富良野町公

共下水道事業会計補正予算（第２号）は、原案のと

おり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１５ 議案第１８号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１５ 議案第１８号

令和７年度上富良野町病院事業会計補正予算（第５

号）を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

町立病院事務長。 

○町立病院事務長（長岡圭一君） ただいま上程い

ただきました議案第１８号令和７年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第５号）につきまして、提案

の要旨を御説明申し上げます。 

１点目は、病院事業収益の減収に伴います資金

不足解消につきまして、一般会計からの繰入れに伴

う所要の補正を行うものであります。 

２点目は、医療分野における賃上げ・物価上昇

に対する支援事業交付金が国から交付されるため、

所要の補正を行うものであります。 

３点目は、病院事業会計の一時借入金に対する

利息の補正を行うものであります。 

４点目は、特定防衛施設周辺整備調整交付金事

業につきまして、医療機器購入事業の事業費が確定

したことに伴います所要の補正を行うものでありま

す。 

５点目は、寄附採納２件６万円がありましたの

で、一般会計よりの出資金を受けまして、医療器械
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購入に充てるため、同額の増額補正を行うものであ

ります。 

６点目は、企業債の借入利率につきまして、変

更を行うものであります。 

７点目は、令和８年度町立病院及び介護医療院

給食業務につきまして、新年度当初から業務を開始

することから、委託契約事務を年度内に行う必要が

あるため、債務負担行為の追加を行うものでありま

す。 

以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

議案第１８号を御覧ください。 

議案第１８号令和７年度上富良野町病院事業会

計補正予算（第５号）。 

総則。 

第１条、令和７年度上富良野町の病院事業会計

の補正予算（第５号）は、次に定めるところによ

る。 

業務の予定量。 

第２条、予算第２条に定めた業務の予定量を次

のとおり改める。 

補正予定量のみ申し上げます。 

第１号、業務量。 

ハ、患者数、年間７,０４２人の減。 

１日平均２３人の減。 

入院患者、一般病床、年間４,３８０人の減。 

１日平均１２人の減。 

外来患者、年間２,６６２人の減。 

１日平均１１人の減 

ニ、入所者数、介護保険施設、年間１,０９５人

の減。 

１日平均３人の減。 

収益的収入及び支出。 

第３条、予算第３条に定めた収益的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。 

補正予定額のみ申し上げます。 

収入。 

第１款病院事業収益１,００２万９,０００円。 

第１項医療収益７,０００万円の減。 

第２項医療外収益９,００２万９,０００円。 

第３項介護保険施設事業収益１,０００万円の

減。 

支出。 

第１款病院事業費用１,００２万９,０００円。 

第１項医療費用８１８万３,０００円。 

第２項医療外費用２万９,０００円。 

第３項介護建設事業費用１８１万７,０００円。 

資本的収入及び支出。 

第４条、予算第４条に定めた資本的収入及び支

出の予定額を次のとおり補正する。 

補正予定額のみ申し上げます。 

収入。 

第１款資本的収入３７万５,０００円の減。 

第１項出資金３７万５,０００円の減。 

支出。 

第１款資本的支出３７万５,０００円の減。 

第２項建設改良費３７万５,０００円の減。 

他会計からの補助金。 

第５条、予算第９条で定めた経営基盤強化など

に要する経費に充てるため、一般会計からの補助を

受ける金額１億８,９０５万４,０００円を２億６,

９０８万３,０００円に改める。 

企業債。 

第６条、予算第５条に定めた企業債の変更は、

第１表企業債補正による。 

債務負担行為。 

第７条、債務負担行為の追加は、第２表債務負

担行為補正による。 

次ページをお開きください。 

第１表企業債補正（１）変更。 

企業債補正につきましては、借入利率を４.０％

以内から６％以内に変更するものであります。 

第２表債務負担行為補正（１）追加。 

債務負担行為補正につきましては、先ほど御説

明しました町立病院及び介護医療院給食業務、令和

７年度から令和８年度、限度額４,０７６万５,００

０円について、債務負担行為の限度額を設定するも

のであります。 

次ページ以降につきましては、説明を省略させ

ていただきます。 

以上、議案第１８号令和７年度上富良野町病院

事業会計補正予算（第５号）の御説明とさせていた

だきます。 

御審議いただきまして、御議決賜りますよう、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第１８号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 
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（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第１８号令和７年度上富良野町病

院事業会計補正予算（第５号）は、原案のとおり可

決されました。 

ここで、暫時休憩といたしたいと思います。 

再開は、１０時５０分といたします。 

────────────────── 

午前１０時２８分 休憩 

午前１０時５０分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 休憩に引き続き、会議を再

開いたします。 

────────────────── 

◎日程第１６ 議案第１９号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１６ 議案第１９号

上富良野町特定乳児等通園支援事業の運営に関する

基準を定める条例を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ただいま上程いた

だきました議案第１９号上富良野町特定乳児等通園

支援事業の運営に関する基準を定める条例の提案の

要旨について、御説明させていただきます。 

この条例は、児童福祉法に基づく認可基準を満

たすことを前提としながら、子ども・子育て支援法

に基づく運営に関する基準を満たすことが求められ

ており、この運営に関する基準を満たしていること

の確認は、市町村が国に定める基準に従い、または

参酌して定める基準により行うこととされているた

め、子ども・子育て支援法第５４条の３において準

用する同法第４６条第２項の規定に基づき、特定乳

児等通園支援事業の運営に関する基準を定めるよう

当該条例を制定するものです。 

それでは、議案第１９号を御覧ください。 

以下、条例の朗読を省略させていただき、条に

沿いまして、その概要を説明いたします。 

第１条につきましては、この条例の趣旨を規定

しております。 

第２条につきましては、一般原則について規定

しております。 

第３条につきましては、利用定員に関する基準

について規定しております。 

第４条につきましては、面談について規定して

おります。 

第５条につきましては、正当な理由のない提供

拒否の禁止について規定しております。 

第６条につきましては、あっせん及び要請に対

する協力について規定しております。 

第７条につきましては、乳児等支援支給認定証

に記載された事項の確認について規定しておりま

す。 

第８条につきましては、乳児等支援給付認定の

申請に係る援助について規定しております。 

第９条につきましては、心身の状況等の把握に

ついて規定しております。 

第１０条につきましては、特定教育・保育施設

等との連携について規定しております。 

次のページを御覧ください。 

第１１条につきましては、特定乳児等通園支援

の提供の記録について規定しております。 

第１２条につきましては、支払いについて規定

しております。 

第１３条につきましては、乳児等支援給付費の

額に係る通知等について規定しております。 

第１４条につきましては、特定乳児等通園支援

の取扱方針について規定しております。 

次のページを御覧ください。 

第１５条につきましては、特定乳児等通園支援

の支援に関する評価等について規定しております。 

第１６条につきましては、相談及び援助につい

て規定しております。 

第１７条につきましては、緊急時等の対応につ

いて規定しております。 

第１８条につきましては、給付認定保護者に関

する町への通知について規定しております。 

第１９条につきましては、運営規定について規

定しております。 

第２０条につきましては、勤務体制の確保等に

ついて規定しております。 

次のページを御覧ください。 

第２１条につきましては、利用定員の遵守につ

いて規定しております。 

第２２条につきましては、掲示等について規定

しております。 

第２３条につきましては、給付認定子どもを平

等に取り扱う原則について規定しております。 

第２４条につきましては、虐待等の禁止につい

て規定しております。 

第２５条につきましては、秘密保持等について

規定しております。 

第２６条につきましては、情報の提供等につい

て規定しております。 

第２７条につきましては、利益供与等の禁止に

ついて規定しております。 

次のページを御覧ください。 

第２８条につきましては、苦情解決について規
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定しております。 

第２９条につきましては、地域との連携等につ

いて規定しております。 

第３０条につきましては、事故発生の防止及び

発生時の対応について規定しております。 

第３１条につきましては、会計の区分について

規定しております。 

次のページを御覧ください。 

第３２条につきましては、記録の整備等につい

て規定しております。 

第３３条につきましては、電磁的記録について

規定しております。 

次のページを御覧ください。 

附則につきましては、施行期日について規定し

ております。 

以下、議案第１９号上富良野町特定乳児等通園

支援事業の運営に関する基準を定める条例の説明と

いたします。 

御審議いただきまして、議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 分からないところもありま

すので、若干質問させていただきます。 

今回の、この誰でも通園制度、特定乳児等通園

支援事業の運営に関する基準を定める条例という形

になっておりますが、上富良野町において、園が利

用されるという形の中で、制度を利用されるという

絵というのは大体どのくらいを想定されているの

か、お伺いしたいと思います。 

それと同時に、この利用日数においても月１０

時間までになっていると思いますが、これを超えて

利用したい場合は、これを見ますと、該当にならな

いというふうに思いますが、町独自でその枠を変え

ることができるのかどうなのか、その点をお伺いし

ておきたいと思っております。 

あと、ここにも書いてありますが、想定される

利用定数の基準も定めなければならないとなってお

りますので、利用人数は大体どのくらいを想定され

ているのか、ちょっと確認したいと思います。 

あわせて、子どもを預かるわけですから、必要

な職員を配置しなければならないという形になりま

す。当然、利用しない日も出てくるのかなと思いま

す。 

それに対して、利用料等が収入という形で入ら

ないわけですから、園としての対応、職員を雇用し

たはいいけれども、それにふさわしいような収入

が、措置費が入らないということになれば、経営上

の問題も出てきて、結局、預けようとする子どもた

ちや保護者にもいろいろな悪い影響が出る可能性も

あると思います。 

そういった場合の事前のやり取りというのは、

園と町はどのようなやり取りをしてきたのか、お伺

いしておきたいと思います。 

また、この制度を見ますと、措置費について

は、子ども１人当たり年齢に応じて１時間、大分古

い資料なのですが、８５０円とか１,３００円と

か、出来高払いだとか、いろいろ書かれております

が、これはもう既に確定されているのかどうか。 

これからということにはならないと思います

が、現状、どのようになっているのかをお伺いした

いと思います。 

それと、従来の保育士で対応できるのかどうな

のか。新たに資格を持たないと、こういう子どもた

ちの受入れができないということがあるのかどうな

のか。 

恐らく従来の保育士で対応できるかと思います

が、やはり安心して受入れ体制を整えなければなり

ませんので、そういった体制づくりというのは非常

に重要になってきているかと思いますので、これら

についてお伺いしておきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ４番米澤議員の御

質問にお答えさせていただきます。 

まず、人数の想定ですが、対象者につきまして

は、町内の認定こども園に通っていない０歳６か月

から満３歳未満の子どもが対象になっていまして、

町内でこれに該当する児童は大体３０人くらいで

す。 

予算でも説明をさせていただくのですけれど

も、想定といたしましては、その３０人中２３名の

利用を見込んでおります。 

ただ、今回初めての制度ということで、どれく

らいの利用か、正直、つかめないところはあります

が、おおむねそれくらいの利用があっても受入れが

可能なような、予算については想定をしているとこ

ろです。 

あと、子ども１人当たり月１０時間上限という

ところにつきましても、これは自治体で決めること

ができることになっていまして、この範囲を超える

ことも制度の中でというか、町の決まりの中で変え

ることが可能となっております。 

１年目で、ちょっとこの辺の実状が分からない

中ですので、まず国基準で始めて、想定を超えるよ

うな利用がありそうなところにつきましては、また

今後の対応になってくるかと思いますが、現状につ
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きましては、このこども誰でも通園制度のほかに、

一時預かりという別の似たような制度があります。 

もし超える場合は、そちらの制度を利用しても

らうとか、別のサービスを利用してもらうというこ

とを、今のところ、想定しています。 

あと、定員につきましては、現在、二つのこど

も園で実施を予定しておりまして、一つの園につき

ましては大体１０人までと思っています。 

もう一つの園につきましては、空所対応という

ことで、人数が空いているところに入れるような想

定になっています。 

この辺は１年目ですし、制度がちょっと分かり

ませんが、正直、定員を超えるような想定というの

はないかなと、受入れができないということはない

のかなと思っていますし、これまで一時保育をやっ

ているこども園が受けてもらえる予定になっていま

すので、そういったところを見ると、先ほどの職員

の配置だとかも、一時保育の保育士は常に配置され

ておりますので、その職員がそのまま対応できるの

かなと想定しているところです。 

その辺の町とのやり取りにつきましても、これ

まで会議、打合せ等で園とも協議を行っています

し、もう既に４月１日からの実施に向けて、準備は

ほぼ整っていると思っていただいてよろしいかなと

思います。 

あと、給付費につきましては既に決まっており

まして、０歳児で１人１,３００円、１歳児で１,１

００円、２歳児については９００円ということで確

定しておりますので、こちらにつきましても予算で

また説明することになるかと思いますが、一応、こ

ういったことで予算措置については行っており、準

備は予定どおり行っているということで御理解賜れ

ばと思います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか、質疑ございませ

んか。 

保健福祉課長、答弁。 

○保健福祉課長（三好正浩君） すみません。一つ

答弁漏れがございました。 

保育士資格につきましては、現有の保育士で対

応しておりますので、特に新たな資格を取得すると

か、そういったものは必要ないというふうになって

います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか、質疑ございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。これ

から、議案第１９号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。よって、議案第１９号上富良野

町特定乳児等通園支援事業の運営に関する基準を定

める条例は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１７ 議案第２０号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１７ 議案第２０号

児童福祉法等の一部改正に伴う関係条例の整備に関

する条例を議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ただいま上程いた

だきました議案第２０号児童福祉法等の一部改正に

伴う関係条例の整備に関する条例について、提案の

要旨を御説明させていただきます。 

この条例は、児童福祉法等の一部を改正する法

律により、保育所等の職員による虐待に関する通報

義務等を創設するとともに、国家戦略特別区域法に

基づく国家戦略特別区域内に限り認められている地

域限定保育士制度を一般制度化する改正が行われ、

また、令和６年の地方からの提案等に関する対応方

針に基づき、保育所等における健康診断について

は、年齢に応じた実施方法等について令和７年に検

討した結果、乳幼児健康診査の内容が保育所等の健

康診断の全部または一部に相当すると認められると

きは、当該健康診断の全部または一部を行わないこ

とができるとされたことに伴い、関係条例について

所要の改正を行うものです。 

それでは、議案第２０号を御覧ください。 

以下、条例の朗読を省力させていただき、改正

内容の概要を御説明いたします。 

上富良野町特定保育施設及び特定地域型保育事

業の運営に関する基準を定める条例の一部改正につ

きましては、児童福祉法の改正に伴い、同法から条

を引用している箇所を改正しております。 

次に、上富良野町家庭的保育事業等の設備運営

に関する基準を定める条例の一部改正につきまして

も、児童福祉法の改正に伴い、同法から条を引用し

ている箇所を改正し、保育所の健康診査について新

たな規定を加え、地域限定保育制度を一般制度化す

ることに関して規定しております。 
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次に、上富良野町乳児等通園支援事業の設備及

び運営に関する基準を定める条例の一部改正につき

ましても、児童福祉法の改正に伴い、同法から条を

引用している箇所を改正し、地域限定保育士制度を

一般制度化することに関して規定するほか、文言等

の整理をしております。 

以上、議案第２０号児童福祉法等の一部改正に

伴う関係条例の整備に関する条例についての説明と

いたします。 

御審議いただきまして、議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第２０号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第２０号児童福祉法等の一部改正

に伴う関係条例の整備に関する条例は、原案のとお

り可決されました。 

────────────────── 

◎日程第１８ 議案第２１号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１８ 議案第２１号

上富良野町介護保険条例の一部を改正する条例を議

題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

保健福祉課長。 

○保健福祉課長（三好正浩君） ただいま上程いた

だきました議案第２１号上富良野町介護保険条例の

一部を改正する条例の提案の要旨を御説明させてい

ただきます。 

条例改正につきましては、令和７年度税制改正

による給与所得控除引上げの見直しが行われたこと

に伴い、介護保険の第１号被保険者の一部に所得基

準における段階の移動が生じ、第９期介護保険事業

計画中の保険料収入が減少する可能性があります。 

また、令和７年度税制見直しにより、一部の被

保険者の住民税が課税判定となり、介護保険料の負

担が増え、介護保険法施行令の改正により、介護保

険法第１４２条に定める特別の理由に該当する者と

して取り扱うものとし、当該者の保険料算定につい

ては、令和８年度のみ本人の申請によらず、住民税

非課税として判定し、減免できることとされており

ます。 

町においても、保険者の責めに帰さない保険料

収入不足を可能な限り防ぐ観点から、町長が特に必

要と認める者に対し、申請によらず、令和８年度分

の保険料を減免することを可能とする当該条例につ

いての所要の改正を行うものであります。 

以下、議案を朗読し、説明といたします。 

議案第２１号を御覧ください。 

議案第２１号上富良野町介護保険条例の一部を

改正する条例。 

上富良野町介護保険条例（平成１２年上富良野

町条例第１１号）の一部を、次のように改正する。 

附則に次の１条を加える。 

令和８年度分保険料における減免の特例。 

第１０条、町長は、令和８年度分の保険料につ

いて、第１３条第１項及び第２項の規定にかかわら

ず、町長が特に必要と認める者に対し、申請によら

ず減免することができる。 

附則、この条例は令和８年４月１日から施行す

る。 

以上、議案第２１号上富良野町介護保険条例の

一部を改正する条例の説明とさせていただきます。 

御審議いただきまして、議決くださいますよ

う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第２１号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第２１号上富良野町介護保険条例

の一部を改正する条例は、原案のとおり可決されま

した。 
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────────────────── 

◎日程第１９ 議案第２２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第１９ 議案第２２号

上富良野町過疎地域持続的発展市町村計画の変更に

ついてを議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

企画商工観光課長。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ただいま上程

いただきました議案第２２号上富良野町過疎地域持

続的発展市町村計画の変更について、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

本件につきましては、現行の過疎地域の持続的

発展の支援に関する特別措置法が令和３年４月１日

に施行され、同日付で上富良野町が過疎地域に指定

された後、過疎計画策定に関する事務手続を進め、

北海道知事の同意を得た後、令和３年第２回定例会

において議会の同意をいただき、作成したところで

あります。 

道内市町村が策定する過疎計画については、北

海道が策定する北海道過疎地域持続的発展指針を指

針として定める必要があることから、当時の計画期

間については、令和３年度から令和７年度の５年間

としていたところであります。 

今般、当町の過疎計画の計画期間が令和７年度

をもって終了することと併せ、北海道過疎地域持続

的発展指針につきましても、方針の期間を令和８年

度から令和１２年度に改められたことから、その指

針に基づき、当町の過疎計画についても変更を行う

ものであります。 

計画変更の内容については、御一読いただいて

いるものとして省略いたしますが、当町の過疎計画

については、総合計画、総合戦略、各個別計画等と

の整合性を図りながら策定しているものであり、基

となる町の計画等に大きな変化要素がないことか

ら、計画期間の変更及び記載数値の更新などの変更

となっているところであります。 

以下、議案を朗読し、御説明といたします。 

議案第２２号を御覧ください。 

議案第２２号上富良野町過疎地域持続的発展市

町村計画の変更について。 

過疎地域における総合的、計画的な持続的発展

を図るため、過疎地域の持続的発展の支援に関する

特別措置法（令和３年法律第１９号）第８条の規定

に基づき、別紙のとおり上富良野町過疎地域持続的

発展市町村計画（令和８年度から令和１２年度）に

変更することについて、議会の議決を求める。 

以上で、議案第２２号上富良野町過疎地域持続

的発展市町村計画の変更についての説明といたしま

す。 

御審議いただき、議決くださいますよう、お願

い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） ちょっとお伺いをいたしま

すが、この過疎地域持続発展計画というのは、前

回、上富良野も過疎地域に指定されたために、令和

３年から５年間の計画を立てております。 

その計画が、項目としては１３項目。 

その１３項目について、この５年間で計画どお

りに進んだ部分、それから、まだ計画途中の部分、

今後課題となっている部分、そういったものがきっ

とあると思います。 

それらについての報告は、私たち議員にあるの

か、ないのかというのが１点。 

次に、もう１点お伺いしたいのは、過疎地域の

関係で、ページ数でいけば１８ページ、交通施設の

整備、交通手段の確保という欄があります。 

現況の問題点というのは、ここに書いてあると

おりですが、最近、ちまたのうわさでは、乗り合い

タクシー、二つの業者が担っておりますが、一つの

業者が３月いっぱいをもって営業をやめるというよ

うな話を聞いております。 

これが現実になりますと、今まで乗り合いタク

シーを町民の皆さんがある程度利用し、足の確保で

非常に助かっていたわけですが、もしこういうこと

が現実に起きると、１社では非常に難しい問題にな

るのではないかという気がいたしております。 

そういったことを踏まえて、この過疎計画の中

に、この足の確保の部分で予算的なものをある程度

確保し、それから、町でもその足の確保のために何

らかの方法を考えていかなければならないのではな

いのかなと思っております。 

そこら辺はどうなのでしょうか。まず、それを

お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ８番中瀬議員

からありました過疎計画に対します御質問の最初の

部分につきましては、私から御説明をさせていただ

きます。 

過疎計画に基づく事業の実施内容についての報

告がないのではないかという御質問かなと思いま

す。 

過疎計画の部分については前段のところでも説

明をさせていただいたのですけれども、一応、当町

の過疎計画につきましては、町が今持っております

総合計画を中心としましたいろいろな計画を、過疎
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債を利用するためにつくらなければならない計画と

いうことにしていますので、基本、この過疎計画だ

けに基づいて事業を行っているものはないというの

が現状でございます。 

この仕組み上、過疎計画に基づいてやっている

仕事というのは、普段、私たちがやっております、

いわゆる総合計画を中心としたそれぞれの仕事の部

分については、そのとき、そのときで報告をさせて

いただいていますので、この過疎計画だけでの報告

というものについては、これまでもしていないとこ

ろです。 

今回の過疎計画につきましても、この過疎計画

にしかないという項目があれば、あれなのですけれ

ども、先ほど言いましたように、あくまでも当町の

基本的な計画は、別に総合計画を中心とした計画で

ありますので、そちらでの報告がこれからも続くの

かなと思っていますので、過疎計画に特化して、こ

れだけの報告というものについては行う予定もない

というところでございます。 

あと、補足になりますが、一応、この計画につ

きましては義務化されていませんが、いわゆる過疎

債を借りるときには、この計画がないと駄目という

計画ですので、過疎債の利用を前提にして全網羅的

な計画の内容にしているということで、御理解をい

ただきたいと思います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 副町長、答弁願います。 

○副町長（佐藤雅喜君） ８番中瀬議員の地域の公

共交通の件の御質問にお答えいたします。 

まだ不確定な要素がございますので、この場で

明言することはできませんけれども、過疎計画の中

において、高齢者ですとか交通弱者の方の交通手段

をしっかりと確保しますということは、当然にして

うたうべきことですので、その具体的な手法がこの

計画の中に乗り合いタクシーという文言をきちんと

押さえています。 

現在のところ、今後の展開等が不透明な中で、

過疎計画の中には乗り合いタクシーの現状をしっか

り踏まえた上で、それをどのようにして維持してい

くかということは、今後の課題として取り上げると

いうか、検討していかなければならない課題です。 

いずれにいたしましても、この過疎計画の中で

は、今までどおりの方向を一定の基準として、北海

道にきちんと承認をいただいたものですので、現時

点ですぐこれらの中身を変えるということはできな

いのかなと考えております。 

ただ、いろいろな状況が変化しているのも事実

ですので、そういった部分、まだ詳細が定まってい

ない中で、この場で答弁できませんけれども、そう

いったものをしっかりと、どのようなスタイルがい

いのかというのは、検討していかなければならない

と承知しているところですので、御理解を賜りたい

と思います。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 今、課長から、過疎計画の

中身は、公共施設総合管理計画の部分の中と総合的

に町はやっているわけだから過疎計画の件について

の成果を改めては出さないという説明でありました

けれども、基本的にこの過疎計画をつくって、そし

て、その過疎の何かをやるための補助をいただくと

きには、こういう計画が必要だからつくっている。 

そのつくった結果、それなりの効果がある程

度、私たちに、この部分についてはという、そうい

う説明が、具体的には、当然、課長の説明からいけ

ば、なくてもいいということだから、説明していな

いと思うのだけれども、そうではなくて、過疎を指

定されたことによって、その中で上富良野の公共設

備と総合計画との整合性がきちんと図られているか

ということだけは報告してもいいのではないかと思

います。 

全体的に全部説明しろ、報告しろというのでは

なくて、今回の令和３年から令和５年までの間に、

こういうふうにやった中で、この点については過疎

計画の中で実行できましたよということくらいは

言ってもいいのではないかという気がするのです

が、どうでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ８番中瀬議員

からありました、過疎計画があることによっての町

に対する効果の報告という部分の御質問かなと思っ

ています。 

この過疎計画があることによって、過疎ではな

い時代と何が大きく変わったかと言われますと、い

わゆるソフト的な効果はちょっとあれなのですけれ

ども、一番目に見える形としては、過疎債をこの５

年間、借りることができたということなので、その

分の費用負担。 

過疎というのは、御承知のとおり１００％充当

の７割交付税バックということですので、これまで

１００％自賄いでやらなければならなかったうちの

費用の７割が縮減できて、３割で同程度の規模のこ

とができるということです。 

ソフト事業に関していけば、細かい数字はあれ

なのですけれども、年間６,０００万円台のまずソ

フト事業を行ってきておりますので、それが５年間

で約３億円を超えると。 

あと、この間やってきておりました大型の公共

事業用ということで、大きいハード系でいきます
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と、こどもセンターの建設、あと町立病院の建設と

いうことで、町立病院につきましては企業債もあり

ますので、全額が過疎ということではございません

が、かなり大きな金額に過疎債を活用できたところ

が一番大きな効果かなと思っています。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 今回の計画書の中には、前

回と違って計画決定したら公表すると。 

これが計画の中身を公表したということでいい

のですか。 

ということは、基本的に北海道に提出する分、

振興局に提出する分、それから、市町村が計画した

ものを計画したら道に出す、そういった公表をしな

ければならない部分というのが盛り込まれているは

ずなのですが、そこら辺は報告だけすればいいとい

うことで理解していいのですね。 

○議長（中澤良隆君） 企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ８番中瀬議員

からありました過疎法の計画変更の手続の御質問か

なと思っていますが、こちらにつきましては、一

応、策定の手続ということで、まず草案をつくりま

してから、北海道、先ほどの指針に基づいて作成を

するというところがございますので、草案の段階で

北海道の知事と事前協議を行わせていただきまし

て、その結果において、今年の１月２８日に当町の

予定している案で異議はないという回答をいただい

ております。 

それを受けまして、先ほど議案の説明の中でも

言わせていただきましたが、過疎法の８条の中で、

策定に関しましては議会の同意を得ることというこ

とで、今回、議会に上程をさせていただいておりま

す。 

これにつきましては、同意をいただければ、北

海道経由で国のほうにそれぞれこの計画変更を送付

させていただいて、その手続が終わった段階で、い

わゆる国が示す、国に届出が行きますので、それに

よりまして、８年度以降につきましても過疎債を利

用する権利が得られるというところです。 

あと、それに併せまして、公表ということです

ので、基本、公表は告示行為等ではございませんの

で、ホームページ等で一般に公表をさせていただく

ということで予定をしています。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか、質疑ございませ

んか。 

４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 流れとしては、こういう流

れで、基本的な計画を持って、それに合わせた過疎

債をもらうための計画を示してほしいという流れか

と思います。 

それで、こういった事業を展開する上で、個別

の計画をどうするかというのと、今、説明されてき

たかというふうに思います。 

あわせて、地方財政というのは、仮に過疎債を

頂いたとしても、潤沢なお金というのはなかなか難

しいと思います。 

道路を造るにしても、こういった公共施設を新

しくする、あるいは改築するにしても、それなりの

財源が必要になってくるのですが、そういった意味

で、過疎債は一定有利な財源ではあります。 

しかし、町全般の財源で見た場合に、地域の過

疎を脱却するためのこういうお金を使いながら、計

画を持って進めなさいという話であります。 

今、問われているのは、こういう計画と併せ

て、町の老朽化する施設に対する具体的な、今後、

どうするのかというような計画をしっかり持ち合わ

せない限り、こういった財政計画だとか、計画が生

きてこないと思います。 

こういったところを町自体、老朽化した施設、

統廃合も含めてどうするのかというところを位置づ

けた内容が、こういった計画に位置づけられている

わけですから、こういったものが必要だと思います

が、その点は遅れているというふうに私は思ってい

ます。 

いろいろ計画を立てられていると思います。全

部が駄目だというわけではありませんけれども、さ

らにその精度を高めるための財政計画と併せた施設

計画をどうするのかということを立てなければなら

ないと思います。 

あわせて、国に言わなければならないのは、こ

ういう計画があったとしても、過疎債があったとし

ても、今、道路や公共下水道の管を整備する上でも

必要な財源がなくて、なかなか思うようにいかない

ということで、これは全国的な問題なのですが、そ

ういうものも含めた過疎債の位置づけという中で、

国の支援というのも、別枠で支援してもらわなけれ

ばならない部分なのかなと思います。 

そういう意味では、町がきちんとした個別計

画、相対的な計画を、今後、町づくりする上でどう

するのかというところが、さらに問われているのだ

と思います。 

そういったところを、今後、どう町づくりに生

かすのか。この点、町長はどのようにお考えなの

か、大枠でもよろしいのですが、お伺いしたいと思

います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問にお
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答えしたいと思います。 

町の公共施設の御質問でしたが、その前に、過

疎債が適用になって、今、頂いておりますが、議員

がおっしゃるように、財源というのはもともと過疎

債を頂いて、有利な財源なのですが、それを含めて

も、かなり厳しい部分がありますので、過疎債を、

有利な財源ですので、活用、利活用、ちゃんとしっ

かりと生かしながら、過疎の脱却に向けてという方

向性をしっかりと持っていかなければならないと

思っています。 

その上で、公共施設のハードの建て替え等々で

すが、これもいずれは訪れる問題、もう既に訪れて

いるのかもしれませんが、そういう問題だと思って

おります。 

潤沢な財源、過疎債を含んでも、なかなか都合

がつけづらい問題でありますので、やらなければな

らないという認識はありますが、何年度に何を、順

番も含めて、それにはまだ至っておりませんが、管

理計画はしっかり持っておりますので、それらも含

めて、今後、将来はしっかりと過疎財源を生かしな

がら進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） ちょっと確認したいのです

けれども、２７ページの子育て環境と児童福祉とい

うところで、四つ目のこどもセンターについて、町

立病院の改築に伴い現施設の移転が必要となること

からと書いてあるのですけれども、これは多分、前

回のままの記述なのかなと思って。 

拠点施設の整備を進めますと書いてあるのです

けれども、子どもセンターの移転がもう終わってい

るので、この文言を修正したほうがいいのかなと思

い、確認で質問しました。 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時３７分 休憩 

午前１１時３７分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） それでは、暫時休憩を解い

て、会議を再開いたします。 

企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ７番茶谷議員

からありました、過疎計画の内容の記載の部分の指

摘の御質問かなと思っています。 

この計画につきまして、言われた部分でいきま

すと、既に終わっている部分が残っているという御

指摘をいただいたものと思っています。 

現状としましては、既にこどもセンターが出来

上がっていますので、そちらについては事前計画が

既に終わっている関係がありますので、道と確認を

させていただいて、直せるものかどうかを判断した

いと思います。 

この文言があることによって、過疎債を借りら

れないということはまずあり得ませんので、そちら

につきましては整理をさせていただきます。 

御指摘ありがとうございます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか、御質疑。 

６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 今、同僚議員が質問した、

計画を今日議決してしまったら、中身は直せなくな

るのではないですか。 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時３９分 休憩 

午前１１時４０分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩を解いて、会議を

再開いたします。 

副町長、答弁。 

○副町長（佐藤雅喜君） ６番林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

今、誤記載ということで見当たりましたので、

再度、道と確認して、修正したものを提出させてい

ただくような形で。 

今回、幸いにして多少の会期がありますので、

そこのところで了解していただけないかと思いま

す。 

恐らく削除することで、今、課長が答弁したよ

うに、過疎債の取得に何ら影響があるものではあり

ませんけれども、過去に記載の消し忘れがあったと

いうことで、道ときちんと協議してまいりたいと思

います。 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時４１分 休憩 

午後 ０時０３分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） それでは、暫時休憩を解い

て会議を再開いたします。 

なお、昼食の時間になっていますが、次の議案

等を考えると、このまま継続をしたいと思います

が、それでよろしいでしょうか。 

（「はい」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） それでは、このまま会議を

続けさせていただきます。 

それでは、ただいまの過疎地域持続的発展市町

村計画の件について、理事者側から説明を求めたい
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と思います。 

企画商工観光課長、答弁。 

○企画商工観光課長（宮下正美君） ６番林議員か

らありました手続関係の部分の質問に対しまして、

お答えをさせていただきたいと思います。 

この間、ちょっと時間をいただきまして、道と

も確認をさせていただいたところです。 

この過疎計画の変更につきましては、道内一

円、去年から行っているというところもございまし

たので、大変申し訳ないのですけれども、今般のこ

の上程をさせていただいた議案につきましては、次

年度以降、いわゆる軽微な変更を行うということを

前提に、今回につきましては、この上程議案で議決

をお願いしたいところであります。 

該当の箇所につきましては、こどもセンターの

整備の関係ですけれども、こどもセンターに関する

維持等については、別項目のところにきちんとあり

ますので、御指摘いただいたところは完全にうちの

チェックミスで、私の落ち度になりますが、削除す

べきところを削除していなかったということになり

ます。 

こちらにつきましては、新年度に入りましてか

ら、早い議会のときに過疎計画の軽微な変更という

ことで、改めて議会に計画変更の同意をいただくと

いうことを前提に、今回の部分については同意をい

ただきたいと思っております。 

議事進行を含めて御迷惑をかけたことに関しま

してお詫びをするとともに、ぜひ今回につきまし

て、このとおり御同意をいただきたいということ

で、御理解をお願いしたいと思います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ただいま答弁がございまし

た。 

改めて質疑があれば、質疑を受けたいと思いま

す。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了したいと思います。 

これから、討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第２２号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第２２号上富良野町過疎地域持続

的発展市町村計画の変更については、原案のとおり

可決されました。 

────────────────── 

◎日程第２０ 議案第２３号 

○議長（中澤良隆君） 日程第２０ 議案第２３号

中の沢水道施設整備工事（その２）請負契約の変更

についてを議題といたします。 

提出者から提案理由の説明を求めます。 

建設水道課長。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ただいま上程いた

だきました議案第２３号中の沢水道施設整備工事

（その２）請負契約の変更について、提案の要旨を

御説明申し上げます。 

本工事は、令和７年９月１９日に議決を賜り、

工期を令和８年３月１０日までとし、株式会社有我

工業所により施工したところ、現場におきまして不

符合があったことから、設計変更を行ったものであ

ります。 

設計変更の主な要因は、減額に関する項目とい

たしまして、終点個所の変更による施工延長の減、

継ぎ手位置の変更に伴う減、標識設置数の減という

内容であります。 

次に、増額に関する項目といたしまして、既設

管撤去に伴う土工量変更に伴う増、産業廃棄物の数

量確定による増、給水管設置個所の増という内容で

あります。 

以上の変更要因について、北海道防衛局に補助

事業等計画変更承認申請書を提出し、令和８年２月

２６日付で２５９万６,０００円を増額する変更交

付決定をいただいたところです。 

それでは、以下、議案を朗読し、説明といたし

ます。 

議案第２３号を御覧ください。 

議案第２３号中の沢水道施設整備工事（その

２）請負契約の変更について。 

中の沢水道施設整備工事（その２）。 

請負契約の締結。 

令和７年９月１９日、議決を経た議案第２６号

に関わるものを次により変更するため、議会の議決

に付すべき契約及び財産の取得又は処分に関する条

例第２条の規定により議会の議決を求める。 

記。 

変更事項。 

契約金額、変更前７,７４４万円、変更後８,０

００３万６,０００円。 

以上で、議案第２３号中の沢水道施設整備工事

（その２）請負契約の変更についての説明といたし

ます。 

御審議いただきまして、議決いただけますよ
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う、お願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論ありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第２３号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 起立多数であります。 

着席ください。 

よって、議案第２３号中の沢水道施設整備工事

（その２）請負契約の変更については、原案のとお

り可決されました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告  

○議長（中澤良隆君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

明日の予定について事務局長から報告いたさせ

ます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げます。 

明日３月４日は本定例会の２日目で、開会は午

前９時です。 

定刻までに御参集願います。 

以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 御苦労さまでした。 

午後０時１１分 散会 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、令和８年第１回上富良野町議会定例会

２日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（中澤良隆君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、 

     ５番 金 子 益 三 君 

     ６番 林   敬 永 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第 ２ 執行方針から 

  日程第１５ 議案第９号まで 

○議長（中澤良隆君） 日程第２ 執行方針並びに

日程第３ 議案第１号令和８年度上富良野町一般会

計予算、日程第４ 議案第２４号上富良野町財政調

整基金の一部支消について、日程第５ 議案第２５

号上富良野町公共施設整備基金の一部支消につい

て、日程第６ 議案第２６号十勝岳と共生するまち

づくり応援基金の一部支消について、日程第７ 議

案第２号令和８年度上富良野町国民健康保険特別会

計予算、日程第８ 議案２７号上富良野町国民健康

保険財政調整基金の一部支消について、日程第９ 

議案第３号令和８年度上富良野町後期高齢者医療特

別会計予算、日程第１０ 議案第４号令和８年度上

富良野町介護保険特別会計予算、日程第１１ 議案

第５号令和８年度上富良野町ラベンダーハイツ事業

特別会計予算、日程第１２ 議案第６号令和８年度

上富良野町水道事業会計予算、日程第１３ 議案第

７号令和８年度上富良野町簡易水道事業会計予算、

日程第１４ 議案第８号令和８年度上富良野町公共

下水道事業会計予算、日程第１５ 議案第９号令和

８年度上富良野町病院事業会計予算について関連が

ございますので、一括して議題といたします。 

 まず、町長より町政執行方針について、説明を求

めます。 

 町長、斉藤繁君。 

○町長（斉藤 繁君） おはようございます。 

令和８年第１回定例町議会に当たり、町政執行方

針につきまして申し上げます。 

現在、日本経済は、雇用所得環境の改善や国の各

種政策の効果により、全体として緩やかな回復が続

くことが期待されています。一方で、物価の動向や

米国の通商政策をめぐる動きなど、今後の景気を下

押しする可能性のある要因にも、引き続き注意が必

要であり、金融資本市場の変動が経済に及ぼす影響

についても、慎重に見極めていく必要があります。 

直近の経済指標を見ると、名目ＧＤＰは６００兆

円を超え、賃上げ率も２年連続で５％を上回るな

ど、国の経済は、長く続いたデフレコストカット型

経済から、新たな成長型経済へと移行する局面を迎

えています。 

しかしながら、潜在成長力は、なお伸び悩んでお

り、賃金の伸びが物価上昇に十分に追いついていな

いことから、食料品を中心とした物価高騰の影響も

あり、個人消費には、力強さを欠く状況が続いてい

ます。 

こうした中、今後、安定的な物価上昇と、それを

上回る持続的な賃金上昇が実現する成長型経済への

転換を進めていくことが重要とされています。 

そのため、将来世代への責任を重視した責任ある

積極財政の考えの下、国においては、戦略的な財政

出動を通じて、官民が連携し、危機管理投資や成長

投資を進め、社会課題の解決や国民生活の安全・安

心の確保に取り組んでいくこととしています。 

また、雇用と所得を着実に増やし、国全体の潜在

成長力を高め、強い経済を実現していくためには、

財政や社会保障の仕組みについても、物価や賃金の

上昇に適切に対応した形へと見直していくことが求

められています。 

このような状況の中、国は「生活の安全保障・物

価への対応」、「危機管理投資・成長投資による強

い経済の実現」、そして、「防衛力と外交力の強

化」の三つを柱とする「「強い経済」を実現する総

合経済対策」を策定しました。また、この経済対策

の裏づけとして、令和７年度補正予算及び令和８年

度予算の編成に取り組み、切れ目のない経済財政運

営を行っていくこととしています。 

一方、地方財政計画の一般財源総額については、

交付団体ベースで前年度比３兆７,３６４億円、５.

９％の増の６７兆５,０７８億円と前年度を上回る

額が確保され、地方交付税については、２０兆１,

８４８億円、前年度比１兆２,２７４億円、６.５％

増となっておりますが、臨時財政対策債について

は、地方財政の健全化に取り組むため、昨年に続き

発行額がゼロとなっております。人口の少ない多く

の地方公共団体においては、元来、地方税収の増加
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は見込めない中、急速に進行している少子高齢化を

はじめ、日々、複雑化・多様化する行政ニーズに対

応するため、財源確保に当たっては、依然として厳

しい状況にあります。 

本町におきましても、地方税収など自主財源の大

幅な伸びが見込めない中、地方交付税をはじめとす

る一般財源の８割以上が、経常的な支出に充てられ

ているほか、歳入全体の７割以上を依存財源が占め

ており、財政構造の硬直化が進んでいる実態にあり

ます。 

歳出面においては、町立病院や子どもセンターな

どの整備に伴う地方債の償還が始まり、今後の公債

費の増加が見込まれているほか、社会保障関連の扶

養費や人件費、物価高騰に伴う諸経費も上昇傾向に

あります。加えて、自立した地域を維持するための

地域振興策や頻発する自然災害への対応、老朽化し

た公共インフラの長寿命化や公共施設の改築など、

今後も、多大な財政需要が見込まれています。 

このような状況から、中長期的な見通しの下、活

力あるまちづくりと自治体経営の安定化を両立させ

ていく必要があると認識しているところでありま

す。 

このように、財政状況は依然として厳しい局面で

はありますが、町民の皆様が上富良野に愛着を持

ち、夢と希望に満ちたまちづくりを進めていくこと

が何よりも肝要であると受け止めており、第６次上

富良野町総合計画に掲げる将来像、「暮らし輝き  

交流あふれる 四季彩のまち・上富良野」の実現に

向けて、「協働のまちづくり」、「穏やかに安心し

て暮らせるまちづくり」、「人が行き交うまちづく

り」の三つの視点を基本に、これからの上富良野を

見据え、活力、魅力、持続可能性を備えた自治体運

営を念頭に、既存の問題解決はもとより、各種事業

の緊急性や優先性を厳格に精査いたしました。今

後、見込まれる財政需要への財源確保を注視しつ

つ、将来に責任を持てる予算編成を行ったところで

あります。 

それでは、第６次総合計画の分野目標ごとにまと

めた主要施策の項目に沿いまして、本年度の主な施

策について申し上げます。 

最初に「きれいで安全・安心な生活環境のまち」

についてであります。 

「環境・景観、エネルギー」につきましては、出

前講座等の学習機会を通じて、環境保全意識の醸成

を図るとともに、令和４年６月のゼロカーボンシ

ティ宣言の実現に向けた施策等の検討を進め、地球

温暖化防止に向けた地球温暖化対策実行計画、地域

省エネルギービジョンに基づいた温室効果ガスの削

減に取り組んでまいります。また、町も一事業所と

して、「第２期上富良野町地球温暖化対策実行計画

（事務事業編）」に基づき、その取組に努めてまい

ります。 

具体的には、公共施設等の照明について、温室効

果ガスの排出削減、電気料金の軽減等を目的とし

て、昨年に引き続き、本年度もＬＥＤ化改修を行っ

てまいります。 

景観法に定められた景観行政団体として、「景観

づくり条例」、「景観づくり計画」に基づき、良好

な景観を守り、育み、創造する意識の浸透を進める

とともに、十勝岳ジオパークの取組と連携し、大雪

山国立公園の保護をはじめ、地域の特徴的な地質、

地形、生態系、文化遺産について継続的に調査を重

ね、本町の最も重要な資源ともいえる十勝岳連峰と

田園丘陵が織りなす良好な景観の保全に取り組んで

まいります。 

施設設備の老朽化が進んでいた葬祭場につきまし

ては、中富良野町西山火葬場の共同利用を本年度か

ら開始いたします。 

「ごみ処理等環境衛生」につきましては、町民の

皆様の御理解と御協力により、着実にごみの分別・

減量化が進んでおり、今後におきましても、分別の

徹底と軽量化、リサイクル率の向上に積極的に取り

組んでまいります。 

クリーンセンターにつきましては、共用開始から

２６年が経過し、施設や設備の経年劣化による故障

等が顕在化しております。長寿命化計画に基づき、

主要機械等の改修を実施し、安定した施設運営が行

えるよう対応してまいります。 

また、焼却施設につきましては、他施設の利用も

含め、今後の処理体制を関係自治体と協議・検討を

進めてまいります。 

さらに、「第３次富良野生活圏一般廃棄物広域分

担処理基本計画」に基づき、沿線市町村と連携を図

り、廃棄物の処理を進めるとともに、より効率的な

処理について、引き続き協議してまいります。 

「上・下水道」につきましては、継続的な安定し

たサービスを提供するため、老朽化が進んでいる上

水道施設及び下水道処理施設の健全化を進め、地方

公営企業法に基づいた会計方式により、経営状況の

明確化と施設資産の管理を行い、安定的な事業経営

に努めてまいります。 

「公園・緑地」につきましては、日の出公園にお

いては、来園する皆様が安全で快適に利用いただけ

るよう、適正な公園管理を行ってまいります。ま

た、継続して、年次計画によるラベンダー株の植替

えを進めてまいります。 

各公園緑地においては、遊具の劣化点検を実施

し、点検結果及び専門家の意見を踏まえながら、劣
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化度が軽度な遊具に関しましては必要な修繕を施

し、劣化度が重要な遊具に関しましては、利用頻度

や安全性も考慮し、撤去の検討を行ってまいりま

す。 

島津公園につきましては、施設等の一部改修を実

施し、町民の憩いの場として適正な管理に努めてま

いります。 

「消防・防災」につきましては、日頃から防災意

識の啓発、防災訓練や出前講座等を通じて、地域防

災力の強化を図り、各住民会の防災士間の連携と資

質の維持・向上を図る機会を設けるとともに、自主

防災組織等活動補助事業を継続し、自主防災組織の

活動を支援してまいります。 

また、十勝岳大正泥流被災１００年追悼事業を実

施するほか、町民への出前講座や十勝岳ジオパーク

防災教育、自主防災組織と連携した取組などによ

り、町民の防災に関する知識・意識の向上につなげ

てまいります。 

頻発する自然災害に対応するため、昨年度より地

域防災計画等を２年かけて見直しを行い、関係機関

と連携した防災・減災の活動に取り組んでまいりま

す。 

十勝岳噴火総合防災訓練につきましては、関係機

関との連携強化を図るとともに、地域住民や事業所

の参加協力を得ながら訓練を実施し、防災体制の構

築を進めてまいります。 

また、防災備蓄品、資機材については、円滑な避

難所運営に資するよう計画的な整備を行い、災害に

強いまちづくりを進めてまいります。 

富良野川の砂防堰堤などの火山砂防事業や治山・

治水事業、登山道におけるシェルターなどの避難施

設の整備につきましては、関係機関へ引き続き、要

請してまいります。 

また、普通河川の整備については、河川整備計画

に基づき、本年度は３河川の改修工事を実施してま

いります。 

「交通安全・防犯」につきましては、一人一人の

意識を高めることが何よりも重要であることから、

地域や家庭はもとより、生活安全推進協議会をはじ

め、関係機関・団体との連携強化を図りながら、事

件・事故のない安全・安心なまちづくりを進めてま

いります。 

「消費者対策」につきましては、悪質商法や特殊

詐欺等による被害が後を絶たないことから、様々な

機会を通じて、注意喚起や被害防止対策に取り組ん

でまいります。 

また、富良野市消費生活センター内に、富良野圏

域５市町村で、専門の相談員を共同設置しており、

複雑化・多様化する相談内容に対応できるよう、消

費者の安全を確保してまいります。 

次に、「みんなが元気になる健康・福祉のまち」

についてであります。 

「保健・医療」につきましては、「健康づくり推

進のまち」宣言の理念の下、「第３次健康上富良野

２１計画」、「第３期保健事業計画・第４期特定検

診等実施計画」に基づき、メタボリックシンドロー

ムや糖尿病有病者の増加の抑制を目標に掲げ、生活

習慣病の発症・重症化予防を推進するとともに、生

活機能の維持・向上も踏まえた取組を推進し、健康

寿命の延伸の実現に努めてまいります。 

また、次世代を担う子どもたちの健やかな成長の

基盤は、妊娠期からの望ましい生活習慣にあること

から、ライフコースアプローチ（生涯を通じた健康

づくり）の視点に基づき、各種保健事業を通じて生

活習慣病の発症予防を推進してまいります。 

子どもの医療費無償化につきましては、子育て世

帯の保護者への負担軽減を図るため、高校生相当年

齢まで拡大し実施しており、今後も引き続き、医療

給付の推移を検証しながら取り組んでまいります。 

感染症の重症化予防につきましては、本年度より

新たに定期接種化される妊婦を対象としたＲＳウイ

ルスワクチン及び高齢者に対する高用量インフルエ

ンザワクチンについて、接種を希望する方が接種を

受けられるよう、公費助成による負担軽減を図ると

ともに、医療機関と連携を図りながら円滑な実施に

努めてまいります。 

町内唯一の有床医療機関である町立病院につきま

しては、身近なかかりつけ医としての役割に加え、

救急医療から介護サービスまでを担っており、町民

が地域で安心して暮らし続けるための地域医療の基

幹的施設として運営してまいります。 

病院経営につきましては、病院経営強化プラン及

び本年度を策定する経営改善実行計画に基づき、経

営の健全化に努めてまいります。 

また、病院施設改築整備につきましては、昨年度

より引き続き、外構整備を実施してまいります。 

「子育て支援」につきましては、昨年度より、

「子ども計画」（第３期子ども・子育て支援事業計

画、子どもの貧困対策計画、子ども若者計画、次世

代育成支援行動計画を含む）に基づき、全ての児童

とその家族に対して、妊娠・出産・乳幼児・小学校

低学年の「子育てステージ」と、小学校高学年・中

学校・高校の「子育ちのステージ」の二つのステー

ジによる、切れ目のない子育て支援サービスに関す

る情報提供を行ってまいります。育児の悩みや児童

虐待への対応も含め、さまざまな相談に対応し、適

切な支援につなげるよう、町内の教育・保育施設４

園をはじめ、教育委員会等との連携を図り、昨年度
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より設置の子ども家庭センターにて、子育て家庭に

対する包括的な支援を行い、安心して子育てができ

る環境づくりを進めてまいります。 

また、子育て世帯へのさらなる経済的支援の取組

として、認定子ども園等の給食費に係る費用の保護

者負担分を助成し、子どもの健やかな成長と保護者

の経済的負担の軽減を図ってまいります。 

乳児家庭全戸訪問事業や母子保健事業を実施する

中で、積極的な関与が必要な家庭につきましては、

養育支援訪問事業を実施してまいります。 

本年度より、町内の教育・保育施設で「こども誰

でも通園制度」を実施し、家庭とは異なる経験や家

族以外の年齢の近い子どもと関わる機会を整え、子

どもの成長につなげてまいります。 

子どもセンターにつきましては、子育て支援拠点

事業、発達支援事業を実施し、地域における子育て

世帯が孤立することなく、個人やグループ等で気軽

に利用でき、あらゆる悩み等の相談・支援の窓口と

してワンストップ化を図り、相談・療育・支援等を

一体的に取り組んでまいります。 

「高齢者支援」につきましては、「第９期高齢者

保険福祉計画介護保険事業計画」に基づき、高齢者

が住み慣れた地域で支え合い、自分らしく安心して

暮らし続けられる地域社会の実現のため、地域包括

支援センターを中心として、関係機関・事業所と連

携した地域包括ケアシステムの深化と推進に取り組

むとともに、令和９年度からの「第１０期高齢者保

健福祉計画・介護保険事業計画」の策定に向け検証

を行ってまいります。 

また、高齢者や障がい者の日常生活における困り

ごとで、介護保険などの公的サービスの対象となら

ない支援ニーズを踏まえ、社会福祉協議会と連携し

てボランティアセンター体制と生活支援体制の強化

や、生活支援と人材育成の体制整備に取り組むほ

か、権利擁護センターによる成年後見制度の普及啓

発や地域ケア支援の充実を図ってまいります。 

ラベンダーハイツにつきましては、介護老人福祉

事業所として住み慣れた地域の中で、安心して生活

を継続するため、職員募集を継続・計画的に行い、

介護福祉士、看護師の安定的な確保に努め、介護

サービスの提供を維持継続します。 

また、利用者増加により経営の健全化を目指すと

ともに、昭和５９年建築後、４２年を経過する老朽

化した設備・備品の適切な維持管理を図りながら、

高齢者福祉の拠点施設として地域の皆様に信頼され

る施設運営を進めます。 

老朽化している施設及び運営について、現在行っ

ている調査結果に基づき、今後の町の高齢者施設の

在り方の協議を含め、将来に向けた対応を検討して

まいります。 

「障がい者支援」につきましては、「第３期障が

い者計画」、「第７期障がい福祉計画」、「第３期

障がい児福祉計画」に基づき、関係機関や事業所と

連携を図り、サービス等の推進に努めるとともに、

一般就労を目指す就労移行事業など、町内に事業所

がないサービスについては、近隣の町外事業所利用

への支援を行うなど、支援を必要とする方が地域で

安心して生活できるよう、体制の充実を図るほか、

令和９年度からの「第８期障がい者福祉計画」、

「第４期障がい児福祉計画」の策定に向け、検証を

行ってまいります。 

「地域福祉」につきましては、「第４次地域福祉

計画」に基づき、関係機関や団体等と連携の下、検

討し、地域福祉の向上に取り組むとともに、複雑

化・複合化した困難な課題に対応するため、重層的

な支援体制整備に取り組むほか、多様な問題を複合

的に抱えている生活困窮者や引きこもり等が増加傾

向にあることから、民生委員、児童委員、保護士や

関係機関の協力を得ながら、援護を必要とする世帯

の実態把握に努め、生活保護制度や生活困窮者自立

支援制度、資金貸付制度の周知や利用に関する助

言・指導を通じ、必要な方に必要な支援が届くよう

取組を継続してまいります。 

完成から２１年が経過している保健福祉総合セン

ター「かみん」につきましては、適切な維持管理を

行うとともに、計画的な設備の点検や修理を行って

まいります。 

「国民健康保険事業」につきましては、医療費適

正化の推進のため、「第３期データヘルス計画」に

基づき、引き続き特定検診、特定保健指導を実施

し、近年増加傾向にある心不全の早期発見及び予

防、生活習慣病の発症予防、重症化予防に努め、医

療費の抑制を図りながら、共同保険者である北海道

と道内市町村とともに、安定した事業運営に努めて

まいります。 

また、本年度に創設される「子ども子育て支援金

制度」に伴う国民健康保険事業費納付金の賦課徴収

については、北海道の示した統一保険料率により算

定し、適正に取り進めてまいります。 

次に、「活力と交流あふれる産業のまち」につい

てであります。 

「農林業」につきましては、「第９次農業振興計

画」に基づき、地域の農業者や農業委員会をはじ

め、関係機関との連携を図りながら、本町の基幹産

業として地域の諸課題に対応した持続性・生産性の

高い農業・農村の確立に向けて取組を進めてまいり

ます。農業の生産性向上を図るため、引き続き、富

原・島津地区において、基盤整備事業を実施すると
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ともに、未整備地区においての事業展開について、

関係機関に対し要望を行ってまいります。 

ラベンダー、ホップ、メロン、青シソなどの特産

農産物においては、農家戸数の減少や農業従事者の

高齢化による労働力不足への対応として、地域おこ

し協力隊員を増員配置し、農業生産の維持・拡大に

つなげるとともに、将来の担い手として定着する取

組及び新規就農への準備を併せて進めてまいりま

す。 

また、多様な営農類型を支援するため、高収益の

園芸作物への町の独自施策においても、付加価値向

上が図れるよう継続してまいります。 

水田・畑作においては、スマート農業をはじめと

する農業ＤＸ活用や新技術の導入に向けた取組の支

援を行うとともに、国の米政策に対しては、農業再

生協議会と連携し、安定生産・高品質化等の取組を

進めてまいります。 

農地の流動化対策として、１０年後を見据えた計

画的な農地の有効活用を図るため、地域計画に基づ

き、農用地の利用促進に努めてまいります。 

畜産環境整備につきましては、沿線自治体やＪＡ

などの関係機関と連携を図るとともに、酪農経営者

の作業負荷軽減と搾乳経営の効率化を図るため、富

良野広域連合公共串内牧場内に整備した草地、保育

育成センターの効果的な利活用を進めてまいりま

す。 

また、富良野沿線地域畜産クラスター協議会を通

じて、施設や機械の整備などの支援等により、畜産

経営の安定化を、引き続き進めてまいります。 

環境保全型農業直接支払制度や農業生産工程管理

の認証取得など、国や北海道の制度を活用し、安全

で良質な農畜産物の安定生産、消費者の信頼確保を

図るとともに、クリーン農業や有機ＪＡＳへの転換

など、環境に配慮した持続可能な農業を推進してま

いります。 

食による地域の魅力づくりにつきましては、町内

の飲食店や事業所で地元食材を活用したメニューや

商品づくりが活発に行われ、農業者による６次産業

化の取組も広がりを見せており、消費者から高い評

価を得ております。 

今後も、この流れをしっかり支えることで大きな

成長につながるよう、新たな商品開発や独自産業化

を目指す事業者に対しては、引き続き設備投資やノ

ウハウの習得など、ハードとソフト両面において支

援を行い、地域の食ブランドを発信するイベントの

開催や、農・商・工の３業間連携による町の魅力度

アップに向けた推進体制の強化を図ってまいりま

す。 

また、学校給食での利用やイベント、店舗での販

売、ＰＲ推進などにより、町民の方々が地元農産物

のよさに触れる機会を拡大し、その品質のよさと安

全性について理解を深める取組を進めてまいりま

す。 

森林整備につきましては、町内における民有林の

約７割が人工林であり、そのうち約８割が伐採期を

迎えており、また、森林が持つ国土保全や水源涵養

などの多面的な機能は、私たちの生活や産業と深く

結びついていることから、森林環境譲与税を活用し

て、民有林に対する適切な森林環境の保全管理を実

施するとともに、今後の森林経営に係る必要な支援

を行ってまいります。 

有害鳥獣による農業被害対策につきましては、引

き続き猟友会の協力体制や集落協議会との連携の強

化を図りながら、国や北海道の支援制度を活用した

捕獲機材、施設設置などの対策を継続するととも

に、狩猟免許取得費用の助成、新規従事者講習会の

実施など、捕獲の担い手育成対策を行い、被害の拡

大防止に努めてまいります。また、昨年の鳥獣保護

法の改正に伴う緊急銃猟の実行の際の体制づくりを

進めてまいります。 

「商工業」につきましては、人口減少や少子高齢

化の進行に伴う需要の縮小や消費力の低下、後継者

不足、原材料価格の高騰など、地域経済を取り巻く

環境が厳しさを増しております。こうした課題に対

応し、中長期的な視点に立ち、持続可能で足腰の強

い地域経済基盤を構築するため、本年度３年目を迎

える「第３次商工業振興計画」に基づき、国や北海

道との連携の下、商工会を中心とした関係機関と一

体となって、商工振興施策を推進するとともに、既

存事業者の経営の持続化や経営基盤の強化、新たな

担い手による創業や新事業の展開を支援してまいり

ます。 

また、ビールやワイン、日本酒などのアルコール

類や農畜産物を活用した製品など、本町の地域特性

を生かした商品の付加価値向上とブランド化を進め

るとともに、キャッシュレス決済の拡充による町内

消費の喚起や町外からの購買力の取込みを図り、合

わせて、後継者不足をはじめとする諸課題への対応

を進めてまいります。 

さらに、若者や地域おこし協力隊を含む移住者が

地域で活躍できる環境づくりを進め、国や北海道の

制度を活用した創業・就職支援の充実を図り、持続

的な経済振興と地域活力の向上につなげてまいりま

す。 

「観光・交流」につきましては、「第３次観光振

興計画」に基づき、新型コロナ禍で重大な影響を受

けた観光入り込みを従前の水準まで引き戻すだけで

はなく、さらなる増加を目指し、合わせて観光消費
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の拡大につながるよう、観光コンテンツの開発と強

化を図ってまいります。 

多くの観光客が訪れる吹上温泉保養センター白銀

荘の老朽化対策については、現在進めております改

修に向けた基本調査、実施設計の結果に基づき、そ

の改修に努めてまいります。 

また、同時に回復の兆しを見せるインバウンド需

要の喚起と掘り起こしを進め、合わせて観光客によ

る農地への立ち入りや路上駐車の解消に努め、観光

公害を未然に防ぐ取組を進めてまいります。 

また、上富良野町の豊かな四季の恵みを生かせる

よう、産業イベントの活性化やラベンダーフェスタ

上富良野などの四季彩イベントについて、関係者、

関係機関と協議の上、町外からの誘客促進はもとよ

り、町民への還元につながる取組を進めてまいりま

す。 

さらに、観光振興や地域活性化を進めるため、こ

れまでの担い手である観光協会の継続的な支援やロ

ケツーリズムの推進、地域おこし協力隊、地域プロ

ジェクトマネージャー制度等の活用を継続するとと

もに、今後、多様な施策や課題に対応できる組織づ

くりについて検討してまいります。 

新たな魅力づくりへの取組として進めている「泥

流地帯映画化プロジェクト」については、三浦綾子

記念文学館、映画制作者と連携し、上富良野を舞台

とした小説「泥流地帯」初となる実写映画化に向

け、ふるさと納税による財源調達や泥流地帯映画化

を進める会を中心に、引き続き機運醸成に取り組む

とともに、政策支援に取り組んでまいります。 

十勝岳ジオパークの推進に関しては、町民一体と

なって活動を推進する体制を模索し、十勝岳ジオ

パーク推進協議会の新たな体制の構築を目指しま

す。特に、ジオパークブランドの構築や、町内団体

とのパートナーシップ協定などを通じて、ジオパー

クによるまちづくり体制を強化します。 

昨年度は、十勝岳ジオパークの全国大会の地元開

催や再認定審査が行われ、これまで、町民の皆様や

関係団体の協力による活動が評価されたことにより

再認定されることとなりました。さらなる十勝岳ジ

オパークを発展させるため、次期実行計画を策定

し、ネットワーク活動の強化や地域のさらなる活性

化、ジオツーリズムの推進などを通じた課題解決に

努めてまいります。十勝岳ジオパーク固有の優れた

景観を保全し、学校教育・社会教育の推進、地域資

源の開拓のため、調査・研究活動を引き続き進めて

まいります。 

また、拠点施設である上富良野町郷土館や十勝岳

砂防情報センターでの展示や、各種イベントを通じ

て、十勝岳ジオパークの魅力を広く発信できるよう

取り組んでまいります。 

「雇用対策」につきましては、ハローワークなど

を通じた求人情報の迅速な提供による雇用促進に努

めるほか、企業振興事業の継続した取組や北海道が

運用するマッチングサイトと連動したＵＩＪターン

新規就業支援、保育士等確保対策事業、町の奨学金

返還助成制度などによって、町内事業所への雇用促

進、人材不足の解消につながるよう取り組んでまい

ります。 

次に、「発展を支える生活基盤が整ったまち」に

ついてであります。 

道路公共交通につきましては、安全性や利便性を

はじめ、景観など地域特性に配慮した国道、道道の

整備を関係機関に、引き続き要請してまいります。 

旭川十勝道路につきましては、現在、計画段階評

価が進められており、中富良野－上富良野間の整備

計画と早期着工に向け、旭川十勝道路整備促進期成

会とともに、引き続き要望してまいります。 

また、高規格道路整備で計画されるルートやイン

ターチェンジの動向を踏まえ、道の駅整備について

は、本町に最も適した道の駅のイメージ像や基本構

想の確立に向け、関係機関や関係団体と意見交換や

情報共有を図るとともに、情報収集、調査・研究を

行ってまいります。 

町道につきましては、道路等整備計画の更新を図

りながら、計画的、効率的に整備を進めており、本

年度はオーバーレイ舗装５路線、改良舗装１路線を

実施してまいります。 

橋梁においては、１橋の修繕工事を実施してまい

ります。 

ＪＲ富良野線の維持・存続につきましては、ＪＲ

北海道とＪＲ富良野線の沿線５市町で組織する「Ｊ

Ｒ富良野線連絡会議」における協調体制の下、利用

促進を核とした路線存続の取組を進め、富良野線存

続に向けた意識の醸成と利用促進を図ってまいりま

す。 

また、本年３月よりＪＲ北海道の営業体制見直し

による上富良野駅の窓口営業が終了したことに伴

い、ＪＲ利用者への影響が低減されるよう、丁寧な

対応や無人化となった駅舎が有効に活用されるよ

う、ＪＲ北海道に対し要望してまいります。 

町営バス十勝岳線につきましては、町の主要観光

地である十勝岳エリアへの公共交通機関であり、町

民のほか多くの観光客が利用する路線であることか

ら、適正な車両管理と安全運行に努めてまいりま

す。 

予約型乗合タクシー事業につきましては、高齢者

や障がい者などの地域内における交通手段の安定的

な確保、農村部のコミュニティー及び交通手段の維
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持を図るため、引き続き利用者が安心して利用でき

るよう、安心・安全な運行に努めてまいります。 

情報化につきましては、町内全域に高速情報通信

環境が整い、様々なインターネットサービスを快適

に利用できる環境が整っております。近年、自治体

には、デジタル技術を活用した住民サービスの向上

と業務効率化が求められております。今後、限られ

た職員数で住民サービスの向上と事務処理の効率

化、業務効率化を進めるためには、通常業務のデジ

タル化が必須であり、各種デジタルサービスの活用

拡大を推進しております。 

国が掲げるデジタルの活用により、一人一人の

ニーズに合ったサービスを選ぶことができ、多様な

幸せが実現できる社会、誰一人取り残さない人に優

しいデジタル化に向け、電子申請等の利用や各種デ

ジタルサービスの活用拡大を促進し、より快適で住

みやすいまちづくりを目指してまいります。 

また、観光客へのサービス向上や災害時の通信手

段の確保、町の情報発信の強化に向けたさらなる情

報通信環境の向上にも取り組んでまいります。 

「住環境整備」につきましては、住生活基本計

画、公営住宅等長寿命化計画に基づき、多様化する

ニーズに対応した住宅施策を総合的、計画的に進

め、快適で安全・安心な住環境を確保していくほ

か、町営住宅を計画的に維持・修繕を行ってまいり

ます。 

また、住宅を長く使い続けてもらうほか、賃貸や

転売による利活用につながるような改修や地域環境

に影響を及ぼしている空き家の解体の促進を図るた

め、住宅改修費補助制度を引き続き実施するととも

に、新たに住宅新築費補助制度を創設し、空き家の

発生抑制や空き地の有効活用につなげてまいりま

す。 

「定住・移住の促進」につきましては、移住に関

するワンストップ窓口を継続し、ホームページ、Ｓ

ＮＳでの情報提供や空き家・空き地情報バンクの充

実を図るとともに、移住体験イベントの開催によ

り、町での生活や魅力を体験していただき、移住だ

けでなく、関係人口の増加を図ってまいります。 

また、令和８年度中に新たに実施されるふるさと

住民登録制度につきましては、円滑な実施と登録者

の獲得に向け、調査研究を進めてまいります。 

次に、「ともに生き、ともにつくるまちづくり」

についてであります。 

男女共同参画を促すため、町の各種審議会などに

女性を積極的に登用するとともに、地域や団体の役

員など、身近なところから女性が活躍できる環境づ

くりを進めてまいります。 

「地域間交流」につきましては、友好都市である

三重県津市との絆がさらに強く、さらに深く強固な

ものとなるよう、交流訪問、友好都市パネル展の開

催などの交流事業を推進するとともに、民間事業者

間における経済交流、住民同士の交流や親睦が図ら

れるよう支援してまいります。 

カナダ・カムローズ市については、友好都市提携

は終了しましたが、これまでの交流の経過や記録、

資料を町の歴史として保存するよう進めてまいりま

す。 

「協働」につきまして、第６次総合計画の「まち

づくり３つの視点」の一つに位置づけられており、

全ての施策の根幹をなすものであります「自治基本

条例」と「協働のまちづくり基本指針」に基づき、

まちづくりフォーラムや出前講座などを通じて、郷

土愛の醸成、まちづくり意識の高揚を図るととも

に、協働のまちづくり推進補助金により、各種団体

が実施する自主的な協働のまちづくり活動を支援し

てまいります。 

また、町の各種計画策定や見直しなどの際には、

審議会議員の一般公募やパブリックコメントなどを

実施し、町民の皆様がまちづくりに参画する機会を

充実してまいります。 

「自衛隊との共生」につきましては、令和４年１

２月に安保関連３文書が閣議決定され、防衛力の整

備計画に基づく上富良野駐屯地に新たな部隊配備が

予定されておりますが、当町において、自衛隊との

共存共栄は、まちづくりの根幹の一つであることか

ら、駐屯地との連携、隊員が働きやすい環境を図る

とともに、関係する市町村や機関・団体と連携しな

がら、引き続き上富良野駐屯地の規模堅持はもとよ

り、体制強化として、自衛隊入隊の促進及び隊員の

充足率の拡充や隊員及び隊員家族の生活環境の改

善・向上などを求める要望活動を効果的かつ精力的

に進めてまいります。 

日米共同訓練や北海道訓練センターによる道外部

隊の訓練が演習場にて展開していることから、安定

的かつ継続的な使用に向け、北海道防衛局、駐屯地

と連携し、安全性の確保に努めます。 

また、障害の防止や軽減を図るとともに、防衛施

設周辺の生活環境等の向上に取り組むほか、演習場

周辺区域の振興策も併せて実施してまいります。さ

らに、定年退官後も引き続き、上富良野町に住み続

けてもらえるよう、退官者の再就職の支援を関係機

関と協力し取り組んでまいります。 

「行財政運営」につきましては、「町政運営推進

プラン」に基づき、本年度に取り組むべき項目につ

いて着実に実施し、職員個々の資質向上に向けた研

修の充実や人事評価制度を活用した人材育成の取組

と、柔軟で機能的な組織体制の構築と、職員一人一
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人が行政の担い手として信頼される組織づくりを目

指してまいります。 

「行政組織機構」につきましては、企画立案や町

政機能の強化、地域課題の解決やコミュニティー支

援、広報・広聴機能の充実を図り、地域活性化とに

ぎわいづくりを推進し、地域振興、雇用の確保など

に一体となって取り組むため、「企画商工観光課」

を「企画政策課」と「商工観光課」に再編し、効果

的、効率的な行政を推進してまいります。 

高齢化、障がい者、子育て、保健福祉などの多様

化、複合化する課題に対応するため、行政サービス

を維持するとともに、資格を有する職員の人材確保

と育成が極めて重要であり、計画的な専門職員の確

保に努めてまいります。 

「過疎対策」につきましては、北海道過疎地域持

続的発展方針等と整合性を図りながら見直しを行う

「上富良野町過疎地域持続的発展市町村計画」の着

実な推進を図ってまいります。 

また、法律に基づく財政上の優遇措置等を有効に

活用し、地域力の向上に向けた公共施設や基盤整備

などのハード事業、町民の安全・安心な暮らしの確

保を図るソフト事業など、第６次総合計画に示した

町の将来像の具現化に向けて、自主・自立の地域づ

くりを進める取組を行ってまいります。 

「財源の確保」に向けましては、組織内の連携に

より収納対策の取組を進めるとともに、効果的かつ

確実な財源管理の取組により、収納率の向上を図る

ほか、行政経費全般について、点検・見直しによる

節減・合理化を進めることで、財源の有効活用を

図ってまいります。 

また、受益者負担の適正化につきましても引き続

き、使用料や手数料などの収入について、点検・見

直しを行ってまいります。 

本年度より、北海道が課税徴収を開始する「宿泊

税」につきましては、本町としても、前年に引き続

き、制度の導入について検討及び研究を進めてまい

ります。 

「ふるさと納税」につきましては、返礼品の充実

や新規返礼品の開発促進を促し、地域の魅力を全国

的に広く発信することにより、地域活性化財源とし

て確保を図るほか、企業版ふるさと納税については

地域再生計画に基づき、泥流地帯の映画化事業のほ

か、地域活性化を図る上で有効な財源として活用

し、企業が取り組む地域貢献活動と一体となったま

ちづくりを進めてまいります。 

「広域行政の推進」につきましては、「第４次富

良野広域連合広域計画」に基づき、構成自治体とし

て、広域連合の設置目的が果たされるよう、構成市

町村と連携し、相互理解を深めながら取り組むとと

もに、富良野市との間で締結している定住自立権形

成協定に基づき、富良野圏域５市町村の連携による

具体的な取組を定めた「第３次富良野地区定住自立

圏強制ビジョン」の着実な推進を図り、圏域全体の

発展につなげてまいります。 

また、近年発生する様々な行政課題に対応するよ

う、富良野圏域でなく、様々な市町村との連携につ

いても検討を進めてまいります。 

第６次総合計画に掲げた六つの分野の目標のう

ち、「未来を拓く人を育む教育・文化のまち」につ

きましては、教育行政執行方針に沿って進められる

教育委員会の取組を基本に推進してまいりますが、

「上富良野町教育大綱」に示した「ふるさとに学び 

人が輝き 人がつながる 上富良野の教育」の教育

の基本理念の実現に向け、総合教育会議を通じ、教

育委員会と一層の連携を図りながら、教育行政の推

進に努めてまいります。 

以上、令和８年度の町政執行に当たり、所信を述

べさせていただきました。 

次に、令和８年度予算案の概要を申し上げます。 

一般会計では、８７億８,９００万円、前年対比

１.１％、９,７００万円の増となっております。 

地方税収入は、個人住民税、固定資産税、軽自動

車税などの増により、町全体でも増収を見込んでお

ります。 

また、歳入の多くを地方交付税などの依存財源が

占める厳しい財政構造にあり、各事務事業の見直し

や各施策に対する優先順位の判断の下、各目的基金

から支消目的に沿った繰入れを行い、限られた財源

の中で最大限の効果を発揮することを基本に、本年

度予算を編成したところでありますが、継続する物

価高騰、労務単価の上昇等の影響による経費の増大

という状況から、財源調整のための財政調整基金に

財源を求めざるを得ない結果となったところであり

ます。 

申し上げるまでもなく、財政の安定化は行政執行

の基本であり、本年度以降も老朽化した公共施設等

の改修、地域産業の振興や急速な少子高齢化など

様々な課題への対応が求められており、大きな財政

需要が想定されることから、引き続き安定的で持続

可能な財政構造の構築に向けて取り組んでまいりま

す。 

次に、特別会計及び公営企業会計についてであり

ますが、一般会計同様、効率的な運営方針の下に財

政見通しを立て、加えて、一般会計からの繰入金及

び補助金などについては、法令の繰入基準に基づく

ものや財源構成上妥当なものに限り措置を行ったと

ころであります。 

会計ごとに申し上げますと、国民健康保険特別会
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計では、総額１１億３,１８９万４,０００円、前年

対比３.７％、４,３３４万６,０００円の減となっ

ております。これは、主に保険給付費の減が要因で

あり、今後におきましても保険者として、北海道と

ともに健全で安定的な国保運営を進め、加入者が安

心して医療を受けられる体制維持、確保に努めてま

いります。 

次に、後期高齢者医療特別会計では、総額２億

３,２１４万７,０００円、前年対比１５.３％、３,

０７７万５,０００円の増となっております。これ

は、主に非保険者数の増加による保険料負担の増に

よるものであります。 

次に、介護保険特別会計では、総額１１億３,６

３７万円、前年対比１.６％、１,７７８万３,００

０円の増となっております。これは、高齢化率及び

要介護者の見込みにより保険給付費を見込んだもの

であります。 

次に、ラベンダーハイツ事業特別会計では、総額

４億３,８４１万２,０００円、前年対比７.４％、

３,００８万７,０００円の増となっております。主

な要因としては、物価高騰に伴う需要費増と人件費

の増によるものであります。 

次に、水道事業会計では、総額３億３５０万２,

０００円、前年対比１８.３％、４,６９６万４,０

００円の増となっております。収益的収支において

は、排水及び給水費の委託料の増、資本的支出では

排水管更新等に伴う工事費の増によるものでありま

す。 

次に、簡易水道事業会計は、総額１億７,２８５

万円、前年対比１５.１％、３,０６４万７,０００

円の減となっております。収益的収支においては、

給水戸数及び給水量を見込んだ収支としておりま

す。資本的収支においては、浄水場の維持管理業務

や西部地区簡易水道施設の静修浄水場ろ過器設備更

新工事、里仁浄水場濁度計更新工事を進めてまいり

ます。 

次に、公共下水道事業会計は、総額７億５,５５

３万６,０００円、前年対比３７.８％、２億７２６

万８,０００円の増となっております。収益的収支

においては、処理戸数、有収水量を見込んだ収支と

なっております。資本的収支においては、下水道施

設設備の更新工事及び実施設計委託業務、公設ます

新設工事を進めてまいります。 

最後に、病院事業会計では、総額１５億６,７５

２万４,０００円、前年対比５.２％、８,５２５万

８,０００円の減となっております。収益的収支に

おいては、人件費、施設管理経費、企業債、利息等

の増により増額となっております。資本的収支にお

いては、町立病院改築整備に係る解体工事の完了及

び外交工事の一部が完了したことにより、減となっ

ております。 

これら特別会計と公営企業会計の予算合計は、５

７億３,８２３万５,０００円で、さきに申し上げま

した一般会計予算と合わせた町全体の予算は、１４

５億２,７２３万５,０００円、前年対比１.９％、

２億７,０６２万６,０００円の増となります。 

以上が、令和８年度の予算の概要であります。 

冒頭に申し上げましたとおり、今後の財政需要を

見通す中、財政運営は引き続き厳しいものと想定さ

れますが、かけがえのない私たちの郷土の発展は、

全ての町民の共通の願いであり、上富良野を築いて

きた先人たちから託された使命であります。 

本年は、十勝岳大正泥流被災から１００年となり

ます。大正１５年、十勝岳噴火により発生した泥流

によって、先人の大変な苦労の末に築いた家屋や田

畑は、一瞬にして飲み込まれました。誰もが復興は

無理だと考える中で、当時の吉田村長をはじめ、多

くの人々が不屈の精神とたゆまぬ努力により、奇跡

の復興が果たされ、今の私たちが暮らす郷土、上富

良野があります。 

泥流被災から１００年の節目である令和８年度

は、上富良野を築いてきた先人の労苦をいま一度深

く胸に刻むとともに、先人から私たちへ託された思

いを次の世代へ確実につないでいくため、「第６次

上富良野町総合計画」の推進に最大限努力してまい

ります。 

また、令和９年は開基１３０年を迎える年となり

ます。多くの町民の皆様が１３０年の歴史を実感し

ていただき、心に残る年になるよう検討してまいり

ますので、引き続き、町民の皆様並びに議員閣議の

御理解と御協力を心からお願い申し上げ、令和８年

度の町政執行方針といたします。 

○議長（中澤良隆君） ここで暫時休憩といたした

いと思います。 

再開は、１０時２５分といたしたいと思います。 

────────────────── 

午前１０時１０分 休憩 

午前１０時２５分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） それでは、暫時休憩を解い

て、会議を再開いたします。 

次に、教育長より教育行政執行方針について、説

明を求めます。 

 教育長、鈴木真弓君。 

○教育長（鈴木真弓君） 令和８年第１回定例町議

会の開会に当たり、上富良野町教育委員会の教育行

政執行に関わる主要な方針について申し述べ、町議

会をはじめ、町民の皆様の御理解と御支援をお願い
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申し上げます。 

 今、日本は将来の予測が困難な激動の時代にあり

ます。人口減少や少子化の振興、デジタル技術の高

度化など社会情勢が急速に変化し、従来の知識や経

験のみでは将来を見通すことが難しい時代を迎えて

います。 

このような時代にあっても、子どもたちが社会の

変化に受け身で対応するのではなく、積極的に向き

合い、主体的に課題を解決する学びの進化を通し

て、よりよい社会を切り開いていけるよう、学校教

育を通じて、そのために必要な資質・能力を育んで

いくことが重要です。 

また、人生１００年時代と言われ、より多様で豊

かな生き方、暮らし方が志向されている中、多くの

町民が生涯を通じて、自らの人生を設計し、活躍す

ることができるよう、必要な知識・技能の習得や学

び直し、知的・人的ネットワークの構築や健康の保

持・増進など、生涯にわたって生き生きと学び続け

ることができる環境づくりが求められています。 

こうした中で、全ての施策の根底にあるのは、人

間の力を育むことであり、豊かな未来をつくる根幹

として、誰もが最適な教育を受けることができるよ

う、重要な役割を果たすことであります。一人一人

が未来に希望が持てる社会、地域を形成していける

よう、これからの時代にふさわしい、より質の高い

深い学びを実現するために、着実に取組を進めてま

いります。 

上富良野町教育委員会といたしましては、「ふる

さとに学び 人が輝き 人がつながる 上富良野の

教育」の理念の下、「自然豊かな上富良野町で、希

望を抱き、自らの夢に挑戦し、実現する人」、「ふ

るさとへの愛情と誇りをもち、共に支え合い、社会

で生き抜く人」を育成するため、上富良野町教育大

綱による「上富良野町教育振興基本計画」、「第４

次上富良野町子ども読書推進計画」に基づき、教育

行政を進めてまいります。 

初めに、学校教育推進目標に関連する６項目につ

いて申し述べます。 

１項「生きて働く学力の育成」に係る施策項目の

「確かな学力の育成」についてです。 

令和７年度の全国学力・学習状況調査では、小学

校「国語」、「理科」は全国平均を上回りました

が、小学校「算数」は全国平均をやや下回りまし

た。また、中学校では、「国語」、「数学」、「理

科」ともに全国平均を下回りました。 

今後とも、各校の分析を基に、課題の克服や基礎

的・基本的な学習内容の確実な定着にて、個に応じ

た指導・支援の充実を図るとともに、「確かな学力

の育成プラン」を作成し、具体的方策を進めてまい

ります。 

また、現学習指導要領が求める「主体的・対話的

で深い学び」の実現は、待ったなしの時期を迎えて

いることから、学習者が主体的に学ぶ授業の一層の

充実に向け、小学校・中学校が一体となって、子ど

も主体の授業を目指し、組織的な授業改革を進めて

まいります。 

そのために、町としての授業づくりのモデルとし

て示した「上富良野町授業スタンダード」を基に、

日々の授業を着実に進めていくとともに、新たな学

習支援システム「ロイロ・ノートスクール」の積極

的な活用を図り、主体的な学びと協働的な学びの一

体的充実を目指します。 

また、家庭学習の習慣化と質の向上を図るため、

機器更新後のタブレット１人１台端末の家庭への持

ち帰りにより、個別最適な学びを推進してまいりま

す。 

次に、「特別支援教育の充実」について、発達障

がいの認知や特別支援教育に対する理解が深まる一

方、個々の特性の多様化に伴い、対象児童生徒数は

高まり傾向が続いております。インクルーシブ教育

の理念に基づいた特別支援教育の推進に向け、合理

的な配慮が必要な子どもたちやその特性について、

就学前の早期から関係機関と連携し、実態把握に努

めてまいります。 

その上で、保護者との合意形成を大切にした教育

相談を丁寧に進め、児童生徒にとって、より適切な

学びの場の提供に努めてまいります。 

特に、中学校進学において、特別に配慮が必要な

児童については、小学校での学びが中学校で生かせ

るように、小学校と中学校の特別支援学級担当と通

級指導担当の連携による学びの接続が図られるよう

に取り組んでまいります。 

また、関係者・関係機関との連携や研修を通し、

在籍後の実態や学びの状況を定期的に交流・共有し

つつ、個々の自立や進路、社会参画に向けた中長期

的な支援に努めてまいります。 

加えて、児童生徒へのきめ細やかな支援ができる

ように、上富良野小学校、上富良野西小学校、上富

良野中学校に、引き続き、特別支援教育支援員を配

置するとともに、小学校における医療的ケアの実施

体制を継続してまいります。 

通級指導教室については、小学校と中学校の連携

により、双方の通級指導教員による児童生徒の実態

及び指導内容を確認し合う場を設定するなど、学び

の接続が図られるよう努めてまいります。 

次に、「国際理解教育の充実」について、教育活

動全体を通して、他国の文化や考え方に触れる機会

を大切にするとともに、今年度も外国語指導助手を



― 38 ― 

小学校・中学校に配置し、上富良野小学校の英語専

科教員との役割分担を明確にしながら、専門的・効

果的な指導への支援を進めてまいります。 

次に、「情報教育の充実」について、上富良野町

情報モラル指導カリキュラムに基づいたＩＣＴ機器

の基本的操作のスキル向上及び情報モラル教育を推

進いたします。 

特に、ＳＮＳ利用によるトラブルや問題行動等の

未然防止のため、ＳＮＳ利用に関する指針等の策定

を検討し、各家庭・保護者の意識高揚を図る対策を

進めてまいります。 

また、学校教育情報化推進計画に基づき、指標ご

との年次目標点数に向けて、着実に取組を進めてま

いります。 

次に、「キャリア教育の充実」について、児童生

徒自身の成長を自己評価することを通して、自ら学

ぶ力を育成するためのキャリアパスポート等の活用

を推進するとともに、農業体験や職場体験学習を充

実させ、学ぶことと働くことの意義を体得する活動

の充実を図ることを通して、将来に夢を持ち、自己

実現に向かって邁進していく児童生徒を育成してま

いります。 

２項「豊かな心の育成」に係る施策項目の「道徳

教育の充実」についてです。 

「特別の教科道徳」を中核とし、学校の教育活動

全体を通して道徳性を養うとともに、福祉関係や高

齢者との触れ合い体験など、地域の様々な人と関わ

る活動を通して、児童生徒の豊かな人間性や社会性

の育成に努めてまいります。 

次に、「ふるさと教育の充実」について、第１２

次改定社会副読本「かみふらの」を活用し、上富良

野町の特色と基幹産業並びに十勝岳ジオパークを含

む自然環境等の理解促進を図るとともに、アイヌの

人たちの歴史や文化、北方領土等に関心を高め、正

しく理解することができるよう、ふるさと学習を進

めてまいります。 

次に、「読書活動の推進」について、「第４次上

富良野町子ども読書推進計画」に基づき、学校・家

庭・地域における読書活動を、引き続き推進してま

いります。 

次に、「ＳＤＧｓ・ＥＳＤの推進」について、持

続可能な社会の作り手となる児童生徒を育成するこ

とが求められていることから、学校の教育活動全体

を通して、ＳＤＧｓ・ＥＳＤに関連した教育活動や

環境教育の推進を図ってまいります。 

次に、「体験活動の推進」について、子どもたち

の豊かな人間形成のため、自然の中での様々な触れ

合いをはじめ、できるだけ本物に触れるなどの体験

活動を経験させることは極めて重要であり、地域の

教育資源を生かした多様な体験活動を推進してまい

ります。 

次に、「コミュニケーション能力の育成」につい

て、授業における対話や交流場面を重視するととも

に、話合い活動や自分の思いや考えを発表する機会

を含め、教育課程全体を通した言語活動の充実を

図ってまいります。 

また、英語によるコミュニケーション能力の向上

を図る授業を推進してまいります。 

次に「いじめ・不登校を解消する取組の充実」に

ついて、「いじめ」はいつでも起こり得るという認

識を学校全体で共有し、「上富良野町いじめ防止基

本方針」を踏まえ、各学校の「いじめ対策委員会等

での定期的・継続的な実態把握」をはじめ、タブ

レット端末を活用した「心の健康観察」を実施し、

早期発見に努め、「初動対応の遅滞」を招くことの

ないように注視してまいります。 

また、児童生徒や保護者からの相談窓口として、

電話による「かみふらのあんしんらいん」、手紙に

よる「子どもＳＯＳミニレター」、メールによる相

談も継続してまいります。 

また、インターネットを活用した学級経営アサス

メントツールは、中学年の小学校４年生から中学校

２年生までに拡充し、人間関係が複雑化、多様化す

る子どもたちの学校生活における満足度や意欲、学

級集団の状況を可視化し、児童生徒のＳＯＳ等を早

期に発見し、対応してまいります。 

不登校児童生徒数については、昨年度北海道では

１２年ぶりに中学校で減少したものの、小学校では

１２年連続で増加している状況です。 

教育委員会としては、町内の現状を踏まえ、引き

続き公認心理師等専門的資格を有する人員を配置

し、児童生徒のカウセリングや保護者との教育相談

を継続してまいります。 

また、「教育支援センター」の効果的な運用を図

り、不登校の児童生徒のニーズに応じた居場所づく

りを提供するとともに、運営に当たっては、将来の

社会的自立を目指した長期的な視点で、児童生徒自

身が本来持っている力に気づき、自信が持てるよ

う、学校との連携はもとより、保健福祉課や関係機

関等との情報共有を進め、多面的にサポートできる

体制と連携を図ってまいります。 

加えて、当該児童生徒と学校とのつながりが途絶

えることがないように、オンライン体制を継続し、

誰一人として取りこぼすことのないように学ぶ機会

を保障してまいります。 

３項「健やかな体の育成」に係る施策項目の「体

力・運動能力の向上」についてです。 

全国体力運動能力、運動習慣調査結果における体
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力合計点では、小学校・中学校の男子・女子ともに

全国平均を上回りました。調査分析結果による各学

校の体力づくりに向けた「１校１実践」がさらに充

実した取組となるよう支援してまいります。 

また、今年度は、上富良野町小学校に週１回程度

体育エキスパート教員を北海道教育委員会から招聘

し、体力向上への取組として、体育科の授業改善を

進めてまいります。 

次に、「健康教育・食育の推進」について、養護

教育と連携・情報共有し、かみふっ子健診の結果を

参考とし、食に関する正しい知識と望ましい食習慣

を身につけていくように、栄養教諭による食育授業

を引き続き推進してまいります。 

また、給食費の無償化に伴い、平成１９年度から

実施してまいりましたお弁当の日は、子育て支援に

係る保護者負担軽減の観点から廃止いたします。 

さらに、熱中症や様々な感染症の予防に向けて、

児童生徒の「健康」、「安全・安心」を第一に考え

た健康管理の徹底に努めてまいります。 

４項「学びを支える家庭・地域との連携・協働」

に係る施策項目の「家庭教育支援の充実」について

です。 

児童生徒の望ましい生活習慣の定着や、ＳＮＳを

はじめ、様々な通信アプリの適切な使用等に関する

情報提供と啓発教育を進め、家庭における管理意識

を高めてまいります。また、各学校・教育支援セン

ターと連携し、いじめや不登校などに悩む子どもや

保護者が、いつでも相談できる体制をさらに支援し

てまいります。 

次に、「学校と地域の連携・協働の推進」につい

て、昨年度より各学校に配置した地域コーディネー

ターの役割を明確に位置づけ、コミュニティ・ス

クールの機能をより効果的・持続的に生かした学校

運営が一層着実に進むよう、地域コーディネーター

を中核とし、地域学校協働活動の推進を図ってまい

ります。 

次に、「学びのセーフティネット」について、い

かなるときも学びを止めず、常に学びを保障できる

ように、オンラインによる授業体制の確立と日常的

なタブレット持ち帰りを推進するため、状況に応じ

てポケットＷｉ－Ｆｉの対応を継続してまいりま

す。 

また、教育費における保護者の負担につきまして

は、経済的理由による就学援助を継続するなど、保

護者の負担軽減に努めてまいります。 

５項「学びを高める信頼される学校づくり」に係

る施策項目の「学校段階間の連携・接続の推進」に

ついてです。 

認定子ども園、小学校、中学校の代表者で組織し

た上富良野町教育連携推進教育会を効果的に運営

し、「小１プログラム」及び「中１ギャップ」の解

消を目指す幼小連携「上富良野町のびのびプラ

ン」、小中連携「上富良野町ぐんぐんプラン」を組

織的に継続し推進してまいります。 

また、年間を通して、認定子ども園、各小中学校

の行事や授業等を参観し合うことにより、保育・幼

稚園教諭、小・中学校教諭の交流を図ってまいりま

す。 

さらに、今後の町内全体での児童数の推移を見据

え、小学校教育の充実に向けた小学校間連携につき

まして、上富良野西小学校と東中小学校での活動を

さらに充実させていくとともに、上富良野小学校も

含めた３校間による連携について取組を検討してま

いります。 

次に、「特色ある学校づくり」について、子ども

や保護者、地域の思いやニーズを生かす教育内容の

工夫改善への支援を継続し、特任校の取組につきま

しては、東中地区の教育資源の活用、少人数による

きめ細やかな指導等、特任校ならではの特色ある学

校づくりについて、積極的に周知を進めてまいりま

す。 

また今年度は、上富良野西小学校児童が、姉妹校

提携している三重県津市の安東小学校等を訪問し、

交流してまいります。 

次に、「授業力・児童生徒理解力向上」につい

て、各学校の校内研究や授業力の充実に向けた上富

良野町教育研究会への支援に努めるとともに、ＩＣ

Ｔ機器を活用した実践研修や先進的な実践校視察等

を積極的に奨励し、ＩＣＴ活用のスキルアップや授

業力向上を図ってまいります。 

次に、「学校施設」について、急激な少子化の進

行により、将来的な教育環境の在り方を検討しなけ

ればならない時期を迎えていることから、学校の施

設維持管理計画につきまして、関係者の皆様と情報

共有を図り、今後の方向性につきまして、検討・協

議を進めてまいります。 

このたび、１人１台タブレット端末が更新されま

したので、これまでのタブレット端末本体に起因す

るトラブルの解消は期待できるものの、日々の授業

に直接影響するＩＣＴ環境等のトラブルについて

は、今後も注視し、解決に向けて検討してまいりま

す。 

また、児童生徒の机・椅子につきましては、購入

から１０年が経過し劣化が激しいため、今年度一斉

更新するとともに、児童生徒の通学として大変重要

でありますスクールバス２台についても、１３年が

経過し、維持・修繕費用増高していることから、更

新してまいります。 
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児童生徒の心身の健全な発達の基盤となる学校給

食センターにつきましては、富良野広域連合教育委

員会において、上富良野学校給食センターとして、

自賄方式により「安心・安全な学校給食の提供」に

努めておりますが、建設から４６年が経過し、施設

の老朽化及び衛生管理等の課題もありますことか

ら、引き続き「学校給食の在り方検討委員会」にお

いて、将来に向けた安心・安全な給食の提供につい

て、検討・協議を進めてまいります。 

また、国の子育て支援施策による学校給食費の負

担軽減について、今年度から小学校の給食費に係る

賄い材料費の保護者負担に対して、国・道の交付金

制度構築により、無償化に向けて対応を進めてまい

ります。合わせて、義務教育課程である中学生の給

食費につきましても、町の独自政策として、小学生

の給食費と同様に、保護者負担軽減として無償化に

向けて取り組んでまいります。 

次に、「学校経営の改善」について、教職員の働

き方については、着実に改善に向けて取組を進めて

おりますが、依然として超過勤務の実態は生じてお

ります。「北海道アクションプラン第３期計画」及

び「上富良野町業務推進計画」に基づき、引き続

き、子どもに向き合う時間を確保するため、校務支

援システムの活用による情報や教材の共有、学習支

援員等の効果的な活用など、業務量の軽減化を図っ

てまいります。 

近年、教育改革が求められる中、変革する国や道

の動向や様々な教育活動の取組について、情報収集

を進めるとともに、学校教育指導主事を中心に、学

校に対する迅速かつ的確な指導により、さらなる学

校運営の改善を進めてまいります。 

次に、「学校安全教育の充実」について、活火山

十勝岳を有する本町では、自然災害がいつでも起こ

り得る環境にあるため、自主的に命を守る行動を身

につけておくことが極めて大切であり、近年、児童

生徒の生命にも影響を及ぼす温暖化に伴う熱中症へ

の対応も共有しておくことが重要であります。 

また、今年は、十勝岳大正泥流被災から１００年

を迎えるに当たり、活火山十勝岳を通して、自然体

験や防災教育、また地域資源を生かしたプログラム

について、小・中学校全校において、十勝岳ジオ

パーク推進教育会と連携し、取組を進めてまいりま

す。 

「子どもたちの危機管理初期対応マニュアル」に

基づき、十勝岳の噴火発生時の対応をはじめ、熱中

症予防、熊出没など、緊急事態における児童生徒の

安全確保に向けて、関係機関との連携を図り、継続

して取り組んでいくとともに、各学校の避難訓練や

防犯訓練及び町の防災訓練と連携した取組など、安

全・教育に対する支援に努めてまいります。 

新たな取組として、防災教育における学校給食の

提供について、非常食を全校の児童生徒、教職員に

摂食していただくなど、災害時においての訓練を実

施してまいります。 

さらに、「児童・生徒の登下校時の安全」につき

ましては、住民会・町内会による登下校時の見守り

パトロールなど、関係機関と連携し、地域総ぐるみ

で児童生徒の見守りに努めてまいります。 

６項「上富良野高等学校への総合的支援」につい

てです。 

上富良野高等学校では、地域探求活動などの特色

ある教育活動を進めており、本年度も引き続き、通

学費や就学支援金、入学準備金の助成、介護職員初

任者研修をはじめとする各種資格取得への支援のほ

か、給食を希望する生徒に対しまして、新たに給食

費の負担軽減として無償化に向けて取り組んでまい

ります。 

また、町内にある公立高校として、高校生が活躍

できる場面を設け、生き生きと学んでいる姿や、将

来に向けて夢を育んでいる実態をしっかりと周知

し、学びたい高校に選択していただけるよう、地元

関係各位の御協力をいただきながら、地元高校存続

に向けて取り組んでまいります。 

次に、社会教育推進目標に関連する５項目につい

て申し述べます。 

１項「家庭と地域の教育力の向上を図り、青少年

の健全育成を推進する」についてです。 

家庭の教育力向上と子育て支援の推進につきまし

ては、家庭における子どもたちの人格形成に必要な

「基本的生活習慣」と「調和の取れた心身」を育む

ことが教育の原点であります。 

このことから、「早寝・早起き・朝ごはん運動」

や「生活リズムチェックシート」の活用などを通し

て、食事や睡眠などの大切さの理解を深めるととも

に、町内の認定子ども園と連携し、家庭教育学級な

ど学習機会の提供や子育て研修会等の情報共有に努

め、子育てサークルの活動支援として、施設利用の

促進を図ってまいります。 

また、町内の認定子ども園、小学校等への本の読

み聞かせや芸術鑑賞などの情操教育への取組など、

関係機関と連携してまいります。 

地域の教育力向上につきましては、放課後の児童

が「安全で楽しく安心して過ごせる居場所」として

の「放課後クラブ・放課後スクール」の運営を継続

し、内容の工夫・充実に努めながら、子育て支援の

推進を図ってまいります。 

さらに、青少年リーダーとして仲間意識を育むよ

う「なかよしサミット」、「通学合宿」などを開催
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するほか、青少年海外派遣人材育成事業として、青

少年期における海外でのホームステイ等により、生

活・文化体験や語学研修を行い、グローバル化や価

値観の多様性に対応していく人材を育成するため、

中学生・高校生を対象とした海外派遣研修を引き続

き進めてまいります。 

「団体育成」につきましては、子ども会やスポー

ツ少年団など、自主的活動を尊重し支援するととも

に、スポーツ活動及び文化活動の推進を継続してま

いります。 

「青少年の健全育成」につきましては、「青少年

の健全育成を進める会」や「子ども会育成協議会」

などの関係団体の活動を通じて、地域と学校、教育

機関が連携し、青少年が健やかに育つ環境づくりを

進めてまいります。 

２項「社会で生きる力を身につけ、持続可能な潤

いのある地域づくりを推進する」についてです。 

各世代における生涯学習の推進につきましては、

幼児から青少年、成人、高齢者まで、生涯にわたる

各世代の学習活動の継続と充実を図るとともに、

ウェルビーイングの向上を目指し、地域資源を生か

した教育活動を推進してまいります。 

幼児・青少年につきましては、自然体験や生活体

験、地域資源を生かしたプログラムについて、「十

勝岳ジオパーク推進教育会」と連携し、取組を進め

てまいります。 

また、少子化が進む中、ジュニアリーダーの育成

が課題であり、子ども会育成協議会と連携し、人材

育成に努めてまいります。 

成人につきましては、マイプラン・マイスタディ

講座など、自主的な学習活動への支援と公民間講座

の開設をはじめ、女性学級による学習機会の提供に

取り組むほか、女性連絡協議会の自主的活動の支援

を継続してまいります。 

高齢者につきましては、「若く老いよう」を合言

葉に、「いしずえ大学」の学びの機会を継続してい

くとともに、生きがいづくりとボランティア活動の

促進を図ってまいります。 

今後も、高齢者の方々が培った知識や技能を、各

種の学習活動や体験活動に生かし、伝えていくな

ど、積極的な関わりを持ちながら、学び合い支え合

う人づくりを進めてまいります。 

なお、各世代・構成団体等につきまして、これま

での生涯学習の在り方や団体活動の環境が大きく変

化しておりますことから、将来に向けての方向性に

ついて、引き続き検討・協議を進めてまいります。 

図書館の運営につきましては、引き続き地域おこ

し協力体制度を活用し、図書支援員を配置し、第４

次子ども読書推進計画に基づく児童書の蔵書充実

や、各世代が読書に親しめる環境整備として、ＳＮ

Ｓを活用した情報発信や図書館祭りなどを通じ、利

用促進に努めてまいります。 

さらに、子どもたちの読書への関心を高めるた

め、読書スタンプ帳の発行や、親子が選んだ絵本を

送る「すくすく絵本」、移動図書活動を継続すると

ともに、図書館職員による図書館での読み聞かせ会

を開催し、ボランティア団体による認定子ども園、

小学校等での読み聞かせ活動の支援と、各年齢期に

応じた推薦図書ガイドブックの配布を継続してまい

ります。 

また、図書館内の「子育て支援・家庭教育コー

ナー」に「教育支援センターおすすめの図書コー

ナー」を設置するなど、子育て支援、家庭の教育力

向上と多様性を認め合う蔵書整備に努めてまいりま

す。 

合わせて、各学校図書との連携事業として、図書

館職員を学校に定期的に派遣し、学校図書館の運営

を支援してまいります。 

３項「豊かな心と健やかな体を育むスポーツ活動

を推進する」についてです。 

スポーツ活動の推進につきましては、人格の形

成、体力の向上や心身の健康増進を図るとともに、

私たちに多くの夢や感動と楽しみをもたらし、活力

に満ちた社会を形成する上で、欠かすことのできな

い重要な役割を果たしています。 

それぞれの体力や年齢に応じて、多様なスポーツ

や体力増進に取り組むことができるよう、スポーツ

推進員及びスポーツ団体と協力して、各種スポーツ

大会やスポーツ教室を支援するほか、指導者の育成

に努めてまいります。 

青少年等のスポーツ活動の支援について、全国大

会出場や強化指定選手に選出された選手への支援を

行うとともに、町内の高校生以下のパークゴルフ場

とスキー場リフト使用料の無料化を継続してまいり

ます。 

また、今年度、スポーツ協会が創立６０周年を迎

えることから、記念事業の実施に際し支援してまい

ります。 

４項「郷土を愛し、豊かな醸造と創造を育む文化

活動を推進する」についてです。 

文化・芸術活動の推進につきましては、人々の心

に安らぎと潤いをもたらすことを目標に、文化団体

や愛好者と連携し、自主企画芸術鑑賞事業などを通

して、芸術・芸能・文化に触れる機会を継続してま

いります。 

町民芸術鑑賞事業として、芸術や音楽に接する機

会に触れられる芸術鑑賞会を実施するとともに、文

化活動に参加する機会拡充のため、引き続き文化教
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室を支援し、青少年等の文化芸術活動に対しまして

も支援してまいります。 

また、町民皆様が心の豊かさを求めて活動を行っ

ている文化芸術活動団体の発表の場として、総合文

化祭や富良野地区文化団体交流会の参加など、発表

の機会を支援するとともに、地域文化の継承・発展

を継続してまいります。 

郷土館の運営につきましては、十勝岳と共生する

町の歴史についての造詣をより深めるために、専門

職員として郷土学習推進員を地域おこし協力体制度

活用により配置し、郷土教育の推進のため、郷土資

料の収集、整理・保存及び「郷土館特別展」等の事

業を開催するとともに、郷土館・開拓記念館に訪

れ、郷土に触れる学習機会の充実を図ります。 

今年度は、十勝岳大正泥流被災１００年に当た

り、十勝岳噴火泥流災害９０年回顧誌の改定版を発

行するとともに、講演会や文化祭での特別展示、親

子対象の砂防見学会等を計画し、大正泥流の歴史を

町民に伝えてまいります。 

また、十勝岳ジオパーク拠点施設として、郷土館

施設整備は、玄関出入り口の改修を進めてまいりま

す。 

５項「生涯学習社会の実現をめざし、生きがい環

境づくりを推進する」についてです。 

社会教育活動の推進につきましては、「いつでも 

どこでも だれもが」社会教育活動ができるよう、

情報共有の充実に努めていくとともに、「人とのつ

ながり」を中軸に「仲間づくり、地域づくり」によ

る持続可能なコミュニティー活動を支援してまいり

ます。 

現在、地域住民のコミュニティ活動の一環として

実施している公民館分館活動並びに分館施設につき

ましては、地域住民自治活動との整合性、今後の役

員等人材確保の課題等について意見交換を実施し、

令和９年度から住民会活動及び集会施設等に集約す

ることで合意しましたので、所定の事務的手続につ

いて進めてまいります。 

また、部活動の地域展開につきましては、担当所

管を「学校教育班」から「社会教育班」に移行し、

国・北海道の指針に基づき、町としての文化・ス

ポーツ活動の指針を新たに策定するとともに、今後

のロードマップに基づき、地域おこし協力体制度を

活用し、コーディネーターとしてのスポーツ文化推

進員の配置を検討し、町の文化・スポーツ等の普及

活動を進めてまいります。 

社会局施設の基盤整備につきましては、運動公園

広場における芝生につきまして、昨今、株化が見ら

れることから、芝の養生に向けて、引き続き整備し

てまいります。 

パークゴルフ場につきましても、改良整備計画４

年目を迎えましたが、引き続き３コースの芝生等の

現状を踏まえながら、良好なコースとなるよう整備

を進めるとともに、管理棟及び大型あずまやの屋

根・外壁塗装の整備を行います。 

今後においては、利用者が利用しやすい各種施設

の維持管理と運営に努めるために、指定管理者制度

について調査研究に着手するとともに、各団体や地

域の御意見を伺いながら、維持管理の向上と有効利

用が図られ、多くの方が安全で安心して利用できる

環境づくりに努めてまいります。 

以上、令和８年度の教育行政執行方針に関する主

要な方針について申し上げました。 

上富良野町教育委員会として、家庭・学校・地域

行政による連携を深めながら、町の豊かな資源を学

校教育・社会教育のそれぞれの場面で効果的に活用

し、学ぶことの楽しさ、褒めてくれる、認めてくれ

る嬉しさを実感できる教育の実現を図ることによ

り、生涯を通じて、主体的に学び続ける意欲、自分

らしさを大切にする自己肯定感を持つ持続可能な地

域づくりを担う人材育成に取り組んでまいります。 

町民の皆様、議員の皆様並びに関係機関、団体の

皆様の御協力を心からお願い申し上げ、令和８年度

の教育行政執行方針といたします。 

○議長（中澤良隆君） 以上で、執行方針の説明を

終わります。 

 続きまして、各会計予算について説明を求めま

す。 

 始めに、一般会計予算について関連がございます

ので、財政調整基金の一部支消、公共施設整備基金

の一部支消及び十勝岳と共生するまちづくり応援基

金の一部支消についてを一括して説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（上村正人君） ただいま、町長から令

和８年度の町政全般の執行における基本的な方針に

ついて、また、教育長からは教育行政の方針につい

て述べられました。その方針等に沿いまして編成い

たしました令和８年度の各会計予算のうち、まず一

般会計予算の議決対象項目の部分について御説明を

申し上げます。 

それでは、各会計予算書の１ページをお開きくだ

さい。 

議案第１号令和８年度上富良野町一般会計予算。 

令和８年度上富良野町の一般会計の予算は、次に

定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ８７億８,９００万円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分
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ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」による。 

 （債務負担行為） 

 第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債

務を負担する行為をすることができる事項、期間及

び限度額は「第２表 債務負担行為」による。 

 （地方債） 

 第３条、地方自治法第２３０条第１項の規定によ

り起こすことができる地方債の起債の目的、限度

額、起債の方法、利率及び償還の方法は、「第３表 

地方債」による。 

 （一時借入金） 

 第４条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、４億円と定

める。 

２ページを御覧ください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と予算額の

み申し上げます。 

第１表、歳入歳出予算。 

１、歳入。 

１款町税１１億１,８４５万円。 

２款地方譲与税１億４,０９０万円。 

３款利子割交付金２２０万円。 

４款配当割交付金６１０万円。 

５款株式等譲渡所得割交付金９２０万円。 

６款法人事業税交付金２,４２０万円。 

７款地方消費税交付金３億１,８００万円。 

８款国有提供施設等所在市町村助成交付金５,７

１０万円。 

９款環境性能割交付金１,３００万円。 

１０款地方特例交付金４７０万円。 

１１款地方交付税３３億７,２００万円。 

１２款交通安全対策特別交付金１２０万円。 

１３款分担金及び負担金１,１９６万２,０００

円。 

３ページをお開きください。 

１４款使用料及び手数料１億３,９８１万１,００

０円。 

１５款国庫支出金１３億４,０７３万５,０００

円。 

１６款道支出金６億５,９９５万８,０００円。 

１７款財産収入１,８４９万８,０００円。 

１８款寄付金３億３,０００円。 

１９款繰入金６億３,６４７万円。 

２０款繰越金８,０００万円。 

２１款諸収入２億３,３４１万３,０００円。 

２２款町債３億１１０万円。 

歳入合計８７億８,９００万円となっておりま

す。 

４ページを御覧ください。 

２、歳出。 

１款議会費６,８０３万７,０００円。 

２款総務費１３億４,１９９万４,０００円。 

３款民生費１９億９,６１３万９,０００円。 

４款衛生費１１億３,２６６万７,０００円。 

５款労働費６８万円。 

６款農林業費７億７,２６９万４,０００円。 

７款商工費２億２,２０３万１,０００円。 

８款土木費９億６,１７４万６,０００円。 

９款教育費６億２５９万２,０００円。 

５ページをお開きください。 

１０款交際費７億７,３１４万７,０００円。 

１１款給与費８億９,７２７万３,０００円。 

１２款予備費２,０００万円。 

歳出合計８７億８,９００万円となっておりま

す。 

６ページを御覧ください。 

第２表の債務負担行為につきましては、業務用

サーバー更新など３事業につきまして、その期間及

び限度額を記載しております。それぞれの事業期間

に応じまして、経費を計上し、事業を取り進めてま

いります。 

７ページをお開きください。 

第３表の地方債につきましては、限度額を１６

件、総額３億１１０万円と定め、それぞれの起債方

法、利率及び償還方法を記載しております。 

昨今の不透明な財政見通しを踏まえ、将来の財政

負担を最大限抑制するため、対象事業の厳選を行い

ました。 

具体的には、継続事業や緊急性、必要性の高い事

業に絞り込み、地方債を財源の一部として有効に活

用しつつ、計画的な整備を図るものであります。 

また、財政上の優遇措置とあります過疎対策事業

債については、ハード事業として「上富良野地区 

道営農村地域防災減災事業」など６事業を、ソフト

事業として「ラベンダーハイツ事業特別会計繰出」

など、８事業を予定しており、有利な財源の確保に

努めてまいります。 

それでは次に、令和８年度一般会計予算に合わ

せ、一括上程いただきました議案第２４号、議案第

２５号及び議案第２６号の各基金の一部指標につき

まして、その要旨を御説明申し上げます。 

令和８年度一般会計予算の編成に当たり、まず、

歳入につきましては、タバコ税の減収を見込むもの

の、個人町民税や固定産税などの増により、町税全

体では前年度比６.４％の増収を見込んでおりま

す。 

地方交付税につきましては、町財政計画の内容を

勘案するとともに、令和７年度の算定実績等を踏ま
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え、前年度比２％増といたしました。 

これらの町税や交付税の増加に伴い、繰越金など

を含めた一般財源総額についても、前年度を上回る

規模を確保したところであります。 

一方、歳出につきましては、安全・安心な暮らし

の確保や地域経済の活性化といった継続施策に加

え、新規事業の選定に当たっては、政策調整会議に

よる事前評価に基づき、予算を配分いたしました。 

特に、将来の負担への備えといたしまして、町立

病院建て替えに伴う将来の公債費償還を見据え、目

標としていた減債基金への１億円の積立を確保した

ほか、公共インフラの長寿命化対策についても必要

な所要額を措置しております。 

これらを見込んだ収支の財源調整として、各目的

基金から、それぞれの支消目的に沿った繰入れを

行っております。 

まず、公共施設整備基金につきましては、上富良

野小学校のヒートポンプオーバーホールや橋梁の長

寿命化など、緊急性が高く、多額の費用を要する老

朽化対策の財源に充当いたします。 

十勝岳と共生するまちづくり応援基金につきまし

ては、寄付者の皆様の意向に沿い、十勝岳ジオパー

クの拠点となる郷土館の整備事業及び十勝岳大正泥

流被災１００年事業などの財源として活用すること

といたしました。 

最後に、継続する物価高騰や労務単価の上昇に伴

う経費の増大に対し、最終的な財源調整として、財

政調整基金の一部を支消し、令和８年度予算を調整

したところであります。 

このようなことから、上富良野町財政調整基金、

上富良野町公共施設整備基金及び十勝岳と共生する

まちづくり応援基金の各基金条例の規定に基づき、

議会の議決を得ようとするものであります。 

それでは、以下、議案を朗読し説明といたしま

す。 

議案第２４号を御覧ください。 

議案第２４号上富良野町財政調整基金の一部支消

について。 

上富良野町財政調整基金の一部を次により支消す

るため、上富良野町財政調整基金条例第６条第３号

の規定により、議会の議決を求める。 

１、支消金額、２億５,４００万円。 

２、使用目的、その他必要をやむを得ない理由に

より生じた経費。喫緊な地域課題に向けた財政需要

の財源に充てるため。 

３、使用年度、令和８年度。 

それでは次に、議案第２５号を御覧ください。 

議案第２５号上富良野町公共施設整備基金の一部

支消について。 

上富良野町公共施設整備基金の一部を次により支

消するため、上富良野町公共施設整備基金条例第６

条２号の規定により、議会の議決を求める。 

１、支消金額、１億４,７４０万円。 

２、使用目的、公共施設の更新及び改善に多額の

経費を必要とするため。 

３、使用年度、令和８年度。 

最後に、議案第２６号を御覧ください。 

議案第２６号十勝岳と共生するまちづくり応援基

金の一部支消について。 

十勝岳と共生するまちづくり応援基金の一部を次

により使用するため、上富良野ふるさと応援寄付条

例第１０条第２項の規定により、議会の議決を求め

る。 

記。 

１.支消金額、２,３９０万円。 

２.使用目的、十勝岳噴火災害の歴史を後世に伝

える事業及び十勝岳ジオパークの取組の財源に充て

るため。 

３.使用年度、令和８年度。 

以上で、令和８年度上富良野町一般会計予算の議

決対象項目及び各基金支消議案の説明といたしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 次に、国民健康保険特別会

計予算及び関連がございますので、国民健康保険財

政調整基金の一部支消について並びに後期高齢者医

療特別会計予算について、一括して説明を求めま

す。 

町民生活課長 

〇町民生活課長（安川伸治君） 続きまして、議案

第２号令和８年度上富良野町国民健康保険特別会計

予算につきまして、朗読をもちまして、御説明申し

上げます。 

予算書の８ページを御覧ください。 

議案第２号令和８年度上富良野町国民健康保険特

別会計予算。 

令和８年度上富良野町の国民健康保険特別会計の

予算は次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算） 

 第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１１億３,１８９万４,０００円と定める。 

 第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」による。 

  （一時借入金） 

 第２条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入れの最高額は、１億円と定

める。 

９ページを御覧ください。 

第１条につきましては、款ごとの名称と予算金額
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のみ申し上げます。 

第１表、歳入歳出予算。 

１、歳入。 

１款国民健康保険税２億３,５９３万円。 

２款国庫支出金１２１万４,０００円。 

３款道支出金７億７,６０７万３,０００円。 

４款財産収入１,０００円。 

５款繰入金１億１,８６７万円。 

６款繰越金１,０００円。 

７款諸収入５,０００円。 

歳入合計は、１１億３,１８９万４,０００円であ

ります。 

１０ページを御覧ください。 

２、歳出。 

１款総務費４,５８２万円。 

２款保険給付費７億３,７６８万円。 

３款国民健康保険事業費納付金３億１,６４８万

６,０００円。 

４款財政安定化基金拠出金１,０００円。 

５款保険事業費２,４２０万３,０００円。 

６款基金積立金１,０００円。 

７款公債費９,０００円。 

８款諸支出金６５万４,０００円。 

９款予備費７０４万円 

歳出合計は、１１億３,１８９万４,０００円であ

ります。 

次に、令和８年度上富良野町国民健康保険会計予

算に合わせ一括上程いただきました議案第２７号上

富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消につ

いての要旨を御説明申し上げます。 

本町の国民健康保険事業におきましては、近年、

新疾患である心不全に係る医療費の割合が増加傾向

にあり、医療費を押し上げる要因の一つとなってい

る状況でございます。 

このため、「第３期データヘルス計画」に基づ

き、令和７年度より特定検診の検査項目を拡充し、

新疾患の重症化予防に重点を置いた保健事業を実施

しているところであります。 

令和８年度におきましても、継続して検査結果の

蓄積・分析を行い、事業評価を実施するとともに、

潜在的な高リスク者に対する早期介入を図ることが

重要であることから、国民健康保険財政調整基金を

活用し、保健指導等の事業を実施するものでありま

す。 

これにより、心機能低下防止と重症化予防を図

り、将来的な医療費の抑制につなげることにより、

医療費の適正化と財政の安定化に資するものであり

ます。 

このようなことから、上富良野町国民健康保険財

政調整基金条例の規定に基づきまして、議会の議決

を求めるものであります。 

以下、議案につきまして、朗読し説明とさせてい

ただきます。 

議案第２７号を御覧ください。 

議案第２７号上富良野町国民健康保険財政調整基

金の一部支消について。 

上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部を次

により支消するため、上富良野町国民健康保険財政

調整基金条例第６条の規定により、議会の議決を求

める。 

記。 

１.支消金額、３２１万９,０００円。 

２.使用目的、国民健康保険事業の円滑な運営に

必要な財源に充てるため。 

３、使用年度、令和８年度。 

続きまして、議案第３号令和８年度上富良野町後

期高齢者医療保険特別会計予算につきまして、朗読

をもちまして、御説明申し上げます。 

予算書の１１ページをお開きください。 

議案第３号令和８年度上富良野町後期高齢者医療

特別会計予算。 

令和８年度上富良野町の後期高齢者医療特別会計

の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ２億３,２１４万７,０００円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の間項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。 

１２ページを御覧ください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と予算金額

のみ申し上げます。 

第１表、歳入歳出予算。 

１、歳入。 

１款後期高齢者医療保険料１億５,５７７万１,０

００円。 

２款使用料及び手数料１,０００円。 

３款繰入金６,７８１万４,０００円。 

４款繰越金１,０００円。 

５款諸収入８５６万円。 

歳入合計は、２億３,２１４万７,０００円であり

ます。 

２、歳出。 

１款総務費１,３９６万８,０００円。 

２款広域連合納付金２億１,８０６万７,０００

円。 

３款所支出金１１万１,０００円。 

４款予備費１,０００円。 

歳出合計は、２億３,２１４万７,０００円であり
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ます。 

以上で、議案第２号令和８年度上富良野町の国民

健康保険特別会計予算の議決対象項目の説明、議案

第２７号上富良野町国民健康保険財政調整基金の一

部支消についての議案説明、議案第３号上富良野町

後期高齢者医療特別会計予算の議決対象項目の説明

とさせていただきます。 

○議長（中澤良隆君） 次に、介護保険特別会計予

算について説明を求めます。 

保健福祉課長。 

〇保健福祉課長（三好正浩君） 続きまして、議案

第４号令和８年度上富良野町介護保険特別会計予算

につきまして、その概要を御説明申し上げます。 

予算書の１３ページを御覧ください。 

以下、議案を朗読し説明といたします。なお、議

案説明につきまして、議決項目のみ説明し、予算の

事項別明細書につきましては省略させていただきま

すので、御了承願います。 

議案第４号令和８年度上富良野町介護保険特別会

計予算。 

令和８年度上富良野町の介護保険特別会計の予算

は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算） 

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ１１億３,６３７万円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は、「第１表 歳入歳出予算」による。  

（歳出予算の流用） 

第２条、地方自治法第２２０条第２項ただし書の

規定により、歳出予算の各項の経費の金額を流用す

ることができる場合は、次のとおりと定める。 

第１号、保険給付費の各項に計上した予算額に過

不足を生じた場合における、同一款内でのこれらの

経費の各項間の流用。 

１４ページを御覧ください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と予算額の

みを申し上げます。 

第１表、歳入歳出予算。 

１、歳入。 

１款介護保険料１億９,１１７万３,０００円。 

２款分担金及び負担金３４万５,０００円。 

３款国庫支出金２億７,４８３万４,０００円。 

４款道支出金１億５,６１０万９,０００円。 

５款支払基金交付金２億７,１４４万２,０００

円。 

６款財産収入１,０００円。 

７款繰入金２億３,６８万７,０００円。 

８款繰越金１,０００円。 

９款諸収入６３７万８,０００円。 

歳入合計１１億３,６３７万円。 

１５ページを御覧ください。 

２、歳出。 

１款総務費７,４２４万６,０００円。 

２款保険給付費９億７,３１７万４,０００円。 

３款地域支援事業費８,７６８万７,０００円。 

４款特別給付費６万円。 

５款基金積立金１,０００円。 

６款諸支出金２０万２,０００円。 

７款予備費１００万円。 

歳出合計１１億３,６３７万円。 

以上、議案第４号令和８年度上富良野町介護保険

特別会計予算の議決対象項目の説明といたします。 

○議長（中澤良隆君） 次に、ラベンダーハイツ事

業特別会計予算について説明を求めます。 

ラベンダーハイツ所長。 

〇ラベンダーハイツ所長（武山義枝君） 続きまし

て、議案第５号令和８年度上富良野町ラベンダーハ

イツ事業特別会計予算につきまして、朗読をもって

御説明申し上げます。 

１６ページを御覧ください。 

なお、説明につきまして、議決項目のみ説明し、

予算の事項別明細書につきましては省略させていた

だきますので、御了承願います。 

議案第５号を御覧ください。 

議案第５号令和８年度上富良野町ラベンダーハイ

ツ事業特別会計予算。 

令和８年度上富良野町のラベンダーハイツ事業特

別会計の予算は、次に定めるところによる。 

（歳入歳出予算の補正） 

第１条、歳入歳出予算の総額は、歳入歳出それぞ

れ４億３,８４１万２,０００円と定める。 

第２項、歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分

ごとの金額は「第１表 歳入歳出予算」による。 

（債務負担行為） 

第２条、地方自治法第２１４条の規定により、債

務を負担する行為をすることができる事項、期間及

び限度額は「第２表 債務負担行為」による。 

（一時借入金） 

第３条、地方自治法第２３５条の３第２項の規定

による一時借入金の借入の最高額は３,４３０万円

と定める。 

１７ページをお開きください。 

第１表につきましては、款ごとの名称と予算額の

み申し上げます。 

第１表、歳入歳出予算。 

１、歳入。 

１款サービス収入２億９,５２４万１,０００円。 

２款使用料及び手数料２万４,０００円。 
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３款財産収入１,０００円。 

４款寄付金１,０００円。 

５款繰入金１億４,３１０万１,０００円。 

６款繰越金１,０００円。 

７款諸収入４万３,０００円。 

歳入合計４億３,８４１万２,０００円。 

２、歳出。 

１款総務費２億６,６３９万６,０００円。 

２款サービス事業費１億６,９０１万４,０００

円。 

３款基金積立金１,０００円。 

４款予備費３００万円。 

５款繰出金１,０００円。 

歳出合計４億３,８４１万２,０００円。 

１８ページをお開きください。 

第２表、債務負担行為。 

介護業務支援システム更新。 

期間、令和８年度から令和１２年度。 

限度額、９１１万円。 

以上で、議案第５号令和８年度ラベンダーハイツ

事業……。 

（「暫時休憩」と発言する者あり） 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午前１１時３７分 休憩 

午前１１時３８分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） それでは、暫時休憩を解い

て、会議を再開いたします。 

〇ラベンダーハイツ所長（武山義枝君） 議案の訂

正をさせていただきたいと思います。 

議案第５号で、「歳入歳出予算」というところを

「歳入歳出予算補正」と申し上げましたが、「歳入

歳出予算」の誤りであります。申し訳ありませんで

した。 

以上で、議案第５号令和８年度ラベンダーハイツ

事業特別会計予算の議決対象項目の説明といたしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 次に、水道事業会計予算及

び簡易水道事業会計予算並びに公共下水道事業会計

予算について説明を求めます。 

建設水道課長。 

○建設水道課長（菊地 敏君） 続きまして、一括

上程いただきました議案第６号、議案第７号、第８

号につきまして、議決対象項目について、朗読を

もって御説明申し上げます。 

 １９ページを御覧ください。 

 議案第６号令和８年度上富良野町水道事業会計予

算。 

 （総則） 

 第１条、令和８年度上富良野町の水道事業会計の

予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 第１号、給水戸数、３,９５５戸。 

 第２号、年間総給水量、７２万８８５立方メート

ル。 

 第３号、１日平均給水量、１,９７５立方メート

ル。 

 第４号、主な建設改良事業。 

 イ、配水管布設工事６,５４２万円。 

 ロ、量水器検満工事２,２４９万５,０００円。 

 （収益的収入及び支出） 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款水道事業収益１億６,５８２万４,０００

円。 

 第１項営業収益１億５,５０２万４,０００円。 

 第２項営業外収益１,０８０万円。 

 支出。 

 第１款水道事業費用１億６,７０１万８,０００

円。 

 第１項営業費用１億４,９６７万６,０００円。 

 第２項営業外費用１,１０４万１,０００円。 

 第３項特別損失３０万１,０００円。 

 第４項予備費６００万円。 

（収益的収入及び支出） 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額９,１１３万４,０００円は、当年度分消

費税資本的収支調整額８０６万２,０００円、過年

度分損益勘定留保資金６,８２９万円及び当年度分

損益勘定留保資金１,４７８万２,０００円で補塡す

るものとする）。 

 収入。 

 第１款資本的収入４,５３５万円。 

 第１項企業債４,０４０万円。 

 第２項他会計負担金４９５万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出１億３,６４８万４,０００円。 

 第１項建設改良費９,９１５万３,０００円。 

 第２項企業債償還金３,７３３万１,０００円。 

 ２０ページを……。 

 すみません、訂正してやり直しさせてください。 

（資本的収入及び支出） 

  第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次の

とおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に
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対し不足する額９,１１３万４,０００円は、当年

度分消費税資本的収支調整額８０６万２,０００

円、過年度分損益勘定留保資金６,８２９万円及

び当年度分損益勘定留保資金１,４７８万２,００

０円で補塡するものとする）。 

 収入。 

 第１款資本的収入４,５３５万円。 

 第１項企業債４,０４０万円。 

 第２項他会計負担金４９５万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出１億３,６４８万４,０００円。 

 第１項建設改良費９,９１５万３,０００円。 

 第２項企業債償還金３,７３３万１,０００円。 

 ２０ページを御覧ください。 

 （企業債） 

 第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 起債目的を上水道事業とし、限度額を４,０４０

万円とするほか、起債の方法、利率、償還の方法

は、表内表記に定めるものであります。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

 第６条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、営業費用、営業外費用及び特別損失の間

の流用。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費） 

 第７条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 第１号、職員給与費２,５７０万９,０００円。 

 （たな卸資産購入限度額） 

 第８条、たな卸資産の購入限度額は、１,０４６

万３,０００円と定める。 

 続きまして、上富良野町簡易水道事業会計の予算

につきまして御説明申し上げます。 

 ２１ページを御覧ください。 

 議案第７号令和８年度上富良野町簡易水道事業会

計予算。 

 (総則） 

 第１条、令和８年度上富良野町の簡易水道事業会

計の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 第１号、給水戸数、２８７戸。 

 第２号、年間総給水量、６万８,１７４立方メー

トル。 

 第３号、１日平均給水量、１８７立方メートル。 

 第４号、主な建設改良事業。 

 イ、電気計装設備更新工事２,４７５万円。 

 ロ、量水器検満工事５３０万円。 

 （収益的収入及び支出） 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款簡易水道事業収益７,７５９万１,０００

円。 

 第１項営業収益１,２６４万６,０００円。 

 第２項営業外収益６,４９４万５,０００円。 

 支出。 

 第１款簡易水道事業費用７,９７５万４,０００

円。 

 第１項営業費用７,２４６万１,０００円。 

 第２項営業外費用５２４万３,０００円。 

 第３項特別損失５万円。 

 第４項予備費２００万円。 

 （資本的収入及び支出） 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額３,９３６万４,０００円は、当年度分消

費税資本的収支調整額２８０万４,０００円、過年

度分損益勘定留保資金１,８０７万７,０００円及び

当年度損益勘定留保資金１,８４８万３,０００円で

補塡するものとする。）。 

 収入。 

 第１款資本的収入５,３７３万２,０００円。 

 第１項企業債２,４７０万円。 

 第２項他会計出資金２,９０３万２,０００円。 

 支出。 

 第１款資本的支出９,３０９万６,０００円。 

 第１項建設改良費３,２７９万８,０００円。 

 第２項企業債償還金６,０２９万８,０００円。 

 ２２ページをお開きください。 

 （企業債） 

 第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 起債目的を簡易水道事業とし、限度額を２,４７

０万円とするほか、起債の方法、利率、償還の方法

は、表内表記に定めるものであります。 

 (一時借入金) 

 第６条、一時借入金の限度額は２,４７０万円と

定める。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

 第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、営業費用、営業外費用及び特別損失の間

の流用。 
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 (他会計からの補助金) 

 第８条、簡易水道事業に充てるため、一般会計か

らこの会計への補助を受ける金額は、４,３８９万

５,０００円である。 

 （たな卸資産購入限度額） 

 第９条、たな卸資産の購入限度額は１９３万円と

定める。 

 続きまして、上富良野町公共下水道事業会計予算

につきまして御説明申し上げます。 

 ２３ページを御覧ください。 

 議案第８号令和８年度上富良野町公共下水道事業

会計予算。 

 (総則) 

 第１条、令和８年度上富良野町の公共下水道事業

会計の予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 第１号、処理戸数、３,１００戸。 

 第２号、年間有収水量、７５万１２１立方メート

ル。 

 第３号、１日平均有収水量、２,０５５立方メー

トル。 

 第４号、主な建設改良事業。 

 イ、根幹的施設建設工事委託２億８００万円。 

 ロ、公設桝新設工事８００万円。 

 （収益的収入及び支出） 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款下水道事業収益３億６,５８４万９,０００

円。 

 第１項営業収益１億６,７０２万７,０００円。 

 第２項営業外収益１億９,８８２万円。 

 第３項特別利益２,０００円。 

 支出。 

 第１款下水道事業費用３億６,５８４万９,０００

円。 

 第１項営業費用３億４,８５６万５,０００円。 

 第２項営業外費用１,３９５万２,０００円。 

 第３項特別損失５万円。 

 第４項予備費３２８万２,０００円。 

 （資本的収入及び支出） 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し

不足する額８,２９３万３,０００円は、当年度分消

費税資本的収支調整額９７５万９,０００円、過年

度分損益勘定留保資金１,１３４万５,０００円及び

当年度分損益勘定留保資金６,１８２万９,０００円

で補塡するものとする。）。 

 収入。 

 第１款資本的収入３億６７５万４,０００円。 

 第１項企業債１億７,７４０万円。 

 第２項他会計出資金２,０７１万２,０００円。 

 第３項補助金等１億８６０万円。 

 第４項負担金４万２,０００円。 

 ２４ページを御覧ください。 

 支出。 

 第１款資本的支出３億８,９６８万７,０００円。 

 第１項建設改良費２億１,６００万円。 

 第２項企業債償還金１億７,３６８万７,０００

円。 

 （継続費） 

 第５条、継続費の総額及び年割額は、次のとおり

と定める。 

 第１款資本的支出。 

第１項建設改良費、事業名、上富良野浄化セン

ター改築更新事業。総額２億７,０００万円。令和

８年度年割額、１億２,２００万円。令和９年度年

割額、１億４,８００万円。計２億７,０００万円。 

 （企業債） 

 第６条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 起債の目的を公共下水道事業とし、限度額を１億

７,７４０万円とするほか、起債の方法、利率、償

還の方法は、表内表記に定めるものであります。 

 (一時借入金) 

 第７条、一時借入金の限度額は１億７,７４０万

円と定める。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

 第８条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことができる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、営業費用、営業外費用及び特別損失の間

の流用。 

 (議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費) 

 第９条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 第１号、職員給与費２,８２７万５,０００円。 

 以上で、議案第６号令和８年度上富良野町水道事

業会計予算、議案第７号令和８年度上富良野町簡易

水道事業会計予算及び議案第８号令和８年度上富良

野町公共下水道事業会計予算につきまして、議決対

象項目についての説明とさせていただきます。 

○議長（中澤良隆君） 次に、病院事業会計予算に

ついて、説明を求めます。 

 町立病院事務長。 



― 50 ― 

○町立病院事務長（長岡圭一君） 続きまして、議

案第９号令和８年度上富良野町病院事業会計予算に

つきまして、議決項目について御説明申し上げま

す。 

 ２５ページをお開きください。 

 以下、議案を朗読し、説明とさせていただきま

す。 

 議案第９号令和８年度上富良野町病院事業会計予

算。 

 （総則） 

 第１条、令和８年度上富良野町の病院事業会計の

予算は、次に定めるところによる。 

 （業務の予定量） 

 第２条、業務の予定量は、次のとおりとする。 

 第１号、業務量。 

 イ、病床数、一般病床、３０床。 

 ロ、定員数、介護保険施設入所、４０人。 

 ハ、患者数、年間２万９,４６５人、１日平均１

１３人。 

 入院患者、一般病床、年間６,５７０人、１日平

均１８人。 

 外来患者、年間２万２,８９５人、１日平均９５

人。 

 ニ、入所者数、介護保険施設、年間１万２,７７

５人、１日平均３５人。 

 第２号、主要な建設改良事業。 

 イ、町立病院改築整備事業、８,８７６万円。 

 （収益的収入及び支出） 

 第３条、収益的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款病院事業収益１２億８,２２７万４,０００

円。 

 第１項医業収益５億３,４１０万８,０００円。 

 第２項医業外収益５億５,９７３万５,０００円。 

 第３項介護保険施設事業収益１億８,８４３万１,

０００円。 

 支出。 

 第１款病院事業費用１４億４,３９２万７,０００

円。 

 第１項医業費用１１億３２８万６,０００円。 

 第２項医業外費用１億１,７４４万２,０００円。 

 第３項介護保険施設事業費用２億２,３１８万８,

０００円。 

 第４項特別損失１,０００円。 

 第５項予備費１万円。 

 （資本的収入及び支出） 

 第４条、資本的収入及び支出の予定額は、次のと

おりと定める。 

 収入。 

 第１款資本的収入１億２,３５９万７,０００円。 

 第１項出資金５,１５９万７,０００円。 

 第２項企業債７,２００万円。 

 支出。 

 第１款資本的支出１億２,３５９万７,０００円。 

 第１項企業債償還金３,２３３万７,０００円。 

 第２項建設改良費９,１２６万円。 

 (企業債) 

 第５条、起債の目的、限度額、起債の方法、利率

及び償還の方法は、次のとおりと定める。 

 町立病院改築整備事業(外構工事、工事監理業務)

に係る限度額を７,２００万円、収支改善に伴う経

営改善推進事業に係る限度額を２億２,０００万円

とするほか、起債の方法、利率、償還の方法につい

ては、表に定めるとおりであります。 

 （一時借入金） 

 第６条、一時借入金の限度額は、４億円と定め

る。 

 （予定支出の各項の経費の金額の流用） 

 第７条、予定支出の各項の経費の金額を流用する

ことのできる場合は、次のとおりと定める。 

 第１号、医業費用と医業外費用との間。 

 （議会の議決を経なければ流用することのできな

い経費） 

 第８条、次に掲げる経費については、その経費の

金額をそれ以外の経費の金額に流用し、またはそれ

以外の経費をその経費の金額に流用する場合は、議

会の議決を経なければならない。 

 第１号、職員給与費７億８,７８１万３,０００

円。 

 第２号、交際費３０万円。 

 （他会計からの補助金） 

 第９条、経営基盤強化などに要する経費に充てる

ため一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は

４,００２万３,０００円である。 

 （たな卸資産購入限度額） 

 第１０条、たな卸資産の購入限度額は、１億２,

７８９万１,０００円と定める。 

 以上、令和８年度上富良町病院事業会計予算の議

決項目につきまして、説明といたします。 

○議長（中澤良隆君） 昼食休憩といたしたいと思

います。 

 再開は、１３時１０分といたしたいと思います。 

────────────────── 

午後 ０時０１分 休憩 

午後 １時１０分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 昼食休憩に引き続き、会議
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を再開いたします。 

これより、質疑に入ります。 

これからの質疑については、先ほどの町長及び教

育長の執行方針に限ったものといたします。 

なお、質疑の回数は議会運営に関する先例によ

り、外活的範囲とし、１人１回限りといたします。  

これより質疑をお受けいたします。 

１１番北條隆男君。 

○１１番（北條隆男君） 町長に、１４ページの、

この道の駅についてなのですけれども、旭川十勝道

路が設計が決まって、ルートとインターが決まった

ときにと考えているようなのですけれども、そのと

きに道の駅の設計をして工事にかかるのか、そのと

きにどういうふうにそこら辺を考えているのか、何

年どこが大体目的でやろうかと思っているところが

分かっていれば、そこのところを教えてほしいので

すけれども。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １１番北條議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

道の駅については、現在、計画段階評価にありま

す富良野北道路、高規格道路のルートが確定したと

きから、場所の選定等も含めて、内容、それらも含

めて検討していきたいと考えております。 

ただ、それまで何もしないのかというわけではご

ざいません。それまでに、どういう組織で何を決め

るのかという、その辺は十分準備して、ルート、ま

たインターの位置が決まったら、すぐスタートでき

るように、そういう準備はしていきたいと考えてお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） せっかくの機会ですので、

私も町長に３点お伺いいたします。 

まず、公共施設の老朽化と財政健全性について、

２ページと４ページと８ページにまたがるのですけ

れども、執行方針で触れられておりましたクリーン

センター、ラベンダーハイツ以外にも、役場庁舎、

消防庁舎、また給食センターなど老朽化している施

設が多数ございます。給食センターは、在り方検討

委員会で協議されておりますけれども、老朽化して

いる公共施設全般において、将来的な人口規模を踏

まえた施設総量の適正化などの観点も持ち合わせな

がら、令和８年度は、この老朽施設更新の優先順位

や財源確保策について、どのような検討がなされる

のか、可能な範囲で結構ですのでお答えいただきた

いと思います。 

２点目は、地域経済の縮小への対応でございま

す。１２ページの中段でございます。 

第３次商工業振興計画は、物価高騰、また原材料

高騰、そして人口減少が進む現下のような局面でも

持続可能な内容となっているのでしょうか。町独自

の支援拡充の可能性も含め、改めて、商工業振興に

ついての町長の意気込みのほどお伺いいたします。 

３点目は、観光振興と観光公害対策の両立という

ことで、１３ページ上段になります。観光入込増加

を目指す一方で、農地の立ち入りや路上駐車問題と

いった課題がございます。町内一部地域において、

ここ数年対策を講じてはいるものの、効果や成果が

なかなか見えていないような気がしております。近

年、ラベンダーフェストで皆が感じたように、観光

振興を進める上で、観光公害、いわゆるオーバー

ツーリズム対策は不可欠でございます。改めて、こ

の点についての町長の意気込みのほどお伺いいたし

ます。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の３点の御質

問にお答えしたいと思います。 

まず、老朽化が進むインフラ、公共施設への対

応、財政等も含めた対応ですが、なかなか一遍に更

新というわけには、財政状況上も許さないところで

すが、今現在、俎上にといいますか、検討している

ところは、議員おっしゃるとおり、クリーンセン

ターやハイツ、そして給食センターなど、どのよう

な姿であるべきかというのは検討段階に入っており

ます。まだ検討段階には入っておりませんが、おっ

しゃるとおり公民館や役場庁舎についても、当然対

応年数といいますか、建築から相当の年月がたって

おりますので、いずれ近いうちにといいますか、何

年にというのは明確には決まっておりませんが、順

次ということで計画していかなければならないと考

えております。 

ただ、現在のところは、いろいろ、さきに申し上

げました三つの施設については検討段階に入ってお

りますが、町民のサービス、町民が受ける行政サー

ビスなんかも影響等も考慮しながら、優先順位、そ

して時期なんか、そして財政状況を、具体的に言え

ば財源なのですが、そういうのを見極めながら、将

来的に更新を図っていきたいと考えております。 

２点目の地域経済の縮小についてですが、人口減

少・少子高齢化の段階においては、消費購買力等々

は縮小傾向になっていくのか、そういう予測ではあ

りますが、ただ、もちろん人口減少に歯止めをかけ

るということも必要ですが、プラス商工観光を、い

わゆる交流人口、外からの消費を、いかにこの町で

消費をしてもらうかということにも、我々注目し

て、それらを具体的に進めていかなければならない

のかなと思っております。 
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地産地消ではありませんが、町民の消費をなるべ

く町内で、そして、プラスアルファは外からの消費

を町内に呼び込む、人を呼び込む、そういうことも

併せて、商工振興は進めていかなければならないと

考えております。 

３点目、観光振興と公害についてですが、観光振

興は、商工観光と密接に関わりはあると思います

が、しっかりと上富良野が持っているポテンシャ

ル、十勝岳ですとかラベンダー、そして、冬は雪が

降って、旭川空港や富良野スキー場が近いという利

点を生かしながら、入り込み、そして消費をしても

らえるような仕組みというのを考えていかなければ

なりませんが、一方、その観光公害に関しまして

も、我が町も、そういう迷惑であったり、渋滞で

あったり、路上駐車であったり、いろいろございま

すので、圃場への侵入ですとか、そういうことに対

しては、しっかりと、他の市町村なんかでも、いろ

いろ対応を取っておられますので、それらを参考に

しながら、しっかりと公害、マイナスの部分につい

ては、なるべくといいますか、ゼロになるように努

めて行政施策を、対策を取っていきたいと考えてお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私は、町長に３点、教育

長に１点お伺いしたいと思います。 

まずは１０ページ、農林業についてであります。 

畜産・酪農に関しては、串内牧場内に整備した哺

育育成センターの効果的な利活用を進めていくとあ

りました。さきに行われた広域連合議会において、

串内牧場で確認された小型ピロプラズマ症の対応な

どをめぐり、令和８年度は、職員数や管理頭数を減

らし、規模を縮小して運営する旨の説明があり、予

算が可決されております。このことは、町内事業者

に対する支援も今年度より、さらに限定的にならざ

るを得ないということを意味しているのかなと考え

ております。 

そこで、広域連合の副連合長である町長は、町内

の畜産農家と酪農家の支援に関して、これからの串

内牧場のあるべき姿を、令和８年度は他の市町村長

とどのようなスタンスで議論していくお考えかお伺

いいたします。 

次に、１２ページと１３ページに係る観光交流に

ついてでございます。 

執行方針の中では、インバウンドに係る需要の喚

起と対応について述べられておりました。まさに、

今現在でも、白銀荘や凌雲閣を訪れると、海外の方

が半ば熱狂的に上富良野に集結している姿を確認す

ることができます。上富良野の誇りである山々の魅

力に世界が気がついたことをとても嬉しく思うと同

時に、事故やトラブル、オーバーツーリズムなどの

様々な懸案事項を解消しつつ、インバウンドが町民

に歓迎され、その恩恵で町ににぎわいと活力を生み

出されることを期待しております。 

個人的に思うのは、既に当町が抱える雪山の魅力

については、需要を喚起するまでもなく、既にオー

バーツーリズム気味になっている部分の対応を、町

だけでは解決できない部分を、道や関係省庁と連携

して進めていくことが優先ではないかなと考えてお

りますが、冬期のインバウンドを含む観光対応につ

いて、令和８年度はどのような対応を図っていくお

考えかお伺いいたします。 

続きまして、執行方針全般に関わる部分で、町長

にお伺いいたします。 

令和８年度に新規で行われる取組の中でも、町長

の理想とするまちづくりに向けて、特に強い思いを

持ち、その成果を楽しみにしていてほしいと、町民

に声を大にして伝えたい取組があれば、その思いと

ともにお伝えいただければと思います。 

続いて、教育長に対しても、同じように教育執行

方針全般に関してなのですが、令和８年度に新規ま

たは継続して行われる取組の中で、教育長の特に思

いを持って取り組まれる理想の教育環境づくりに向

けて、その進捗を楽しみにしていてほしいと、議会

に対しても声を大にして伝えたい取組があればお伺

いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １２番小林議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

まず、串内の育成のことに関してですが、小型ピ

ロプラズマ症が発生しておりまして、縮小になりま

す。ただ、縮小というのは、圏外からの受入れを断

るといいますか、圏内だけということで縮小すると

いうことで、方針が決まっておりますので、圏内の

いわゆる上富良野とか、その方の畜産の方には影響

がないと考えております。 

将来は、これがいつまで続くのか、プラス、串内

自体が、本体がどういう経営というのは、まだまだ

これから話し合わなければならない部分はあるかと

思いますが、とりあえずの令和８年に関しては、町

内の畜産業の方に影響はないように、串内のほうは

進めていくというふうに、連合長で話し合っており

ます。 

次に、観光の交流、インバウンドについて、議員

おっしゃるとおりで、冬の十勝岳連邦の入込みは、

皆さんも御承知のとおりかと思いますが、夏のハイ

キング、登山も含めて、駐車場が狭隘であったり、

白銀荘、凌雲閣の駐車場が狭くて、路上にあふれる
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というような状態は、夏も同じかなというふうに

思っております。オーバーツーリズムがちょっと、

支障が出ていると思っております。 

特に、町に関しては、十勝岳線を走らせておりま

すので、そこで乗れなかった方をワゴン車で、また

別の便でついて行って、送っていったり、町ではあ

りませんが、ふらのバスに乗れなかったり、ＪＲが

満杯でと、そういうオーバーツーリズムは、上富良

野だけでなくて、上富良野はもちろんあるのです

が、この圏域で発生しているということは承知して

おります。なかなか魅力を理解して訪れてもらうと

いうことは、非常にありがたいことなのですが、非

常にオーバーツーリズムで、観光地の人にも非常に

不愉快、残念な思いをさせるかもしれませんし、ま

た、駐車場がいっぱいで、地元の方がなかなかそこ

に行くのをためらうとか、路上駐車が邪魔で事故を

誘発したりと、いろいろな懸念は考えられます。な

かなかこのオーバーツーリズムを解消するのは、郊

外と違って、来るのを規制するというのは、なかな

か、本当に来てほしいのですけれども、適切に、適

当な量をということだとは思うのですが、なかなか

難しいのですが、上級官庁だけではなく、国・道だ

けではなくて、いろいろな横の他の市町村の例も参

考にしながら、なるべく来たお客さん、そして住民

の方に迷惑にならなかったり、嫌な思いを発生させ

ないような、そういう努力はしていかなければなら

ないのかなと思っております。 

三つ目の令和８年度に対する思いなのですが、ど

れが一番というのは、なかなかどれも一番なので

す。新規事業に関しては、やはり適切に、今やらな

ければならないタイミングを図りながらやっており

ますので、新規事業といたしましては、補正予算、

先にスタートしましたけれども、新築住宅の補助の

ことですとか、給食費の無償化、これは国の政策に

合わせて、町では、さらに認定子ども園から高校

生、高校生は希望者だけですけれども、幅を広げて

子育て支援を行うと。 

そして、商工観光に関しては、着地型のＤＭＯと

いいますか、着地型の上富良野に来てもらう、そう

いう観光事業と、今の観光協会とか商工会、観光の

その団体を含めて、どういうふうにさらにグレード

アップしていくのか、ブラッシュアップしていくの

かも含めて、今、それこそおっしゃったとおり、上

富良野を含めて、ブランドというのは、大体確立さ

れておりますので、目的としては確立されておりま

す。ただ、あと農産物とか、いろいろなものを関連

づけていったり、トータル的にブランドをブラッ

シュアップしていくのか、どうしたらいいかとい

う、それも含めて、一生懸命新規事業に盛り込んで

おりますので、それらについては、令和８年度は

しっかり進めていきたい、ご理解いただいて進めて

いきたい、そして、予算には入っておりませんが、

ラベンダーハイツのことに関して、先ほどの公共施

設のところでも言及いたしましたが、ハイツですと

か、あと、教育委員会のほうでも、給食センターな

んかのインフラの在り方なんかも、予算化はされて

いませんが、令和８年度も引き続き、しっかりと

やっていかなければならないと思っておりますの

で、どれが一番というのは、なかなか、どれも一番

ですが、しっかり全般的に進めていかなければなら

ないというふうに、それが未来につながると確信し

ております。なくてはならないものだと考えており

ます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １２番小林議員の、先ほ

ど申し上げました教育行政執行方針に対しまして、

特に強調、特に新規並びに継続した教育長の思いと

いうことでの御質問にお答えさせていただきます。 

私からは、まず子どもたちの学力・体力、これに

つきましては課題が明確に出ております。ただ、ど

れも、今年やって来年成績に出るものではございま

せん。着実に子どもたちの学力・体力増進を求め

て、学校の教職員と連携し、しっかりとここにつけ

ては学びを定着させていきたいと思っています。 

町の課題としましては、数字的に高い学生と低い

学生がいまして、私どもが思っているのは、やはり

この低階層に位置されている子どもたちに、いかに

学びが楽しいのか、分かってうれしいと思えるの

か、ここを着眼点ということで、校長会、教頭会、

また教育委員会の中でも、ここについては十分、

今、審議し、これに対しての学校としての取組を、

学力育成プランを作りまして、これに基づいて、

今、進めていこうということで考えています。 

それの、まず１点目が通級です。まず、普通の通

常教室で学級は進めていくのですが、やはり取り出

して、その子の個別性に対して、分からないところ

について対応していくことが、一番のまず速攻性

と、相対して先生と子どもがそこで学び合うので、

子どもにとっても一番分かることではないかという

ことで、保護者ともそこは十分連携していきたいと

考えています。 

次に、子どもの関係で申し上げますと、やはり私

は小・中と行きましたら、今、私立高校の無償化も

あり、子どもたちが様々な人生の進路を選ぶことが

可能となりました。これは大変、私としても喜ばし

いことと思っておりますが、地元にある高校、ここ

も本日試験を受けていただいておりますが、何とか
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ここにつきましても、存続として、子どもたちが選

んでいただける高校として存続していけるよう、町

としても、ここは連携していきたいと考えていま

す。決して、上富良野高校の特色としまして、あま

りほかの公立高校と違いまして、こんな授業をやっ

ているよとか、こんなふうになっているよというこ

とは、なかなか言えないのですけれども、そこに行

くと、全ての子どもたちが進路、就職に導かれる。

私はこれが１００％で可能だというところが、最大

の成果だと思っておりますので、これについては、

各学校にもちましても、伝えていきましたら、何と

か何か、今年の進路の受験者を聞いていると、半分

が地元で、半分は町外だと、そのような噂も聞いて

いますので、いよいよ町外からの学生も、上富良野

高校のよさを感じていただいているふうに、校長先

生方からも聞いておりますので、これからはしっか

りと、富良野圏域並びに、もしかしたらちょっと美

瑛以降、旭川のほうにもお伝えしていきたいと考え

ています。 

次に、先ほど町長からも言われました、大変申し

訳ございません、給食の在り方、令和７年度から設

置して、検討に着手したところでございますが、大

変スピードがダウンし、当初の予定通りは進んでい

なかったことは、私もここでお詫び申し上げます。

しっかりと組織はでき上がっておりますので、そこ

で関係者の皆様と十分審議していただくように、今

月、現地視察、あと保護者と子どもたちに、うちの

給食のアンケートも取っていただくように、今、準

備は整えたというふうに聞いておりますので、今

後、いろいろな多方面による考え方を、委員の皆さ

んからいただきまして、町としての子どもたちへの

給食の提供については、きちんと、そこで審議して

いただこうと考えております。 

あともう一つ、部活動の地域展開でございます。

議員の皆様も、もしかしたらもう既に全国的、全道

的に、あとほかの町からの情報もいただいている方

もいらっしゃるかと思いますが、うちの町は、決し

て早く進めているほうではなく、どちらかという

と、私が心配しているのは、今、後方もほうではな

いかと思っております。いよいよ令和８年度から

は、しっかりとここを組織化というよりも、まず学

校、中学校の部活動、あと小学校の少年団、あと文

化の活動をしている人たちも様々いらっしゃいます

ので、そこの関係団体としっかりと熟議を重ねまし

て、令和９年度から本格的に、この部活動の展開に

向けて進めていくよう議会にも報告し、国・道から

の補助金も計画しながら進めていこうと考えていこ

うと思っております。 

最後になりますが、各公共施設、今、町長からも

公民館のことも出ました。やっと社会教育総合セン

ターの整備が約９か月間ほど休んでおりまして、も

う２月の２８日から人であふれております。今、朝

から、午前中は高齢者、午後からは子どもたち、夜

は各地域の皆様がスポーツに親しんでいただいてお

ります。これが上富良野町のある姿だなと、私も本

当に実感しております。公共施設は、大事な町民の

皆様の学習と、あと体力増進の施設でございますの

で、社会教育センターだけではなく、屋外施設も含

めて、しっかりそこについては整備したいと考えて

おります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 質問させていただきます。 

非常に今、引き続き物価高騰対策というのが重要

になってきております。町民の皆さん方も、今、灯

油などを節約しながら、日々の生活をするという状

況になっております。そういう意味では、食料品等

の物価高騰というのが、地域の住民の皆さん方に

も、非常に悪い影響を及ぼしているという状況に

なっておりますので、この点で、引き続き物価高騰

対策というのが非常に重要になってきているかと思

いますが、今後、この点についてどのように対応さ

れるのかお伺いしたいと思います。 

次に、財政等の健全化、施設の老朽化という形の

中で、今後、町の財政というのは、約７割以上が依

存財源という形になっております。当然、そうしま

すと、自力の財源というのは少ないということです

から、こういった補助財源を使いながら、町の財政

の運営をしなければならないという状況がありま

す。 

そういう意味では、今、同僚の議員も言いました

が、ラベンダーハイツや公民館、その他リサイクル

施設など、非常に老朽化が著しいという状況になっ

てきております。当然、そうしますと、段階的に維

持の延命、あるいは改築をしなければならないとい

う状況になりますので、やはり財政の健全化のため

には、施設の維持管理、優先順位を決めながら、今

後どう対応するのかということを明確にする必要が

あるかと思いますが、この点について、どのように

お考えなのかお伺いいたします。 

次に、省エネ問題についてお伺いいたします。 

町は、省エネエネルギー計画に基づいて、この温

暖化対策を進めているという状況にあります。しか

し、必ずしも住民を巻き込んだ形の中で、この省エ

ネ体制が進んでいるかというと、そうではありませ

ん。 

確かに、いろいろな省エネの電灯の見直しだとか

というのは進んでおりますが、今必要なのは、いま
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一度、住民も巻き込んだ中でのイベント等も対応し

ながら、そういった中で、今の地球に優しい、我々

が優しいエネルギー対策というのは、省エネ対策と

いうのはどういうものがあるのかということを、や

はり学ぶ必要があると思うのですが、この点につい

てお伺いいたします。 

次に、農業問題についてお伺いいたします。 

もう、町長も御存じのように、私が言うまでもな

く、農家の戸数というのは、本当に減少して、後継

者も非常に不足するという状況になって、人出もい

ないという状況になっています。そういう意味で

は、やはり、町の農家の後継者を支援する、あるい

は、離農跡地を活用した継承対策を行いながら、担

い手の育成など、支援策を十分、やはりする必要が

あるかというふうに思いますが、この点についてお

伺いいたします。 

次に、人口減少対策に関わってお伺いいたします

が、町長も積極的に企業誘致という形の中で、働く

場所や人口減少対策という形に関わっているかとい

うふうに思いますが、なかなか成果というものが見

えない状況であり、当然、相手がいることですか

ら、なかなか難しいことは分かっておりますが、や

はり少しでも上富良野のにぎわいを戻すということ

であれば、やはりこういう企業誘致を進めながら、

また、商業など、工業など、後継者、当然、育成を

しながら、新規開業など、こういったところに支援

しながら、にぎわいを戻すということが非常に重要

になってくるかというふうに思っておりますが、こ

の点についてどうお考えなのか。 

合わせて、観光客の誘致という形で、この間も体

験型のイベントだとか、いろいろな対策も進めてこ

られましたが、よりもう一度、町の観光振興計画な

どを見直しながら、さらにこういった上富良野に観

光客を取り込む、そういった政策が一層必要になっ

てきているかと思いますが、この点お伺いいたしま

す。 

次に、乗合タクシー等について、もう既に同僚議

員もおっしゃっていましたが、３月末で一部の業者

が撤退、やめるということの話でありました。これ

非常に定着、今、乗合タクシー、定着しておりまし

て、多くの方が利用するという状況になっておりま

すので、１事業者が撤退することによって、その弊

害があってはならないというふうに思いますが、こ

の点についての対応についてもお伺いいたします。 

次に、ＪＲ問題ですが、この３月、ちょっと確か

ではありませんが、中ぐらいをもって窓口閉鎖とい

う形になりますが、引き続き、町の利便性を、町民

の利用者の利便性を図るためにも、この窓口閉鎖を

しないという継続的な要請が必要かというふうに思

います。やはり、切符を確認しても、スマホだと

か、いろいろあります。そういったところで対応す

る人もいますが、なかなかできない人もいますの

で、やはりこういうことを考えたら、やはり、ただ

ＪＲの都合等が確かにあるのかもしれませんが、や

はり地域の交通公共機関という役割がありますの

で、引き続きの窓口の設置、有人対策を行うことを

求めるべきだと思いますが、この点についてお伺い

いたします。 

次に、防衛問題、暮らし平和の問題についてお伺

いいたします。 

今、国は防衛予算を増強して、他国まで攻め入れ

るだけのミサイル配備等々を、強固に進めてきてお

ります。しかし、これがロシア、ウクライナ、中東

で見られるように、力の政策では、問題は本当に、

平和や人々の命、暮らしを守ることができないとい

うことは一層明らかであります。そういう意味で

は、この危険な、上富良野町に他国まで攻め入るミ

サイル配備を、これは町長として中止を要請すべき

だし、また、弾薬庫関係の２棟の新設があるという

ことが報道もされておりますので、当然、こういっ

たものに対する町民の説明が、しっかり行わなけれ

ばならないにもかかわらず、なかなか行われないと

いうおかしな現象になっております。こういった意

味では、きっちりと説明を求める、こういう要請を

引き続きすべきですし、町長は、このような危険な

ミサイル配備を直ちに中止すべきだという要請も行

うべきだと思いますが、どのようにお考えでしょう

か。 

私たちは、別に自衛隊の方を敵と思っているわけ

ではありません。同じ町に住んでいて、全国に展開

していて、同じ私たちの暮らしを、一人の命という

形で尊厳されなければならないと考えておりますの

で、やはり町長がおっしゃるように、環境整備だと

か、待遇の処遇の改善というのは、当然必要だとい

うふうに思いますが、そういうことも含めて、私は

今回の事態を見たときに、やはりこういった危険な

武力に頼るような方向性というのはいかがなものか

というふうに思いますので、こういうことも含め

て、町の今後の対応等について、お伺いしておきた

いと思います。 

あと、教育長、簡単に言いますが、給食センター

の問題ですが、なかなかここの微妙なところがある

のですね。学校給食の在り方検討委員会にお任せし

て、そこで方向性を検討したいという形になってお

ります。このことを考えたときに、将来は広域なの

か、自賄いで実施、単独でやるのかということにな

ると、なかなかこの単独ということが読み取る範囲

では出てこないような気がするのですが、私は、引
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き続き、この地域にあって、いろいろなやはり感染

だとか、いろいろなことを考えたときに、自賄いで

できるような町単独の給食センターがあってもいい

のではないかと考えておりますが、これは、学校給

食の在り方検討委員会だけにお任せするのではな

く、町も、ここにしっかりとした話合いのいろいろ

な材料を提供しながら、こういった問題を探る必要

があるかというふうに思いますが、この点について

どのようにお考えなのかお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ４番米澤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

昨今の物価高騰によって、町民の方々が影響を受

けているということで、物価高騰はどうなるかとい

うのは、常に指標等、あと国の政策等も見ながら、

町民が、特に、生活弱者といいますか、本来、町村

が、自治体がやらなければならない、そういう弱者

の方なんかには目配りしながら、しっかりと物価高

騰には対処していきたいと考えております。 

次、財政に関わるインフラの整備の優先順位など

はどうなっているのかという御質問かと思います

が、先ほども一部お答えさせていただきました、７

割が依存財源ということは、やはり有利な財源を見

つけてこないと、なかなかインフラというのは整備

できない、難しいというふうに考えております。 

その中で、まず財源を見つけてくることと、もう

一つ、やはりその公共施設が持つ住民に対するサー

ビスは、いろいろと別々、給食であれば給食です

し、公民館であれば公民館、あとごみであればごみ

のと、いろいろそれぞれ別々のサービスがあります

ので、その影響を十分考慮しながら、優先順位、財

政的な裏づけも含めて、現在のところは優先順位は

つけておりませんし、何年度までということも決め

ておりませんが、随時と言ったほうが正しいかもし

れません。めどが立った住民サービス、そして財源

の確保ができればどんどん、既に老朽化が始まって

おりますので、進めていきたいと考えております。 

次に、省エネの関係ですが、町も一事業所とし

て、皆さん御存じのとおりＬＥＤ化を進めておりま

す。住民を巻き込んで、住民の方の、いわゆる我々

は事業所としてやりますが、住民が住民としてやる

べきＰＲ、啓蒙活動ですが、町としては、いろいろ

な仕掛けとしてリフォームで、省エネとかの関係で

補助を出したりしておりますが、おっしゃるとお

り、ＰＲなんかも含めて、省エネに関しては、二酸

化炭素の問題もありますけれども、生活費の縮減と

か、いろいろな効果がありますので、この辺は、い

ろいろ進めていきたいと思っております。 

農業については、戸数が減少しております。これ

は、一つは、農地の集約化がもう進んでおりますの

で、どうしても集約すると戸数が減るというのは、

これは避けられないのだろうと思っております。上

富良野の面積というのは、一定決まっておりますの

で。 

そんな中で、集約化が行われて、一つの経営体の

規模が大きくなって、なかなか後継者がいないとな

ると大変な、一般の人が、資本が入ってきて相当な

資力が必要ですので、なかなか難しい問題でありま

すが、一度後継者がいなくなってしまうと大変なこ

とになりますので、後継者をしっかりと育てるとい

うことは、もちろん経営体の人も考えていると思い

ますが、我々もしっかり考えていかなければなりま

せんし、あと、新規就農は、我々、政策としてやっ

ていますが、なかなかいきなり何十ヘクタールも機

械を使っているというのは、投資のお金も違います

ので、やはり、もし農業を志す人がいて、上富良野

に来てやりたいというのがあれば、政策としては、

小さい面積でもできるような、高収益のということ

で、ずっと今までもやっておりますが、引き続き、

高収益に対する補助、助成推進、それは進めていき

たいと思っております。 

続きまして、人口減少ですね。なかなか日本全国

が人口減少する中で、一市町村が人口を、数字を伸

ばすというのは、本当に至難の業だと思います。 

ただ、人口が基本的には減少傾向ですが、その中

でもにぎわい、いわゆる経済、先ほどの商工観光の

話にもなりますが、しっかりと経済を、外からの顧

客をしっかり上富良野で消費してもらって、経済は

人口が少なくなっても、しっかり上富良野は上富良

野のまま回していかなければならないと考えており

ますので、交流人口、観光客なんかも含めて、しっ

かりとこの辺は、人口減少、もちろん人口が増える

ことに越したことはありませんが、そうならなくて

も、しっかりと経済だけはちゃんとやれることはあ

るはずだと思っておりますので、それは進めたいと

思っております。 

乗合タクシーはいろいろありますが、これは町と

して、昔は歴史的に路線バスが走っていたのを集約

したわけですから、しっかりと乗合タクシーが、民

間の会社がどうなろうともしっかりと、我々は地域

の農村部の、特に交通弱者の方の足は守っていかな

ければならないと考えております。 

ＪＲにつきましては、無人化により利便性・安全

性が損なわれないように、無人化といっても、駅員

の方が、窓口がいなくなるということですが、駅員

ではない人が、第三者でも構いません、委託の人で

も構いませんが、そういう方法がないか、そういう

ことは要請しておりますので、引き続きＪＲに対し
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ては、安全性・利便性が損なわれないような手当

を、方策をしてもらえるよう要請は続けていきたい

と思っております。 

最後になりますが、防衛力については、国が防衛

力は大切で、国が言っている防衛力、いわゆる抑止

力と言われるものです、それについては、いろいろ

各国民に賛成・反対はいると思いますが、上富良野

としては、これは非常に駐屯地の町ですので、もう

７１年も歴史のある町ですので、駐屯地とともに共

存共栄を図っていくのが、私は非常に大切なことだ

と思っております。反対の人がいる、いない、足し

て２で割るような政策ではございませんので、防衛

ですので、町としては、具体的に緊迫、切迫した重

大な危険が明らかにあるときは、それはどうなのだ

ということは、しっかりと防衛局等に質問していか

なければなりませんが、一般論として、国の防衛政

策に対しては、しっかりと協力していきたいと考え

ております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ４番米澤議員の学校給食

センターの在り方に対しての今後の方向性について

の御質問にお答えさせていただきます。 

今年度、この在り方検討委員会を設置し、１回目

の会議は開催され、その中で、委員のほうからも、

ある程度ここ着地点だからということでの議論なら

こうだ、ああだということで言えるけれども、

ちょっとその辺の在り方という、本当に今後どうし

ていったらいいだろうというところだと、何を焦点

にして話合いをしていくのかということの質問は受

けました。 

私が狙っているのは、そこから住民の皆さんとコ

ミュニケーションを取ることが、私は大事だと思っ

ています。もうアリバイ工作の在り方検討委員会で

はございません。給食の現状、今の給食提供場所の

現状、これから子どもたちが減っていく現状、そう

いうものを全て、今この委員の皆さんと一緒に教育

委員会と、ともにこの在り方検討委員会の委員代表

ではございますが、審議して話合いを進めていこう

と思っています。 

この在り方検討委員会が、最終的に決定する機関

ではございません。方向性について議論した経過を

きちんとまとめて、教育委員会のほうに報告するよ

うな仕組みになっておりますので、最終的には、教

育委員会のほうで審議し、町のほうにその方向性に

ついて、町長の理事者側にもお伝えすることになり

ますので、委員のほうにも、そのことについては

しっかりとお伝えしていかなければならないと思い

ます。委員のほうで、もしかしたら不安に思ってい

らっしゃったら困りますので、それで、かなり１回

目のときにも、皆さん給食を食べたことあります

か。地元の給食を食べたこともなく、給食の在り

方、審議するのは大変かなと思いましたら、割と皆

さん、上富良野出身の方が多くて、子どもの頃食べ

ていたとか、保護者のそういう活動のときに食べた

とか聞いていますので、ぜひ私、今の現状の、うち

の町の給食の現状も食べてほしいですし、もし、

ちょっとうちの協議会を進めていく事務局の職員に

も伝えているのですけれども、他の町の給食もぜ

ひ、私は食べてほしいかなと。井の中の蛙ではなか

なか審議はできませんので、やはりそういうところ

をきちんと、視察もきちんとして、いろいろなとこ

ろの情報を得て、よりよい町の給食の在り方につい

ては審議していこうと、令和８年度に向けて進めて

いこうと、今考えている状況でございます。 

また、議員の皆様も、もしかして給食を食べてい

ない方がいらっしゃいましたら、食べていますか、

ありがとうございます、それであれば、試食会とか

は企画しなくてもよろしいかなということで、もし

も御希望等ありましたら、また議員会を通じて言っ

ていただければと思っています。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

〇５番（金子益三君） 町長に６層の項目別でお伺

いさせていただきます。 

まず、「みんなが元気になる健康・福祉のまち」

に関わるところで、町立病院なのですけれども、こ

の間も一般質問でいろいろありましたけれども、慢

性的な医師不足が懸念されておりますが、経営健全

化の多分一丁目一番地になると思うのですけれど

も、具体的に医師の確保についての方策をお伺いし

ます。 

併せて、町内の「子ども誰でも通園制度」に関わ

るところであったりとか、ラベンダーハイツの介護

士、看護師の安定的なところも含めて同じところに

なるのですけれども、これらの人材確保について、

どのような政策を取っていかれるか。そして、ラベ

ンダーハイツについては、特に、この間、過疎のソ

フト事業によります財政補塡は続けられております

が、抜本的に黒字化するとまではいけませんけれど

も、この赤字幅を具体的に縮小していく、その方策

というのは、どのように考えているかをお伺いしま

す。 

次に、「活力と交流あふれる産業のまち」であり

ます。 

同僚議員も言っております農業につきましても、

新たな特産品については、ある程度、一定程度の支

援を行っておりますが、これまでの大規模の現状の
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農業者に対する支援というものが、いまだはっきり

されておりませんが、営農を続けていらっしゃる農

家戸数の減少を止めるためにも、現況の農家さんに

対する支援というのはどのように考えていらっしゃ

るのか。 

併せまして、商工業でございます。この間、物価

高が続いておりますが、これは、やむを得ず値上げ

をしていくという、負のスパイラルに今、入ってい

る現状なのですね。そういうのは、原材料が上がっ

ている。そして、それに伴い、様々な経費も上がっ

ている。仕方なく生産されたもの、販売するものの

経費が上がっている。しかし、それは実際的には商

工業者にとって、１円の利益にもならないまま、労

務賃だけが上がっていくという、本当に厳しい現況

になっております。中小企業においては、内部留保

資金を持っている大企業とは違って、簡単に賃上げ

をするということにはなりません。 

町長は、新たな担い手による創業や新規開業の支

援をしてまいる。その前には、既存経営者の持続化

や経営基盤の強化ということを訴えておりますが、

既に令和７年ベースにおいても、持続化していくこ

とについては一定程度、頭打ちが見られておりま

す。新年度予算におきましても、ありがたいことに

持続化補助金を、バンドをつけていただいておりま

すが、それにはやはり原資がいるわけです。今、本

当に弱っている中小企業、中小零細企業について

は、直接的な支援というのが、今、求められており

ますが、そのような考え方というのはお持ちでいな

いのか。 

それと、泥流地帯及び十勝岳ジオパークについて

なのですけれども、この間、一定程度進んで進捗が

見られておりますが、まだまだ残念ながら町内での

気運というものか、広がりというものがこの間、見

えておりません。一部、熱烈的に熱狂されている方

というのは、本当に自分の時間を割いて、ボラン

ティアで活躍していただいていることは誠にありが

たいのですが、やはりこういうのは、裾野を広げ

て、町全体の一体感があってこそ、上富良野町のす

ばらしい、今年１００年を迎える事業にもつながっ

ていくと思いますので、これら、裾野を広げていく

には、どのような方策をお持ちなのかお伺いいたし

ます。 

次に、「発展を支える生活基盤が整ったまち」で

ございます。 

同僚議員もおっしゃっていました、まず道の駅に

ついては、インターができてから一斉に進むという

のは、なかなかちょっと無理があるのではないかな

と思います。ここだったらやりたいけれども、ここ

だったらできる、ここだったらできないけれども、

こちらだったらできるという、いろいろな議論が

あった中で進んでいって、初めてなるものだと考え

ておりますが、町長は、あくまでもインターの場所

が決定したら動き出すと、それまでにやれることは

やると言いますけれども、もし、インターが物すご

く遠いところにできた場合とかの想定はされてい

らっしゃるのかお伺いいたしますし、町営バス並び

に予約型タクシー、同僚議員もおっしゃっておりま

した。事業者の有無によって、これら公共交通機

関、いわゆる交通弱者の住民の足がなくなってしま

うということは、やはり非常に大変なことなのかな

と思います。 

これらについて、いわゆる行政の責務において、

公共の交通機関、タクシーなのか、バスなのか、は

たまた違うものなのかは別として、令和８年度に関

しては、既に運転手が不足するということが直前に

控えておりますが、これらの対応については、どの

ように考えていらっしゃるのかお伺いいたします。 

次に、「ともに生き、ともにつくるまち」につい

てでございます。 

広域行政で、第４次の富良野広域連合の広域計画

が進んでいるところでございますが、この間、消防

の本部が富良野に行ったり、それから今、教育長も

おっしゃっておりましたが、給食センターの自賄

い、それから今後の運営、それから改築についても

まだまだ不透明なところがあります。 

併せて、先ほど同僚議員も質問がありましたよう

に、富良野広域の公共串内大牧場においては、小型

ピロプラズマ症の発生を軸としまして、今、預託市

が非常に減っている状況にあります。 

これらを勘案したときに、今後の富良野広域連合

の在り方について、広域連合の事態の議会の中で

も、連合長、副連合長が話し合いながら、その場そ

の場において、諸課題を解決するというような話は

されていましたけれども、もっともっと根幹的なも

ので、広域で何をやっていくのか、今ある広域連合

の在り方というのはどうなのか、平成２０年からス

タートしたこの広域連合が、今、果たしてこの富良

野広域の中で、どのような形をつくっていくのが確

かなのかといったことを、町長は全体像としてどの

ようにお受け止めているか。 

そして最後に、自衛隊との共生につきましては、

明日また私、一般質問もありますけれども、大変あ

りがたいことに、これまでの陳情要望活動におい

て、部隊が一つ増えるという、本当にうれしいこと

がありますし、弾薬庫においても、処遇改善のため

の様々な方策が、この予算が、国がつけていただい

たということは非常にうれしいことであります。 

しかし一方で、ここで手綱を緩めることなく、さ
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らなる拡充が、この上富良野町の命綱だと、私は

思っておりますので、町長は今後において、この上

富良野駐屯地、さらなる拡充に向けた方策というの

は、どのように令和８年度お考えかをお伺いしま

す。 

続いて、教育長に１点お伺いいたします。 

学校の施設及び教育、学校安全教育、それから、

それらに携わることなのですけれども、十勝岳の噴

火の教育だったりとか、熱中症や熊対策、このよう

なソフトの部分については大変取り進められてすば

らしいなと思っています。 

一方で、ハードについてなのですけれども、子ど

もたちの安心・安全に、例えば、上富良野小学校に

おいては、それらの防犯カメラのようなものは、ど

のような整備計画を持っていらっしゃるのか。ま

た、公共施設、一般的な社会教育に携わるような公

共施設についても、教育委員会所管としてお持ちの

施設では、それらの防犯について、どのような対応

を令和８年度に取られるかお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

まず初めに、町立病院の医師不足、医師確保につ

いてですが、これについては、しっかりと旭川医科

大学病院と、医師の絶対数が、大学でも医局でも不

足しているのが、なかなかすぐ問題は解決しないの

ですが、しっかりと調整といいますか、要望を伝え

て、医師の確保には努めていきたいと思っておりま

す。医師だけではなくて、引き続き人材確保、医療

の看護師ですとか、検査技師、その他いろいろあり

ますが、それについてもしっかり確保していきた

い。 

それに関して、政策というのは、子ども園に関し

て、民間の保育士には、去年、家賃の施策を打ちま

したが、今でも病院では、いろいろ過去もやってい

たようですが、それらを含めて必要なときには必要

な施策を人材確保に向けて、医師以外にもしっかり

と先を見据えて、いなくなってから探すというのは

なかなか大変ですので、そういうのは適宜やってい

きたいと、考えていきたいと思っております。 

ハイツの赤字削減についても言及されておりまし

たが、現状のサイズ感がどうなのかも含めて、今の

介護報酬とかいろいろ勘案して計算すると、やはり

定員５０というのは、非常に効率の悪いところとい

うふうには統計等でも出ておりますので、今後、ハ

イツをどうするのかということにも絡んできます

が、その場合は、規模感も含めてしっかりとやって

いかないと、なかなか赤字の削減というのは、人を

削減したり、人件費を削減というのは、これは悪循

環に陥りますので、なかなか難しいところで、それ

以外の経費も、現在ぎりぎりのところでやっている

ところですので、なかなか今の５０のサイズという

のは難しいのかなと思っておりますので、それらも

含めて、黒字というのはおっしゃる通りに、黒字に

転換と一気にというのは非常に難しいと思います

が、少しでも赤字を削減するというのは非常に大切

なことだと思います。それに向けては、今後しっか

りと考えていきたいと思っております。 

次に、農業者の支援は、大規模な農業になればな

るほど、国の農政と直結しておりまして、なかなか

町で個別のというのは、やる場合も、打つ施策とい

うのは数が限られているのかなと。先ほどおっしゃ

いました高収益はやっておりますが、そのほかに

も、過去にも凶作であったときの利子補給ですと

か、そういうのは常に考えておりますが、経営にど

ういうものが適切なのか、肥料が上がったときも国

がやって、道がやって、それに町もやりましたけれ

ども、そういう国・道が動いてくれないとなかなか

大きな金額になりますので、なかなか難しいのかな

とは思いながらも、できるところはしっかりと、冷

害対策、過去にも何回もやりました。あと、農道と

か、いろいろできるところはしっかりと支援してい

きたいと思っております。 

商工業者の価格転嫁のなかなか難しさというのは

あると思います。ただ、持続可能なものにしていく

のには、いずれは価格転嫁して、しっかりと利益

を、利潤を上げていかないと、なかなか持続可能な

ものにならないのかなと思っております。なかなか

難しい、そう簡単に言っても難しいと思います。商

業で、お客さんが離れてしまったらどうなのかとい

う、いろいろ問題、時間がかかるのかもしれません

が、そういう問題はあろうかと思いますが、国でも

言っているとおり、価格転嫁がしっかりとスムーズ

に、あまりにも極端に、価格転換に乗じてというの

は、そういうことはなしで、しっかりと価格転嫁し

て、価格と物価と、それを上回る賃金の上昇とか、

よく国では言っておりますが、実際はなかなか難し

いというのはよく分かります。 

そして、事業を拡大したりするのに原資が必要だ

というのも分かりますので、原資そのものを行政が

用意するとか、補助金というのは、なかなか難しい

面もあるかもしれませんが、過去にもありました、

利子補給とかも含めて、そういう御希望のある業者

なんかに対しては、しっかり対応していかなければ

ならないのかなというふうに考えております。 

次に、映画化の広がりです。町民全員が全員に興

味を持つ、映画に関わる全員が全員同じものに興味

を持つというのは、なかなか難しいことなのかもし
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れませんが、一人でも多くの方に関心を持っていた

だきたいというのはあります。ジオパークなんか

も、全国大会がありまして、町民への周知が、浸透

度合いがどうなのかという不安がありましたが、蓋

を開けてみると、まだまだ１０人が１０人、１００

人が１００人、もうジオパークのことを分かってい

るわけではありませんが、そういうふうに何かを起

点に、どんどん映画も同じように、イベントなので

すよね、それを含めてそれを起点に、どんどん関心

がある人を増やしていって、盛り上がりを盛り上げ

ていって、最終的には映画ができたときに、町民み

んなで喜べるようなものに、そういう事業にしてい

きたいと思っております。 

次に、道の駅です。道の駅のインターの決定後で

は遅いのではないかということですが、インターが

決定しないと、場所を決めると手戻りになったり、

場所が決まらないと複数候補を挙げて、実際、決

まったらその複数から外れたりして、物すごく遠く

なったりしたり、そういうこともありますので、

しっかりとそれは、手戻り、そうすると、皆さん町

民の、私、内部だけでこれを進めようとは思ってお

りませんので、もちろん町民の皆さんも関わっても

らおうと思っておりますので、そうすると、町民の

皆さんのエネルギーの消費もかなり計り知れないも

のがあっては困りますので、しっかりと、やはり先

が見えてから、最初からゼロから動くわけではござ

いませんので、先が見えたときに何をするのかとい

うのは、もうあらかじめ決めておけますので、場所

を決めるのか、場所を決める人はどう決めるのかと

か、そういうことはしっかりと事前にできることは

していきたいと思っております。 

公共交通機関の在り方についてですが、昔は路線

バスで、今が乗合タクシーになりました。今後にお

きましても、乗合タクシーをといいますか、乗合タ

クシーありきではありませんが、公共交通機関、特

に弱者に対する、そういうものは、民間が担ってい

ただけるものはもちろんそうなのですが、そうでな

い部分はしっかりと、乗合タクシー以外の方法もい

ろいろ、何とか方法はいろいろありますので、それ

らも含めて、しっかり困る人が出ないように、それ

は基礎自治体といいますか、町村がしっかりやって

いかなければならない分野かと思っておりますの

で、今後もしっかりとやらせていただきたいと思い

ます。 

次に、広域連合の在り方、根幹、何をすべきかと

いうのは、今はおっしゃったとおり、消防があっ

て、串内があって、衛生、そして給食がありますけ

れども、将来どうなのかというのは、正直言って、

将来何をすべきかというのは、やはりそういう行政

需要がないとなかなか話には進んでいかないのか

と、漠然と将来どうあるべきかという話よりは、む

しろ、今ある広域連合の事務をどうやっていくかと

いうことのほうが、広域連合の中ではよく話し合わ

れていると。もちろん、今やっている事業を将来ど

うするのかというのは、もちろん話し合われていま

すが、それ以外に何かすることがあるのか、ないの

かというのは、まだまだ将来の話なのかなというふ

うに、需要と供給ではありませんが、需要がなけれ

ば、なかなか供給もないのかなというふうに、そう

いうような感じではなっておりますが、その辺は、

行政需要に応じて、広域連合ですべきなのかどうな

のかも含めて、それは、今後話し合われるべきこと

かと思っております。 

自衛隊との共存共栄ですが、引き続き、部隊は、

一個大隊は増える予定ですが、まだまだ課題は大き

いと思っております。 

それは何かというと、昔は家族で上富良野に来て

もらっておりましたが、今、単身とかが、御時世な

のかもしれませんが、そんな中でも、特に上富良野

に家族で住んでもらいたいですし、転勤等のない方

であれば、上富良野に家を建てて住んでいただきた

いという、今までどおり、防衛省には要望いたしま

すが、プラス、町として魅力ある町をどう発信して

定着、家族に来てもらうのか、そして、住んでもら

うのかというのも含めて、いろいろ考えていかなけ

ればならないのかなというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ５番金子議員の学校施設

における安全教育並びに学校施設の安全の在り方に

ついての御質問にお答えいたします。 

学校施設の状況でございますが、町内の小学校３

校、中学校１校でございますけれども、東中小学校

を除く３校については電子ロックということで、職

員室で施錠が可能となっております。上富良野小に

ついては、御質問のとおり、カメラがついておりま

すが、他の学校ではまだついていない状況もありま

すので、私も防犯カメラというのは、大変有効的な

策ではないかなというふうには認知しております。 

それで、東中小学校はまだ電子ロックにもなって

いないこともありますので、そこも含め、今後、学

校施設のまず玄関の入り口、あと、昨年度大変話題

もなりましたが、学校施設に熊の出没もあったり、

いろいろな方たちのことがありますので、学校の玄

関だけで本当にいいのか、もしかしたら、グラウン

ド等も１台いるのかとか、その辺も私は大変気に

なっているところでございます。 

そこも含めまして、この学校施設内における記録
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媒体が残る防犯カメラ的な機能は、北海道教育委員

会でも推奨を昨年から始めていますので、それにつ

いては検討すべき案件だと思っています。今現在の

学校はそのような状況なのですけれども、公共施設

としては、社会教育総合センターもそのような形

で、警備員がカメラで確認できるようになって、録

画もできるようになっていますし、今年、公民館、

図書館もあそこ併設して、いろいろな方たちが出入

りしますので、あそこも玄関にということで、

今、カメラを設置する予定となっています。 

本当にそういうところで、既に私、保健福祉課長

だったときには、保健福祉課ではカメラをつけさせ

ていただいたので、町長とも、副町長ともよく話す

のですけれども、町の公共施設の住民の安心・安全

を守るために、今後どのように整備していこうかと

いうところでは、大変有効な施策でもあるので、そ

の辺については、警備体制も含めて管理できるよう

に進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

〇８番（中瀬 実君） 町長に何点か、教育長にも

質問させていただきます。 

まず、食による地域の魅力づくりの関係について

お尋ねいたします。こちらについては、町内のいわ

ゆる我々、農産物を生産している者としては、町内

の皆さんに、いかに安全で安心な食料を身近に感じ

てもらえるか、そういったイベントは大事だと思っ

ています。昨年も確かにやっていましたけれども、

あの時期では、ちょっと無理があるのかなと。たま

たま一つの行事に兼ね合わせてやった、今回は、特

に時期的なものも考えながら、ある程度皆さんに周

知徹底できるような形のこのイベントを開催しても

らえるかどうか、その辺の考えをまず伺います。 

もう１点は、旭川十勝道路の関係ですが、こちら

については、早期に開通できるように町長も努力は

されているとは思いますが、町長は、この高規格道

路の関係について、上富良野町は２か所のインター

チェンジをつけてもらうのだという考えを以前から

言っておりました。今でも、その２か所のインター

チェンジにこだわっておられるのか、まずそれを確

認します。 

次に、これは各種計画策定、それから見直しの際

には、審議会委員の一般公募、それからパブリック

コメント等々を実施して、町民の皆さんのいわゆる

まちづくりに対する意見を求めると、これは昨年も

この執行方針で述べられております。昨年、令和７

年度は、いわゆる計画策定、見直し等々、こういっ

た審議会を集められるような計画変更はなかったの

かを伺います。 

それと、教育長にお尋ねします。こちらは、今

年、教育委員会でバスを２台入れ替えることになっ

ています。こちらについては、実施計画では令和８

年が１台、令和９年が１台、令和８年は「あけぼ

の」という車の更新、令和９年は「わかたけ」を更

新する予定になっています。 

それが、今回２台一緒に入れ替えることになって

います。これは入れ替えるなという意味ではありま

せん。基本的には、計画が前倒しになった理由、そ

れと、こちらは使用書を見ますと、片方は４ＷⅮ、

それから片方は２ＷＤ、二駆ということになってい

ます。こういった形で入れることには、何か理由が

あるのか、その辺のところをお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 中瀬議員、町長への３番目

の計画の関係で、令和７年度はどうだったかという

問いだったのですが、今、令和８年度の執行方針に

ついてということで、令和８年度はどう考えている

かという、それでよろしいですか。 

町長、そういうことで、令和８年度ということ

で。それでは、町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ８番中瀬議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

食の地元農産物に関するイベントにつきまして

は、おっしゃるとおり、時期内容等を含めて、収穫

祭のほうは、しっかりとその辺は考えながら、令和

８年は進めていきたいと考えております。 

次、高規格道路のインターチェンジですが、これ

は当初も２か所、インターチェンジは要望しており

ます。何回か、過去にも答弁しておりますが、南北

に、もし、大正泥流と同じ規模の泥流が流れた場

合、南北に国道が分断されますので、片方１か所だ

けのインターチェンジでは困りますよということ

は、最近は直接、国のほうには言っておりません

が、最初ヒアリングがあったときは、そういうふう

に要望しておりましたし、結果は、まだ伺っており

ません。 

次に、委員の一般公募、パブリックコメントです

が、令和８年についても、従来に引き続いて、同様

に対応していきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） バス更新に向けての内容

等について、御質問にお答えします。 

まず、２台更新になった理由でございますが、議

員の御質問のとおり、令和８年度に「あけぼの」、

令和９年度に「わかたけ」ということで実施設計を

していたところでございますが、バスの発注から納

期までに約８か月以上かかるというふうに情報をい

ただいておりまして、「あけぼの」は令和８年度と
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いうことで、実施計画どおりなのですけれども、

「わかたけ」も大変、故障・修繕等がかかっており

まして、前、これは私も心にしめるのですけれど

も、うちの給食センターの配送車が故障したりと

か、いろいろなことがありますので、ちょっと今年

は、この納期と修繕を考えたときに、「わかたけ」

を何とか財源措置がつければ、１年早く２台更新を

して、子どもたちに安心安全なスクールバスを提供

させていただこうということで、今回、財政措置等

調整し、今回予算計上させていただいたところでご

ざいます。 

あと、２駆と４駆の駆動の関係でございますが、

２９人乗りのバスは、これは４駆でいけるのですけ

れども、４３人乗りの「わかたけ」につきましての

更新は、２駆しかないということでの状況でござい

ますので、このような仕様での、今、納品の使用書

ということで考えているところでございます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか。 

６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 私は、２点質問させていた

だきます。 

１３ページになりますけれども、観光交流の部分

でございます。私、総務産建に所属しておりまし

て、先般の新年度予算のお話が出たときに、ラベン

ダーフェスタの日中のステージイベントをやめると

いうお話がありました。町民イベント開催というこ

とで、今回の町長の執行方針に明記されるのかなと

いうふうに思ってございましたけど、特になかった

のでお聞きいたしますが、そもそも、「ラベンダー

祭り」というのは長い歴史があったのは町長は十分

承知かと思いますけれども、それが、猛暑時期に当

たること、混雑化で町民の参加がなかなか控えられ

ていること、イベント集中による運営負担を鑑みと

いうことでありますけれども、「ラベンダー祭り」

というのは、当町はラベンダーの発祥の地というこ

とで、町内外にその確固たるものを私はできている

と思います。それをやめて、ステージイベントをや

めて、ライトアップだけと。それに代わる町民イベ

ントは、仮装盆踊りのときを想定しているというふ

うなお話でございましたけれども、もしそうであれ

ば、しっかり町民の皆さんにお伝えすれば、なぜな

のかというのをお伝えする気がないのかどうか、

ちょっとお伺いしたいなということで、猛暑時期と

いうふうな理由が書かれておりましたが、では、寒

い北の大文字はどうなるのだろうなとか、そう考え

れば、なかなか私も町民の皆さんとお話しする部分

で、明確なお話ができないので、町長のこのラベン

ダーフェスタ、四季彩イベントの一つであります。

先ほどの執行方針の後段のほうにも、総合計画に書

いてございました。四季彩イベントは、町内外の人

たちの、そういう活性化のためにも必要ということ

と言って、逆に、相反する行為だなというふうに私

は思っておりますので、町長の令和８年度に対する

取組をお伺いしたいのと、あと、先日の新聞報道で

ございました新年度予算、町の一般会計が出ており

ました。そのときにありましたけれども、観光振興

や特産品開発に向け、外部の専門家を派遣してもら

う事業に１,０５０万円。こちらも執行方針に載ら

れるのかなと思いましたけれども、載っておりませ

んでした。それも、総務産建と所管委員会の中で説

明があったので、町長は新聞報道では、観光振興や

特産品開発に向けて云々ということでございますけ

れども、私ども所管委員会の説明のときには、そう

いうことではございませんでしたので、町長がどう

いうイメージを持って、この事業、１,０５０万円

もの高額な費用を出してするのか、また、この執行

方針の中に盛り込まなかった理由等をお伺いしたい

と思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

ラベンダーフェスタの日中のイベントをどうする

かというのは、これは出展する人の健康、そういう

猛暑に、それを考慮してどうするのかというのは、

最近の昨今の暑さというのは非常に危険ですので、

そういうことも考慮しないとならないということで

す。 

確かに、歴史があるというのは、ラベンダーフェ

スタは、それは歴史はありますけれども、それが歴

史のエッセンスが、日中のイベントだとは断言でき

ないのではないかなというふうに、それも一つのや

り方ではありましたが、その一つのやり方を否定す

るわけではございませんが、昨今の暑さをどうする

のかというのは、非常に重要な問題だと考えており

ます。 

それで、ラベンダーフェスタは実行委員会、もち

ろん組織してやっておりますが、詳細につきまして

は、そこでしっかりと検討して、開催していくとい

うことになっております。 

もう一つは、新しい観光の外部人材を用いて、

しっかりとその辺をてこ入れしていくというのは、

１３ページの「さらに観光振興や地域活性化を進め

るため云々」、そこに記されております。その中

で、着地型観光、着地型商品の開発に向けて、しっ

かりと進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 
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〇７番（茶谷朋弘君） 私は、町長に３点、教育長

に２点お伺いしたいと思います。 

まず一つ目、子どもセンターに関してですが、人

口減少が進む中、「子育てのしやすい町」という

キーワードは、定住先を選ぶ際に、とても大きな要

素だと思っております。子どもセンターに関して

は、本日うちの妻も午前中に行ってきたということ

で、毎週のように通わせてもらって、大変ありがた

く利用させていただいています。 

子育て支援のワンストップと町長がおっしゃって

いるように、子どもセンターが子育て支援の核の一

つになると思っていますが、子どもセンターを中心

に、これからの子育て支援の展開、子どもセンター

ができて２年たち、これから、まだまだ多く活用さ

れることを期待されていると思いますが、町長の展

望をお伺いいたします。 

二つ目、地域おこし協力隊に関してですが、今年

の執行方針では、教育行政の執行方針にも「地域お

こし協力隊」という言葉が使われているように、こ

れまでの取組に、行政自体が手応えを感じている部

分があると思っております。また、さらなる拡充

が、町の課題解決につながるという思いで、このよ

うに、たくさんのところに「地域おこし協力隊」と

いう言葉が使われていると思いますが、今年度で任

期を終える隊員も何人かいると思いますが、これか

らのさらなる地域おこしの活用に関して、町長が期

待していることをお伺いしたいと思います。 

３点目になりますが、情報化に関して、以前から

私はＬＩＮＥやＳＮＳ、ホームページの活用に関し

て一般質問をさせていただいていますが、１５ペー

ジにも書かれているように、「近年、自治体には、

デジタル技術を活用した住民サービスの向上と業務

効率化が求められております。」ということで、業

務効率化に関してはＤＸ推進班を中心に少しずつ進

んでいると思いますが、住民サービスの向上に向け

て、各種デジタルサービスの活用・拡大というもの

は、まだまだ少し進みが遅いのではないかと考えて

いますが、今年度のこの点に関して、どのような活

用・拡大をしていくかということをお伺いしたいと

思います。 

続きまして、教育長に関してですが、先ほども何

回か答えられていたので、給食センターに関して質

問するか迷ったのですが、在り方検討委員会の方た

ちや現場で働いている職員の方たちからも、検討委

員会の進め方に関して、やはり少し不安があるとい

うような声が聞こえてきます。皆さんが少しでも安

心できるような進め方、どういう形に最終的な結論

がなろうが、皆さんがある程度納得できるような形

が必要だと思いますが、給食センターのこの先の検

討委員会の進め方に関して、不安の声がある中、少

しでもその不安の声を払拭してもらえるような教育

長のお考えをお聞かせください。 

あと、もう１点ですが、「地域コーディネー

ター」というのが昨年から導入されたということ

で、今年の教育行政執行方針を読んでいると、すご

く様々なことに取り組んでいただいているというこ

とで、一保護者として本当に喜ばしいことだと思っ

ております。また、「地域コーディネーター」とい

うものに関しても、小さい町だからこそ、学校と地

域の連携、協働というのは、効果的なものにつなが

るのではないかと考えていますが、一保護者とし

て、どのようなことに対して期待していいのか、教

育長のお考えをお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ７番茶谷議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

まず、子育て・子育て支援、子どもセンターに関

することです。開設以来、非常に大変多くの方に御

利用いただいております。もともとは、あそこに

あった児童館と旧子どもセンターを合わせた機能と

いうことで、それを目的に建てておりますので、建

物のキャパが決まっておりますので、将来どうする

のかというのも、なかなか、今現在は持ち合わせて

おりませんけれども、ある程度限界はあるのかなと

いうふうに、キャパ的に、物理的な問題はあるのか

なとは思いますが、そういうソフトの解決手段であ

れば、専門職員等もおりますので、どんどん今後、

行政ニーズが出てくれば、しっかりとそれは子ども

センターで、ワンストップで、そこで解決していき

たいと思っております。 

次に、地域おこし協力隊については、今年も、町

長部局、そして教育委員会も含めて、大いにその協

力隊には、町の活性化してもらいたいという思いは

あります。なかなか地域おこし協力隊の方に来ても

らうのは、職員でできないものがあります。例え

ば、担い手であったり、そういうのは職員ができま

せんし、ある程度ノウハウを持っていたり、免許で

あったり、特殊分野であったり、そういう方は、や

はり、そしてまた本人の希望もありまして、都会か

らこういう地方に住んでみたい、そこで仕事をした

いという、そういうものがあれば、ぜひ上富良野に

来てもらいたい。ノウハウを持って、また、将来、

上富良野に住みたいという、そういう御希望もある

かもしれませんので、そういうのを含めて、地域お

こし協力隊の制度がある限りはなるべく、もちろ

ん、一遍に増やすというのは難しい面もありますの

で、一遍に、全部それを地域おこし協力隊に担って

もらうというのはなかなかできないかもしれません
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が、少しずつでも、そういう方たちに来てもらっ

て、いろいろなことをやってもらいたいという思い

はありますので、今後も、この地域おこし協力隊制

度は活用していきたいというふうに考えておりま

す。 

次に３点目、情報化です。情報化については、さ

きの一般質問等でもございまして、なかなか難しい

部分もございます。情報化して、行政の仕事がする

ことが増えていって、職員の負担を軽減するには、

やはり情報化というのは避けては通れないのです

が、それは、住民の方のサービスにも、それは同じ

ことは言えるのですが、なかなかコストですね、コ

スト、やはり１万人ぐらいの町でどうなのかという

コストの問題と、あと、人によって、そのアプリを

インストールしないとか、そのアプリは嫌だ、スー

パーアプリがあればとか、いろいろありますので、

その辺を解決しながら、ただやはり、もう７０歳ぐ

らいの人はスマートフォンも使っておりますし、対

住民ではなくて、内部の仕事においても文書管理な

んかもほぼ電子化されましたので、決裁も含めて電

子化されましたので、そういう流れはどんどん進ん

でいくのだろうというふうに思っております。あと

は、コストなんかをいろいろ考慮しながら、今後も

それは推進を図っていかなければならないものと考

えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員の御質問に

お答えします。 

まず、１点目の給食の在り方検討委員会の委員か

ら、かなり不安だというお声も聞いていますよとい

う御質問に対してお答えします。本当に今回、こう

いう新たな組織を設置して進めていくというのは、

委員はもちろん、事務局も、かなりその辺について

は周到な準備が必要だったと思います。１回目の会

議をやった後に、その後、２か月後ずつやる計画で

いたと思うのですけれども、着実にその会議を、や

はり１回目より２回目、２回目より３回目というこ

とで、皆さんと会ってお話しする機会をつくってい

かなければ、なかなか不安感というのは、今日言っ

て明日不安がなくなるものではないと私は思ってい

ます。特に、こういう審議をしなければいけない内

容については、１０人いたら１０人、皆さんいろい

ろな取り方しますから、そこは、やはりきちんと会

議の回数を重ねて、やはりきちんと説明責任を果た

し、審議のいただく時間を十分に取ることが、私は

最低不可欠だったのではないかと反省しておりま

す。これにつきましては、今月開催される２回目、

あと令和８年度に引き続き、今度は委員の選任、一

部変わる方もいるというふうに聞きますので、それ

につきましては、もっと丁寧に、そして着実に審議

会の在り方の検討委員会の方は、きちんと進めてい

くように進めてまいりたいと考えています。 

次に、２点目の地域コーディネーターにという、

今回執行方針も書かせていただきましたが、既にも

う、各町内の４校には、学校運営協議会、ＣＳと言

われているコミュニティ・スクールの委員が全部委

嘱されています。その方々たちを中心に、この学校

をどうやってよくしていこう、この学校の活動をど

うやって協力しましょうということを、ずっと今、

ここ何年も進めてきたところなのですが、やはりこ

の地域コーディネーターの役割は、教頭先生の働き

方改革の一端もありまして、教頭先生が、やはり何

か先生方が困っていると、地域の皆さんにお願いし

たい、実は田植えしたいのだったら農家の人、誰か

頼めないかな、家庭科でミシン使いたいのだけれど

も、１人の先生では教えられないので、何人かボラ

ンティアでミシンの使い方を見てくれる人いないか

なというようなところを思ったときに、実は、この

学校運営教育会の中でも、協力できますよという人

を募ってくれているのですけれども、そこの一番の

窓口が「地域コーディネーター」ということで、令

和７年度から試行的に始めたところ、大変それが効

果があり、その方を通じて、いろいろなネットワー

クで皆さんお手伝いしていただき、学校にも来てい

ただく。学校からも、その方たちに、こういう子ど

もたちの活動を見ていただくことで、かなり地域に

開かれた学習活動につながっているというふうに聞

いております。 

ぜひ、この地域コーディネーターを中核にし、こ

れからもいろいろな多くの皆様に学校に来ていただ

いて、様々な活動をもしかしたらお手伝いしても

らったり、また協力できるよというところが、もし

もまたニーズとして拾えれば、それについてお伝え

し、地域に開かれた学校活動を進めてまいりたいと

考えています。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか、質疑ございませ

んか。 

１０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 私からは、鳥獣害につい

てですけれども、次年度は様々な支援がされるとい

うことですけれども、猟友会の方々も言っていまし

たけれども、囲いわなとか、そういうことを試験的

に町でも取り組んでみるような、道とか、そういう

ところの補助を使いながら、今後、試験してみるよ

うな考えはないのかということと、あと、教育長

に、インクルーシブ教育で、よく、大変幅広くて包
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括的というような教育で難しいと思うのですけれど

も、今、推進してまいりますとありますけれども、

全ての子どもが同じ場所で、同じような合理的に教

育を受けるという、人格も守りながら、そういう中

で、どの程度進んでいるのかお聞きしたいと思いま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １０番井村議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

鳥獣の被害について、わな、猟友会の方といろい

ろ相談しながら進めております。現在、わなは、熊

とアライグマに対してわなを仕掛けております。囲

いというのは、井村議員、多分、鹿のことだとは思

いますが、現在のところ、鹿に対する囲いわなは、

検討しておりません。 

ただ、近隣市町村で囲いわなをやったやり方とか

実績はございますので、それは十分参考にしなが

ら、今後、猟友会の方といろいろ検討しながらやっ

て進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員からのイ

ンクルーシブ教育の上富良野町の現状についての御

質問にお答えさせていただきます。 

現在、上富良野町の子どもたち、これは全国・全

道においてもそうなのですが、基本的に子どもたち

は、その学年に応じてクラス編成がされております

が、やはりここで一番肝心要は、やはり障がいを

持ったお子さんが、もしもいたとしたら、これまで

はその障がいを持ったお子さんは別な教室、そし

て、それではないお子様は教室というふうに分かれ

た教室で学校生活を送ることが多かったのですけれ

ども、今は学問に応じて、先ほども私、他の議員の

質問にもありました「通級」という言葉も使いまし

たが、基本的に学活から最後の終わりの会までは、

そこの学級で過ごしていただく。そして、多少、数

学とか国語なのか、その教科によって、そのお子さ

んにとって、少し分けて、通常でいるよりも個別に

少人数で勉強したほうがいいなというところは、別

な教室に行って学ぶことが増えておりますが、基本

的にインクルーシブは、障がいのある・なしにかか

わらず、同じ場所で教育を受けるということが基本

理念でございますので、それに基づいて、うちの町

は、着実に教員並びに子どもたち同士も、そこに向

けて進めさせていただいています。 

ただ、あくまでもその子に応じた学びを保障する

ためには、そのような形の対応もしておりますの

で、決して、私、子どもの頃は全く教室が分かれて

いた教育を昔、特別支援というところは受けていた

のですけれども、今はそのようなことは生じており

ませんので、ぜひ、体育の授業だとか、特別な授業

のときには、一緒に授業が受けられるように、今、

進めております。 

特に、その辺については先生方が、ここはやはり

先生一人では全部見られませんので、特別支援の先

生方、あと、町のほうでつけています特別支援員の

加配もつけておりますので、その先生方にも協力い

ただいて、子どもたちが、その学齢時に応じた教育

が受けられるように進めているところでございま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほか。 

３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 高齢化が進んで、ますま

す免許の返納率も高くなると思われるのですけれど

も、先ほどから同僚議員も言っておられました予約

型タクシーの件なのですが、１社での運営になると

思うのですけれども、タクシーと、十勝岳バスの運

転もやっておられるということをお聞きしましたの

で、そこら辺はしっかりできるのかということと、

あと将来的には、今、教育委員会でも、バスが２台

新しくなるということも聞いておりますけれども、

無人のバスとかのことを町長は考えておられるので

しょうか。 

あと、もう１点は、男女共同参画を促すための審

議会などに女性を積極的に、というところもありま

したけれども、町長は、どのような形で今後、女性

を登用していくかということをお伺いしたいと思い

ます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ３番湯川議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

公共交通機関ということで、乗合タクシーについ

ては、しっかりと考えて、町としても、まだはっき

り何かどうする、こうするというのは決まってござ

いませんので、しっかりと対応していきたいと思っ

ております。 

無人バスは、実証実験でレベル４とか５とかあり

ますが、まだこういう積雪地では、上川、富良野盆

地のようなところでは、なかなかまだ実証実験は、

十勝のほう、雪のないところではやっていますけれ

ども、もちろん将来的には、そういうのも私も頭の

片隅には置いておりますけれども、なかなか今すぐ

というのは難しいのかなというふうな印象を持って

おります。 

それと、女性登用については、基本的には女性だ

から、男性だからという意識は持っておりません
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が、極端に女性が少ないところも、今までの経過と

してありますので、そういうところは、なるべく女

性、男性、区別しなければ、大体フィフティー・

フィフティーぐらいになりますので、だからといっ

て、特にこの人を、女性をという、特に意識はしま

せんが、少ないところは、やはりちょっと偏向がか

かっていると感じますので、それは、ちゃんと男女

平等になるような、ある程度の数値を目指していか

なければならないのかなというふうに考えておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） そのほかございますか。 

２番、荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 町政執行方針に対して、斉

藤町長に１点、そして、教育行政執行方針につい

て、教育長に２点質問させていただきます。 

執行方針の７ページ、そして、主要施策の概要の

３１ページに係るところに関してですが、町立病院

の充実に関してということで、１点確認させていた

だきます。 

令和６年度の国の統計によりますと、全国の公立

病院、約８３％から９０％が極めて厳しい経営状況

にあり、赤字に陥っているということでございま

す。これを受け、多くの自治体では、経営改善の主

要な柱として、いわゆる広域での役割分担の明確化

や連携、そして、医師・看護師の確保、また、収支

の適正化やデジタル化などに取り組み、今後、効率

的な業務運営を行い、改善を図っていこうとしてお

ります。 

我が町、上富良野町立病院は、昨年５月１日に新

病院が開業し、令和５年に策定した上富良野町立病

院経営強化プランをベースに、地域医療の維持と経

営改善に取り組んできております。新病院の経営が

スタートし、まもなく１年を迎えようとしておりま

すが、昨今、この経営状態におきましては、経営改

善はおろか、慢性的な医師不足の解消もできておら

ず、令和７年度の予算ベースでの業務量において

は、入院患者数、そして外来患者数、いずれも大幅

な予定量減となっています。そして、昨日の補正予

算でも、経営の赤字の補塡ということで、８,００

０万円の費用が病院に捻出されております。 

斉藤町長は、令和８年度、町立病院をどのように

充実を図っていくお考えか、そしてまた、この先、

赤字解消に向けた取組をどのように図り、経営改善

をしていくのか、お考えをお伺いいたします。 

次に、教育長にお伺いいたします。 

１４ページの中段から以下、「高齢者につきまし

ては」というセンテンスに関してお伺いいたします

が、この間、令和２年度から令和６年度まで教育執

行方針については、文言の変化がなく、令和２年か

ら２年、３年、４年、５年、６年と５年間、そし

て、昨年ちょっとフレーズが変わりまして、新しく

文章が加わり、生涯学習の在り方や団体活動の環境

が大きく変化しているということを課題として抽出

し、この間、当然ながら検討協議を進めてきたと思

います。 

今後の生涯学習は、主な方向性については、これ

までも、学んだ知識や技術をボランティアや地域活

動で生かすということで、社会参画であるとか、環

境型、循環型ということで、課題を捉え、また、こ

のようにやっていくという方向は一定程度示されて

おりますが、現在、教育長のお考えの、今後の生涯

学習の方向性について、具体案をお持ちでしたら、

お伺いさせていただきます。 

また、２点目としては、１６ページの中段から、

「郷土館等の運営について」ということでございま

すが、記載のとおり、今年度は、十勝岳大正泥流被

災１００年に当たる重要な年でございます。教育現

場での実習はもとより、町内の皆様が参加する、

様々な小行事をこの後、控えております。記念の日

というのが、５月２４日ということで、まだまだ二

月以上期間を要しておりますが、実際に、このイベ

ント等の迎えに当たり、これまでこの歴史を伝承す

る意味で、当町には、様々な被災碑や説明板などが

設置されてきておりますが、建立後、長い月日が経

過していることから、イベント等に備え、今後、総

点検や整備などの必要性があると考えますが、教育

長の見解をお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ２番荒生議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

議員おっしゃるとおり、９割近くの国公立の病院

は、本当は昨今、ここ二、三年ですか、特に著しく

赤字経営になっております。広域での役割分担と

か、いろいろありますけれども、広域での役割分

担、今でも富良野圏域でやっておりまして、広域分

担、急性期を協会病院とか、安静期はと、そうなる

と点数が低いところがまた来てしまって、何かそれ

も、だから赤字というわけではございませんが、い

ろいろ難しい問題が絡まっているのかなと思ってお

ります。赤字は少ないほうが、もちろん縮減に向け

て取り組まなければなりませんが、なかなか黒字と

いうのは、赤字だから事業をやめられるかという

と、やはりそれは、福祉分野に関しては非常に難し

いことだと思います。赤字で本当にやめるなら、公

共交通も、何もかもなくなってしまいますので、そ

こはやはりしっかり、行政コストとして考えていか

なければならない部分も多々あるのかなというふう



― 67 ― 

に思っております。 

ただ、だからといって野放図に赤字をというふう

には、全く考えておりませんので、執行方針にも述

べさせていただきました「病院経営強化プラン」、

これは建設するときのプランですが、それから状況

も、もうがらっと変わっておりますので、町立病院

だけではなくて、公立病院を取り巻く環境というの

は非常に多く変わっておりますので、本年度、令和

８年度に策定する「経営改善実行計画」をしっかり

と立てて、それに取り組んでいく、医師確保も、医

療スタッフも含めて、しっかりと人的なものも揃え

て、町民の安心安全、医療福祉を守っていくという

ことと、赤字を少しでも減らしていくという、これ

は大きな目標だと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ２番荒生議員からの２点

の質問にお答えさせていただきます。 

まず、１点目の生涯学習の在り方に対しての今後

の考え方でございますが、実は私、教育長に就任し

てから、実はうちの町の各団体構成、役員の担い手

並びに会員数の減等におきまして、かなりの数の団

体数が減少しているというふうに聞いています。現

在継続している団体でも、課題を持って活動をせざ

るを得ないという実態も聞いておりますことから、

ここはやはり、団体活動の支援だけではなくて、や

はりそれぞれの世代、それぞれの構成団体において

の、私はやはり、学びとしての基盤が少し揺らいで

いるのではないかなというところを大変危惧してお

ります。 

ここで令和７年から、実は私、課題だと思いまし

て、今、職員ともここの勉強会に入ろうかと思って

いるところなのですが、既に令和７年度には、教育

員とともに、これからのまちづくり、人づくり、そ

れに対しての教育行政がどのように担うべきかとい

う研修を、先日実施してきたところでございます。 

やはり、町長部局との関連もございますが、基本

的に人づける私は、やはり教育が基本だと思ってい

ますので、この教育をきちんと受けた人材が、町を

つくり、地域をつくり、そして、そこの文化、全て

の歴史をつくっていくものだと思っていますので、

ここはしっかりと、今、何が現実として起きている

のか、まず、既存のある団体や活動している人たち

のお声を聞きながら、そこをしっかりと支えていく

ことが大事かと思っています。 

個別の学習は、もう既にデジタル化も進んでおり

ますので、皆さん、あらゆるツールを使いまして、

学ぶことは可能だと思うのです。今、私がやはり一

番危惧しているのは、人と交わる、集団で何かを学

んでいく、そういうことに、大変今の若者は、やは

り個別性を望みますので、そこは大変危惧しており

ますので、そのような学び方については、今後、ど

のような形が検討できるのか、これについては、き

ちんと時間をかけて検討してまいりたいと考えてい

ます。 

次に、２点目の郷土館の整備のほうでやっており

ます名跡・由来看板等の更新についてでございます

が、かなり前に、かなり文字がもう消えていたの

で、一斉更新を何年間に分けてやったときがあるの

ですけれども、それからも既に年数も経過し、やは

りかなり老朽化してきているものもあるというふう

に聞いていますので、ここ昨今は、年間３か所ず

つ、計画を持って更新していきましょうということ

で、今、進めているところでございますが、荒生議

員からの御指摘のように、ほかにもまだ、個数的に

は、もっと修繕すべき個数があるのかどうかも含め

て、これは検証しまして、今年、大正泥流から１０

０年、いよいよ来年は開基１３０年の節目にもあり

ますので、その辺については、町に来ていただいた

方が、やはりきちんとそこに、歴史にひもづいて検

証していただけるような仕組みづくりをつくってい

かなければいけないかなと思いますので、実態は、

再度ちょっと検証させていただきます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ほかに御質疑ございません

か。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） ないようですので、これを

もって質疑を終了いたします。 

お諮りいたします。 

ただいま議題となっております議案第１号令和８

年度上富良野町一般会計予算から議案第９号令和８

年度上富良野町病院事業会計予算までの９件及び議

案第２４号上富良野町財政調整基金の一部支消につ

いてから議案第２７号上富良野町国民健康保険財政

調整基金の一部支消についての４件につきまして

は、なお十分な審議を要するものと思われますの

で、議長を除く１２名の委員をもって構成する予算

特別委員会を設置し、これに付託の上、審査するこ

とにいたしたいと思いますが、これに御異議ござい

ませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

よって、議案第１号令和８年度上富良野町一般会

計予算から議案第９号令和８年度上富良野町病院事

業会計予算までの９件及び議案第２４号上富良野町

財政調整基金の一部支消についてから議案第２７号

上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消に
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ついての４件につきましては、議長を除く１２名の

委員をもって構成する予算特別委員会を設置し、こ

れに付託の上、審査することに決定いたしました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 明日の予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げます。 

 明日、３月５日は本定例会の３日目で、開会は午

前９時でございます。定刻までに御参集願います。 

 以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 御苦労さまでした。 

午後 ３時０１分 散会 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 御出席、誠に御苦労に存じ

ます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、令和８年第１回上富良野町議会定例会

３日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告 

○議長（中澤良隆君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

 事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げます。 

 町の一般行政について、湯川千悦子議員外９名か

ら一般質問の通告がありました。 

質問の順序は、先例により通告書を受理した順で

あり、質問の要旨は本日配付のとおりであります。 

また、本日の一般質問は６名の議員となっており

ます。 

以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（中澤良隆君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、 

     ７番 茶 谷 朋 弘 君 

     ８番 中 瀬   実 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（中澤良隆君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

 質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。 

 初めに、３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） おはようございます。 

私は、さきに通告いたしました２項目、７点につ

いて、町長に一般質問させていただきます。 

 １項目め、核家族化が進み、地域社会のつながり

が希薄になる中で、民生委員・児童委員は、高齢者

や子ども、障がいのある方、子育て中の方など、地

域住民の身近な相談相手として重要な存在です。ま

た、行政や福祉サービスとのつなぎ役として、必要

な支援を届ける役割を担っています。 

町民にとって大変重要な役割を担うよう、様々な

相談や日常的な支援、訪問や連絡活動、実態調査、

地域福祉活動への関わりなど、多岐にわたる活動に

当たられています。 

そのような中、全国的に民生委員・児童委員の成

り手不足と高齢化が課題となっています。また、昨

今、活動範囲の広がりが負担になっているとの意見

もあり、無報酬ではあるものの物価高騰等に伴い、

活動費の見直しが必要と考えます。 

以下の４点について、町長に伺います。 

１点目、成り手不足と一般的に言われています

が、我が町の実情はいかがか。また、民生委員・児

童委員の活動実態をどのように考えられています

か。 

２点目、活動費は委員月額１万円となっています

が、他町村の状況はいかがでしょうか。また、見直

しを検討されていないでしょうか。 

３点目、委員の活動には車両の使用が不可欠と考

えますが、車両の使用状況や燃料費の負担状況はど

のようになっているのでしょうか。また、事故が生

じた場合の対応はどのようになっているのでしょう

か。 

４点目、多様化する相談等に対応するためにも、

委員の資質向上が重要と考えますが、研修などの取

組の状況はどのようになっていますか。 

 ２項目め、道の駅構想について。 

斉藤町長は、１期目の公約から道の駅構想につい

て掲げていました。２期目に入り、先日の自身の町

政報告会においても、道の駅についての公約を話さ

れていました。しかしながら、この間、道の駅につ

いて、観光協会をはじめ、商工会やＪＡなどとの具

体的協議がなされているのでしょうか。一向に進ん

でいない道の駅構想ではないのでしょうか。 

これまで行われた一般質問への答弁では、立地や

時期は、高規格道路である旭川十勝道路のインター

チェンジが決まった後に決定したいとのことであり

ますが、ようやく中富良野・上富良野間が計画段階

評価路線に上がった現状では、あまりにスピード感

がなく、高規格道路のインターチェンジ決定に合わ

せるのは、やらないと言っているようなものではな

いでしょうか。 

先日行われた議会懇談会でも、多くの町民から道

の駅に対する意見が寄せられていました。 

町長の道の駅構想に対する具体策を、以下の３点

について伺います。 

１点目、高規格道路のインターチェンジが決定後



― 73 ― 

に場所を決定すると言っておりますが、いつ、誰

が、どのような方法で意思決定を行っていくのです

か。また、取り組む時期は遅すぎないのでしょう

か。道の駅構想は町長の公約と認識しますが、今後

進めていく上において、町民の意向把握が重要と思

います。それへの取組は考えているのでしょうか。 

２点目、実際に道の駅の基本構想を策定する段階

で、予算などの規模はどの程度を考えているので

しょうか。また、その財源はどのように手配してい

くのですか。 

３点目、現在、道の駅は様々なコンテンツを用い

て特徴ある運営をしていますが、町長が考える我が

町の道の駅の集客要素のキラーコンテンツは何を考

えていますか。 

よろしくお願いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ３番湯川議員の２項目の御

質問にお答えいたします。 

 まず、１項目めの民生委員・児童委員の活動費に

ついての４点の御質問にお答えいたします。 

まず、１点目の民生委員・児童委員の成り手の実

情と活動実態についてでありますが、令和７年１２

月１日の任期改選により、地区住民会を通じ、適任

者を推薦いただき、定数の３４人が欠員なく委嘱さ

れている状況であります。 

また、民生委員の活動については、担当地区にお

いて日頃から生活、介護、医療、子育てなどの相談

に応じ、支援が必要な方はサポートが受けられるよ

う専門機関とつなぎ、高齢者や障がい者の安否確認

や見守りをはじめ、町から依頼している高齢者実態

調査の実施など多岐にわたる地域福祉活動を担って

いただいております。 

次に、２点目の活動費の他町村の状況、見直しに

ついてでありますが、活動費については、先ほど申

し上げました地域福祉活動のための交通費等の実費

分相当として費用弁償させていただいており、平成

２４年度に上川管内の活動費の状況を勘案して見直

しを行い、現在に至っているところであります。 

現状においては、管内の平均月当たり７,４７０

円より上位（上川管内の委員活動費（報酬で支払わ

れているところを含む）平均年額８万９,６４０

円、月当たり７,４７０円）となっております。 

今後におきましても、活動に支障を来すことのな

いよう民生児童委員協議会に意見を聴取するととも

に、上川管内、富良野圏域の実態把握や民生委員・

児童委員の活動内容を勘案し、検討してまいりま

す。 

次に、３点目の車両の使用状況と燃料費の負担状

況、事故が生じた場合の対応についてであります

が、燃料費については、先ほど申し上げました活動

費の中で負担させていただいているところであり、

事故が生じた場合については、全国民生委員児童委

員連合会が一括して保険契約を行っている民生委

員・児童委員活動保険が適用され、万が一の事故等

に対し補償されることとなっております。 

次に、４点目の委員の資質向上のための研修等の

取組についてでありますが、毎月開催している定例

会において実施する研修をはじめ、道内の先進地等

を視察する自主研修、北海道民生委員児童委員連盟

が主催する初任者研修、専門研修などをはじめとし

た様々な研修に参加いただいており、民生委員・児

童委員個々の資質向上を図っております。 

次に、２項目めの道の駅構想についての３点の御

質問にお答えいたします。 

まず、１点目の道の駅の設置場所の決定方法と町

民の意向把握の考えについてでありますが、現在、

旭川十勝道路につきましては、議員御質問のとお

り、令和５年度に中富良野・上富良野間が計画段階

評価になっており、国におきましても令和６年と令

和７年に、道路計画の在り方や必要な道路機能につ

いて地域住民等へのアンケート調査を実施してお

り、調査結果の分析作業が進められていると聞いて

おります。 

道の駅の設置場所については、これまでの答弁で

もお答えさせていただいているとおり、旭川十勝道

路の進捗状況を踏まえ検討を進めてまいりますが、

設置場所は設置規模や機能面、町の財政運営も検討

材料に含める必要がありますことから、効率的でか

つ効果的な場所の選定に向けて、方法論等も含めて

検討してまいります。 

また、町民の意向把握につきましては、施設を検

討する上で重要なものと認識しております。議員御

質問のとおり、道の駅を検討する上で、町民各位は

もとより、観光協会や商工会、ＪＡなどの関係機関

や関係団体との協力も不可欠であると考えておりま

すので、町や地域のニーズに合致した道の駅につい

て、しっかりと情報交換や意見交換を進めながら、

設置場所や設置規模、運営の在り方などについて、

本町の道の駅のイメージ像の確立に向けた取組を進

め、町民の意向が把握できる段階までスムーズに移

行できるよう確実に準備を進めてまいりたいと考え

ておりますので、御理解をお願いいたします。 

次に、２点目の基本構想に係る予算と財源につい

てでありますが、１点目でも答弁いたしましたが、

場所や設置規模などまだまだ検討段階にあり、具体

額をお示しできません。 

しかしながら、本町は町立病院等の大型事業を終

え、今後１０年程度は建設費償還のピークを迎える
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時期にあるとともに、老朽化している他の大型公共

施設への対応が控えております。将来世代に過度な

負担を残さぬよう、国の有利な交付金の活用や民間

活力を導入するなど、財政負担を抑えた現実的な資

金計画について調査研究を進めてまいりますので、

御理解をお願いいたします。 

次に、３点目の道の駅のコンテンツについてであ

りますが、本町は十勝岳をはじめとした風光明媚な

自然景観や火山の恵みである温泉、温暖な気候によ

りもたらされる種類豊富な農畜産物や食文化、悲劇

的な火山泥流災害からの復興の歴史など、他自治体

と比較しても勝るとも劣らない魅力的な資源を有し

ております。これらを単に並べるだけではなく、い

かにビジネスとして収益を生み出し、持続可能な運

営ができるかが重要です。 

道の駅構想を検討するに当たり、このような魅力

的な資源をどのように発信し、地域経済に還元され

る満足度の高い施設にできるか、商工・農業・観光

の皆様をはじめとする町民の皆様とともに考えてい

きたいと思いますので、御理解賜りたいと存じま

す。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

 ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 再質問させていただきま

す。 

 １項目め、１点目ですけれども、聞き及んでいる

ところ、高齢者実態調査は当町独自の調査とのこと

で、その部分に対しては活動費の上乗せが必要と考

えますが、いかがでしょうか。 

ある住民会では、住民会より上乗せしての活動費

を支払っているところもあると聞いております。ま

た、担当する地域の方々によっては、認知症の方が

いたり、活動が多岐にわたっているとのことを伺っ

ております。そのようなことは把握しておられます

か。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ３番湯川議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 高齢者実態調査は、我が町独自の調査でありま

す。それを民生委員・児童委員の皆様に担っても

らっております。その活動を当然考慮して活動費は

決められていると考えております。 

実態といたしまして、議員おっしゃるとおり、い

ろいろと大変な場面もあるかと思いますが、それに

ついても、今後常に委員の皆様と情報交換しなが

ら、報酬の在り方についてもしっかりと、どうなの

かということは常に検討してまいりたいと思ってお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 再任の方々も多いと思わ

れますけれども、新しく入られた方のためにも、マ

ニュアルなどの作成をしてみてはいかがでしょう

か。 

次に２点目ですが、平成２４年に現在の活動費に

なったということですが、そのときよりも高齢化率

や独居老人率は上昇していると思われます。民生委

員・児童委員の皆さんは、時間と心を尽くして誇り

を持って活動している方々だと思います。それだけ

に、この物価高騰の折、活動費の見直しが必要だと

思いますが、なかなか委員の口からは出てこないと

思いますので、この機会に見直しの検討を行ってい

ただくのはいかがでしょうか。 

次に３点目ですけれども、活動内容によっては、

担当する面積や距離、件数などのばらつきがあると

思われますが、車両の使用は車の税金とか減価償

却、燃料などの経費もかかります。積算根拠を換算

して、それに応じての燃料の別出しはどうでしょう

か。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。２点につい

て、よろしくお願いします。 

○町長（斉藤 繁君） ３番湯川議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 平成２４年に見直しが行われてから、常に情報交

換をしておりますが、当時から比べて物価の上昇、

高齢化率、独居率の上昇というのは、うちの町だけ

ではなく上川管内で等しく発生している状況かなと

考えます。その中で、管内の平均と比べてどうなの

か、もちろん管内のほかの町村と比べて決めるわけ

ではありませんが、当然それはそれとして重要なこ

とだと思いますし、もう一つ、先ほどの答弁と重な

りますが、費用実費弁償について、活動費につい

て、それがどうなのかということは、毎年情報交換

させてもらっておりますので、その中で適宜、足り

ない部分が活動に支障を来すようであれば、それは

しっかりと考えていかなければならないことだと

思っております。 

続いて、車両について、減損、減価償却といいま

すか、それとあと燃料費、使用している車がどのよ

うなものかによって高い、低いがあるのかもしれま

せんが、一般的にそれも当然含めて活動費というの

は総合的に考えていかなければならないし、今もそ

ういうことを総合的に考えて、参酌しながら情報交

換していると考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 次に４点目ですけれど

も、研修に関わる費用は交通費を除いて活動費の一
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部を積み立てているようですけれども、資質の向上

を図るのであれば、活動費からではなく、町で負担

してはどうでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ３番湯川議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 出張の旅費については、自主研修については、今

おっしゃったとおり、積立ての中から自主研修をし

てもらって、自主的に行っておりますが、そのほか

の旅費については、公的なもの、総会ですとか、い

ろいろな専門研修会等々は予算で旅費を組んでおり

ますので、自主研修以外はほとんど組んでいると考

えてもらって構いません。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） 次に、２項目めに入らせ

ていただきます。 

私は議員にならせていただきまして、今回で１１

回目の一般質問のうち、３回目の道の駅についての

質問になります。 

昨日の町長の執行方針でも道の駅に関することを

同僚議員が質問しておられました。この後の同僚議

員の一般質問にも道の駅に対しての質問が控えてい

ます。それだけ町民の道の駅に対する要望は盛り上

がっているのです。 

町長の頭の中では道の駅構想というのはできてい

るのかもしれませんが、場所、施設の規模、関係機

関との連携、そのほかもろもろのこと、町長のビ

ジョンが全く見えてきません。町長になられたとき

の公約の一つの道の駅構想を聞かせてください。町

民が道の駅を待ち望んでいるうちに、町長の思い描

いている構想を、ぜひ町長の口から聞かせてくださ

い。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ３番湯川議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 なかなか場所を選考して選定するというのは難し

いことだと、昨日も答弁させていただきました。ビ

ジョンがどうなのかというのは、場所によって、つ

くられる規模とかコンテンツというのは相当変わっ

てくると思います。ただ、これも何回か答弁させて

もらっています。行政としての希望、私の希望とい

いますか、ビジョンと言ってもいいと思います。私

のビジョンとしては、道の駅に持たせる機能として

は観光案内と地場産品の提供、そして防災機能、こ

れは中継といいますか、物資が災害になればいっぱ

い集まってきますので、そういうことをどうするの

か、防災機能、この三つは町の希望として持ってお

ります。ただ、場所によってはできる、できないが

あると思います。町民の方もいろいろとそれぞれ、

おのおの自分の希望、ビジョンを持っていると思い

ます。その町民のビジョンにしても、場所によって

できる、できないはあると思いますので、まず、ど

こに場所を、それによってどういうものができるの

か、できないのかを含めて、私が提示するというよ

りも、私は先ほど言った三つのコンテンツという

か、希望はありますが、基本的には町民の皆さんと

場所とコンテンツをいろいろつくり上げていきたい

と考えておりますし、町民、各関係機関の団体も含

めてですが、一緒にスタートを切れればと考えてお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ３番湯川千悦子君。 

○３番（湯川千悦子君） しっかりと聞かせていた

だきましたが、まだ何となくもやもやしている感じ

はしますので、この後の同僚議員の質問に任せま

す。 

これで終わります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、３番湯

川千悦子君の一般質問を終了いたします。 

 次に、５番金子益三君の発言を許します。 

○５番（金子益三君） 私は、さきに通告いたしま

した２項目、６点について、町長及び教育長に所信

をお伺いいたします。 

 まず、先月開催されましたスポーツと平和の祭典

ミラノ・コルティナオリンピックで、北海道出身の

選手が大きく活躍したことを大変喜ばしく思ってい

た矢先に、突然、アメリカとイスラエルによります

イランへの攻撃が始まりまして、現在も続いており

ます。ホルムズ海峡を含む中東エリアは、我々日本

人の生活にも直結するエリアになりますので、今

後、ガソリンや様々な原油に関連したものの値上が

りがしないように、一日も早く和平によります収束

を心から望むところであります。 

それでは、質問に入らせていただきます。 

１点目でございますが、陸上自衛隊上富良野駐屯

地のさらなる拡充対策について、町長にお伺いいた

します。 

２０２２年１２月１６日に岸田内閣と国家安全保

障会議によって閣議決定されました「国家安全保障

戦略」「国家防衛戦略」「防衛力整備計画」の三つ

の文書で構成され、日本の外交・防衛政策の基本方

針を定めた、いわゆる安全保障に関わる防衛三文書

により、新しい部隊である高速滑空砲の部隊が新編

されました。そして、このことにより、２０２５年

に我が町上富良野町と九州に配置が決定されたとこ

ろであります。 

このことは、我が町にとって、隊員が新たに配属



― 76 ― 

されるなど、人口減少時代にとって大変ありがたい

ことであります。町長からの報告によりますと、約

１００名程度の新隊員が我が町に配置されるという

ことで、２月現在９,４００人の人口からまた増え

てくれることは大変ありがたいと思っております。 

また、防衛力強化によって、我が町にあります多

田弾薬支処に対しても処遇が改善されるなどの予算

も大きく措置されたことも、我が町にとっては大変

有意義なことと考えるところであります。 

この間、前町長はもとより歴代の議長、また富良

野地方自衛隊協力会の役員、上富良野支部の役員の

皆様によります熱心な防衛省への陳情・要望活動の

たまものであると、大変感謝するところでありま

す。 

昨年７０周年を迎えました上富良野駐屯地と富良

野地方、とりわけ我が町上富良野との深い関係は、

今後とも絶えることなく、より強い絆で結ばれなく

てはいけないと考えます。 

そこで、さらなる陸上自衛隊上富良野駐屯地規模

拡充における今後の活動について、３点お伺いいた

します。 

まず１点目は、部隊の改編が行われながら、現状

の規模を堅持しつつ、今現在１９の部隊が上富良駐

屯地にあります。新しい部隊の誘致によって、また

新隊員の確保につながってきました。そこで、今

後、宇宙・サイバー・電磁波といった新領域に関し

た分野への安全保障に関した部隊の誘致などを行う

考えはないかお伺いいたします。 

２点目は、上富良野駐屯地、多田弾薬支処、演習

場の三つを包括的に拡充するために、今後、町長は

どのように働きかけを進めていくのかお伺いいたし

ます。 

３点目は、現在各部隊におきましても、町外から

上富良野駐屯地に通勤している隊員諸官が、今後、

町内に在住していただけるような方策というのは、

どのような考えをお持ちなのかお伺いいたします。 

２項目め、上富良野学校給食センターの今後につ

いて、教育長にお伺いいたします。 

御承知のとおり、給食センターは昭和５４年１２

月に完成し、昭和５５年１月から運用が始まって、

建設から既に４６年が経過しております。これまで

も職員や調理員の努力によって、児童生徒たちに安

心・安全である給食の提供をしてまいりました。 

また、地産地消の食材や、食を通じた食育の推進

など、児童生徒の心と体の豊かな成長に大きく貢献

してきたかけがえのない大切な施設であると考えま

す。 

平成２１年からは富良野広域連合に運営が委ねら

れましたが、依然として自賄いによる経営が進めら

れ、老朽化による建て替えなどの方策も広域連合で

は合意形成がなされず棚上げの状態であります。 

近年は、町内の小中学校のみならず上富良野高校

存続のためにも希望者に給食サービスを行うなど、

町独自の努力も見られますが、その一方で、軀体の

老朽化による夏の暑さや冬の寒さの中で、学校給食

を提供する調理員の方たちの御苦労も相当なもので

あると伺っております。 

今後の上富良野学校給食センターの運営の考え方

について、教育長に３点お伺いいたします。 

１点目は、建設４０年を超える給食センターは軀

体の老朽化が進んでおりますが、調理員の健康管理

上もエアコン設置などを含め、早急な対策が必要と

考えますが、建て替えも考慮の上で建築改良などの

計画はどのように考えていらっしゃるかお伺いいた

します。 

２点目は、今後の調理員確保に対する取組につい

てお伺いいたします。 

３点目、近年は民間によります学校給食の提供

が、ここ北海道内で大きく伸びていると伺っており

ますが、上富良野におきましても、学校給食のアウ

トソーシングの考えなどをお持ちでいらっしゃる

か、３点についてお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の１項目めの

陸上自衛隊上富良野駐屯地のさらなる拡充対策につ

いてお答えいたします。 

 令和４年１２月に閣議決定された防衛三文書に基

づき、令和７年度（２０２５年）に高速滑空弾部隊

が我が町に配置されることが決定いたしました。こ

れは、議員御質問のとおり、前町長をはじめ歴代の

町長、議長並びに富良野地方自衛隊協力会の皆様

が、長年にわたり粘り強く要望・陳情活動を続けて

こられたたまものであり、深く敬意と感謝を申し上

げる次第であります。 

第６次総合計画においても、「自衛隊との共生」

を重要な施策の柱として掲げております。昨年、創

立７０周年を迎えた上富良野駐屯地と本町は、幾多

の災害対応や地域行事を通じ、共存共栄の精神の

下、強固な絆を築いてまいりました。この絆をさら

に深め、駐屯地の機能を最大限に生かしたまちづく

りを進めるため、御質問の３点についてお答えいた

します。 

まず、１点目の新領域に関連する部隊等の誘致に

ついてでありますが、私たちの暮らしの中に深く浸

透してきている宇宙・サイバー・電磁波領域です

が、安全保障という観点からも、これらの領域の重

要性は非常に大きなものと防衛白書で述べられてお

ります。こうした新領域に対応する部隊配備は、高
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度な技術を有する若年層の隊員の転入や、それに伴

う家族世帯の増加をもたらし、本町の地域経済の活

性化に大きく寄与するものと考えております。 

新領域の部隊配備は、南西諸島や主要駐屯地に集

中しておりますが、本町の最大の強みは、国内有数

の訓練基盤である広大な上富良野演習場を有してい

る点にあります。設置されて以降、様々な装備品に

よる訓練に対応してきた実績のある上富良野演習場

を核として、訓練誘致を含めた部隊配備の要望を推

進したいと思います。 

本町といたしましては、総合計画に掲げる「活力

ある産業・地域づくり」を具現化するため、防衛省

の動向を注視しつつ、この優れた訓練環境を最大限

に活用いただけるよう、国からの要請や配備計画に

対しては、これまでどおり本町の強みを生かして、

いつでも万全の体制で受け入れる準備があること

を、戦略的かつ積極的に伝えてまいりたいと考えて

おります。 

次に、２点目の駐屯地、多田弾薬支処、演習場の

包括的な拡充についてでありますが、現在、防衛省

においては、防衛力の抜本的強化に伴い、施設の強

靱化や老朽化対策を加速させております。多田弾薬

支処における機能強化や処遇改善に向けた予算措置

は、まさにこの流れに沿ったものであり、地域経済

の観点からも極めて有意義であると考えます。 

町といたしましては、これらの施設拡充を点では

なく面として捉え、自衛隊施設の強化が地域の防災

力向上や周辺インフラ整備（道路・橋梁・避難施設

や防災拠点）にも資するよう、一体的な機能強化を

求めてまいります。 

また、隊員の皆様の勤務環境や処遇がより一層改

善されるよう、関係団体と連携し、国への要望活動

を継続してまいります。 

次に、３点目の隊員の町内居住・定住を促進する

ための方策についてでありますが、令和８年度

（２０２６年）の新部隊配備予定を絶好の機会と捉

え、隊員の皆様が上富良野を生活の拠点として選ん

でいただける環境を整えます。 

まずは、引き続き、老朽化した官舎（宿舎）・生

活隊舎の更新を国に強く働きかけるとともに、町独

自の住宅支援策（新築補助）を推進いたします。 

また、第６次総合計画が目指す「健やかで支えあ

う安全・安心な町」の実現に向け、子育て支援や教

育環境（医療費・給食無償化）をさらに充実させ、

御家族も含め上富良野町民として暮らし続けられる

体制を構築してまいります。 

今後とも自衛隊との共生を揺るぎない方針とし、

駐屯地の規模拡充を、人口減少を食い止めるための

強力な原動力としていく決意であります。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ５番金子議員の２項目め

の学校給食センターについての３点の御質問にお答

えいたします。 

まず、１点目の学校給食センターの建築改良計画

についてでありますが、施設の老朽化と作業環境の

改善につきましては、喫緊の課題であると重く受け

止めております。 

現在、教育委員会としましては、「学校給食のあ

り方検討委員会」を今年度設置し、今後の給食提供

等の在り方について、多角的な視点から議論を重ね

ていくところであり、現時点では建て替えや大規模

改修に関する具体的な計画は持ち合わせていないこ

とから、施設・設備の劣化に対しては、適宜修繕や

機器の交換を行い、安全な調理体制の維持管理に努

めているところであります。 

また、エアコン設置等の作業環境につきまして

は、現在の建物は内装材にアスベストが含まれてい

る部分があることから、機器の設置工事には大規模

な飛散防止対策が必要となり、夏休み等の長期休業

期間内だけでは工期が完了できないという課題もあ

り、現状の対策としましては、スポットエアコンの

設置や高温となる配管への断熱材施工、また、小ま

めな休憩時間の確保など、調理員の健康管理と負担

軽減に最大限配慮しながら運営している状況であり

ます。 

次に、２点目の調理員の確保についてであります

が、調理員の確保は、安定した給食提供の基盤であ

り、継続的に募集を行っており、募集に当たりまし

ては、次の２点をアピールしております。 

１点目は、「ワーク・ライフ・バランスの両立」

としまして、学校の長期休業に合わせて休日が設定

されているため、子育て世代の方々も働きやすい環

境であること。２点目は、「適正な処遇」としまし

て、民間の調理職場と比較しましても、同程度また

はそれを上回る水準の報酬体系を維持しているとこ

ろであります。 

今後も、これらの優位性について、多様な媒体を

通じ積極的な広報を行い、意欲のある人材の確保に

努めてまいります。 

次に、３点目の学校給食のアウトソーシングの考

えについてでありますが、多くの自治体で民間委託

を導入する事例が増えていることは承知しておりま

す。 

今年度設置しました学校給食のあり方検討委員会

において、将来的な運営方法等につきましても慎重

な検討を進めてまいりたいと考えております。さら

に、「食育の充実」や「柔軟な対応力」を維持しつ

つ、安心・安全で安定した給食の提供に向けて、検
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討委員会の答申を踏まえた上で、教育委員会として

の最適な方向性を示していきたいと考えております

ので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 何点か再質問させていただ

きます。 

まず、基本的には町長は我々と同じ考えというこ

とで、この上富良野町と駐屯地との絆をより強固な

ものにしていくというところでは、まず考え方が一

致するのだなということを再確認させていただきま

した。 

１点目の、いわゆる新領域の分野の安全保障の部

隊を誘致できないかというところで、もちろん防衛

というのは国が決めることですから、我々がこうい

うのをどうせいこうせいという権限が町にないのは

重々私も承知しております。ただ一点、これはそれ

こそ粘り強く、南西諸島や中央にある主要な部隊の

ところに配置されるのだということで諦めることは

なく、引き続き、こういった分野というのはこれか

らも成長分野でありますし、国にとってもかけがえ

のない防衛力の整備計画の中にしっかりとうたわれ

ている部隊でありますから、上富良野町のよいとこ

ろというか、それを前面に出していただきながら、

もちろん現存の火砲、戦車を含めた施設もそうです

し、そういった部隊も大変重要です。重要ですけれ

ども、それとは別の部隊、これからもぜひ呼び込む

のだという考えはあるかお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 現在、駐屯している火砲を中心に、そのほかにも

防衛三文書で示された新領域とか、そのほかにも無

人アセットとかいろいろ重要な重視する能力という

のは示されております。上富良野におきましては、

スタンド・オフと、持続強靱性ということで弾薬の

ほうが該当して、今着実に進んでいるところであり

ますが、七つ示されているのですが、そのうちまだ

五つは、上富良野がどうなのかということは、もち

ろん防衛上の権限も向こうにありますし、知見も向

こうにありますが、上富良野の演習場も駐屯地から

かなり近くの距離にありますので、上富良野のアド

バンテージといいますか、有利な点はどんどんＰＲ

して、いろいろな訓練はできますし、上富良野演習

場はどうですかと、上富良野演習場が近ければ駐屯

していただける可能性も含めながら、いきなり要望

書に書くというのはなかなか、要望書ではいかなる

部隊も受け入れる準備ができていますよというふう

な書き方をしておりますが、公式な要望書以外にも

いろいろとＯＢ方との情報交換なども非常に重要な

ことだと思いますので、それらも含めて、我々もい

ろいろ考えていかなければならないのかなと考えて

おります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） この間も歴代の皆さんが粘

り強く陳情・要望活動をしていただいておりまし

た。ぜひ町長においても、あらゆるところで門戸を

開きながら受け入れられる体制というものをつくっ

ていただきたいなと思っております。 

いろいろなものがあるのですけれども、部隊が増

えていただいて、そして人口が増えていただく、

様々な最新のすばらしい装備が来たとしても、それ

をつかさどるのはやはり人だと思うのです。ぜひ人

が増えるように、様々な部隊の提供をこれからも陳

情・要望活動していただきたいと考えております。

そこは同じ考え方だと共有しておりますので、２点

目に入ります。 

町長もこの間、特に弾薬の関係で多田弾薬支処の

新たな設置だったりとか、隊舎を直したりとか、

様々な隊員の処遇の改善等が行われております。 

そこで、さらにもう一歩踏み込んで、ぜひこれは

町長が上京した際に、これも繰り返し、繰り返しお

願いしてほしいなとお願いしたいのが、道内に弾薬

支処が上富良野以外にも白老であったり、沼田で

あったり、近文だったり、足寄だったり、たくさん

ありますけれども、上富良野の多田弾薬支処、分屯

地は非常に地の利がいいのです。今おっしゃってい

ただいた、演習場に隣接しているというのもありま

すけれども、全道の弾薬庫に様々な距離的な部分で

も、非常に戦略的にもいい場所にあると思われてお

ります。ですので、この機会に、ハブ的な役割を持

たせられるような分屯地として、それらの拡充に

よって、多田弾薬庫の規模拡大ということをぜひ進

めていただきたいなと考えているのですが、この

点、町長はいかがお考えでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

多田弾薬支処はおっしゃるとおり地の利といいま

すか、北海道の中央部に位置しておりますので、そ

れぞれ放射線上にといいますか、すごくいい場所だ

と思います。その地の利を生かして、ハブがいいの

か、ストックがいいのか、いろいろ重要な機能があ

ると思いますが、それについては、先ほどの情報交

換の場などにおいても十分検討していく価値はある

のかと思いますし、そういう機能が間違いないと思

えば、当然具体的に実際の要望に入っていくべきだ
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と考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 町長の答弁の中でもありま

した駐屯地、演習場、そして弾薬庫の三つが三位一

体となった防衛施設を持っている上富良野町として

も、町の防災力のインフラ整備にもぜひ資するよう

にしたいというところがありましたので、この際お

伺いしたいのですが、スタンド・オフ、高速滑空砲

の部隊が駐屯するという意味でも、町民の皆さんか

ら、ぜひ町の中にシェルターを設置していただくよ

うな要望はされないかというような声が出ておりま

す。ここでちょうど町長も町の防災向上のインフラ

の整備もぜひお願いしたいという御答弁がありまし

たので、こういったものをうまく防衛局なのか、内

閣府なのか、どちらかまだはっきり私も分からない

ですけれども、隣国から危ないものが飛んできたと

きに町民の生命を守るためにも、地下シェルターの

お願いというか、ある自治体においては、役場の庁

舎を改築するのに、シェルターの予算をもらって

１００％で建てたという実績もあるということも聞

いておりますが、そこまでしろというかどうかは別

としても、そういった町の防災に資するものの中に

シェルターという考えは、町長はお持ちではないで

しょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 町の防災に資するものということで、シェルター

も含めてですが、シェルターは、１万人ほど人口が

いますので、それはなかなか時間も、それより先に

行うことがまだまだあるのかなと。シェルターは全

然否定しませんが、それよりも避難路であったり、

それは災害のときもそうです。また、新しい部隊が

来た場合に道路が狭隘ではないのか、それらも含め

て、また、危ないものが飛んできたりしたときは、

最終的にはシェルターなのですが、直撃しなくても

衝撃波とかそういう問題がありますので、ＲＣの建

物をどう配置していくかとか、いろいろ考えること

はシェルター以外にもあるのかなと考えております

ので、それらを一つ一つ解決していくために、いろ

いろと町のインフラ、道路も含めてですが、見直し

ていかなければならない部分はあるのかなと考えて

おります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） すみません、シェルターは

ちょっと飛躍したというか、通告外ですので、これ

以上は言いませんけれども、ぜひそういった防災に

資するところというのは強く、特に施設局等にお願

いしながら、町の様々なインフラを整備していただ

きたいと思います。 

３点目の隊員の皆様の町内移住・定住促進という

ところですけれども、思い起こせば９年前に、施設

群が新しく駐屯したときには、東北を含め全道、全

道というか、町外、道外からの隊員が来られて、非

常にそのときは不安をお持ちだったと伺っておりま

す。新編の部隊で、家族を連れてきて、どういう扱

いがされるのかなみたいな非常に不安の中で、来て

みたら上富良野はすばらしい町だったと。ぜひ、こ

れは我々の後輩には、家族帯同で町に住んでいただ

きたいということを、胸を張って後輩に伝えていき

たいということも言っていただいております。そし

てまた、現状そういった形で、帯同してきていただ

いている隊員も非常に多い。一方で、残念ながら、

もともと近郊に住まわれていた人が、部隊がこちら

に移動したから、家族ごと、我が町に引っ越してこ

ようかというと、なかなかこれは現実的に難しい状

況にあるのも一方であります。絶対何が何でも上富

良野町に住んでくれということは難しいとは思うの

ですけれども、やはり人が住む最低の条件として

は、医療、それから買物、教育、この三つがない

と、高齢者になると足というのもあるのですけれど

も、隊員は若いですから、この三つですよね。この

三つがしっかりと整った町であれば、本当に地方の

ほうこそ、お子さんが小さいときには暮らしやすい

町であるという統計も一方で出ておりますので、大

学はありませんけれども、高校までもしっかりとあ

る上富良野町ですし、まして義務教育である中学校

まではしっかりと上富良野町に住んでいただいて、

そのよさというものをもっとＰＲしないと、どうし

ても北海道であれば札幌近郊、旭川近郊といったと

ころに住民は流れやすくなるのですけれども、今、

町長が言う第６次総合計画の中であるものプラス、

前回の補正予算でも住宅支援をやったりとか、それ

から今年度給食費の無償化を拡充したりとか、医療

費については既に無償化を延ばしているという中で

ありますが、いま一つその中において、町としては

部隊の人にぜひここに住んでほしいのだという要に

なるようなもの、これ以外のものですよ、その中で

何か新たな政策というのは、町長、お考えでいらっ

しゃいますか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 駐屯地の部隊の方に上富良野に住んでもらう、生

活の拠点にしてもらうというのは本当に大命題とい

いますか、非常に重要なことだと思っております。 
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この間、新しい新編であったり、移住してきた方

は大変不安を持っていたと思いますが、その後、い

い町だということを分かっていただいて、旭川も空

港も近いので、地方都市ではありますけれども、そ

んなに不便ではないというのは理解していただいて

いると思っております。それをあらかじめ知ってい

てもらえればよかったのかなと。今後はＰＲをきち

んと行っていければと思っております。 

そして、おっしゃるとおり、上富良野に住んでも

らうためには、医療であったり教育であったり、そ

ういうのが非常に重要です。先日の補正、そして令

和８年度の新年度予算にも盛り込みました新築の補

助ですとか、給食費の無料、現在考えている打つ手

は打っておりますので、今新しいのはまだ手元には

ないのですが、一つ大事なのは、住むためのインフ

ラプラス、上富良野に住んだ後、定年退官された後

のいわゆる再就職援護、これもしっかりと地元の富

良野圏域の企業の皆様にお力を借りて、しっかり

行っていくと。それがないと上富良野、富良野圏域

も含めてですが、住んでもらうというのはなかな

か、若年で定年退官してしまいますので、それらも

含めて、既存の行っている政策をさらに進めていく

というのが現在のやらなければならないことかな

と。令和８年度から新しい新政策も含めて、既存の

政策も含めて、また一生懸命、皆さんとともに頑

張っていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 国内に１６０余りある駐屯

地、分屯地の中においても、我が上富良野駐屯地と

いうのは本当に日本一、隊員の皆さんと町民等が一

体感を持って宇宙一だと言っていただいた群長もい

らっしゃるぐらいですから、ぜひ１６０分の１に埋

もれないように、最終的には人と人との付き合いも

大事だと思うのです。今日まさに、自衛隊退職者雇

用協議会の総会が６時からありますけれども、そん

な中で、隊員の出口の部分をしっかりと、これは上

富良野商工会だけではなく、６市町村の経済団体が

しっかりとタッグを組んで、安心して定年後もこの

地域で住み続けていただけるように努力するという

ことで、支援していただいているところを重々私も

承知しております。一方で、現隊員の同世代という

か、若い世代のつながりというのも、ぜひ大事にし

ていただきたいと思います。また、上富良野町にお

いても、自衛隊協力会、女性部はあります。何か事

業があるたびに、女性部の皆様は本当にボランティ

アでいろいろ活動されていることを心から敬意を表

します。ぜひ、今後において、青年部的な同年代の

人たち、曹友会の皆さんと一緒に何か活動ができる

ような組織を、町長の音頭で推進していただけた

ら、より住民と部隊とのかけ橋が大きくなり、絆が

深まるものだと考えますが、そういった組織の醸成

などは、町長としてお考えはありますか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ５番金子議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 一般的な話になりますが、青年部、今はありませ

んけれども、そういうのも含めて、町民と隊員の

方々、隊員の方は地元の方もいますし、本州から来

られている方、いろいろおりますが、そういう方の

交流というのは非常に重要で、それが町を盛り上げ

ていく源、源泉になるのかなと思っておりますの

で、町民の方と行政もそうですが、一生懸命交流に

向けてもできる限り努めていきたいと思っておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 移住・定住、そして企業誘

致、ぜひ、部隊が大きくなると一石三鳥、四鳥にも

なると思いますので、我が町の大きな柱の一つとし

てある駐屯地との共存共栄、これからも強固なもの

にしていっていただきたいと思います。私も一生懸

命頑張ってまいります。 

２項目めについて、ちょっと聞きづらいのですけ

れども、教育長にはたくさん一生懸命やっていただ

いておりますので、その姿を重々見ております。た

だ、非常に広域連合になってからブレーキがかかっ

ているのではないかなと考えます。 

エアコンと申しましたけれども、エアコンだけで

はないのです。教育長はよく分かっていらっしゃる

と思うのですけれども、あそこは窓を開けてはいけ

ない施設なのです。だけれども、非常に暑いじゃな

いですか。また、たまに間違って何かお客さんが来

たりすることもありますよね。ということは、躯体

を含めた中で、大規模改修というのは最低でも必要

ではないかなと思うのです。いろいろ書かれていま

す。アスベストがあるからできないかもしれない、

この間、防衛省のお金でいろいろなスチームコンベ

クションを含めたボイラーも修繕した、分かりま

す。私もあそこで働いていらっしゃる方の生の声を

聞いたときに、本当にかわいそうなのです。だか

ら、何とか抜本的な改善策というものがないのか

を、まずこの躯体についてお伺いさせていただきま

す。細かいところがいっぱいあるのです。グレーチ

ングが鉄製で重くて、よそのところアルミで掃除す

るときも楽だとかいっぱいあるのは、多分、教育長

は現場をくまなく御覧になっているから分かると思

うのです。それを踏まえて、いろいろ書いてありま
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すけれども、それとは別に、教育長、生の声をぜひ

お聞かせください。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ５番金子議員からの現在

の給食センターの現状の課題についての御質問にお

答えさせていただきます。 

まず、上富良野学校給食センターは、議員御質問

のとおり、自賄いとして約４６年経過しており、広

域連合になりましてからも約１８年やってきており

ましたが、施設としての躯体の整備は、私は、かな

り前から課題ではあったのではないかと、実は就任

した当時から感じております。本当に施設内でいき

ますと、床面がドライではなくウェット、かつ調理

員の工程が分散できない大変狭い状況。ただ、その

中では、最新の機器を入れながら調理をしていかな

ければならない。そうなると、かなりボイラーを使

いながら、高圧な、高温になる機器を取り扱わなけ

ればいけない。また、食器につきましても、全部洗

浄並びに消毒においても、全て熱を使わなければい

けない。ただし、金子議員もおっしゃったとおり、

窓は一切開けられない。もう１ミリたりともごみな

どは入ってはいけない施設として、実は現場は大変

苦慮しながら、日々運営させていただいておりま

す。 

施設が年々と朽ちていく中で、現場の中では、本

当に皆さん細分化した緊張感のある日々、毎日朝か

ら最後の片づけが終わるまで、御尽力いただいてい

るたまものだと思っております。 

ですから、私は早急に、町の給食の在り方につい

ては、広域連合にも御相談し、これからうちの町と

してもどのようにしていったらいいのか。これは、

自賄いですから、広域連合からも私、宿題をもらっ

ております。自賄いですから、町の中でしっかりそ

の辺どうするのかはきちんと御意見をいただきたい

というのを言われていますので、それについては、

今回このような給食のあり方検討委員会を設置し、

町としての町民の、あと保護者、子どもたちの現状

を踏まえた上で、きちんとこれについては、町とし

ての考え方を今後に反映させていきたいと思ってい

ます。 

金子議員の御質問からしますと、本当にスピード

感に欠けるのではないかという、今、施設の改良も

しておりますが、本当にまずできるところは確実

に、少しずつではありますが、きちんとそこについ

ては環境を整えています。エアコンにつきまして

も、当初入れたエアコンは大変大型で機能的には

ちょっとうまく稼働していなかったので、そこも全

部見直しをし、現場の声を聞き、更新し入替えした

り、決してこれは本当にまだまだ調理員にとっては

改善できているものではございませんが、できるこ

とは、現場の声を反映して、それに対して対応して

いくように、今努めている状況でございます。 

何とか令和７年、８年の間中に、町の方向性につ

いて考え方をまとめ、それを今後、どのように給食

の提供の在り方も含め、給食センターの運営をして

いくのかは、きちんと町並びに広域連合の中で協議

していくスケジュールをしっかりと立ててまいりた

いと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 教育長が本当に努力されて

いる背中は私も見ております。思い起こせば、第２

期の広域計画の中で、道内で１か所に集中していた

空地地方での食中毒を訓として分散型にしようと、

３センター方式で富良野広域連合はやっていくよと

いうところからずっと今まで進んでいますよね。こ

の間、今第４次の広域計画に入っているのですけれ

ども、第２次の前半のほうで決めたものから相当十

数年たって、あのとき以上に温暖化が進んだりと

か、生徒数が減ったりとか、広域の話になってしま

うのですけれども、本来であれば、広域連合として

も、枠組みの組替えであったりとか、様々なことが

議論されなくてはいけなかったのですけれども、そ

れが若干棚上げになっていましたから、その中で自

賄いということで進めているのですけれども、自賄

いなら本来ならばもう少し早い段階で、財政的なこ

ともありましたから、簡単に建て替えろとは言えま

せんけれども、陰圧が本来あって、皮むきは外で

やって、いわゆる汚染地区と呼ばれている、汚いも

のではないですね、泥がついているものはもう完全

に排除するところ、エアカーテンがしっかりして、

かつ涼しいところでというのが本来理想だったので

すけれども、今、教育長も学校給食の在り方につい

て、やっと検討会を進めて、そしてそれを基にどう

していきましょうか、子どもが減っていく、それか

ら難しい問題が山積する中で、富良野圏域全体とし

て考えるというお考えを執行方針でもおっしゃって

おられましたから、そこも分かるのですけれども、

ただ、やはり働いていらっしゃる方の健康面であっ

たりとか、あと、本当に調理員たちの努力で今まで

も全く食中毒も出ていないですし、すばらしいこと

だと思うのです。あの施設でこれだけのクオリ

ティーの学校給食を提供できるというのはすばらし

いことです。ただ、やはり人のやることですから限

界があると思うのです。ぜひそういったリスクマネ

ジメントの上でも、何とかできるところは早急に

ハードの整備というものは必要だと思うのですけれ

ども、これはもう待ったなしだと思うのです。給食
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の在り方がどうこうということではなくて、そこは

どうでしょうか。分かる範囲でお答えいただきたい

と思います。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ５番金子議員の働いてい

る方の労働環境を含め、うちの給食センターの施設

の在り方でございますが、朝から夕方まで調理員の

方が冬は寒く夏は暑い中、本当にこの逆境にある中

で使命感を持って働いていただいている方たちばか

りで、調理員も足りているかというと、調理員も欠

員が出る中、できる限りおいしい給食を提供してい

ただける状態で、日々働いていただいています。 

働いている方たちに、私はきちんと明確にコミュ

ニケーションを取りながら早急に、議員から御質問

いただいたできること、できないこと、いろいろと

課題があることは、現場にうちのスタッフも配置し

ていますので、うちの栄養教諭も含めて、そういう

方たちときちんとコミュニケーションを取りなが

ら、それに対して真摯に私たち行政側は対応してい

かなければいけないと思います。ただ、全て全部で

きますとはなかなか言えないこともきちんと職員の

方にも説明しながら、その中でも働いてもらえるか

どうか。かなり長い年数で働いた方も、実は高齢に

なり、もうそろそろという方もいて、次になる方を

また養成してということで、かなり人の入れ替わり

もあると聞いております。そういう方たちの中で、

チームで仕事をしていくことですので、個ではござ

いませんので、そこはしっかりとスタッフと話合い

をしながら、現場に対する改良項目については確認

しながら、整備については着実に進めてまいりたい

と考えています。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 教育長の努力は私も重々承

知しております。本当に現場の声をしっかり聞きな

がら進めていらっしゃることを、この間も、歴代の

教育長が悪いとは言いませんからね。そういうこと

ではなくて、本当に教育長になってから一歩二歩前

に進んだなというのは実感として私も感じておりま

すので、たゆまぬ努力をよろしくお願いします。 

２点目の調理員の確保、今まさしく教育長もおっ

しゃっていただきました、欠員が出るのですよね。

チラシが入ったり、各案内板に募集していますとい

うのを信金のところに貼ってあったりとか、何週間

に１回か防災無線で流れたり、ワーク・ライフ・バ

ランスの両立はかっこいい言葉ですけれども、これ

にはいろいろな解釈があります。短い時間で働くか

らいいとか、そうではなくて、それ相当の報酬が

しっかりあるとか、自分の趣味と実益を兼ねてでき

るとか、もう一つ、大切な健康管理をしながら働け

るということもワーク・ライフ・バランスの中に

入っていますから、ぜひそこも重々考えていただき

たい。伺った中においては、調理員の報酬体系も

しっかりと水準が保たれているということを理解さ

せていただきました。これ以上、働く方の問題もあ

りますから、行政として首根っこをつかまえて、は

い、あんたやりなさいということはできませんか

ら、引き続き、調理員の確保については、現場の意

見を聞きながらやっていただきたいと思います。 

時間がないので３点目です。アウトソーシング、

これを私はやれと言っているわけではございませ

ん。やはり上富良野の食育であったり、地産地消で

あったり、おいしいものを全部含めた中での上富良

野学校給食だと私も理解しております。ただ、やは

りどこかで限界になるときに慌てたのでは困るの

で、民間で、例えば教育長も御承知だと思うのです

けれども、初山別村が学校給食はできないというこ

とで、これまで旭川から運んでいたのですけれど

も、留萌にそういったコアとなる工場ができたこと

によって、いわゆる２時間半以内の配送が可能にな

り、しっかりした学校給食になったという事例もあ

ります。これはドミナント効果で、その企業がどう

こうということはございませんけれども、民間のア

ウトソーシングによりまして、それらが増えてくる

と、非常にきめの細かい、そして安定した供給とい

うものができるというメリットもあります。一方

で、せっかくうちの町のおいしい肉だったり、野菜

だったり、お米だったり、そういったものがなかな

か使われなくなってしまうというデメリットも、私

も重々感じております。ただ、一つの選択肢の中

で、やはりあるべきでないかなと、考慮するべきで

ないかなと考えます。早い段階で準備をしておくと

いう意味で、これらのアウトソーシングの可能性と

いうのは、恐らく検討委員会がこれから開かれてい

きますから、現場のＰＴＡの方、そしてもっと言う

と、これから学校に入って来られる児童の保護者の

方などもしっかりと勘案した中で進めていかなくて

はいけないと思うのです。 

これについて、改めてアウトソーシングの準備と

いうか、考え方について、教育長、どのようにお考

えかお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ５番金子議員の３点目の

学校給食のアウトソーシングへの考え方についての

御質問にお答えさせていただきます。 

今現在、答弁もさせていただきましたが、学校給

食センターの運営については、広域連合による学校

給食センターの運営委員会がございますが、私は当
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初から、自賄いでやっていく以上、町として責任を

持って学校給食を考えていかなければならないであ

ろうということで、今回、この学校給食のあり方検

討委員会も、町の中に設置したところでございま

す。決して広域連合だからとかと言って、私はその

ような答弁はいたしません。きちんと町の中で、皆

さんと子どもたちと保護者と踏まえた上で、きちん

とこれは議論すべき内容だと思っています。 

その中で、検討していく内容につきましては、今

後のスケジュールにも、議会のほうにもお示しして

おりますが、町の現状をまず知っていただくこと、

そして、町の子どもたちや保護者からの意見もきち

んと聞けること、そして、今後の学校給食が今、自

賄いでやっていたら、どういう形で進んでいるのか

も実際に皆さんに知っていただきたい。 

ほかのまちの学校給食はどのようになっているの

か。昨日の執行方針の中でも少し答弁しましたが、

自分のところの町が１００％なのか、いやいや、ま

だ足りないところがあるのか。実はアレルギーの対

応食もうちの町はできておりません。この時代、私

は全ての子どもたちに、本当に教育の平等を保障す

るためにも、やはりきちんとした教育環境を整えて

いくことが大事な課題だと認識しております。その

ためにも、学校給食の在り方をしっかり皆さんと情

報共有して進めていきたいと考えておりますことか

ら、今言われましたアウトソーシング、それがアウ

トソーシングしないとできないのかではなくて、い

ろいろな考え方を、ここできちんと教育委員会とし

ては情報収集し、そして、それを資料としてきちん

と説明し、住民の皆さんとも質疑をしながら、どう

いう方向性ならうちの町の一番最良の方法として考

えるのか、それを一つにまとめるのではなくて、そ

れをきちんとプロセスを経て、これがどうかな、こ

れがどうかなというところを時間が少しかかるかと

思いますので、委員会の開催には少し回数多く予算

を計上させて審議していきたいと考えています。 

本当に民間導入は、もう全国全道において大変今

進んでおります。最大の原因は、うちの課題とは違

いまして、人材確保なのですね。うちの町は、直雇

いしているのは給食センターだけです。ほかの施

設、病院もハイツも皆さん委託です。私は最初にこ

の賃金を見たときに、うちの給食の調理員、この賃

金では申し訳ないですけれども人材確保は戦えませ

ん。ホームページに出しても、ハローワークに出し

ても、どれを見ても最下位だと。申し訳ないのです

けれども、民間事業と戦うわけではないのですが、

やはり町の人材として働いてもらえるのでしたら、

ましてや過酷な環境の中でも大丈夫ですかというこ

とを言わなければいけないときに、本当に割増しし

てでも、私は働いてもらわなければいけない環境か

と思って、今、財政当局とも折衝しているところで

ございます。そこの人材確保という観点からも、全

面アウトソーシングなのか、実は人材的にアウト

ソーシングなのか、そういう部分もいろいろとある

と、私も情報を今得ておりますので、その辺につい

ては十分事務局の中でも精査して、住民の皆さんの

あり方検討委員会の中でも協議してもらえるよう、

準備を整えていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） 教育長の力強い信念といい

ましょうか、決意といいましょうか、非常に伝わり

ました。今までしっかりと安心・安全でおいしい温

かい学校給食を作っていただいた、卒業のときにあ

りがとうという手紙を書いて渡すような児童がいる

とも聞いております。 

今後においても、児童生徒の体、そして心の健や

かな成長のためにもおいしい給食を提供していただ

いて、さらに働いていただいている方の健康管理も

しっかり持っていただくことを御期待申し上げまし

て、私の質問を終わらせていただきます。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、５番金

子益三君の一般質問を終了いたします。 

 ここで暫時休憩といたしたいと思います。 

 再開は、１０時４５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時２３分 休憩 

午前１０時４５分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 休憩前に引き続き、会議を

再開いたします。 

 次に、１番佐藤大輔君の発言を許します。 

○１番（佐藤大輔君） さきに質問いたしました同

僚議員からバトンを受け取りましたので、そのまま

ゴールしてもらってもよかったのですけれども、私

も町民の関心が高い道の駅設置に向けた取組の進捗

状況について町長にお伺いいたします。 

町長は就任当初より「道の駅設置」を公約として

掲げてこられました。しかしながら、昨年の定例会

において、「旭川十勝道路のルートが見えてきた段

階で、設置場所の検討に入る」との考えを示されて

はいるものの、就任から５年が経過した今なお、道

の駅の具体像や候補地、供用開始時期等について、

町民に対し明確な方向性が示されているとは言い難

い状況にあります。 

そこで、以下２点についてお伺いします。 

１点目でございます。旭川十勝道路のインター

チェンジ設置箇所について、想定箇所数は有限であ
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り、数か所に絞られると考えられます。インター

チェンジ候補地を複数想定した上で、それぞれの立

地条件を踏まえながら、道の駅の役割や機能を整理

し、基本計画、少なくとも基本構想の策定まで進め

ることはできないのでしょうか。 

道路ルート確定を前提条件とせずとも、将来の選

択肢を狭めない形で検討を進めることが、結果とし

て町民への説明責任を果たすことにつながると考え

ますが、見解を求めます。 

２点目でございます。道の駅設置をめぐっては、

観光振興や地域活性化への期待がある一方で、「こ

れ以上、いわゆる箱物を増やすことは、将来世代に

財政的な負担を残しかねない」また、「いずれ維持

管理費が重荷になるのではないか」という財政面を

懸念する声も町民の方から少なからず聞かれます。 

近い将来、町立病院やこどもセンターの建設費償

還が始まる予定でありますが、道の駅を整備する場

合、現時点において、どのような資金計画、または

営業収支を想定しているのでしょうか。見解を求め

ます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の道の駅設置

に向けた取組の進捗状況についての２点の御質問に

お答えいたします。 

まず、１点目のインターチェンジ候補地を複数想

定した基本構想等の策定についてでありますが、議

員御提案のとおり、事前に複数のシミュレーション

を行うことは、一見スピード感があるように思われ

ます。しかしながら、インターチェンジの設置場所

が市街地近郊になるのか、あるいは郊外の幹線道路

沿いになるかによって、道の駅に求められる役割は

根本的に異なります。 

市街地であれば、地域住民の交流や防災機能を重

視した「地域センター型」の性格が強くなります

し、郊外であれば、広域観光客をターゲットとした

「ゲートウェイ型」の性格が強くなります。 

前提条件が定まらない中で、性格の異なる複数の

詳細な計画を策定することは、行政リソースの分散

や手戻りによる財政的な無駄を生む懸念がありま

す。 

現段階では、場所ありきのハード整備の計画を急

ぐのではなく、まずはどちらのケースになっても、

本町にとって不可欠な機能は何かというソフト面の

コンセプトをしっかりと固めることを優先し、ルー

ト決定後に速やかに基本計画へ移行できるよう準備

を進めてまいります。 

次に、２点目の資金計画と営業収支の想定につい

てでありますが、議員御質問のとおり、本町は近

年、新町立病院やこどもセンターといった大型施設

の建設事業を実施いたしました。これにより、今後

１０年程度は建設費償還のピークを迎える時期にあ

るとともに、老朽化している他の大型公共施設への

対応を控えております。 

このような財政状況下において、建設費のみなら

ず維持管理費までもが将来世代の重荷になるよう

な、いわゆる箱物行政を行うことは決してあっては

ならないと、私自身強く認識しております。 

現時点での資金計画としては、国の有利な交付金

や起債の活用はもちろんのこと、民間資金等の活用

も視野に入れ、町の財政支出を最小限に抑えるス

キームを検討する必要があります。 

 また、営業収支につきましても、行政が赤字を補

塡し続けるような運営は想定しておりません。民間

事業者の営業ノウハウを最大限に取り入れ、ビジネ

スとして自立し、利益を生み出せる収益構造が確立

できると確信が持てない限り、着手すべきではない

と考えております。 

町民の皆様に夢を与える施設であると同時に、現

実的な財政負担の議論もしっかりと踏まえた上で、

慎重に検討を進めてまいりますので、御理解をお願

いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

 １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） それでは、１点目と２点

目、若干関連しますので、合わせて再質問させてい

ただきます。 

ただいま、町長は、インターチェンジの設置場所

が市街地近郊になるのか、あるいは郊外の幹線道路

沿いになるのかによって、道の駅に求められる役割

は根本的に異なると述べられました。 

これは確認ですけれども、旭川十勝道路のルート

というものは、上富良野町付近において市街地近

郊、要は国道バイパスよりも東側を通る可能性は、

私は低いものと捉えておりましたが、インターチェ

ンジの場所もしくはルートも、町としては市街地近

郊も想定されているのか、これは確認の意味でお伺

いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 高規格道路が市街地を通る、それとは関係なく、

隣町のように、まちの中に道の駅というのは、全道

にも数か所ありますので、町の中に中心施設として

道の駅をという声は、町民のほうから少なからずと

も、そういう意見、御希望はあるのかと考えており

ます。 

以上です。 
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○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） ルートを前提とされていた

ので、若干今の話は矛盾するのですが、ここにとど

まっていると話が多分進まないので、一旦前に進め

たいと思います。 

町民の方から、要は郊外、そして市街地、両面の

御要望といいますか、そういった求めるものがあっ

たというところで、それは理解いたします。 

町長は、それらに関して、本町にとって不可欠な

機能は何かというソフト面のコンセプトをしっかり

と固めることが優先であると答弁されました。これ

はもっともだと思うのです。その上で、町長はルー

ト決定後に速やかに基本計画へ移行できるよう準備

を進めるとも述べておられます。こういったコンセ

プトを固める上で、本来であればインターチェンジ

の設置場所が決定していないからこそですが、今、

町長の答弁では、町民のニーズが両方にあるからと

いう理由だということに、今ここでさせてもらいま

すが、地域外から活力を呼ぶ地域センター型と地域

の元気をつくるゲートウェイ型、先ほど町長が述べ

られていた、この両方の形について、ソフト面のコ

ンセプトを固める上では、同時に検討を行う必要が

あると考えますが、その点の見解をお伺いいたしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 補足になるかもしれませんが、答弁させていただ

きました、どちらのケースになったとしても本町に

とって不可欠な機能は何かというソフト面のコンセ

プトというのは、どちらのケースになった場合も同

じものという意味ではございません。どちらかの

ケースになった場合、違うケースになった場合、多

分中身は変わってくると思います。場所によってで

すね。ですから、共通のというのは、コンセプトを

しっかり固めることを優先として、ルート決定後、

ルートもまだ決まっていなくて、インターチェンジ

の場所は、御指摘のとおり、限られてくると思いま

すが、インターチェンジの候補地として限られてく

るのかもしれませんが、市街地からの距離というの

は全く決まっておりませんので、市街地寄りになる

のか、それとももうちょっと山のほうになるのかと

いうのは全く決まっておりませんので、そこの前提

条件を今から決めて、計画段階、基本構想までとい

うのは、なかなかちょっと難しいのかなと思ってお

りますので、ぜひその前までの準備だけは進めてい

きたいなと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） ソフト面のコンセプトを固

めるという作業が優先だと。要は、今、ルートの確

定はしていない、インターチェンジの場所も定まら

ない、だから、場所を決めることはできないと。そ

れは理解いたしました。 

町長は、そもそも一番大切な中身の部分ですよ

ね、中身の部分のソフト面のコンセプトをしっかり

固めることが優先と先ほど述べられたので、そのコ

ンセプトを固める上で、やはり先ほど私が申したよ

うに、要は地域センター型とゲートウェイ型と、こ

の両型についてコンセプトを、なぜなら、郊外にな

るか市街地になるか分からないわけですから、その

検討を同時に進める必要があると考えているのです

けれども、その点、見解をお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 どこの場所になるか、高規格道路が確定されて

も、インターチェンジの場所が策定されても、イン

ターチェンジの近くがいいのか、インターチェンジ

に導入する道沿いがいい、またはその延長上、まち

にあったほうがいい、いろいろな町民の方の意見は

多種多様、思いはあると思います。その中で、コン

セプトを固めるといいますか、どちらかというと、

もっと平たい言葉で言えば、やりたいことの玉出し

といいますか、項目を挙げていくというのも一つだ

ろうと思います。そして、具体的な場所の選定の作

業の中でできること、できないことは精査していか

なければならないのかなと、そういうイメージを

持っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） もう一回確認させてくださ

い。 

場所が決まらない、今のところ場所は当然決めら

れない、言及できない。だけれども、中身は、コン

セプトは固めていきたい。その上で言えば、ある程

度地域センター型なのか、ゲートウェイ型なのか、

要は郊外に設置するのか、市街地に設置するのかと

いうことを両面でいかないと、そもそも町長がおっ

しゃるように、全く機能とかが、全くではないかも

しれませんが、若干機能が変わってくるのだとすれ

ば、ここのコンセプトを固める作業というのが、一

体どこを向いていったらいいのか、分からなくなる

と思うので、そうなると、私が申し上げている地域

センター型、ゲートウェイ型、この両型について、

もっと分かりやすく言えば、郊外に置くのか、市街

地に置くのかということの、この両方でコンセプト

を固める作業というのを進めていくものでないのか
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なと考えているのですけれども、それでよろしいで

すか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 郊外、市街地と典型的なものを例示させていただ

いておりますが、その中間ということも相当考えら

れますので、場所ありきではなかなか難しいのかな

と思っております。 

しかも、コンセプトを固めるというのは、先ほど

も申し上げました、きっちりとした場所ありきで固

めるというのは難しいですので、大枠、皆さんの御

希望、こういうものがあったらいい、こういうもの

が便利、こういう機能が必要だねということ、そう

いうことは十分検討して、玉出しをして固めて、固

めてといいますか、ある程度持っておかなければな

らないと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 分からない。分からないの

ですけれども、いや、玉出しというのは分かるので

す。けれども、玉出しだけではコンセプトは固まら

ないですよね。劇的にスピード感が鈍る感じがする

のです。 

では、お聞きしますけれども、町長の中で、ソフ

ト面のコンセプトを固めたもの、固める作業という

のが基本構想策定になるのでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 玉出しと基本構想について、基本構想はさらに一

歩進めたもので、さらに具体的になると思います。

玉出しは、先ほども答弁させていただきました、行

政としての、私としてのニーズは３点、さきの議員

の御質問にお答えしましたが、私だけではなくて、

町民または経済団体、いろいろ思いはあると思いま

すので、そういうことを固めてといいますか、玉出

しをして、しっかりと今後ルートが決まったときに

協議できる準備を進めていくというのが、一番無駄

がなくていいのではないかなと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 分かりました。 

質問の角度を変えます。 

町長は、一方で、ビジネスとして自立し、利益を

生み出せる収益構造が確立できると確信が持てない

限り、着手すべきではないと答弁されておられま

す。 

これは国土交通省が示している類型ですけれど

も、先ほどの地域センター型とゲートウェイ型とい

うのは。であるならば、類型としては高い収益性が

見込まれるゲートウェイ色が強くなる可能性が高い

のではないかと考えます。同時に、当然設置場所も

郊外の可能性が高くなると考えますが、見解をお伺

いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 一般的には、そうなると国土交通省のホームペー

ジ等では書いてございますが、さらにもっと詳しく

というか、基本的なことですが、投資する経費の規

模によると思います。初期投資、イニシアルコスト

が、ランニングコストがかからないように小さいと

いうことも当然まだ決まっておりませんので、そう

いうことも排除しないで、道の駅に供用できるよう

な物理的に土地があるのかないかも含めて、郊外も

含めて、市街地の中も含めて、それに合った建物は

どうなのかというのは全く未知数ですので、一概に

収益を求めるなら郊外というのは、一般論としては

理解できますが、それが絶対そうなのかということ

ではないと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 確かに絶対ではないかと思

いますが、私は明らかにその可能性は高いのではな

いかなと思います。 

やはり町長の答弁ですけれども、先ほど同僚議員

の質問も聞いておりまして、設置場所よりもコンセ

プト、これは私にも答弁していただきましたが、設

置場所よりコンセプトなのだとおっしゃるのですけ

れども、しつこいようですが、コンセプトを固める

ためにはどうしても設置場所というのは想定しなけ

ればならないと思うのです。あわせて、先ほど町長

が、やはり収益構造が確立できることが大前提だと

いうようなお話をされておられました。そもそも立

地別シミュレーションを行わずして、どのように収

益構造が確立できる確信を得られるのか。 

例えば、年間来場者数何万人以上、営業利益率何

％以上など、客観的な判断基準を設定されるお考え

があるのでしょうか。この基準を明確にしなけれ

ば、確信の有無というのはあくまでも町長の主観的

な判断になりかねないと考えますが、この点いかが

ですか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 将来的には経済効果や収益構造、採算を考慮に入

れなければなりませんが、今の段階では当然場所
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も、どの程度の規模で建てるのかというのもまだ決

まっていない段階では、それを試算するのは難しい

と思っております。 

基本構想まで進めば、その辺も含めて検討してい

かなければならないものと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） ちょっと今、頭の中を整理

する時間をいただきたいのですけれども。 

とするならば、私が質問の中の１点目で述べさせ

ていただきましたインターチェンジの候補地を複数

想定した上で、それぞれの立地条件を踏まえなが

ら、道の駅の役割や機能を整理し、確かに町長が今

おっしゃるように、基本構想の策定までは難しいか

もしれませんが、道路ルートの確定を前提条件とせ

ずとも、将来の選択肢を狭めない形で検討を進める

こと。やはりこれはしっかりとスピード感を持たせ

るために、先ほどから御提案している地域センター

型とゲートウェイ型、この両類型について、せめて

ですよ、場所が定まらないならば、せめてこの両類

型について、町長がおっしゃるような中間でもいい

です。昨今の道の駅というのは、両方を持ち合わせ

ているというのがスタンダードになっているようで

すから、その中間、５０、５０なのか、７０、３０

なのか分かりませんが、そういったことを前提にコ

ンセプトを固める作業ということが必要なのではな

いかなと思うと、私が最初に御指摘した、御質問し

た部分というのは、そんなに町長の思いと乖離して

いない感じがするのですか、全然離れていますか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 複数の候補地というのを想定してつくるというこ

と自体が、もし、インターチェンジの場所とかがそ

れから離れた場合、全然違う要素で、全く今白紙と

いいますか情報はありませんので、その中で、仮定

で進んでいくのは、答弁させてもらいましたが、逆

戻りとかエネルギー、行政リソースをそこに割く。

また、町民の皆様ともいろいろ意見交換しなければ

なりませんので、それが行ったり来たり、また逆戻

りするというのは、なかなかロスがある、なかなか

難しいのかなと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） まさに町長が懸念される行

政リソースの無駄を省きたいのであれば、前提条件

なくしてコンセプトを固めるというのは、結局玉出

してください、いっぱい玉が集まりました、それら

をどうやって、どういう根拠で整理するのかとなる

と、時間の浪費だし、玉を出す人も何のために自分

たちは玉を出したのだろうと、様々な部分でリソー

スの無駄遣いが起きるのではないかと懸念している

のです。私は、要は郊外なのか市街地なのか、せめ

てその二択、郊外であって、例えばバイパイス沿い

に、何となくイメージでいえば３か所、５か所ぐら

い、この辺りになるかなとイメージできますけれど

も、そんなに機能は変わりますか。変わらないと思

うのですよ。確かに市街地と郊外だったら、これも

それだけ変わるのかなと思うのですけれども、若干

変わるでしょう。この二択ぐらいで同時に玉を出し

てもらって、コンセプトを固める作業を進めていく

ということが、何よりもスピード感があるし、町長

が懸念される行政リソースの無駄遣い、また行政マ

ン以外の方の関係者の労力の無駄を省くことになる

のではないかと思うのですけれども、いかがです

か。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 郊外にするのか、市街地にするのかというのは、

佐藤議員がどこのルートを想定しているのか分かり

ませんが、上富良野は、とにかく上富良野と中富良

野の間は、南は島津地区から北は里仁まであります

ので、どこにそれこそつくのか、複数つくのかも含

めて、分からない状況ですが、２か所、３か所で済

むのかどうか、かなりコンセプトを固めるという作

業は難しいのではないかなと。その準備は怠らない

ようにはしたいと思いますが、１か所に固定して話

を進めて、複数でも構いませんが、それも複数と

いっても相当候補地があるのかなと考えておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 怒っておりませんよ。分か

りました。 

郊外をイメージは、でもイメージはつくと思うの

です。ここにいる皆さんがイメージはつくと思うの

です。山の中に誰も来ないような場所になんてイ

メージは湧かないわけですし、何となくバイパス沿

いのここじゃないかということで想像はできるし、

そこに例えば３か所、５か所というのが想像できて

もさほど機能は変わらないのではないかと思って質

問しておりますが、堂々巡りになりそうなので、ま

た質問の角度を変えます。 

町長は、箱物行政を行うことは決してあってはな

らない、また、先ほど申しましたが、ビジネスとし

て自立し、利益を生み出せる収益構造が確立できる

と確信が持てない限り着手すべきではない、こう
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いった町長の答弁がございました。 

町民との議会懇談会で、こういった財政面を懸念

する声というのが聞かれましたので、その方、これ

を今ＹｏｕＴｕｂｅで御覧になるか、議事録を御覧

になるか分かりませんが、その町民の方は、恐らく

安心されたことと思うのです。 

ただ一方で、町長のこれらの答弁は、道の駅の設

置のハードルを町長自らが上げるものであって、結

果として着手条件がかなり厳しくなったと理解しま

すが、この点、見解を求めます。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 ハードルを上げたつもりはございません。もとも

とそういう条件といいますか、客観的に財政問題と

いうのは付きまとうものですので、私がハードルを

上げようが上げまいが、そういう状況というのは一

切変わらない。それは必ず考慮しなければならない

と考えております。それは決して無理だということ

を言っているわけではございません。ですので、道

の駅とはちょっとずれるかもしれませんが、道の駅

に進む前まで、いろいろと町のインフラ、老朽化し

たインフラの優先順位をつけて、町民の福祉に直結

するものはやはり道の駅より先、そういうものを先

であるとかないとか、そういうものを解決しなが

ら、直接道の駅のコンセプトに触るわけではありま

せんが、そういう障害を一つ一つ克服していかなけ

れば、道の駅にはたどり着かないと。それは町民の

皆さんにとかいうわけではなく、行政として、それ

はしっかりやっていかなければならない。財政のめ

どを立てていくというのをしっかり持っていかなけ

ればなりませんし、将来、それを建てた後も、箱物

行政と批判されることがないように、しっかりと運

営方法も含めて、しかるべきに、基本構想の段階の

話になるかもしれませんが、それもしっかり要素と

しては組み込んでいかなければならないものと考え

ております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 俗に、道の駅は約３割の道

の駅が赤字であるとか、隠れ赤字、要はまちの財源

を投じている。例えば道内のある道の駅で、令和５

年度の決算状況を見させていただきましたが、売上

げが９,０００万円あって、もろもろ差し引かれ

て、最終的には約４,０００万円の赤字ということ

で、まちからお金が入っているというような収支決

算書を見せていただきました。 

これは町長が相当自信を持っておられるのか、慎

重に行かれるのかは分かりませんが、これは誰もが

かなり難しい条件を町長がおのれに課して進めてい

くのだなということが、今確認できたかと思いま

す。 

町長は、昨年の１０月、そして、この後３月１５

日に予定されていると聞いておりますけれども、町

民向けの道の駅の視察事業を実施されるということ

で、町民の機運醸成に努めると、これは１年前の予

算特別委員会あたりでも述べておられましたが、町

民の機運醸成というところに注力されることは承知

しております。さらなる機運醸成のために、来年

度、令和８年度はどのような事業を実施する予定な

のか、参考までにお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 令和７年度のような事業は特に予算化してござい

ませんが、それ以外の方法でも、いろいろ道の駅に

ついて、皆さんと一般的な情報、こういうものだと

いう情報、町民の皆さんと道の駅ができたらこうな

る、ああなる、道の駅というのはどうなのだという

一般的な情報の共有、そして、機運醸成などは努め

ていかなければならないのと、先ほど申しました、

内部としては、インターチェンジの場所が確定する

までに、できることは行政側としては進めていかな

ければならないかなと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 町民の機運醸成というもの

が非常に大事だということは、これは私も否定する

ものではございませんが、やはり私はこの機運醸成

というものは単に事例を見ることではなくて、本町

として何を目指すのかという具体像が示されてこそ

高まるものではないかなと思います。 

先ほど同僚議員からもありましたが、町長は本事

業を公約として掲げておられます。公約に掲げた時

点で、一定の構想や目指すべき方向性というのは当

然にしてお持ちであったと理解しております。 

先ほど町長は観光案内、防災機能、地場産品の販

売とおっしゃいましたか、この三つを挙げておられ

ましたが、町長は先ほど道の駅は町民に夢を与える

施設であるということも述べておられました。やは

りこの三つ、今町長がお持ちであるビジョンなのだ

というのでは、これは町民に夢を与えているのかな

というと、疑問を感じざるを得ないところでござい

ます。 

例えば日本一防災意識の高い町を目指すのだとい

うところで、避難所、また給食センターを併設し

て、先ほど同僚議員からもありました地下にはシェ

ルターをつくってなど、そういったもっと分かりや
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すい町長のビジョン、先ほど述べられた３点という

のは何か基本的なものかなと思うので、やはり斉藤

町長ならではのビジョンというものを示していただ

いて、なるほどと、斉藤町長はこういった道の駅を

目指すのかというところに初めて機運が高まって、

そこに対してそれこそ、こういった玉もあるぜとい

うような町民の動きというのが出てくるのではない

かと思うのです。 

町長は大変慎重な方でいらっしゃるので、なかな

かこういった議場で、町長室なら話せるけれども議

場では話せないとおっしゃるかもしれませんが、や

はり町民がなかなか町長の思いというのを聞く場と

いうのはございませんので、先ほど挙げられた３点

以外にもしあれば、可能な限り、町長御自身の言葉

でお示しいただきたいと思いますが、いかがです

か。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 先ほど申し上げたのは、本当に基本的な言葉で

す。防災でいえば、表現の仕方は佐藤議員のおっ

しゃるとおり、日本一とか修飾語をつけるという方

法はありますが、基本的な私が持っている道の駅に

期待する機能というのは、先ほど言った三つです。

その三つが、場所によってできる、できないという

のもありますし、それを、どこの郊外になっても、

町の中の市街地になっても、できるものなのかどう

かというのは分かりません。ですので、私が道の駅

に求める機能というのは、別にそれが固定している

わけではないというのは御理解していただきたいと

思います。 

それ以外の、いろいろな機能がございます。それ

は、私なんかよりは、もっとプロの方、実際に商売

している方、観光に携わっている方のほうが、もっ

ともっと深いアイデア、知識があると思いますの

で、実際に基本構想等に入るときには、私を含めて

行政だけではなくて、町民、実際に事業に携わって

いる方、そしてプロの方、経費とか採算性がどうな

のか、客観的に指導、御指摘してくれる方の意見な

ども非常に重要になってくるのだろうと。私の意見

だけでは、コンセプトといいますか、青写真をつく

るのは僣越ですし、なかなかそれは危険なことだろ

うと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 最後のほうになります。確

認ですけれども、旭川十勝道路のルートの決定を待

たずとも、コンセプトの検討は可能だということで

よろしいでしょうか。 

もう一度確認させてください。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 場所ありきの場所を特定したコンセプトはなかな

か難しいと思っております。場所を度外視して何が

できるか、どういう機能が欲しいかという、大枠の

そういうことを集める、実際に具体的になれば精査

されるかと思いますが、そういうことをいろいろ考

える機会、そういうことを考えたりすることは可能

だと思っております。きっちりとした青写真まで描

くようなコンセプトというのは場所ありきになって

しまいますので、なかなか難しいのかなと思ってお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 場所ありきということは、

旭川十勝道路のルートが決定されないことには、コ

ンセプトを固める作業に着手できないということで

いいですか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 最終的にコンセプトを固めるには、インターチェ

ンジを含めてですが、ルートといいますか、町から

の距離も含めてですが、最終的にそれが固まらない

とコンセプトのほうも固まらないのではないかと考

えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） コンセプトの検討は可能で

すか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） コンセプト、緩いといいま

すか、先ほどの繰り返しになりますが、大枠の玉出

し等を含めて、そういうことは可能だと思っており

ます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） このコンセプトの検討は、

今年度中に行う予定なのか、来年度中に行う予定な

のか、この点お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

 コンセプトも含めて、町で全てコンセプトをつく

ろうとは考えておりません。コンセプトの段階か

ら、町民の方を含めてつくり上げていきたいと私は

思っておりますので、コンセプトを役場行政内だけ
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でつくるということは考えておりませんが、コンセ

プトをつくり上げていく上で、誰を町民の代表とし

て、業界の代表として、誰がどういうふうに、そう

いうシミュレーションといいますか、検討ですね。

それは行政内部でできるのかなと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） 議長の何か優しいまなざし

をありがとうございます。最後にしたいと思いま

す。 

道の駅設置に期待を寄せている町民に対しての説

明責任は果たしていただきたいなと思って質問して

いるのですけれども、これは成果として私は、そう

いった町民に対して、町長はこういうふうに考えて

いるのだよということをお示しすることが難しいな

という、今非常にじくじたる思いでございます。 

最後にお伺いしますが、基本計画への移行はとい

うような町長の御答弁の中でございました。なかな

か御答弁難しいかもしれませんけれども、基本計画

への移行は何年度を目指しているのか。来年度中な

のか、再来年度中なのか、もっと後なのか。通常ど

おりのスケジュールでいけば、道の駅のオープンは

恐らく五、六年はかかりますよね。最短でも三、四

年。これは私個人の賛否の話ではないし、そもそも

賛成か反対か、現時点でビジョンがこれだけぼやけ

ているというか、かすみ過ぎていて見えないような

状況で判断できるわけがないのですよ。 

町の大切な将来戦略の問題でありますから、せめ

てこの点、この基本計画への移行は何年度を目指し

ているのかということだけは明確にお答えすること

を強く求めて、私の質問を終えさせていただきま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １番佐藤議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

私の公約では道の駅は設置したいと。どういう道

の駅とか、場所も含めて示したことはないので、も

ともと未発表の部分ですから、かすんでいるとか、

そういうことはないのかなと思っております。 

全く将来のこれからの話ですので、おっしゃると

おり、３年以上、５年ぐらいかかるのかもしれませ

んが、最短で５年ですが、先ほども述べましたが、

いろいろな他の公共施設の状況等もありますので、

明確にいつまでと明言するのは、財政的裏づけ、交

付金、補助金なども検討しながらしていかなければ

なりませんので、明言することはなかなか難しい。 

ただ、底のほう、それは忘れていない。１期目の

ときから公約に入れておりますので、道の駅、その

コンテンツ、内容は町民の皆さんと一緒に検討し

て、つくり上げていきたい、そういう思いは今でも

変わらないと思います。そういうふうに述べさせて

いただきます。 

以上です。 

（「ありがとうございました」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、１番佐

藤大輔君の一般質問を終了いたします。 

 次に、６番林敬永君の発言を許します。 

○６番（林 敬永君） 私は３項目について御質問

させていただきます。 

まず、１点目であります。熊対策について質問を

させていただきます。 

今、北海道のみならず全国で熊の生態に明らかな

変化が起きております。かつての「山に潜み、人を

避ける」存在から、農作物の味を覚え、人や車を恐

れず、白昼堂々と人里へ出没する個体、いわゆる

「アーバンベア」の問題は、もはや他人事ではござ

いません。本町においても、熊の目撃情報は単なる

山沿いにとどまらず、これまで出没がなかった住宅

地周辺にまで及んでおります。野生動物との共生と

いう次元を超え、住民の生存権と平穏な生活が脅か

される事態であると考えます。 

そこで、この数年における熊の出没傾向に対し、

行政としてどのような危機感を持って対応している

のか伺います。 

まず１点目、本町における直近３か年のヒグマ出

没及び捕獲件数と、農作物への被害など現状につい

てお伺いいたします。 

２点目、現在保有している熊用の箱わなが４基と

聞いておりますが、増設する考えがないか伺いま

す。 

３点目、熊用の箱わなの購入だけではなく、監

視カメラなどを活用した見守り機能つきのわなを導

入するなどの対策を講じる考えがあるのか伺いま

す。 

２項目めであります。太陽光発電のトラブルを防

ぐために、町独自条例の制定について。 

北海道内では太陽光発電施設の建設が急増し、森

林伐採や景観への影響、土砂災害リスクの増大、住

民合意の不足など、各地で様々な問題が顕著化して

おります。 

再生可能エネルギーの推進は重要である一方、地

域の自然環境や生活環境を損なう形での導入は避け

なければならないと考えますが、本町においても、

今後同様の課題が発生する可能性が否定できないこ

とから、町としての姿勢と対応についてお伺いいた

します。 

１点目、再生可能エネルギー導入と自然環境・景

観保全の両立について、町としてはどのように位置



― 91 ― 

づけているのか伺います。 

２点目、北海道内の複数の自治体においては、太

陽光発電施設の設置に関する独自条例を制定してい

るところがあります。本町においても、国や北海道

の制度に依存するだけではなく、町独自のガイドラ

インや規制を設ける必要があるかどうか、町長の認

識を伺います。 

３点目めです。避難所におけるアレルギー対策に

ついてお伺いいたします。 

災害時における避難所での食の安全、とりわけ食

物アレルギー疾患を持つ避難者への対応について伺

います。 

災害が発生した際、我々は避難所の生活、それも

極寒の冬であれば厳しい避難生活を覚悟しなければ

なりません。体力を消耗する被災者にとって、温か

い炊き出しは心身を支える命綱でもあります。しか

し、重篤な食物アレルギーを持つ方にとって、その

炊き出しが一歩間違えれば、アナフィラキシー

ショックという命の危険を招く凶器にもなりかねな

いという冷酷な現状があります。 

昨今の他自治体での被災事例を見ても、アレル

ギー対応の遅れから配食された食事が食べられず、

数日間僅かな備蓄だけで空腹に耐えたという声も聞

きます。これは単なる配慮不足ではなく、命の選択

を強いているのに等しい事態にあります。 

そこで、町としてどのような危機感を持っている

のか、町長の考えを伺います。 

１点目、避難所開設時に、受付においてアレル

ギーの有無を確実に把握し、特に緊急時でも見落と

しがないよう、アレルギー疾患を識別するビブスや

マークの活用、あるいは専用の名簿管理を標準化す

べきと考えますが、町長のお考えを伺います。 

２点目、災害時に物流が途絶えた場合、重篤な患

者へ優先的に対応食を届ける個別配送や専用の備蓄

棚の設置など、必要な人に確実に届く仕組みが整っ

ているのかお伺いします。 

３点目、災害時、管理栄養士や専門医による遠隔

相談体制の構築や、近隣自治体とのアレルギー対応

物資の融通に関する協定が必要ではないかと思いま

すが、町長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の３項目の御質

問にお答えいたします。 

 まず、１項目めの熊対策についての３点の御質問

にお答えいたします。 

昨年は全国的に熊の出没や人的被害が多い年であ

り、北海道の調査によりますと、２０２４年度の道

内の鳥獣被害額は６４億円を超え、その中でも上

川、根室管内は億単位で被害額が増加し、ヒグマに

よる被害額は過去最高を更新したと聞き及んでおり

ます。 

議員御質問のとおり、昨年は本町においても山林

など人目につかない場所から人里への出没が増え、

目撃情報も増加傾向にあり、市街地への出没に不安

感を抱いております。また、市街地への出没のみな

らず、郊外での人的な事故がないよう対応している

ところであります。 

まず、１点目の本町における直近３年間のヒグマ

の出没及び捕獲件数と農作物への被害などの現状に

ついてでありますが、出没件数につきましては目撃

情報等の数となりますが、令和５年度は目撃３２

件、捕獲１２頭、令和６年度は目撃２０件、捕獲６

頭、令和７年度は現在まで目撃２４件、捕獲１８頭

となっております。 

農作物の被害については、令和６年度はスイート

コーン１.１ヘクタール、馬鈴薯０.７ヘクタール、

小麦０.５ヘクタール、令和７年度は牧草１０ヘク

タール、てん菜１０ヘクタール、馬鈴薯３０ヘク

タール、水稲１９０ヘクタールで、令和５年度の被

害はありませんでした。 

次に、２点目の熊捕獲用の箱わなについてであり

ますが、現在は４基を保有し、全町を移動させ捕獲

に当たっております。令和８年度につきましては、

町として１基を追加し、さらに地域内で活用できる

よう２地区で製作していただき、合計３基を追加す

るよう計画しているところであります。これによ

り、町内で大きな移動をしなくても対応でき、管理

をする上で７基が対応可能な上限数であることを、

関係者とも確認しているところであります。 

次に、３点目の箱わな設置以外の対策についてで

ありますが、２点目でお答えしたとおり、箱わなを

設置した後の見守りなどの作業についても大変な労

力を有することから、昨年クラウドシステムの監

視カメラを導入し試行いたしました。令和８年度か

らは本格稼働し、現地に行かなくてもアプリケー

ションから状況を確認できるようになることから、

関係者の作業軽減が図られることとなります。 

また、様々なＩＣＴ技術により、ＡＩによる自動

認識やＳＮＳの活用による通信費の軽減などの研究

も進んでいることから、この地域に合った対策につ

いての研究・研さんに努めてまいりますので、御理

解をお願いいたします。 

次に、２項目めの太陽光発電に関する独自条例の

制定についての２点の御質問にお答えいたします。 

まず、１点目の再生可能エネルギー導入と自然環

境・景観保全の両立についてでありますが、近年、

再生可能エネルギー発電設備の設置・発電事業にお

いて、事業者と地域住民との間で環境保全などに関
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する課題が生じ、地域住民の不安が解消されず、関

係が悪化する事例が全国的に発生しております。北

海道内においても、太陽光・風力発電施設の設置計

画をめぐり、自然環境への懸念と事業者不信から摩

擦が生じた事例が報道され、不安が広がっているこ

とと認識しております。 

 本町は、十勝岳連峰を望む雄大な自然景観と農村

環境を基盤とした町であり、その景観や森林環境は

本町の大きな財産であります。特に本町の基幹産業

である農業や観光は、自然環境と密接に関わってお

り、それらが損なわれることは、将来世代にとって

も大きな損失となります。豊かな自然環境は、住民

の命や暮らしを支える大切な基盤であり、この恵み

を将来にわたり引き継いでいかなくてはなりませ

ん。脱炭素と持続可能な社会の形成に向けて、再生

可能エネルギー導入と自然環境・景観保全について

は、共存共栄が可能な仕組みと調和による両立を目

指していくことが重要であると考えています。 

次に、２点目の町独自のガイドラインや規制の整

備についてでありますが、北海道では、再生可能エ

ネルギー事業の導入に当たり、再生可能エネルギー

発電事業者に対し、関係法令及び国が定める事業計

画策定ガイドラインを遵守するとともに、地域住民

との十分なコミュニケーションを図りながら事業を

実施するよう求めております。 

議員御質問のとおり、道内市町村においては、再

生可能エネルギー発電設備の設置に関し、届出、協

議、許可、禁止等の手続や立地規制を定めた条例を

制定している自治体は２９市町村、ガイドラインの

策定は１６市町村となっております。これらの条例

では、設置区域、対象施設、規模要件のほか、届出

義務、基準遵守義務、命令、罰則などの措置が規定

されております。また、沿線の富良野市において

も、令和８年１月に自然との共生を目的とした太陽

光発電施設設置に関するガイドラインが策定された

ものと承知しております。 

太陽光発電設備の設置・事業化に当たっては、既

に国や道による法令やガイドラインにより、発電出

力に応じた住民説明会の開催や、事業終了時の廃棄

費用の積立てが関係法令により義務づけられており

ます。加えて、農地法、森林法、水資源保全区域に

係る規制のほか、伐採や土地利用の開発行為、景観

の関係法令等に基づく許可や届出が必要になる場合

もあります。 

 本町としましては、まずは現行法令や既存条例に

より規制や指導が可能な事項について、適切に対応

してまいります。その上で、町独自の太陽光発電ガ

イドラインや規制の整備につきましては、国や道に

よる法令やガイドラインの適用にならないものにつ

いて、本町の地理的特性や土地利用の状況を踏ま

え、守られるべき法益の設定や条例等による手続等

の制度設計について整理を行うとともに、規制の実

効性や事業者への影響等について、国や北海道の規

制などの動向を注視しつつ、先進自治体の事例も参

考にしながら、関係法令との整合性、関係機関との

協議、地域の実情等を十分に考慮しながら進めてま

いります。 

次に、３項目めの避難所におけるアレルギー対策

についての３点の御質問にお答えいたします。 

議員御質問のとおり、特に本町の厳しい冬期間に

おける避難生活において、食事は心身を支える命綱

である一方、アレルギー疾患を持つ方にとっては、

誤った提供が命に関わる事態を招くという現実は、

極めて重大な危機管理上の課題であると認識してお

ります。 

まず、１点目の受付における把握と識別の標準化

についてでありますが、本町の避難所運営マニュア

ルでは、受付を担当する名簿班が避難者の状況を把

握し、健康管理を担う救護班と緊密に連携すること

が定められております。 

今後は、この運用をさらに徹底し、受付時にアレ

ルギーの有無を確認することを標準的な受付フロー

として組み込み、混乱した現場でも配慮が伝わる体

制構築を目指してまいります。 

次に、２点目の対応食の確実な提供と供給体制に

ついてでありますが、食料備蓄につきましては、現

在、町民の皆様からの御意見を反映し、特定原材料

等２８品目不使用のアルファ米や乾燥スープ、乳幼

児のためのアレルギー対応粉ミルクなど、可能な限

りアレルギーに配慮した食品への入替えを順次に進

めているところであります。 

今後の運用につきましては、避難所内におけるア

レルギー専用保管・配布棚の設置を検討し、一般食

との混在を厳格に防ぐ運用を徹底してまいります。

また、地域防災計画に定める食料供給対象者に対し

ては、必要な物資が適宜・適切に届けられる体制が

整っております。 

次に、３点目の専門家との連携及び自治体間連携

の強化についてでありますが、災害時の専門的判断

を仰ぐ体制については、地域防災計画において、保

健医療、福祉等の専門職の参画を掲げており、アレ

ルギー等の状況に配慮した食料を確保するよう努め

てまいります。 

今後は、ＤＭＡＴによる遠隔相談体制の具体化に

加え、近隣市町村との広域連携を深めます。特に、

一自治体での備蓄が困難な特殊な対応食について

は、災害時相互応援協定において優先供給を明確化

するなど、圏域全体で食の安全を守るネットワーク
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構築を検討してまいります。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 一つ目の熊対策について再

質問させていただきます。 

令和６年度、令和７年度と私を含めて６名の議員

が一般質問で入れておりますので、本当にこういう

対策というのは進めなければいけないなという部分

だと強く思っておりますけれども、町長も今の答弁

の中で市街地への出没に不安を抱いていると答弁し

ておりますが、１点目の現状について再確認をさせ

ていただきます。 

私たち議員は答弁書をいただいておりますので、

傍聴している人たちは声を聞いたら、そのままで流

れてしまうかもしれないですけれども、農作物の被

害ということで、令和５年度農作物被害はありませ

んでした。令和６年度にはバレイショが０.７ヘク

タール、スイートコーンが１.１ヘクタール、令和

７年度、本年度は牧草が１０ヘクタール、馬鈴薯が

３０ヘクタール、水稲が１９０ヘクタールありまし

たという答弁をされましたけれども、私は昭和の生

まれですので、ヘクタールというか１町歩という考

えで持つと、令和７年、水稲が１９０ヘクタール。

１９０ヘクタールはものすごいことだと思うので

す。今日、傍聴されている中でも農家の方がいらっ

しゃいますので、分かるかなと思うのですけれど

も、町場で草分とか島津とか富原とか東中とか水田

地帯、こんなに１９０ヘクタール、１９０町歩の被

害もあったという、この部分についての町長の認識

を再度お伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ６番林議員の御質

問にお答えしたいと思います。 

農業被害につきましては、ＪＡで把握している部

分でございます。１９０ヘクタールという面積は、

農業者の人が熊の被害がありましたということで報

告をいただいている部分で、恐らく部分的な面積で

はなく、例えば熊が出没したときに、ここの田んぼ

に１枚入りましたといったら１町という形で報告を

いただいております。そうだと思います。中身につ

いては農協の統計を取っている部分の状況を取らせ

ていただきましたので、詳細につきましてははっき

りとはお答えできませんが、実際に出ている統計の

部分でこちらのほうの報告を受けておりますので、

御理解いただきたいと思います。 

 以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 私は一般質問を出すのに考

えました。今回も、町長はかなり考える時間があっ

たと思います。 

１９０町歩が変だという認識は、町長は思わな

かったのでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 これは面積ベースですので、金額ベースではござ

いませんので、統計の方法がそうなのだろうと、

今、課長が答弁したとおりです。 

 以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 私は被害状況の認識を聞い

ているのです。統計上の数字を聞いているわけでは

ないです。 

 熊対策をやっている中で、１９０町歩も水稲の被

害がある、そういう報告を受けた時点で、何とも思

わなかったのでしょうか。ただ、数字が羅列されて

いるのを、今、町長は答弁として読んだ、そういう

認識でよろしいですか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 何も思わなかったということはございません。そ

こに出没している、そういう認識です。 

 以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 何も思わないわけはないと

思うので、こういう数字というか被害状況、もう少

し確認していただいて、この議会で一般質問をし

て、議場の中で答弁をして、質問をしている、間

違っているとかそういうことの話になると審議にも

ならない。よって、しっかり答えは返してほしいと

思いますので、ぜひこれから私たち議員が質問する

ときは、根拠を持って数字を報告していただきたい

と思います。 

私もただ単に数字を聞くという気持ちで質問した

わけではありません。冒頭、町長の答弁にもありま

した。人里への出没が増えていて、目撃情報も増加

傾向にあるという部分、ものすごくこれは重要視し

なければいけない中で、これを見たときにどう思っ

たのかというのが、私には信じられない答弁だった

ので、質問させていただきました。 

熊用の箱わなの部分に移りますけれども、現在４

基を保有されているということであります。私たち

議会は、開かれた議会ということで、昨年１２月

１９日に議会懇談会を開催し、猟友会の皆さんと

意見交換というか、お話を伺いました。それで、私

は今回、熊の対応についての一般質問をさせていた

だいております。そのときの状況の中から、熊用の
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箱わなが現状では足りないというお話を聞いており

ました。今回、新年度予算に１基追加するというこ

とは、町が保有するのは５基、さらに地域内で活用

できるように２基。これは町ではなくて、猟友会の

参加者の中の方が言っておりましたけれども、そち

らの個人の会社のほうで１基作るということがあり

ました。少なくても地域に１台あったほうがいいの

ではないかという議会懇談会での話もありましたけ

れども、町長の感覚でいけば、こういう熊の捕獲用

の箱わなというのは何基ぐらいが適正かなと考えて

いるのかお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 何基が適正かというのは、熊の生息数とか専門的

なことは承知しておりませんが、いろいろ数字は変

わると思いますが、この７基というのは、今年度か

らは増やして、それは答弁させていただきました

が、管理上、猟友会と相談した上で決めていただき

まして、見回り等を含めて７基が今のところは上限

だろうということで決めさせていただきました。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 昼食休憩の時間になります

が、このまま質疑を続けたいと思います。 

６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 市街地にまで及んでおりま

すので、ぜひ箱わなの設置については、町独自で補

正を組んででもいいので、増設するように考えてい

ただきたいし、自分にそういう専門的な知識がなけ

れば、専門的な知見者にぜひ聞いていただいて、人

身事故が起こる前に対応するようにお願いしたいと

思いますが、その点はいかがでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 繰り返しになりますが、実際運用する猟友会と調

整した上で、７基が上限だということで決めており

ますので、それ以上は、有効な数字がもっとあるの

かもしれませんし、これで有効なのかもしれません

が、現実は７基が見回り等を含めて管理上、上限だ

ということで決めさせていただいております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 熊対策の三つ目の再質問に

移りますけれども、箱わな以外の対策についてとい

うことで、町では令和７年ですか、監視カメラを導

入、試行いたしましたということで、町長は答弁さ

れました。このことは、猟友会の方たちも言ってお

りました。ＮＴＴのモーションセンサーを活用して

いるということでございまして、令和８年度本格稼

働されるということであります。７か所の箱わなに

ついて、こうした人身事故が起きないように対策と

して、このカメラ導入を令和８年度に全ての箱わな

に設置されるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 農業振興課長、答弁。 

○農業振興課長（山内智晴君） ６番林議員の御質

問にお答えします。 

 ７基全部が同時に設置するというわけではござい

ませんので、当面４台のカメラを設置します。箱わ

なに設置するのではなく、箱わなの周りを監視する

ようなので、携帯電話が届く範囲というところなの

で、携帯電話の電波が届かないところには設置して

も、なかなか意味をなさないということなので、そ

のほかのものは常時監視ではなく、置いたカメラの

データを取れるものもさらに３基ございますので、

７基対応できるようには対応しておりますので、御

理解いただきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） ぜひ、人身事故が起こる前

に、そうした対応を適切に進めていただきたいと思

います。 

次に、２項目めの太陽光発電の関係の町独自の制

定をしてほしいということで、私はお願いをしまし

た。町長の認識においても、不安が広がっていると

いう認識をいただいておりますので、この点につい

て、再生エネルギーの導入と自然環境、景観保全は

共存共栄が可能な仕組みになっていくことが重要で

あると、町長は答弁されております。経済か景観

か、どちらなのかなという気もありますけれども、

本町においては、こうした再生エネルギー、いわゆ

る太陽光発電の民間の企業等々からの申出というの

は、今現在あるのか、お伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 現在、そのような話は聞き及んでおりません。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 表立ってというものはない

のかなと思います。 

２点目の町独自のガイドラインや規制の整備につ

いてということでも、私は質問させていただきまし

たが、ほかの自治体同様、２９の市町村が条例をつ

くっている。ガイドラインは１６市町村となってお

りますので、条例というのはハードルも高い部分も

ありますので、ぜひ、町として、１６市町村の、ま

たもう一つの１７市町村目ということで、ガイドラ

インの作成を、町長においては考えていただきたい
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と思いますが、この点はいかがでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 答弁でもさせていただきました景観とか森林資

源、そういうものは非常に貴重な財産でありますの

で、これは太陽光発電ですが、加えて言うならば、

それ以外にも将来的に太陽光発電にかかわらず、開

発行為でどんなものが来るか分からないというのが

将来のことでありますので、景観また森林等、町の

将来の宝を毀損するような動きを全面的に規制する

というのはなかなかハードルが高いのかもしれませ

んが、資源を守っていく、当然、再生可能エネル

ギーであれば共存共栄というものを図っていかなけ

ればなりませんが、そのようなバランスを取るため

の一定程度の規制は必要だと考えておりますので、

ガイドラインや条例等の制定に向けては前向きに進

んでいきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 町長も、来てからでは遅い

という共通認識も持っております。ぜひ令和７年度

において、検討委員会というものでもいいですから

立ち上げて、先へ先へと対応を進めていっていただ

きたいと思います。 

具体的なスケジュールとかお聞きしようかと思い

ましたけれども、今の町長の、いつ来ても対応でき

るような、そういう対応についての考えをぜひ継続

して、庁舎内において御検討いただければと思いま

す。 

最後の避難所におけるアレルギー対策についてお

聞きいたします。 

１点目です。避難所開設時において受付における

対応についてお聞きしました。 

私は識別するためのビブスやマークの活用、それ

か専用の名簿を標準化すべきという質問をしました

けれども、町長においては、今の防災計画に定まっ

ている名簿管理でしょうか、こちらを答弁しており

ましたけれども、私も、昭和６３年ですか、十勝岳

の爆発のときに避難所におりましたけれども、実

際、名簿は大変でございます。ですから、今、町の

防災計画、令和７年度と令和８年度を見直している

と思いますので、名簿プラス識別ビブスやリストバ

ンドでもいいと思います。そういうものを防災計画

に入れて、しっかりした命の大切さを把握するよう

な形にしていただきたいと思いますけれども、この

ことについてはどうお考えでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 防災計画に定められたのは、基本的には名簿で管

理するのですが、運用として、今議員がおっしゃる

ようなリストバンドとかビブス、それは十分頭に入

れて、目で見て分かるような、最終的には名簿で管

理しなければならないというのは、しっかりマニュ

アルに、計画には書いておかなければならないと思

いますが、その運用については柔軟に対応していか

なければならないと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） ぜひ、避難所ごとに、例え

ばアレルギー物資担当者とか、そういうものを名指

しするとか、炊き出しの際に一般食とアレルギー対

応が混ざらないようなマニュアルの改定を、この令

和７年、令和８年でやっている地域防災計画の見直

しの中に記述していただきたいと思いますが、もう

一度、町長にお聞きいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 具体的な、ビブスとかリストバンドという単語が

入るかどうかは別として、しっかり名簿で管理する

のだから名簿だけというのではなくて、運用面も考

えた文言にしていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） ぜひ、町長が今発言したこ

とが、絵に描いた餅にならないように、現場での徹

底した職員研修なりをしていただきたいと思いま

す。 

今回２月、先月ですか、何回目か今失念しており

ますけれども、防災訓練をやられました。今後、総

合防災訓練において、食物アレルギー患者の受入れ

から専用の食事の配布までの工程を組み込んだ実践

的な訓練もされたほうがいいのではないかなと思い

ますけれども、今までの答弁を聞いていると、町長

のやる気が見えております。前向きな答弁をいただ

けるものと思って質問いたしますので、答弁をお願

いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ６番林議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

 議員も御承知のとおり、総合防災訓練は避難訓練

までで４０年近くやってきました。その後の、例え

ば救援物資の配布ですとか、今おっしゃるような食

物アレルギー対応の物資をどうするのかというの

は、長期避難の訓練というのが課題となっておりま

す。これを実際の訓練をするのか、机上でいいのか
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も含めて、それは十分頭の体操を含めて考えていか

なければ、長期化になったときにいろいろなことを

想定しなければなりませんので、それは課題であり

ますし、克服していかなければならないのかなと

思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ６番林敬永君。 

○６番（林 敬永君） 町長の考えを、担当課長も

担当職員も聞いているかと思います。それらを具体

的な形にして、町長に提言するようにお願いして、

私は、この３項目の熊対策、太陽光発電の独自条

例、そして最後は災害時におけるアレルギー対応と

いうことで、今まで町長が答弁したものを具体的に

施策として反映されることを願って、私の質問を終

わらせていただきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、６番林

敬永君の一般質問を終了いたします。 

 ここで昼食休憩といたします。 

 再開は、１３時１５分といたしたいと思います。 

────────────────── 

午後 ０時０３分 休憩 

午後 １時１５分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） それでは、昼食休憩前に引

き続き、会議を再開いたします。 

 次に、１０番井村悦丈君の発言を許します。 

○１０番（井村悦丈君） 私は、さきに通告いたし

ました小中学校のスキー授業の推進及びリフトを活

用した観光振興についてお伺いいたします。 

北海道の学校で行われるスキー授業は、小学校か

ら高校生までスキー授業が行われることが一般的で

あり、地域文化の一環として非常に重要で、雪国な

らではの自然環境を生かし、子どもたちにとっては

冬の風物詩ともいえる活動であります。 

冬休みが終わると、学校の授業としてスキーがカ

リキュラムに組み込まれ、地域のスキー場を利用し

て実施されます。上富良野町の小中学校では、冬の

学期に３回ほど実施されます。 

スキー授業は、単にスポーツとして楽しむだけで

はなく、体力づくりやチームワークの向上にも役

立っております。また、スキー文化が伝承される場

でもあり、スポーツの授業を超えて地域に根差した

文化として継承される重要な機会だと思います。地

域にとっても重要な教育プログラムとなっており、

地元のスキー場の利用促進にもつながっています。 

子どもたちは、冬の寒さの中でも外で活動する楽

しさを感じ、自然との触れ合いを深め、スキーの技

術だけではなく、雪のないところから転校（転出・

転入）される方にとっても、スキー授業によって体

験されたことにより、生涯の趣味とされる方もおら

れます。 

その一方、保護者含め道具等、費用負担の大きさ

や、保護者によりリフトの乗り方や基礎的な予備練

習指導の難しさなど、多くの課題を指摘した声もあ

ります。 

また、スキー場のリフトは設置から相当年数が経

過し更新時期を迎えていると思いますが、近隣自治

体では観光施策に活用されているところもありま

す。 

そこで、スキー授業の推進に関し教育長に、リフ

トを活用した観光振興について町長にお伺いいたし

ます。 

一つ目、子どもの成長は早く、一、二年で買換え

が必要になり、スキー授業自体は年に数回しかな

く、スキー道具一式をそろえる金額に見合っていな

いなどの意見に対して、負担軽減となるような手だ

ては考えていないのか。 

二つ目に、近くには北海道５大スキー場の代表的

な世界有数のパウダースノーを楽しめる富良野ス

キー場もあり、子どもたちがスキー離れするのは

もったいないと思います。日の出スキー場を、より

子育て世帯が親子で楽しめるよう、要件つきでリフ

ト代を無料にしてはいかがか。 

三つ目、日の出スキー場のリフトは、滑走式リフ

ト（Ｔバーリフト）で、昭和６０年１２月設置から

既に４１年が経過している。近隣自治体では、ス

キー場のリフトを観光施策に活用し、好評を得てい

る事例があることから、上富良野町もラベンダー

フェスタ、ライトアップイベントに合わせ、夏の営

業も鑑み、チェアリフトを設置してはいかがか。 

以上、３点伺います。 

○議長（中澤良隆君） まずは教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員の小中学

校のスキー授業の推進についての２点の御質問にお

答えいたします。 

まず、１点目のスキー道具の購入における負担軽

減についてでありますが、スキー授業は学習指導要

領において、冬期間の学習課程として必須ではな

く、「地域や学校の実態に応じて積極的に行うよう

留意するもの」とされており、本町では小中学校の

各学年等において、週２回から３回の授業やスキー

遠足を実施しております。 

保護者の皆様の経済的負担につきましては、現

在、経済的支援が必要な世帯に対しましては、就学

援助費としてスキー用具の購入費用を支給してお

り、小中学校の９年間で計３回、１回につき実費相

当分として２万６,５００円から３万８,０００円程

度を支給し、成長に合わせた買換えにも対応してい
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ただいているところであります。また、生活保護世

帯につきましても、生活保護費の中で必要な扶助が

行われております。 

近年では、新品のみならずリサイクルショップや

フリーマーケットアプリ等の活用により、安価にリ

ユース品を入手される御家庭も増えていると伺って

おります。 

教育委員会といたしましては、現行の支援制度と

多様な入手手段があることも踏まえ、全世帯を対象

とした新たな助成制度の創設は考えておりません

が、引き続き、子どもたちが等しく教育機会を得ら

れるよう注視してまいります。 

次に、２点目の日の出スキー場を利用する子育て

世帯の大人のリフト料金無料化についてであります

が、現在、子育て支援及び競技人口の裾野を広げる

観点から、高校生以下の子どものリフト料金を無料

としており、多くの御家族に御利用いただいており

ます。 

御質問の「子どもと利用する大人の料金の無料

化」についてですが、日の出スキー場の大人料金

は、１回券５０円、１日券でも１,０００円と、他

のスキー場施設と比べても極めて低価格設定として

おりますことから、無料化せずとも十分に親子で楽

しんでいただける水準であると考えておりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １０番井村議員の３点目の

リフトを活用した観光振興についての御質問にお答

えいたします。 

 チェアリフト化による観光振興についてでありま

すが、日の出スキー場の滑走式リフトは、昭和６０

年の設置から４１年が経過しております。老朽化へ

の対応が課題であることは認識しております。 

議員御提案の「夏季営業を見据えた座れるチェア

リフト」への更新についてですが、現在の滑走式か

らチェアリフトへ変更する場合、支柱の建て替えや

大規模な基盤整備が必要となり、概算で７億円を超

える多額の事業費が見込まれております。 

また、ラベンダー観光時期の魅力増進と観光客へ

のホスピタリティーの面では、チェアリフトを含む

登坂手段の確保については、その有用性を認識して

いるところではあり、幾度か課題として検討してき

た経過もございますが、リフトからのロケーション

の整備、また運行人員と安全確保の面から、現在の

入込人数を鑑みると、観光面での費用対効果の観点

からも導入は難しいものと考えております。 

今後とも、施設の安全性を最優先に確保しつつ、

町財政への影響や維持管理コストを精査し、当面の

間、現状の形態で維持管理を進めるよう取り組んで

まいりたいと考えており、令和８年度はモーターの

交換を行い、引き続き現状での維持を行ってまいり

ますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 教育長から、答弁の修正が

ございます。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員からの質

問に対しまして、私のほうで答弁誤りがありました

ので、修正を申し上げます。 

ただいま１点目の質問の中で、本町での小中学校

の各学年等において実施されるスキー授業につきま

して、「年間２回から３回の授業やスキー遠足」と

申し述べなければいけないところを、「週間」とい

うことで答弁させていただきまして誤りましたの

で、「年間２回」ということで修正させていただき

ます。大変申し訳ございませんでした。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

１０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 今、御答弁いただきまし

たけれども、今年も無事にスキー授業も終了したと

伺っております。 

今回、決してスキー授業に反対という意味で意見

を述べているわけではございませんので、前置きし

ておきます。 

今回、意見の中には、小学校のスキー授業は要ら

ないと思うとか、リフトに乗る練習をさせてくださ

いとか、休みの日にスキー場に保護者が行って、乗

り方を教えたりしなければならない、また、小さい

子、下の子がいたりしたら、とても面倒だというか

大変だという意見もいただいています。しかしなが

ら、学校の授業なので、仕方なくレンタルやスキー

グッズをリサイクル店で買ったりしてそろえて、そ

れに伴って保護者も自分のスキーウエアとか用具を

そろえなければならないということで、御意見をい

ただいているのです。また、スキー授業の日は送り

迎えがあって大変だとか、たくさん兄弟がいたら、

細かく送り迎えの日が続くなど、そういう意見もあ

る中で質問させていただいたのです。 

先ほど教育長の答弁の中に、冬期学習課程におい

て必須ではないというお答えがあったのですけれど

も、地域の実態に合わせた授業という認識でよろし

いかと思うのですけれども、指導される先生方も大

変だと思いますが、スキー授業に対して、いろいろ

な理解をいただいて、伺ったところによると、学校

運営協議会、地域コーディネーターの力添えなどを

得て、スキー連盟の指導員などがお手伝いいただい

ていると伺っていますが、その詳細をお聞かせいた

だけますでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 
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○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員の現在の

町内におけるスキー授業の進捗状況についての御質

問にお答えさせていただきます。 

スキー授業を実際に町内の小中学校、また道立高

校も実施させていただいているようですけれども、

学習指導要領では必須ではございません。現在、道

内においても、降雪のある自治体においても、ス

キー授業を見直しされている学校が多く増えてきて

いるというのも事実、認識しております。それはど

うしてかといいますと、スキー場まで運ぶバスの借

上げが多額になり、それの調整がつかないこと、あ

と、スキーに対して、今、井村議員からも御指摘が

ありましたように、スキーを教える先生、または地

域の人材確保が難しい。安心・安全なスキー授業を

行えるかどうかという学校の判断もあるとお伺いし

ておりますが、うちの町におきましては、現在、先

生方も含め、また、先ほど御質問にもいただきまし

た学校運営協議会を通じた地域コーディネーターの

役割として、実際に町内にあるスキー連盟に支援を

頼みまして、本当に地域の皆様に御尽力いただきま

して、子どもたちの各班ごとに人がついてくれるな

どして、うちの町のスキー授業は整って、無事ス

キー授業も今年も終えさせていただいております。 

今、私が一番このスキー授業を進めていく中で心

配しているのは降雪量です。１２月中に降雪がなか

なか迎えられず、スキー場のオープンも１月になっ

ております。どこかで帳尻合わせのように雪は降っ

てくるものだと願っておりますが、でも、決してう

ちの町でも、ずっとこのスキー場が日の出山で続け

ていけるのかどうか、そこもちょっと心配でありま

して、実は今週もかなり解けておりますので、今週

末がスキー場はクローズを迎えるところではありま

すが、やはり年々遅くオープンし、早く閉めるとい

うことも続いておりますので、教育委員会としまし

ても、学校と冬場におけるスキー授業の在り方につ

いては、今後やはりきちんと協議していかなければ

いけない案件だと思いますが、私の心情としまして

は、上富良野町としては、地域にある山、十勝岳も

含め、本当にスキーというものは文化だと思ってお

りますので、何分にもなるべく継続していけるよう

に、また、保護者の皆様のいろいろなお声も、井村

議員のほうにお寄せいただいているのも、今お伺い

しましたので、しっかりと学校でも把握しながら、

学校授業の推進には取り組んでいきたいと感じてお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 今、先に反対しているよ

うな方々の意見を言ったわけですけれども、その一

方、スキー授業に対して大変理解ある方々もおりま

して、北海道ですからウエアとか手袋をそろえるの

は当たり前だと、冬の間、外で遊ぶのも当たり前だ

と考えたときに、それだけの服装とかしている中

で、スキー授業はお金がかかるが、子どもたちが楽

しそうにわーわー言って遊んでいる姿を見たら、や

はりスキー授業はあっていいのかなという意見もあ

ります。 

用具をそろえる最初のお金というか、資金ですけ

れども、一、二年ですぐ足が大きくなったり、ス

キーの板の長さがあれになったりとか、いろいろあ

る中で、ちょうどこんな話を考えているときに、１

月１６日ですか、学校の始まった日に、とあるス

ポーツ店でレンタルの広告が学校に配布されて、

持って帰ってきたという中で、そこには古いもので

９,８００円から、最新だったら１万２,０００円と

かで、期間中レンタルがあったのですけれども、金

額的にいいのではないかなと思ったら、それでも高

いという保護者の方がいて、結局そろえても３万円

以上はするのだという話なのです。中古でうまく見

つけて、スポーツ店とかでリサイクルを見つけて

も、それぐらいするから、いいのかなと思ったら駄

目だという意見がある中で、本当は町でなくても学

校でもいいのですけれども、バザーとか、来年使え

ないような、うちは無理だと思ったものを情報公開

するような場を設けていただけないのかなという意

見もありますし、捨てるのにもお金がかかる中です

から、ぜひそういうふうに進めていただきたいとい

う思いがあるのですけれども、今は個人のフリー

マーケットとかそういうのにお任せして、別に学校

では何も取り組んでいないのでしょうか。一応質問

です。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員のスキー

用具等に係る費用に対しての、できれば不要とされ

る方がいらっしゃれば、次なる必要とする方へのス

キー道具の提供について、どこが対応しているのか

ということでございますが、これはまず行政が実際

にやっているものではなくて、うちの管内でいいま

すと、よくあるのがフリーマーケットとかバザーと

か、そういうときにそういうものを御用意して提供

している方の様子は、私もお見かけすることはあり

ます。ただ、学校が主導として、ここは学校という

よりもＰＴＡの役員にも御協力をいただいて、その

ようなニーズがあればそういう方式もどうですかと

いうことは、私も今日、井村議員から御質問いただ

きましたので、そのような手法もあるのではないか

というところは、少し情報提供して、もしも御支援

いただけるようでしたら、その辺、地域の方にもお
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手伝いしていただこうかなと、今感じておりますの

で、これについては少しお時間をいただきたいと思

います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） スキー用具の話ですけれ

ども、今後検討していただきたいと。検討するとい

うか、ＰＴＡのほうにお任せして、そういうあれが

あれば、ぜひとも進めていただきたいなと思いま

す。 

また、保護者のスキー場の無料というか、そうい

うのはどうかなというお話で伺ったのですけれど

も、１回５０円、１日券でも１,０００円という金

額でしたら、ただにしても同じでないかなと思うの

ですけれども、いかがでしょう。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員の子ども

と利用する大人のリフト券、１回券５０円、１日券

でも１,０００円の料金については、この無料化は

いかがでしょうかという御質問でございますが、今

現在、教育委員会としましては、子どもの体力増

進、なかなか今の子どもたちは外で遊ぶこととか、

冬のこのせっかくの冬期間において、外で活動して

もらうための奨励ということで、ここは無料化し

て、子どもたちがしっかりと町内のスキー場を利用

していただきたい。スキー場を利用するに当たっ

て、スキーを利用しなくても、ボブスレーでもいい

です。本当に家族でそこへ来て、雪遊びをしてもら

うような空間を、私は願っているところでございま

す。そこで、何せかんせ皆さんがスキーリフトに

乗って、スキーで競技をしていただくようになれ

ば、それはそれで本当によろしいのですけれども、

同行する大人の無料化というのは、同行してくる保

護者にしたら、子どもは無料だけれども、自分たち

がついていかなければいけないから、そこでお金が

かかるので、それが負担だという、多分お話かと思

うのですが、本当にうちの町はこの料金でやってお

ります。隣のまちに行きますと数千円かかるとい

う、子どもは無料でも数千円かかるというところ

で、スキー場の整備が違うかとは思うのですが、ぜ

ひ、お子様の冬期間の活動としましては、うちの町

を利用していただければなと思っています。 

大人の料金を無料化となっていきますと、子ども

と引率するからとかそうではなくて、町として、こ

のスキー場の利用、あと、大人を含めた健康増進を

どうするかということにも関わることになりますの

で、現時点での子どもと同行する大人の料金につい

ては、現在のところはまだ無料化ということの考え

方は持ち合わせておりませんので、今後、うちの社

会教育委員の意見だとか、スポーツ推進員も含め

て、その辺については、御意見等を諮りながら検討

していく項目とさせていただきます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 料金のことについては分

かりました。 

あともう一つ、小学校のスキー遠足、毎年、キャ

ンモア・スキービレッジに遠足で行っているという

ことですけれども、リフト代ですが、就学援助助成

金が去年からなくなったと聞いているのですけれど

も、なくなったのですか。援助を受けている方だと

思うのですけれども。 

○議長（中澤良隆君） 質問の趣旨は分かりました

か。 

それでは、教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員からのス

キー遠足、町外の施設へ行ったときのリフト券の利

用料についてでございますが、大変申し訳ございま

せん。今現在、町内の小学校がスキー遠足に行って

いる実態は調べてきておりますが、リフトの料金に

ついての支払い方がどのような形になっているか

は、私、今手持ちに持っていませんので、それに対

してのお答えは差し控えたいと思うのですが、就学

援助の中でどこまでの分を見ているかというのは算

出根拠を持っておりますので、それについては確認

をさせていただいた上での御回答となりますので、

現時点でスキー用具については助成制度を設けてい

るということで答弁させていただきましたが、料金

の関係については申し訳ございません。そこについ

ては未確認ですので、この場では御答弁できないと

いうことで、お許しいただきますようお願いいたし

ます。 

ただ、スキー遠足も、これも教育委員会が指名し

て絶対行けと言っているものではないので、その学

校においてスキー授業並びにスキー遠足の必要性に

ついてお話合いをして決めている内容と思っており

ますので、どこのスキー場に行くのか、実は全校が

全部キャンモア・スキービレッジに行っているわけ

ではございません。ある学校は富良野スキー場に

行っていますし、キャンモア・スキービレッジがい

いという学校もありますので、そこはそこの各学校

が決定されているとは聞いております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 今の件ですけれども、こ

れは小学校通信か何かで、スキー遠足が始まる時期

か何かに、中に括弧書きでリフト代５００円、括弧

書きで就学援助がなくなりましたと書いている場面
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を見たので、お聞きしたのですけれども、頂いてい

る方と頂いていない方がいるのかなという中でで

す。 

スキー授業に関してはここまでですけれども、リ

フトについてお伺いしたいと思います。 

先日、南富良野でロープが外れて、搬器が落ちた

ということがあって、新聞にも出ていましたけれど

も、更新をする検討に入っていて６億円ぐらいと。

立派なリフトで６億円ですから、上富良野の７億円

はちょっと大げさな話なのかなと思いましたけれど

も、リフトをいろいろ検索してみると、２人乗りと

いうよりも４人乗りが主流になってきているという

お話でございます。 

観光と合わせてということですけれども、何か事

故があったり、今年の場合、特に雪が少なくて営業

時間も短いということもありますけれども、万が一

休止するようなことになった場合を考えれば、早め

に更新したらいかがかなということで提案させてい

ただいたのですけれども、今、何でも高いときです

から、お金がないと言われればそれまでですけれど

も、何らかの助成金を利用してできないのかなと考

えていますが、スポーツ振興くじの助成金とか観光

振興事業とか、撤去、新設、更新等のいろいろなこ

とがあると思うのですけれども、地方自治体スキー

場整備事業などという補助金もあるみたいですけれ

ども、その辺で全く検討する気がないのかお伺いい

たします。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） １０番井村議員のスキー

場の関係で、特に冬期間におきまして、先ほど町長

からも答弁いただいたところでございますが、今年

度、令和８年度に向けて、修繕に向けた予算づけも

させていただき、過去に約５年間かけて計画的に整

備してきた経過がございます。ただし、設置してか

らもう４０年を超えておりますので、いつまでこの

リフトをきちんと長寿命化して使っていくかという

のは、これは町並びに教育委員会とも協議している

内容でございます。 

今現在、リフトの更新につきましては、まずは、

うちの子どもたちの、日の出スキー場の形状並びに

リフトの構造体を考えると、教育委員会としまして

は、今の滑走式リフトというのは、本当に小さなお

子様から安心・安全で乗れるリフト、外れたら必ず

止まりますし、それよりもチェアリフトが落ちると

か、そこからリフトが落ちるよりも人が落ちると

か、そういうことだけはありませんので、一番子ど

もにとっては安全な滑走式リフトだと、私は認知し

ておりますけれども、多分このリフト自体がそんな

に多くは製造されていないとも聞いておりますの

で、今後これを更新していくのかというのは、新た

な検証、協議が必要だと思われます。年間約３万

５,０００人から５万人の間で、昨今はかなりイン

バウンドの利用の方もいらっしゃると聞いておりま

すので、ただ町民だけの利用ではございませんが、

うちの町は駐屯地もあることから、駐屯地の隊員の

スキー訓練にも使っていただいているという実態も

聞いておりますので、これについてはきちんと整備

をしながら、現在としては新たにすぐ更新という形

の計画を持ち合わせていませんので、今現在の状況

を検査しながら、修繕等を図っていくことを優先し

たいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 北海道に今２台ぐらいと

聞いていますけれども、単純ですから、維持によっ

ては本当に壊れないのかなと思います。 

なぜあれかなといったら、ライトアップしたとき

に幻想的なラベンダーのあそこをちょっと高い、高

さの規定もありますけれども、その中で見ながら上

がっていって、歩いてでも、また往復でも利用され

たらきれいなのかなと思って、それと併せてペアリ

フトなり、４人乗りみたいな、距離は短いですけれ

ども。あと、上がり口ですか、景観を考えたら今の

場所ではどうなのかなとか、いろいろありますけれ

ども、そういうことで今回質問させていただきまし

た。 

ちょっと離れるかもしれないけれども、先ほどか

ら道の駅の質問などを出されている中で、肝心の町

なかの観光はメインとなるものがないのかなと。十

勝岳はありますけれども、そういう中で中心部に客

寄せするような話題というか、メインなところがな

い中で、そのようなリフトを設けて上がれば、事に

よっては客が来るのかなと。当然、それなりの乗る

料金を取って運営したらいいのかなと考えて質問さ

せていただきました。 

また、遠軽みたいにサマーゲレンデみたいな方式

で、本当に日の出山は小さくて低い山なので、体験

型みたいにしてインバウンドも含めて滑れるような

ゲレンデをつくったらいいのではないかなと思うの

ですけれども、キャンプ場もありますし、その辺お

伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） １０番井村議員の御質問に

お答えしたいと思います。 

リフトの観光での活用ということで御答弁させて

いただきたいと思います。 

お答えさせていただきましたが、効果というの

は、チェアリフトにした場合、観光面ではお客さん
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に景色を楽しんでもらうという効果は認めるところ

ですが、そのためには、今、ゲレンデのところにラ

ベンダーを植えたり、もちろん概算で７億円、多分

南富良野と違うのは、今の支柱の高さは支柱ごと換

えないとならないと思いますので、そういう意味

で、当時数年前ですが、概算で７億円を超える多額

の事業費がリフトだけで見込まれておりますし、観

光面で利用するのであれば、今のゲレンデをどうし

ていくのかということも考えなければなりません

し、そうすると、サマーゲレンデなども同じ場所で

は難しいのかなと。そして、サマーゲレンデだけで

はなくて、あそこにラベンダーを植えると、冬のゲ

レンデとしても利用がどうなのか、雪が少ない状況

で、そういうことも将来的には考えていかなければ

ならないのかなと思っております。 

現行では、先ほど答弁させていただきました、現

行の方式を当面維持していくと。将来的には、今の

設備も永遠ではありませんので、そのときどうする

のかというときには、やはり事業費、そしてそのと

きの利用者の人数、管理する人の人数ですとか、将

来の気候ですよね、先ほど教育長からも述べさせて

いただきました、冬、スキーをするには２か月ぐら

いしかオープンしておりませんし、夏に利用する場

合は先ほど言った南向きの斜面をどうするかという

問題、あとスキーの授業はそのときどうなっている

のか、いろいろなことを考えて、今後決めていかな

ければならないのかなと考えております。 

現状では、当面の間、今の方式で、安全性はもち

ろん担保していかなければならないと思っておりま

すので、それは十分留意しながら運営していきたい

と考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １０番井村悦丈君。 

○１０番（井村悦丈君） 今、雇用とか働く人の話

も出ましたので、現場で臨時採用されている方か

ら、最近の雪不足で始まるのが遅い、そして早く終

わる。期間は最低３か月、今年は１月ぐらいになっ

てしまったので、その中で、天気が悪くて止まった

ときは時給が補償される。期間の補償がない中で、

このままでは人は集まらないという話をいただいて

いますし、乗り場ですね。町内の人は乗り場を分

かっているから、駐車場から来るらしいのですけれ

ども、乗り場が分からないという意見もある中で、

当然ラベンダーを眺めながら登るのだったら逆のほ

うに設けて、支柱が邪魔にならなくてお花が両面に

見える辺りがいいのかなと思っているのですけれど

も。 

今後検討されるということで、これ以上は明確な

答えは出てこないと思うので、今後検討していただ

きたいと思います。 

もう質問をやめようかな。 

今後も安全に安心してスキー場を利用できるよう

な施設であってほしいのと、皆さんが楽しめる、町

内外の方々が気軽に滑られるようなスキー場の運営

をしていただきたいとお願い申し上げて終わりま

す。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、１０番

井村悦丈君の一般質問を終了いたします。 

 次に、８番中瀬実君の発言を許します。 

○８番（中瀬 実君） 私はさきに通告しておりま

す、町長に６点と教育長に２点ほどの質問をさせて

いただきます。 

まず１点目については、町道の維持管理について

お伺いをいたします。 

上富良野町には町道が路線で４３２本、町道の総

延長は４１５キロメートル、そのうち１級路線は

２８本であり、車社会の現在、全ての路線が生活

上不可欠な存在であります。しかしながら、これら

の路線は、供用開始から年数が経過して経年劣化が

多く見られ、路面状況は非常に悪い状態が見られる

状況にあります。 

令和７年に町道１２路線の路面調査が実施されま

した。この調査の結果を基に、今後改修工事が行わ

れると思いますが、この調査の結果についてまず伺

います。 

一つ目、今回の調査路線は全て１級路線でしょう

か。この調査の結果について伺います。 

二つ目は、オーバーレイで改修する路線は何路線

あるのか。 

三つ目、路面地盤から改修する路線は何路線ある

のか。 

四つ目は、今後、主要道路の路面調査をする考え

はあるのか。 

２項目め、空き家対策について。 

人口減少・過疎化に伴い、全国的に空き家が増え

社会問題となっている。国は空き家対策の推進に関

する特別措置法で増え続ける適切な管理がされない

空き家（特定空家）が地域に悪影響を与えるのを防

ぐため、２０１５年に施行されました。その後、

２０２３年改正された法律で、市町村による実態調

査、所有者への助言、指導、勧告、命令が定められ

ており、特に居住や使用されていない空き家、周辺

に悪影響を及ぼす特定空家が特に問題になっている

と思われます。 

一つ目は、上富良野町で空き家は何件ぐらいある

のでしょうか。そのうち特定空家は何件あるので

しょうか。また、その全体的な不良住宅は何件ある

のでしょうか。 
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二つ目は、解体するための費用助成は、住宅リ

フォーム解体助成の工事費５０％、上限１００万円

と工事費２０％、５０万円しかないのでしょうか。

また、解体促進のための取組は考えられているので

しょうか。 

３項目めは、全国学力・体力テストについて。 

全国の小学５年生、中学２年生全員を対象とした

文部科学省スポーツ庁が、子どもの体力等の現状把

握と向上を目的とした調査で、学力テストは国語、

算数等、体力テストは握力、５０メートル走等の実

技、生活習慣に関するアンケートで構成され、毎年

結果が公表されておりますが、そこで伺いたいの

は、上富良野の子どもたちの数値はどのようになっ

ているのでしょうか。 

２番目、教育委員会として、これらの数値を踏ま

え、教育方針にどのように生かされているのでしょ

うか、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤 繁君） ８番中瀬議員の３項目のう

ち、１項目めと２項目めの御質問にお答えいたしま

す。 

 まず、１項目めの町道の維持管理に関する４点の

質問にお答えいたします。 

まず、１点目の調査路線の種別についてでありま

すが、今回の調査は１２路線で行い、このうち１級

が６路線（５.４キロメートル）、２級が４路線

（２.３キロメートル）、その他級が２路線（０.８

キロメートル）となっております。 

調査結果については、ひび割れ、わだち掘れ、平

たん性の調査を行い、損傷レベルが大きく修繕が必

要とされた区間は、約５.４キロメートルにおいて

確認されました。 

次に、２点目と３点目の改修する路線についてで

ありますが、関連がありますので一括してお答えい

たします。 

本年度、路面性状調査と合わせ、現地にて路盤厚

を確認した結果、現在の規格に合わない路線もあっ

たことから、路盤改良から改修する路線もあり、

オーバーレイ舗装を主とした路線は１０路線、改良

舗装を主とした路線は２路線という調査結果とな

り、このうち令和８年度はオーバーレイ舗装により

南１条通り、南基線、北２４号道路、北２８号西道

路、東１丁目通りの５路線、約１.４キロメートル

で計画しているところであります。 

次に、４点目の今後の主要道路の路面性状調査の

計画についてでありますが、現在計画しています

１２路線の整備を優先的に行い、一定程度完成が

近づいた段階で次期の路面性状調査を行う予定であ

りますので、御理解を賜りたいと存じます。 

次に、２項目めの空き家対策についての２点の御

質問にお答えいたします。 

まず、１点目の空き家の件数についてであります

が、本町の空き家状況につきましては、実態調査や

住民の方からの通報に基づき、総数で１０５件を把

握しております。 

御質問の特定空家及び不良住宅につきましては、

現在いずれもゼロ件となっております。特定空家に

つきましては、私有財産への配慮から、まずは対話

による自主的な改善を促している結果であり、また

不良住宅につきましては、空き家再生等推進事業の

補助金申請を起点として、国の基準に基づき個別判

定を行うものであるため、現時点で申請及び認定に

至った実績はありません。引き続き、所有者の責任

による適正管理を見守り、必要に応じて制度周知を

行ってまいります。 

次に、２点目の解体費用の助成制度についてであ

りますが、本町の解体費用助成につきましては、住

宅改修費等補助金事業において、不良住宅に対する

工事費の５０％かつ上限１００万円、その他の空き

家に対する工事費の２０％かつ上限５０万円となっ

ております。 

この助成額につきましては、国の空き家再生等推

進事業を財源とした間接補助の仕組みを活用してお

り、国が示す支援の枠組みの中で適切に運用してい

るものであります。現在のところ、本事業による認

定実績はありませんが、町といたしましては、この

現行の制度をまずは空き家所有者の方々へ周知し、

理解を深めていただくことが重要であると考えてお

ります。私有財産の処分には多額の費用が伴うた

め、所有者が解決を検討される際に、本制度が有効

な選択肢の一つとなるよう、引き続き案内を続けて

いく考えであり、今のところ制度の拡充は考えてお

りませんので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ８番中瀬議員の３項目め

の全国学力・体力テストについての２点の御質問に

お答えいたします。 

まず、１点目の全国学力・学習状況調査及び全国

体力・運動能力、運動習慣調査の結果についてであ

りますが、文部科学省の公表資料に基づき、児童生

徒、保護者に対しましては、各学校からお知らせ

し、町民皆様へは町広報紙やホームページを通じて

周知させていただいております。 

令和７年度全国学力・学習状況調査においては、

小学校の国語及び理科が全国平均を上回る一方、算

数については全国平均をやや下回る結果となり、中

学校では国語、数学、理科の全教科において全国平

均を下回っており、学力向上に向けた継続的な取組
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が必要であると認識しております。 

一方、令和７年度全国体力・運動能力、運動習慣

調査につきましては、小中学校ともに男女全ての区

分で全国平均を上回るという結果となっておりま

す。 

次に、２点目の各調査結果数値に基づく教育方針

への反映についてでありますが、教育委員会といた

しましては、調査結果を単なる数値として捉えるの

ではなく、本町の教育の現状と課題を知る重要な指

標として分析し、毎年度の教育行政執行方針並びに

学校ごとのグランドデザインに反映させておりま

す。 

具体的な取組として、１点目は、学力向上と授業

改革の推進として、中学校全般及び小学校算数の課

題克服のため、「確かな学力の育成プラン」を作成

し、基礎的・基本的な学習内容の定着を図っており

ます。 

２点目は、ＩＣＴ活用と個別最適な学びの充実と

して、新たな学習支援システム「ロイロノート・ス

クール」を全学年で積極的に活用し、子ども同士が

考えを共有する協働的な学びを推進してまいりま

す。 

３点目は、体力の向上と専門性の確保として、体

力面では、各校が独自の目標を掲げる「１校１実

践」の取組を実施してまいります。 

さらに、令和８年度は、北海道教育委員会から体

育エキスパート教員を上富良野小学校へ週１回程度

招聘し、専門的な指導を受けることで、子どもたち

の運動能力をさらに伸ばすとともに、教員の指導力

向上という相乗効果を期待しております。 

教育委員会といたしましては、これらの調査から

明らかになったよい点は伸ばし、課題は着実に克服

できるよう、子どもたちが「主体的・対話的で深い

学び」を実感できる教育環境を整えてまいりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問ございますか。 

 ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 今回、業者に委託して道路

舗装、路面性状調査を実施いたしましたが、この調

査というのは、どういう方法で調査されたのか、私

は中身が分かりません。いろいろな方法があると思

いますけれども、路面調査の項目は何点あって、ど

ういう調査をされたのか、まずお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ８番中瀬議員の業

者による調査内容の質問でございますけれども、質

問の大きなポイントといたしまして、３点ほどござ

います。 

１点目がひび割れ、横クラックだとかメッシュク

ラック等に関して、これは上からレーザー光線とい

うか赤外線を当てて調べるもの。２点目が走行でで

きるわだち掘れでございます。その減り具合です

ね。それと、平たん性、道路的に波が打っているか

という平たん性の調査を行ったところでございま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 路面性状調査というのです

か、これは今回が初めてで、今まではこういう調査

はやらないで、今まではオーバーレイとか路面改良

工事で道路を修繕していたのか、その辺のところは

どうだったのでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ８番中瀬議員のこ

れまでの修繕方法、確認方法の質問でございますけ

れども、今まで、従前であれば見た目による目視

で、ここからここの区間をちょっとわだち掘れがひ

どいからオーバーレイしましょうだとか、改良舗装

につきましても、これも目視、あと試掘もありまし

て路盤が薄いだとか、その辺の確認をして実施に

至っていたわけですけれども、今回に関しまして

は、以前から御指摘も受けた路線もございます。そ

の中で、延長も長いことから業者にお任せして、適

正なデータをいただいた中で、ただ漠然とここから

この区間ではなく、大丈夫な区間、ここは１００

メートル空けてもいいね、そこからまた直しましょ

うだとか、そういうようなデータをいただいて、私

どもに提供されたところでございます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 今の時代ですから、そうい

うデータを基に工事を行ったほうが効率的でもあり

ますし、目視とかそういったことでなく、そういう

ことを続けて行ったほうが当然いいと思いますか

ら、今後においてもそういったことで行っていただ

ければと思っております。 

そこで、次に伺いたいのは、今回はたまたまオー

バーレイを行うということであります。このオー

バーレイの今の時点の工事の施工単価は１平方メー

トルというか、私、どういうふうな方法か分かりま

せんが、単価的なものを分かれば教えていただきた

い。 

○議長（中澤良隆君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ８番中瀬議員の施

工に当たる平方メートル当たりの単価でございます

が、以前調べた中では、３センチ程度のオーバーレ

イをして、平米当たり単価は経費抜きで１,０００

円から１,２００円という記憶はございますけれど
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も、それが今適正な単価かということは正確ではな

い単価ですけれども、過去に記憶している単価とい

うことで御承知おきください。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 今、課長の説明では、３セ

ンチの厚さ、広さは１平米で１,０００円。今、私

聞き間違ったらごめんなさい、１,０００円から

１,２００円と言いましたか。数字間違っていませ

んか。 

以前に、前の課長にオーバーレイの単価を聞いた

ときは、この単価ではありませんでした。だから、

違うのではないかなと思いますが、それは分からな

ければ後で結構です。 

それと、オーバーレイではなくて、路盤から改良

する場合の単価、これはどれくらいになっている

か。 

（「暫時休憩」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時１２分 休憩 

午後 ２時１５分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩を解いて、会議を

再開いたします。 

 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ８番中瀬議員の先

ほどの平方メートル当たりの単価につきましては、

後ほど道路の改良のメートル当たりの単価と併せま

して、今調べておりますので、分かり次第答えさせ

ていただきます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 単価のことについては後で

も結構ですし、単価のことを聞いたこと自体が今回

の質問と特別離れたということではないと思ってお

りますが、今後、町道を管理していく上で路線がま

だまだたくさんあります。ですから、一遍にはでき

ないわけですよ。当然のことながら今年はオーバー

レイを５路線、そこをやっていくということで、今

後もいろいろ道路が結構駄目になってきたときに

は、予算が当然ついていかなければならない。その

ときに幾らかかったら、これぐらい延びるのだとい

うのは目安としては分かっていなければならない。

町のほうも当然そうでしょうけれども、私たちだっ

て、むやみやたらに金がこれだけかかるのに、これ

だけやれとは言えない。だから、そういったことの

基礎とするためのこととして聞いたわけで、特別か

け離れたことを言っているわけではないので、御理

解をいただきたいと思います。 

今後において道路管理者としては、道路が凸凹に

なっていたときに、いろいろな道路を走行している

ときに、車が傷んだとか、この道路は管理が悪いと

か、そういった感覚のクレームは、令和７年度中に

はそういった事案はなかったのかどうかお伺いしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ８番中瀬議員の道

路管理に関する御質問にお答えさせていただきま

す。 

確かに毎年ではございますけれども、ここに１０

センチぐらいの穴が空いているだとか、横断クラッ

クですとか、走ったら振動を受けるだとか、そうい

う通報とかは年間何か所もございます。ただ、分

かった時点で直すものと、連絡いただいて直すもの

はございますけれども、交通安全の管理上、都度修

繕して対応していきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 道路維持管理については、

町のほうも財源があまりない中で、道路維持に関し

ては非常に苦労されて管理されていることに対して

は、私も理解はしないわけでなく、今後について

も、町民の皆さんの車が安心・安全で走れるような

道路を維持していただきたいと思いますので、よろ

しくお願いしたいと思います。 

２項目めの空き家対策についてでありますが、空

き家ですが、基本的には上富良野町の調査した中で

は、今回は特別な指定をするような空き家はなかっ

たということであります。ですが、今後そういった

空き家が長年放置されると、いわゆる特定空家とか

不良住宅になっていく可能性が十分あると思われま

す。そういったことを踏まえて、当然のことなが

ら、町としては個別でいろいろ所有者に適宜管理を

周知されているということは理解しました。 

たまたま住宅を壊しました。町からの助成ももら

わないで壊しました。壊したときに今までは住宅が

建っていた。だから、住宅が建っていることによっ

て宅地の税金の部分というのは住宅何とか、私、

はっきりした言葉は言えませんが、少し税金が変わ

りますよね。一般的に家を壊したときには、宅地に

なったらどれくらいというか、そういうものが分か

れば。それが分からなかったら壊す人も結局はお金

がかかる。そして、たまたま壊さないでおいたほう

が得だということになったら、壊すのも壊さなく

なってしまうわけです。 

○議長（中澤良隆君） 中瀬議員、今のは通告外に

なるかと思うのですが、要するに固定資産税の話で

すよね。 
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○８番（中瀬 実君） 解体するのに対して、進ん

で解体しようと思わなくなってしまう条件がそこに

あるのではないかと。結局税金が今まで不良住宅で

建っていた状態の税金と、壊したら税金がちょっと

高くなる。だから、それは壊さないでおいたほうが

いいのではないかということで、壊さない選択をす

る可能性があるということであれば関連があるので

はないですか。 

○議長（中澤良隆君） 今、１項目めの空き家は何

件あるのか。特定空家、また不良住宅は何件くらい

あるのかということには該当しないですよね。 

○８番（中瀬 実君） そこには該当しなくても、

結局はこの項目の中では…… 

（「委員長、暫時休憩」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時２２分 休憩 

午後 ２時２４分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 休憩を解いて、会議を再開

いたします。 

 ただいまの質問に対して答弁をいただきます。 

町民生活課長。 

○町民生活課長（安川伸治君） ８番中瀬議員の空

き家に係る固定資産税の軽減措置についてでござい

ますが、空き家の敷地が２００平米以下であれば６

分の１の措置となります。２００平米を超えた場合

につきましては３分の１という制度になっていると

ころでございます。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） ２番目の解体するときの費

用助成についてお伺いいたします。 

こちらは、住宅のリフォーム解体助成費の工事費

の中の５０％、１００万円と、工事費の２０％の

５０万円というのが、今現在、町で助成している

部分だと承知いたしました。ですが、今年も解体の

申請は５件ぐらいあったはずですが、そのうちの２

件が今回対象になりました。その２件が対象になっ

た、その選定の基準というか、理由というのはどう

いう順番でそこを解体２件と決めたのか、分かれば

教えていただきたい。 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩といたします。 

────────────────── 

午後 ２時２６分 休憩 

午後 ２時２８分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） 暫時休憩を解いて、会議を

再開いたします。 

 ただいまの件について答弁を求めます。 

 建設水道課長、答弁。 

○建設水道課長（菊地 敏君） ８番中瀬議員の解

体に伴います選定の理由でございますけれども、私

どもは受付時に解体費用の見積書を添付していただ

きまして、それを基に適正な内容であれば許可する

内容となっております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） これから毎年、解体を申請

して、助成を受けようとする人が出てくる可能性は

あると思います。ですから、申請したから必ず当た

るということではないということですよね。だか

ら、そこら辺のところは、この答弁の中では改めて

解体費用を拡充することは考えておりませんという

ことですから、できるだけこの中でやっていただけ

ればと思っております。 

次に参ります。 

全国学力・体力テストの関係についてお尋ねいた

します。 

こちらについては、子どもたちの体力と学力は、

教育長から答弁がありましたけれども、全国平均を

若干上回っているのは体力で、学力の関係では

ちょっと全国的には下回るというような感じの答弁

をいただきました。こちらについては、全国的な状

態では上回る、下回るとかということで、全道的と

か、そういった数値はないのですか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ８番中瀬議員の全国学力

状況、体力状況に関わる調査に対する私からの答弁

で、全国平均の数値に基づいてうちの町の現状につ

いて述べさせていただきましたが、全道についても

確認させていただいております。ただ、やはり全国

と全道、両方を本当は申し述べればよかったのかも

しれないのですが、ここはきっちり保護者、子ど

も、あと広報、ホームページ上にも全国、全道につ

いては数値に基づいて周知させていただいておりま

すので、私からの答弁は全国ということで比較させ

ていただいた答弁となっております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 次に、私は昭和２３年生ま

れです。昭和２３年生まれというのは団塊の世代で

す。最近の、こういった議会の中でもそうですが、

横文字が多いです。 

今回も出てきております。２点目、ロイロノート

という言葉が出てきます。それで、私もない頭で調

べさせていただきました。株式会社ＬｏｉＬｏ（ロ

イロ）が提供するクラウドアプリで、タブレットを

活用して、主体的、対話的な深い学びを進める、そ
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ういったのがロイロノート・スクールで推奨する方

法だというのは理解できました。 

これは今、上富良野町の小学校か中学校で、既に

実施されているのでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ８番中瀬議員の２点目の

ＩＣＴ活用による学習支援システムについての御質

問にお答えします。 

私が答弁させていただきましたロイロノート・ス

クールにつきましては、令和８年度から導入するシ

ステムで、今現在使っているシステムはスマイルネ

クストという、今まではＷｉ－Ｆｉにつながない学

習支援システムを使っていたのですが、それである

と、学校の担任の先生と生徒との相互関係で情報が

リアルにできないことから、このロイロノートを使

いますと、Ｗｉ－Ｆｉ環境に基づきまして、きちん

と適時、学習状況と、あと、子どもと保護者と学校

との連携ができることから、この学習支援システ

ム、ロイロノート・スクールを令和８年度から導入

し、全学年で提供させていただこうと思います。 

もちろん健康管理も一回一回学校から電話が来な

くても、このロイロノート・スクールを使えば、今

も現在システムで行っておりますが、出欠、あと体

の状況の健康調査もできております。 

本当に中瀬議員、御心配のとおり、私どもが育っ

たときには、一切何もシステムがなく電話で、保護

者、生徒が学校と一緒に連絡調整していたところで

すけれども、今はこのシステムを使いますと、１人

のコメントが３０人いても４０人いても、１つの画

面で、先生の校務支援システムの中で、全て子ども

たちの意見と情報が把握できるようになっています

ので、かなりこれは教職員の校務支援システムとし

ても十分に活用していける内容だと、町としては推

奨していきます。 

また、このロイロノートにつきましては、教育大

学並びに教員を養成する学校でも、ほとんどの学生

がこれを使って実習していることと、あと、管内に

おいてもかなりこのシステムを使っての授業改革を

進めているということでの実践から、町においても

導入を決めたところです。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） ロイロノートの関係につい

ては、令和８年度から導入して、子どもたちにこれ

を取り入れることによって、思考力、プレゼン力、

英語４技能の育成ツール、そういったものをうまく

活用していけば、勉強に非常に活用されるというこ

とのようです。それは間違いありませんか。 

問題は、このロイロノートそのものが、教える側

の先生、それから受ける側の生徒、当然のことなが

ら、そういったものを使うのに対しては、私が

ちょっと見た感じでは、先生は無料だと。だけれど

も、生徒は初年度だけ無料。そして、次年度以降は

幾らになるか。それが分からないのですが、そこら

辺の情報は得ていますか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ８番中瀬議員のロイロ

ノートシステムの導入に関わる経費についてでござ

いますが、中瀬議員、お調べいただいてありがとう

ございます。今現在、うちもスマイルネクストとい

うシステムを入れておりますが、このロイロノー

ト・スクールにつきましても、現行の予算の中で、

教員並びに児童生徒につきましても、町の行政費用

の中でこのシステムは活用できるということで、今

進めております。 

単価が幾らで積算しているかは、確認して、後ほ

ど答えさせていただきます。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 次に、教育長から答弁があ

りました１校１実践という取組については、学校独

自の目標を掲げるため、各学校によって目標が違っ

て、一つの学校で１実践する。上富良野町には小学

校、中学校がありますが、これは小学校も中学校も

その取組を実施していこうとしているということで

理解していいのですか。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ８番中瀬議員の体力の向

上に関わる１校１実践についての御質問にお答えさ

せていただきます。 

議員御質問のとおり、各校において各学年ごとに

おける課題がありますことから、そこは各学校にお

いてその取組を校長と教員の間できちんと話合いを

して実践に取り組むということで聞いております。 

今現在聞いているところによりますと、まず長距

離でいうマラソン、これは大変持久走においても体

力向上につながることから、マラソンは町内の３校

とも実践、取り組んでいます。あと、ある学校に

よっては縄跳び、ジャンプ力と腕等の体幹を鍛える

ためのトレーニングということで縄跳びを導入して

いるところ、あとはハイジャンプ、跳躍力というと

ころで行っているところもあります。あと、うちの

町の課題としては、やはり一番は柔軟性です。大変

子どもたちのけがも多いと聞いておりますので、こ

こは各関節も含め、きっちりと子どもたちの体力増

進とともに、柔軟性については少し課題があると聞

いていますので、この辺については来年度以降、各

学校においても少しその辺の取組も強化していただ

ければということで、私のほうから校長会を通じて
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話をしていきたいと思います。 

なお、中学校においては、これという種目は決め

ないで、昼休みにおいては必ず体育館並びに屋外に

おいて、それぞれで少し自分たちの苦手なところを

克服できるように、自己実現のためのプログラムと

いうことで、タブレットを使って、それぞれに向

かってそれぞれが活動するような実践を進めている

と報告を受けております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 子どもたちは健康で元気

で、そして学力がつくことが一番理想ですよね。弱

くて頭よくても、これまたちょっと残念なので、や

はり体力面も、それから学力の面も両方一緒になる

ことが一番理想的なことだと思っております。そう

いった点では、教育委員会という立場では、いろい

ろな面で、学校の教育に関してはいろいろな課題は

たくさんあるのだと思っております。私どもでは分

からない部分のいろいろな苦労もあるでしょうし、

子どもたちに対するこれからの指導もいろいろある

でしょう。ですから、教育委員会としては、今後の

子どもたちのために、少しでも上富良野町の子ども

たちが立派に育ってくれるように、いろいろ指導し

ていただきたいと思っております。 

ですから、教育長が今後、町の子どもたちがこう

いうふうに育ってほしいなという思い、もし教育長

の思いがあれば聞かせていただきたいと思っており

ます。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ８番中瀬議員の、これか

ら上富良野町の子どもたちに期待する私からの思い

という御質問をいただきましたので、少し私のほう

から答弁させていただきます。 

本当に、中瀬議員が今御発言いただいたように、

子どもたちの健康並びに子どもたちの学び、そして

心健やかに育っていくことが基本だと思っておりま

す。 

今回、この調査の中には、まず学校に行くことが

楽しいかどうか、あと、友達とどうなのか、あと、

子どもたちがどのようなことを今本当にもしかした

ら悩んでいるかということも、ここでは聞いていま

す。そういうところをしっかりとアンケートを通し

て、私ども関係者が把握し、各学年ごとで抱えてい

る課題はそれぞれあると思いますので、そこの対応

については、各学校、各学年、各クラスに応じて、

そこについてはきちんと情報共有し、教育委員会と

しましては、上富良野の子を健やかに育てるよう、

ここについては推進していくよう、私も令和８年度

に向けて取り組んでまいりたいと思います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ８番中瀬実君。 

○８番（中瀬 実君） 最後ですが、先ほどから議

長、それから職員の皆様に、通告外の質問でいろい

ろな御迷惑をおかけしたことをおわびして、私の質

問を終わります。 

○議長（中澤良隆君） 先ほどのロイロノート・ス

クールの単価の関係を、教育振興課長から答弁願い

ます。 

○教育振興課長（高松 徹君） ８番中瀬議員から

のロイロノート・スクールの年間の利用料の金額に

ついてですが、令和８年度予算として、小中４校で

７３万７,０００円を計上しております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） もう１点、先ほど建設水道

課のほうで宿題がありましたので、答弁をお願いし

ます。 

○建設水道課長（菊地 敏） ８番中瀬議員の道路

の修繕に関する施工単価でございますけれども、

オーバーレイにつきましては、経費を抜きまして平

方メートル当たり２,１７５円、改良事業につきま

しては平方メートル当たり４万１,６３３円となっ

ているところでございます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、８番中

瀬実君の一般質問を終了いたします。 

 これにて、本日の町の一般行政についての質問を

終了いたします。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

 明日の予定について、事務局長から報告いたさせ

ます。 

 事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げます。 

明日３月６日は本定例会の４日目で、本日に引き

続き、町の一般行政についての質問を行います。 

開会は午前９時です。定刻までに御参集願いま

す。 

以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 御苦労さまでした。 

午後 ２時４５分 散会 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 御出席、誠に御苦労さまに

存じます。 

ただいまの出席議員は１３名でございます。 

これより令和８年第１回上富良野町議会定例会４

日目を開会いたします。 

直ちに本日の会議を開きます。 

本日の議事日程は、あらかじめお手元に配付した

とおりであります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告 

○議長（中澤良隆君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げます。 

本日の町の一般行政についての質問は、４名であ

ります。 

以上でございます。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（中澤良隆君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定に

より、議長において、 

１０番 井 村 悦 丈 君 

１１番 北 條 隆 男 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎日程第２ 町の一般行政について質問 

○議長（中澤良隆君） 日程第２ 町の一般行政に

ついて質問を行います。 

質問の通告がありますので、順次発言を許しま

す。 

初めに、１２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私は、さきに通告してい

た人口減少対策としての子育て支援に関して、町長

に１項目５点の質問をさせていただきたいと思いま

す。 

町では、上富良野町こども計画を策定し、子育て

支援に係る各事業を推進しています。町内に身近な

親族を持たない単身世帯が多く暮らす上富良野町に

おいて、子育てのしやすさを高めることは、子育て

世帯の定住意欲を高め、次の子どもを産み育てよう

とする意識にもつながり、結果として人口減少の抑

制に寄与する重要な要素であると考えております。 

上富良野町は、近隣市町村と比較しても、町の職

員として保育士や助産師などの専門職が比較的多く

配置され、妊娠期から出産後まで、専門的な知見に

基づいた支援が行われるなど、子育て支援の体制は

一定程度充実していると認識しております。また、

一時預かりやファミリーサポート事業など、子ども

を預ける仕組みについても整備が進んでいると考え

ています。 

官民様々なサービスが提供され、以前より子育て

に係る困り事を相談できる先が増えている一方、町

内に身近な親族を持たない単身世帯、特に移住者な

ど、地域とのつながりが薄い中で子育てをしている

世帯が多く存在している現状において、制度やサー

ビスが存在していても、日常的な孤立感や不安を抱

えやすい状況があると感じております。制度や相談

先が整っている一方で、急な残業で習い事の送迎が

できない、頼める相手が思い浮かばないといった日

常の小さな困り事が積み重なって孤立化につながっ

ているのではないかと感じております。 

そこで、町長に対し以下５点について所感をお伺

いいたします。 

１、子育て支援政策が担う人口減少の抑制につい

ての町長のお考えをお伺いいたします。 

２、現在の子育て支援の取組の中で、特に他自治

体と比べて評価できる点や、本町の強みだと考えて

いる点をどのように捉えているかお伺いいたしま

す。 

３、支援体制や制度が一定程度整ってきた中で、

町として今後さらに強化していきたいと考えている

分野や、現時点で感じている課題感はどのような点

があるか、町長の問題意識をお伺いいたします。 

４、町内に身近な親族を持たない単身世帯が孤立

しないために、どのような点で行政として関わる余

地があると考えているかお伺いいたします。 

５、本町では、ファミリーサポート事業をこども

サポート富良野という法人に委託する形で実施して

おり、民間の専門性や柔軟性を生かした取組が行わ

れていると認識しております。一方で、町として

は、法人の主体性を尊重するという観点から、その

活動に対して積極的に関与することには慎重な考え

方もあるのではないかなと感じております。しかし

ながら、子育て世帯の孤立感を解消し、地域の中で

のつながりを広げていくという政策目的を共有する

ことと、法人の自主性を尊重することは、必ずしも

矛盾するものではないと考えております。 

先日、ファミリーサポート事業についてのヒアリ

ングを行ったところ、担い手側の負担感やサポー

ター会員の処遇の在り方についての課題感を聴収い

たしました。 

そこで、町として、こどもサポート富良野をはじ
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めとする民間団体を、単なる事業の委託先としてで

はなく、子育て支援や人口減少対策を共に担うパー

トナーとして位置づけ、官民連携によって新たな可

能性を広げていく考えはあるか、また、その際に町

が担う役割について、町長の見解をお伺いいたしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の人口減少対

策としての子育て支援についての５点の御質問にお

答えいたします。 

まず、１点目の子育て支援政策が担う人口減少の

抑制については、全国的に急速な出生率低下による

少子化、人口減少に抜本的な対策が求められる中、

令和５年４月に政府は、こども家庭庁を発足し、全

ての子どもが将来にわたって幸福な生活を送れるよ

う、子ども施策を総合的に推進するこども基本法を

施行し、同年１２月にはこども大綱発出により子ど

も施策に関する基本方針等を定めました。 

当町においては、現在、令和７年度から令和１１

年度を期間とする上富良野町こども計画を進行中で

あり、子ども、若者、子育て家庭へライフステージ

に合わせて必要な支援を切れ目なく行っているとこ

ろであります。 

子育て支援の充実を図ることにより、子どもを産

み・育てやすい環境を構築することで、少子化の進

行を抑制し、人口減少の抑制を図ってまいります。 

次に、２点目の現在の子育て支援の取組の中で、

特に他自治体と比べて評価できる点や、本町の強み

だと考えている点についてでありますが、まず、令

和５年４月にオープンしたこどもセンターにて、子

育て支援の拠点を設置し、子育てに関する事業を幅

広く展開しております。 

また、乳児家庭全戸訪問事業や、かみふっ子検診

など、妊娠・出産・育児の切れ目のない支援を助産

師、保健師、保育士等の専門職が行い、全ての子育

て家庭の皆様と必ず直接会う機会を設け、小さな町

だからこそできるきめ細やかな支援、それにそれぞ

れの家庭が持っている家庭の子育て力に合った必要

な支援を行っております。 

次に、３点目の強化していきたいと考えている分

野についてでありますが、現在実施している事業の

継続を第一とし、町として具体的な事業の予定はあ

りませんが、国や道の動向を注視し、必要に応じた

事業を行ってまいります。 

また、現時点で感じている課題といたしまして

は、貧困やヤングケアラー等の家庭環境、虐待等の

家族関係、病気や障がいなど様々な困難な状況にあ

る家庭に対する支援体制の構築が課題と感じており

ます。 

次に、４点目の町内に身近な親族を持たない子育

て世帯が孤立しないために、健診や子育て支援事業

の実施、育児サークルの紹介や各種相談窓口の周知

など、子育てに関する困り事について対応を図って

おります。 

次に、５点目の町におけるファミリーサポート事

業についてでありますが、上富良野町こども計画の

中でも地域の子育てを支える重要な取組として位置

づけております。民間法人の現場力や機動性によ

り、行政のみでは対応が難しい多様なニーズに応え

ることで、子育て世帯の不安や孤立の解消に寄与し

てきたものと認識しており、安心して子どもを産み

育てられる環境づくりは、少子化対策の観点からも

重要であると考えております。 

また、町が専門職による支援を担う一方で、ファ

ミリーサポート事業は地域住民による支え合いを特

色としており、相互に補完することで地域全体で子

育てを支える体制の充実につながるものと捉えてお

ります。 

一方、担い手の確保や負担軽減など、安定的な運

営に向けた課題もあることから、町としても重要な

課題として受け止めております。 

今後においても、同法人を地域の子育て環境を共

に支えるパートナーとして連携を深め、財政的支援

の在り方の検討や人材確保・育成、関係機関との連

携強化を図りながら、官民がそれぞれの役割を果た

し、地域の実情に即した子育て支援の充実を図って

まいります。 

○議長（中澤良隆君） 再質問はございますか。 

１２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） それでは、まず１点目の

子育て支援と人口減少抑制に関する点に関して再質

問させていただきます。 

先ほどの御答弁では、全国的な少子化傾向や若年

人口の減少といった構造的要因について説明があり

ました。しかし、本町の出生数は２０１４年には年

間７８人であったものが、２０２４年、この１０年

間で約４９名と減少しており、率にして約３７％減

少しております。まず、この１０年で出生数が約４

割減少しているという事実について、町長として

は、全国的傾向の反映と整理しているのか、それと

も、本町において何らかの質的な変化が生じている

と認識しているのか、町長の現状認識をお伺いいた

します。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

出生数の減少についてですが、全国的傾向だと考

えております。全国と比べて凸凹はあるかと思いま
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すが、基本的にはそういう傾向だと思っております

し、特に上富良野町内において今のところは特殊な

要因はないと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） もちろん私も全国的にそ

の傾向があることは承知しておりますが、ちょっと

この３４％というのは異常な数字ではないかなと私

は目を疑い、それで何か上富良野で特有の傾向等が

あるのかなと、まだその検証はできてはいないので

すが、その辺町長はどうお考えなのかをお伺いした

いなと思って聞きましたが、これは全国的傾向であ

り、上富良野特有の何らかの事象が起こっているわ

けではないという認識であるということを確認させ

ていただきました。 

この少子化、出生数減少の要因ですが、もちろん

様々な要因が複合的に重なっているということは多

分共通の認識であるのかなとは思います。例えば、

出産年齢の中心層の世代交代、コロナ禍による社会

的影響、あるいは第一子は出産しても第二子をため

らう世代の増加など、複合的な要因が重なっている

可能性は非常に高いと考えられると思っておりま

す。 

また、制度整備や財政支援が進む一方で、特に単

身世帯については、地域内の支え合いの関係性が弱

まり、日常生活レベルの子育ての負担感が強まって

いる側面があるのではないかという仮説も成り立つ

かなと思っております。 

その上でお伺いいたしますが、仮に社会的な要因

が多く構造的要因が大きいとしても、その中には自

治体として対応可能な領域があるとお考えか、それ

とも、構造的問題であり自治体としては限界が大き

いと整理しているのか、本町としての基本的な姿勢

を町長にお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

少子化の原因として構造的な原因があるのではな

いかと。単身世帯の増加、核家族化、そういうこと

も全国的に見た一般的な構造的な要因というのは、

それはあるのではないか、否定できないと思ってお

ります。 

これを解決するために自治体はどうするのか。１

００％というのは難しいのかもしれませんが、自治

体としてはやはりそれは問題であれば、それはでき

る範囲でしっかりと自治体も努力する分野があるの

だろうと思っておりますし、現在もその分野につい

てはできる限りニーズに合うように施策を進めて

いっておりますし、これからも行っていくつもりで

あります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） ただいまの御答弁は、ま

だまだ自治体としてできる余地は残されているとい

う御答弁であったかなと思い、安心したところであ

ります。私は、このたびの質問を行う上で、自治体

の子育て支援政策によって、僅かではあったとして

も出生数の増加を実現できると信じており、その思

いを町長と共有したいと考えております。 

その上で２点目と３点目は関わりがある部分なの

で、併せて再質問させていただきます。御答弁でも

あった乳児家庭全戸訪問や専門職による切れ目のな

い支援体制は、まさに本町の強みであり、事実うち

の家庭においても助産師さんや保健師さんとの面談

はとても心強かったことをよく覚えております。で

すから、母子の健康面を考えた際に、これらの行政

サービスはとてもありがたいものであると理解して

おります。 

一方で、先ほど確認させていただいたとおり、本

町の出生数はこの１０年で約３７％減少していま

す。そこで、現在実施している支援策は、子育て支

援の制度としては整っていると認識しております

が、それが実際に出生数の下支えや、特に第二子以

降の出産の後押しにつながっているのかという点に

ついてはどのような評価をされているか、町長にお

伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

現在の子育て支援制度が、出生率の減少を食い止

めたり増加、そういうことに貢献しているかどうか

ということですが、なかなかこれを検証するのは難

しいのかもしれません。他の町村と比較したり、同

じ上富良野町の過去何年間、そういうことを見なが

ら推測していかなければならない分野かと思います

が、貢献していないことは決してないと思っており

ます。数字で何％なのか、何人だというのはなかな

かお伝えするのは難しい分野かもしれませんが、

我々が行っている施策で、小林議員もおっしゃった

とおり、助かっている、ありがたい、そういうお声

も頂きますので、決してこれが人口減少、少子化に

貢献していないとは言えない、貢献している、まだ

数値化はなかなか難しい、そういうことだと思って

おります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私も先にお伝えしたよう

に、本町で行われている子育て支援に関して特にこ
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れは批判したいということではなく、大変すばらし

いものであると思いますが、もちろん個々の事業は

しっかりと運営されていたとしても、それが果たし

てこの人口減少対策という、俯瞰的に町を見渡した

ときにどうなのかというのを、まさに一番俯瞰的な

視点から全ての事業を見ている町長と広く議論した

いなと思い、この点を確認させていただいておりま

す。 

今後の課題と、特に単身世帯の孤独感の解消など

に関わる部分がありますので、続いては３点目と４

点目を併せて再質問させていただきたいと思いま

す。 

子育て中や第二子を検討する際、多くの世帯が不

安に感じるのは、経済的負担だけではなく、日常生

活の具体的な困り事、例えば送迎や急な預かりな

ど、時間と労力に関わる部分であると考えておりま

す。そして、それは身近に親族などの近親者がいな

い単身世帯であればより現実的な問題ではないかと

感じております。これこそが日常で感じる子育ての

しやすさに直結するのではないかとも感じておりま

す。つまり、地域のつながりや柔軟な支え合いの仕

組みといった側面も、子育てのしやすさや孤立感の

解消、出産意欲の高揚につながると考えておりま

す。 

この点、現在町では、にこにこ赤ちゃんなどの子

育て支援事業や育児サークルの紹介などが行われて

いるとさきの答弁で述べられておりましたが、町長

は現行の内容で十分これらの不安に寄り添えている

とお考えか、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

現在は、身近に親族のいない御家庭など、そして

上富良野にゆかりのない方が転勤等で暮らしており

ますが、その子育てのサポートというのは、地元で

育って、私もそうですが、自分の両親がいたり、そ

ういう人と比べると相当子育てのサポートには苦労

しているというのは想像にそれほど難しいことでは

ないと思っております。私もたまたま両親がいまし

たので、ほぼ好きなときに子どもの送迎等は頼めま

したので、それがない人は相当手配に苦労するのか

なと、特に昨今は共働きの世帯がかなり多いので、

そういう意味では相当苦労しているのだろうという

現状は把握、想像しております。 

それで、それを補う形で子育てサークルなどいろ

いろな形でサポートしようと、行政もいろいろなこ

とを考えて施策としてやっておりますが、親族など

と比べるとどうしても、親族ですと結構無理を言っ

ても聞いてくれる場合もありますが、なかなか第三

者でありますとそういうわけにはいかないという状

況はあると思っておりますが、それでも親族等がい

ない方につきましては、親族と同じようなサポート

はなかなか難しいのかもしれませんけれども、でき

る限り送迎等、ほかにもあると思いますが、何らか

のサポート体制をできる限り構築し、サービスとし

て提供していきたいと、それは念頭に置きながら子

育て事業というのは進めていかなければならないの

かなというふうに感じております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） ただいまの答弁で町長が

単身世帯に対して、その苦労を想像できる部分、理

解できる部分が多分にあるということは確認させて

もらいましたが、私が質問させていただいていたの

は、既にそういうことに対応しようという理念が

あってにこにこ赤ちゃんや育児サークルの紹介とい

うことが既に町では行われているというふうに理解

しており、これが果たして本当の意味で御家庭の不

安に寄り添えている、その機能が十分に果たせてい

るかどうかという部分に対する町長の評価を再度お

伺いさせていただきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

この今行っている事業が、そのニーズ、困り事の

全ての解決には、やはり先ほども申し上げました

が、ご両親とかがいる家庭と比べるとどうしてもそ

れは違いは出てきますが、全くこれが解決になって

いないというふうには思っていません。これは重要

なサポートになっていますが、なるべく１００％満

足できるようなことを目指していきたいのですが、

なかなか第三者に頼む場合は限界もありますので、

その中でいい方法、方策などを今後も引き続き検討

しながら進めていきたいと考えております。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私も既に町で行われてい

る、お子さんが３か月の頃に同じ時期に生まれたお

子さんと一緒に集まれる機会である、にこにこ赤

ちゃんや育児サークルの紹介などは、本当にうまく

機能すれば、そこでお母さん同士のつながりができ

たり、それがさらに発展していってくれれば、お互

い助け合える関係性ができるのかなという期待は持

ちつつも、やはり現実問題ここの機会のみでそうい

う関係を構築するのは、やはり少し難しいのではな

いかなと思います。かといって、行政がこれ以上そ

こに積極関与できることがあるのかというところに

関しても、これは非常に難しい問題であるなという

ことは共有させていただいております。 
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ここで令和６年３月に作成され、ホームページで

も公開されている、上富良野町子ども・子育て支援

事業計画策定のためのアンケート調査結果報告書と

いう、本町で子育て世帯から集められたデータの一

部を抜粋し、本町における子育て世帯の本音に迫

り、その上で町長の所感を求めたいと考えておりま

す。データの参照とかがありますので少々長くなる

ことをお許しいただきたいと思います。 

それでは、初めに設問１０、お子さんを見てもら

える親族、知人はいますかという問いに対して、日

常的に祖父母等の親族に見てもらえるが２１.８

％、緊急時もしくは用事の際には祖父母等の親族に

見てもらえるが５３.４％、日常的に子どもを見て

もらえる友人、知人がいるが１.１％、緊急時もし

くは用事の際には子どもを見てもらえる友人、知人

がいるが１４.９％、いずれもいないが１８.４％。

この中で、祖父母等の親族に見てもらえると回答さ

れた方の中で、祖父母等の負担を心配することなく

預けられると回答された方、まさに先ほど町長が

おっしゃったような方は５５％、それ以外は祖父母

の身体的負担が心配であるが３１.３％、祖父母等

の時間的制約や精神的負担が心配であるが２６.７

％、親の立場として負担をかけていることが心苦し

いが１６％と、いずれも親族に対してでさえ子ども

の預けに対して精神的な負担があるという回答でし

た。これはもしかしたらどちらの親方に当たる祖父

母なのかということが非常に大きく影響しているの

かなと個人的には考えております。 

一方で、前述のお子さんを見てもらえる親族、知

人がいますかという問いに対して、友人、知人に預

かってもらえると回答された方に関しましては、相

手の負担を心配なく預けることができるが４６.４

％、身体的負担が心配が１０.７％、時間的制約や

精神的負担が大きく心配であるが３２.１％、親の

立場として負担をかけることが心苦しいが２８.６

％と、こちらも預けについて精神的な負担を感じる

方が多くいることが分かります。祖父母等の親族と

の違いについては、より親の立場として負担をかけ

ていることが心苦しいと感じている方が多いという

データであったかと思います。これは同じ親の立場

として、預けることはとても心苦しいという、そう

いった思いであるのかなというところを推察いたし

ます。 

このような結果から、町内には緊急時であっても

子どもを預けられる相手がいない方が２割近くいる

のと同時に、預けられる親族や友人がいても預ける

ことに精神的な負担を感じている方が多くいると読

み取れますが、その点について町長の所感をお伺い

いたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

預け先がある友人、知人は、親族に関わらず、や

はり子どもを預けるということに関して、ものを頼

むわけですから、申し訳ないとか大丈夫かなという

思いを抱くのはごく自然なことなのかなというふう

に思っております。それが普通なのかなというふう

に感じております。 

ただ、親族の場合もあり得るかもしれませんけれ

ども、人間関係がぎくしゃくしたり、またはその逆

で、小さい頃から第三者が友人であったりしても絆

が深くなりと、いろいろなケースがあると思いま

す。個人の感情ですので、なかなかそれをどうせこ

うせと言うのは行政としては難しい面もあるかもし

れませんが、そういうことは親族、友人に頼む場

合、そういう感情はあるだろうなと、相手方をおも

んばかる、そういう感情はごく自然なのだろうと、

過度にそれが重荷になって何となく遠慮したり、そ

ういうことになったり、いろいろな難しいトラブル

とかにはならないようには、これも行政が絡むのは

なかなか難しいのかもしれませんけれども、そうい

う一般的な子育ての預ける預けられる関係につきま

しても、いろいろ情報を収集しながら、結局行政と

してしっかりと現状は把握していかなければならな

いものなのかなというふうに思っております。 

そして、いずれも預けるところがないというの

は、もうちょっと詳しくこれは調査してみないと分

かりませんが、共働きなのかどうなのか、緊急事態

のときに、今は共働きではないけれども、私はいる

のだけれどもというのも含まれているのかもしれま

せんが、これについては、どういう緊急時、いろい

ろなケース、自分に何か用事ができた、それとも災

害とかそういうものなのかもしれませんけれども、

こういうやはり何かあったときに預けられないとい

うのは困ってしまいますので、こういうところは

もっとどういう解決方法があるのかも含めて十分検

討、調査、研究をしていかなければならないことな

のかなというふうに感じております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） ただいまの御答弁で先ほ

どのアンケート結果から読み取れる部分を町長と共

有させていただいて、やはり預けることに対しても

精神的な負担があるということは共通の認識として

持てたと思っております。 

その上で、仮に預けられる先が見つからない方に

対してどういうふうなサポートが必要なのかという

ことも、引き続き検討、検証しなくてはならないと
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いうお答えを頂きました。ただ、この特に感情的な

部分に関わるところ、または責任感であったり、そ

ういう部分に関して確かに行政が直接手を突っ込ん

でコントロールするというのは非常に難しいと私も

感じておりますし、町長が再三おっしゃっていた行

政としてできることに関しては、私もこの間大変時

間を使っていろいろと考えてまいりました。 

では、仮にこの不安感を解消できるような仕組み

またはサービスなどが既にあり、それを下支え、サ

ポートすることが行政としてできるのであれば、そ

れは非常に有益なことであるかなと私は感じます

が、町長はそれについてはどう思うか、お考えをお

伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

現在、町では認定こども園等の一時預かりですと

か、学童であれば放課後スクール、放課後クラブ

等、行政として今できる範囲では既に始まっている

分野もあります。それが全て土日も含めてカバーし

ているとは、御承知のとおりしていないわけです

が、長期間という期間の問題もあるかと思います

が、まだまだ今やっているサービスが問題を１００

％解決しているのだというふうな認識ではありませ

んが、先ほどの繰り返しになりますが、できること

は何なのだろうか、それは常にアンテナを張って、

しっかりと政策を進めていかなければならないと

思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私も先ほどから再三お伝

えしているように、制度としては既にあるが、一方

で、この不安が解消されているかというと、そうで

はないという部分が非常にこの点の難しい問題であ

るのかなと感じております。 

続きまして、先ほどの同報告書の中の設問１２

に、子育てをする上で、周囲（身近な人、行政担当

者など）からどのようなサポートがあればよいとお

考えでしょうか、ご自由にお書きください、という

自由記述の項目があります。そこで、３８個の回答

が得られている中、約１８個が、気軽に預かっても

らえるサポートを求める回答が得られています。こ

ちらのマーカーが引いてある部分がまさにその預か

りについて必要だということをあえて自由記述で書

かれている方の回答になります。 

確かに上富良野町では現在、子どもの一時預かり

やファミリーサポート運営委託などが行われており

ますが、預ける場所があるということと、気軽に預

けられるということの間にはとても大きな壁がある

と感じています。この壁が少しでも低くなり取り払

われることにより、子育てのしやすさの実感値は飛

躍的に上がるのではないかと考えますが、町長のお

考えをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

気軽に預けられるところがあればいいというの

は、非常に大切なことだと思っております。ただ、

気軽に預けたいと多分回答していると思いますが、

でも預ける人にとってもやはり事故があっては困る

と、最低限のことは言葉にしないまでも当然思って

いますし、預かる方としても事故等は起きないよう

にしておりますので、当然そういうのが前提条件と

なって、その上で気軽にという意味だと思います

が、そういうところがあればいいですが、その前提

条件、やはり子どもを、、極端なことを言ったら人

の命を預かるという、ある意味すごくリスクをちゃ

んとマネジメントしてやらなければならない分野で

すので、その前提条件は結構目に見えないところは

高いのかなというふうに思いますが、それをクリア

しながら、希望に添えるような、気軽に預けられる

とか、公的なところではなくてもいいのかもしれま

せん、ファミリーサポート、今おっしゃったように

第三者、それも介さずに友人であってもいいのかも

しれません、広くそういう気軽に預けるところ、ど

ういう施策がいいのかというのも含めて、よい意見

等々があれば皆さんと一緒にこれは検討していく課

題なのかと考えております。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 待っておりました。町長

の口からそのファミリーサポートという言葉が出て

くるのを私は非常に楽しみにしておりました。もち

ろん子育て支援には大小様々な事業があり、そのど

れもおろそかにできないものであることは承知して

おります。しかし、この子ども気軽に預けることが

できるようになるということで、この町で子育てを

していてよかったという満足値を上げることはでき

るのではないかという仮説に基づき、あえて私が今

回町長に献策差し上げたいのが、ファミリーサポー

ト事業の利用拡大であります。 

そこで、今回の一般質問の本丸でもある５点目の

質問に関する再質問を行いたいと思います。 

その前に、私も自戒を込めて申し上げるのです

が、今回この件を深く勉強しはじめるまで、ファミ

リーサポートの運営に関してと、その委託先である

ＮＰＯ法人こどもサポート富良野について、これま

での間全然理解できていなかったことを深く反省し

ております。その反省を基に、傍聴に来ていただい
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ている方や中継を御覧の中にも、まだその内容を御

存じない方がいらっしゃると思いますので、簡単に

これらの事業に関して説明させていただいた上で再

質問したいと思いますが、よろしいでしょうか。 

ファミリーサポートセンター、いわゆるファミサ

ポは、子どもを預けたい家庭と地域で子育てを手伝

える人をつなぐ会員制の助け合いの仕組みです。保

育園とは違い、地域の登録会員同士が送迎や短時間

の預かりなどを有償で支え合えるのが特徴となって

おります。両者の間にファミサポが入り、依頼の調

整や研修を行うことで安心して利用できる仕組みと

なっております。大事なポイントは、ファミリーサ

ポートセンターが例えば送迎を行うというより、

ファミリーサポートセンターはあくまでつなぐ役割

であるというふうに解釈しております。子育てを手

伝ってほしい方を利用会員と言い、子育てを手伝え

る人で一定量の研修を受けられた方をサポート会員

と言います。 

元々行政サービスの一環として、上富良野でも

ファミリーサポートセンターを立ち上げ、開設当初

は他人に子どもを預けるなんてなどの反応もあり、

なかなか利用者が増えない中、職員の御苦労と社会

的な認知の向上により利用会員とサポート会員が増

加し、現在ではＮＰＯ法人こどもサポート富良野に

事業が委託され、運営を行っていただいておりま

す。こどもサポート富良野は、富良野圏域のお母さ

んたちが自身の子どもを預かってもらえる先の不足

で苦労された経験などを基に、共に預け、預かれる

関係を構築していった先に法人化され、現在、上富

良野町と中富良野町からファミリーサポート事業の

委託などを受けている、極めて地元に根ざした法人

であります。 

全国的には、ファミリーサポートに係るサポート

会員、つまり預かる人は、会社などを退職した後に

再度子どもに関わることがしたいなど、生きがいづ

くりの一環として参加している方が多い中、こども

サポート富良野では、サポート会員にも子育て世帯

の方が多く、預けと預かりをどちらも行う両方会員

が多く在籍している特徴があると聞き及んでおりま

す。このことは、まさに地域で子育てを支え合おう

という協業の理想的な形であり、行政サービスでは

なかなか手の届かない地域のつながりを形成できる

可能性を多分に含んでいると考えております。 

さきのアンケートでは、身近に頼れる先が全くい

ないという方が２割近くいて、また、親族や知人や

友人に子どもを預けられる先があったとしても、ま

だ預けに対する精神的な負担があることが明らかに

なりました。そのような中、地域の中で共に子育て

を行う仲間をつくり、子どもの預けについての不安

を和らげる可能性を多分に含む現在のこどもサポー

ト富良野に委託しているファミリーサポートセン

ターの利用拡大は、我が町にとって非常に有益で、

様々な可能性に満ちていると考えております。 

前置きが非常に長くなりましたが、以上の理由か

ら、ファミリーサポートセンターの利用拡大、利用

促進を町でも積極的に行っていくべきと考えます

が、町長のお考えをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

議員のおっしゃるとおり、町で委託してサポート

をやってもらっているＮＰＯ法人ということなので

すが、この利用の拡大について、委託している方で

すが、基本的には町の事業をやってもらっていると

いう委託ですので、その利用拡大については、これ

は共通の認識として、ＮＰＯも、そして委託元であ

る町も、皆さんがそれで助かるという声が大きいの

であれば、そちらをしっかり進めていくというのは

大切なことだと考えております。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） では、端的に申し上げ

て、その利用の拡大に当たって町としてできること

は、どのようなことがあると町長はお考えになるか

お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

何ができるか、いろいろなことを相談していただ

ければ、できること、できないこと、人手不足なの

か、それともいろいろな資金面なのか、それはいろ

いろできること、できないことが町としてもあると

思いますので、これだというそういうものは今思い

浮かびませんが、細々したことは実際あると思いま

す。町のできること、困っていること。それは委託

先でもありますので、十分協議しながらこの事業は

進めていきたいと考えております。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私は最小限の予算や人的

な資源で最大の効果を得るために町としてできるこ

とは三つあると考えております。一つは、周知に対

する支援。二つ目は、利用に対する支援。三つ目

に、財政的な支援です。ただ、三つ目の財政的な支

援については、さきの町長の御答弁で財政支援の在

り方を検討していただけるとありましたので、適切

に委託先であるこどもサポート富良野と協議を行

い、持続可能な運営の支援を検討していただければ

と思います。 

ですから、まず一つ目の周知の支援に関してであ
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りますが、まだまだファミリーサポートセンターを

知らない町民も多くおります。そして、事前に行っ

たこどもサポート富良野に対するヒアリングでお伺

いしたのが、現状、上富良野でのファミサポの周知

方法としては、出産報告時に配られる書類の中にチ

ラシを配付すること、産後３か月に行われるにこに

こ赤ちゃんでの簡単な事業説明、行政に相談を行っ

た方に対する周知、口コミがメインであるというお

話でした。 

一方、同様にこどもサポート富良野にファミサポ

を委託している中富良野町では、妊娠期の専門職の

全戸訪問に同行する形で２回、産後１か月にさらに

１回と、出産前から非常に近い距離でコミュニケー

ションを行い、預かりに関する不安感の解消を率先

して行っているという印象を受けました。 

これを聞いて、利用促進をしていく上で、現在我

が町のファミサポと、産前、産後の母親をつなぐ役

割は十分果たせているとお考えか、町長にお伺いい

たします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

周知と、それからつながっている利用について、

なかなか一生涯のうちにずっと関わっていくような

事業ではありません。一定の期間だけを通り過ぎる

とその人はもう子育てのそういう事業に用がなくな

るといいますか、そういう一定期間だけのサービス

なので、それが伝承していくとか広がっていくとい

うのはなかなか難しい面もあるのかなと思います。

あとＰＲの方法なんかも、町ですと広報とかホーム

ページ、あとＳＮＳ等が想定されますが、それ以上

の近隣の市町村の事例なども伺いましたが、町の既

存のＰＲですとなかなか今までは広がっていかな

かったのかもしれませんが、ＰＲの方法は、新しい

方法、隣の町のものがいいのかどうかも含めて、

しっかりと適切なファミリーサポートを受けたい時

期にしっかり認知されるようなＰＲの方法は検討し

ていかなければならないと思っております。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 私は単純に中富良野と上

富良野を比較することは非常に難しいことであるこ

とは理解しておりますが、この切れ目のない支援と

いう意味では、出産前、妊娠中から、さらに出産後

を見据えた関わりをつくり始めているということ

は、非常にその関係性の構築上であったり、意味の

あることであるだろうと、想像に難しくないことで

あったと感じましたので、そういった点、町長もも

し必要であると感じていただけたのであれば、よく

協議していただければと思います。 

御参考までに、中富良野の事例では、直近の１年

でこどもサポート富良野のスタッフが２４名の妊婦

と面会し、そのうち２０名が利用会員として登録を

行い、後に１４名が利用を行っているという実績を

伺っております。この面会した数の中には第二子の

方がいたりしたので、それで登録がスムーズになっ

ている部分等もあるとは思いますが、実際に運用し

ている方から話を聞いた感じでは、その第二子のと

きにそのサービスの必要性をより感じて初めての利

用につながっているケースなどもあるということを

伺いました。また、こどもサポート富良野のスタッ

フの実感値として、中富良野での登録から利用まで

がスムーズな要因として、出産時に配られるファミ

リーサポートもしくは一時預かりで使える５時間

分、約３,５００円相当の利用券の存在も大きいの

ではないかということでした。 

そこで、利用支援に関してですが、ファミリーサ

ポートセンター立ち上げの際も、初回利用までの

ハードルの高さに苦労されたというお話を伺いまし

た。また、この間ファミサポを御存じない、また、

使ったことのないお母様方に対するヒアリングの中

でも、初めて使ってみるまでの抵抗感を示されてい

る方が多くいらっしゃいました。 

そこで、初回の利用を促す意味でも、出産時に無

料の利用券などを配付するのはとてもよい後押しに

なると考えますし、現在、年間５０人の新生児で計

画を立てている我が町では、実施したとしてもおよ

そ２０万円以下の経費で実現できるので、ぜひうち

の町でも実施していくべきと考えますが、この点、

町長のお考えをお伺いしたいと思います。 

逆に、もし利用券の配付には慎重になるべきとい

う対応を取るのであれば、ほかにどのような方法で

初回利用のハードルを越え、利用を促していくこと

ができるとお考えかも併せお伺いしたいと思いま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

初回利用のハードルをクリアするというのは、ど

のような方法でクリアするのかというのが非常に重

要で、今のおっしゃるトライアルとしての無料の利

用券、それはすごくいい方法だと思っております。

あと、隣町の動向を知ったりする。いろいろな方法

があると思いますので、十分参考にさせていただき

たいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） １２番小林啓太君。 

○１２番（小林啓太君） 前向きに御検討いただけ

るような御答弁であったかと理解させていただきま
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す。 

最後に、今回このテーマで質問に立った私の思い

と、この先の期待を申し述べ、子育て支援に本気で

取り組む町長の覚悟をお伺いしたいと思います。 

きっかけは私自身がファミリーサポート会員向け

の講習会に参加させていただいたことです。そこ

で、子どもの預けに対して後ろめたさを感じてしま

う方々の本音や、そういった方々に地域の温かいつ

ながりをつくらんとして成長してきたこどもサポー

ト富良野という組織のお話を伺い、声なき声を拾う

とはまさにこういうことを執行機関に伝え、議論す

ることではないかなと感じさせられたことにありま

す。 

必要なときに気軽に子どもを預けられるというこ

とは、身体的、精神的な負担を減らすだけでなく、

児童虐待等の未然予防にもつながり、また、暮らし

をポジティブなものにできるはずですが、多くの家

庭では、ぎりぎりまで自分たちだけで何とかしよう

とする力学が働いていると考えます。そして、それ

がいつしか当たり前となり、子育てと苦労が容易に

結びついてしまうのだと思っております。 

しかし、我々が理想とする住みやすい町、住んで

いてよかったと思える町は、困ったときに気軽に頼

れる地域住民や行政機関があり、楽しく人生を生き

ていける場所ではないでしょうか。今回は、その思

いを町長と共有し、限られた財政資源、人的資源の

中でも、小さな後押しで大きく町が変わり得る可能

性を共に探っていけるのではないかなと思っており

ました。 

今回は、ファミリーサポート事業の利用促進、利

用拡大という点に焦点を当てて私のお考えをお伝え

しましたが、その点も踏まえ、最後に町長にこれか

らの人口減少対策としての子育て支援に懸ける覚悟

をお伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） １２番小林議員の御質問にお

答えしたいと思います。 

子育てというのは非常に苦労も多いですし、エネ

ルギーも使います。議員のおっしゃるとおり、小さ

な後押し、それがこれという大きな施策というよ

り、そういう小さな後押し、きめ細やかな施策がた

くさんあればいいのかなというふうに私も考えてお

ります。それを実現することによって、おっしゃる

とおり暮らしをポジティブにというのは、エネル

ギーを子どもに使うのは、教育も含めて、これは間

違いないと思います。そういうのがポジティブな方

向に向かっていってくれればというふうに思ってお

りますし、そういうことが少子化の歯止め、子ども

の減少に歯止めをかけるのだろうと、その一つの解

決の方法だとは思っておりますし、出生率だけでは

なくて、こういう子育てが充実していけば、上富良

野に住んでくれる、移住・定住も含めて、子ども、

人口の減少にストップ、増加すればもちろんそれに

越したことはないのですが、しっかりと人口減少、

過疎化にも有効な政策なのだろうと私自身も思って

おります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、１２番

小林啓太君の一般質問を終了いたします。 

次に、７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 私は、さきに通告しており

ます２項目について質問させていただきます。 

まず、持続可能な地域経済の構築に向けたデジタ

ル地域通貨などについて、町長に４点お伺いしま

す。 

近年の物価高騰は、町民生活や地域経済に大きな

影響を与えており、本町においても、給付金の支給

や、プレミアム商品券の発行など、迅速かつ的確な

支援策が講じられてきました。これらの取組は、町

民の生活を下支えするとともに、地域消費の喚起に

も一定の効果があったものと評価しております。 

一方で、給付金は町外で消費される可能性があ

り、必ずしも地域内の経済循環につながらないとい

う課題も指摘されています。また、紙媒体による商

品券事業は、分かりやすい反面、印刷費や換金事務

などの行政コストが継続的に発生するほか、職員の

負担、利用状況の詳細な把握が難しいなどの課題も

指摘されており、行政運営の効率化や政策効果の検

証という観点から改善の余地があると考えておりま

す。 

こうした中、近年はデジタル技術を活用した地域

通貨を導入し、給付金や経済対策と連動させること

で、支援と地域内消費の促進を同時に実現している

自治体が増えております。地域通貨は単なる決済手

段にとどまらず、地域経済の循環を強化し、持続可

能なまちづくりを支える基盤となり得る仕組みであ

ると考えます。 

そこで、本町における地域経済の活性化と行政施

策の効果最大化の観点から、デジタル地域通貨の導

入について、以下４点について質問いたします。 

１、これまで実施してきたプレミアム付商品券事

業について、効果検証は行ってきたか。また、紙媒

体による課題はどのように認識しているか。 

２、導入している自治体が増えている地域通貨に

ついて、町はどのような認識をしているか。 

３、地域通貨導入の可能性について、どのような

調査・研究が行われてきたか。 

４、将来的に地域通貨を地域経済の基盤として整
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備する考えはあるか、町長にお伺いします。 

続きまして、２項目め、上富良野町におけるス

ポーツ振興を支える運動環境の整備及び指導体制の

強化について、教育長に３点お伺いします。 

町民の運動機会の提供と運動習慣の定着を図る施

策は、健康長寿のまちづくりやスポーツ活動を推進

する重要な取組であると考えます。 

当町もスポーツ振興に関わるいろいろな施策が進

められているものの、働き世代や若年層を含めた幅

広い年代が日常的にトレーニングなどの運動できる

環境は、近隣自治体と比較した際、必ずしも充実し

ているとは言い難く、スポーツ振興施策を推進する

上での課題の一つであるとも考えております。 

トレーニング等の運動できる環境整備は、部活動

に取り組む子どもたちや競技力向上を目指すアス

リートにとっても重要であり、スポーツ振興の観点

からも、その充実が求められているのではないで

しょうか。 

ハード整備に加えソフト面の充実も含め、以下３

点についてお伺いします。 

１、上富良野町におけるトレーニング等の運動環

境の現状と課題について、どのように認識している

のか。 

２、幅広い世代が継続的に利用できるよう、既存

施設の機能向上や設備更新を含め、トレーニング環

境の整備を今後検討する考えはあるのか。 

３、町民の運動習慣の定着を図るため、新たに運

動指導を行える専門人材の配置や外部人材の活用を

検討する考えはないか、教育長にお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の１項目めのデ

ジタル地域通貨についての４点の御質問にお答えい

たします。 

まず、１点目のプレミアム商品券事業の効果検証

についてでありますが、これまでの実施において使

用された店舗や事業所の業種別の集計を行っていま

すが、消費喚起そのものに係る具体的な数値での効

果については検証が難しく実施には至っていないの

が現状ですが、年末や年度末など需要が重なり消費

が活発になるタイミングで実施することにより、一

定の消費喚起効果と町民の暮らしの支援について効

果があるものと考えております。 

紙媒体による商品券発行を行う際の課題として

は、商品券面の制作、配布、換金にそれぞれ多くの

時間と費用がかかることが挙げられます。また、消

費者がいつ、どこで、何に使用したかといったプロ

セスを追跡することができないため、経済波及効果

の測定という面では大きな課題があるものと考えて

います。 

次に、２点目の地域通貨についてでありますが、

地域経済の循環、住民利便性の向上等その有効性に

ついて大いに認めているところではありますが、導

入には相当のコストを必要とすることや、その維持

に関しては実際に導入した自治体の事例を鑑みます

と、独自の地域通貨では事業者の参加が集まらな

かったケースや、住民が地域通貨として現金を

チャージし、地域内で使用するサイクルの確立に至

らない、あるいはそのためのインセンティブを公費

で投入し続ける財源の問題などに直面し、短期間で

効果の薄れる場合が散見されることから、より慎重

に検討する必要があると考えております。 

次に、３点目の地域通貨の導入可能性についてで

ありますが、現段階で町独自の専門的な調査は行っ

ておりませんが、先行導入自治体の事例や取扱事業

者からの説明は積極的に受け入れてきた経緯があり

ます。こうした情報収集を通じて、地域通貨の有効

性や実施可能性について検討しておりますが、実施

を前提とした調査・研究の段階には進んでいないの

が現状でありますので、御理解をお願いいたしま

す。 

次に、４点目の将来的な地域通貨の整備について

でありますが、現状として模範となるべき成功事例

に乏しいことから、新しい決済手段、地域内通貨基

盤の構築という点では大きな課題が山積しているも

のと考えております。しかしながら、近年では大手

電子決済サービスなどが地域内で発行し、地域内で

のみ使用できる電子クーポンやポイントなどのシス

テム構築が徐々に進んでおり、遠くない将来におい

て実用性、汎用性のある手段として成熟していくこ

とが期待されています。今後は、こうした既存サー

ビスの成熟と合わせて、より実現可能かつ持続可能

な地域内経済基盤の構築について引き続き検討して

まいりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員の２項目め

の上富良野町における運動環境の整備及び指導体制

についての３点の御質問にお答えいたします。 

まず、１点目のトレーニング等の運動環境の現状

と課題についてでありますが、社会教育総合セン

ターには１５種類１８台のトレーニングマシンを設

置したトレーニングルームとランニングコースを整

備しております。 

町のスポーツ活動の基本的な考えは、自ら個々の

課題に対して取り組むことを推奨しており、トレー

ニング機器等の整備につきましても、基本的に使い

やすく安心・安全な機器を導入しており、トレー

ナー等による専門的な機能訓練は想定していないと

ころであります。 
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次に、２点目の今後のトレーニング環境の整備に

ついてでありますが、現在設置しているトレーニン

グ機器は導入から１０年以上が経過しており、町民

の皆様の利用実態や利用者が求めるトレーニング環

境の把握と分析を行い、年次計画をもって機器の更

新を検討していくことが必要であると考えておりま

す。 

次に、３点目の運動指導を行える専門人材等の配

置についてでありますが、運動習慣の定着には、

ハード面だけではなく、正しく効果的な運動を教え

るソフト面の充実が不可欠であり、専門的な指導

は、施設の安全性や利用者のモチベーション維持に

もつながり、結果として施設の利用促進に寄与する

ものと考えております。 

平成３１年度に策定しました第１０次社会教育中

期計画において、スポーツインストラクターなどの

専門人材配置の必要性について計画に位置づけられ

ておりますことから、今後、町民の皆様が生き生き

とスポーツに励み、健康で活力ある生活を送れるよ

う、運動環境の充実に向けて検討してまいりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） ここで暫時休憩といたした

いと思います。 

再開は、１０時２５分といたします。 

────────────────── 

午前１０時０８分 休憩 

午前１０時２５分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） それでは、休憩前に引き続

き、会議を再開いたします。 

再質問はございますか。 

７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） それでは、再質問に入らせ

ていただきたいと思います。 

まず、プレミアム付商品券の事業の効果検証につ

いてでありますが、答弁では、利用店舗や業種別の

集計を行っているものの、消費喚起そのものの具体

的な数値による効果検証は難しく、実施に至ってい

ないということでした。 

一方で、プレミアム商品券は町としては一定の消

費喚起効果があるものと認識していると思います

が、そこで伺いますが、具体的な数値による検証が

なかなかできていない中で、どのような根拠をもっ

てプレミアム商品券事業に効果があると判断してい

るのか、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

プレミアム商品券を紙で発行した場合は、いつ、

どこで、何にというのは検証は難しいと。どこで幾

らという程度しか追跡できないので、数値で経済効

果というのを測るのはなかなか難しいのですが、利

用店舗を飲食で利用されたとか、いろいろなサービ

ス等で利用されているという実態、そして何より町

内でしかもちろん利用できませんので、町内の消費

を一定程度確保できるという効果は少なからずある

のだろうというふうに考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 私も町長と同じように肌感

覚の部分でもプレミアム商品券に関しては一定程度

効果があると感じておりますが、最近、議会の中で

もプレミアム商品券に関して多くの同僚議員から質

問がされています。というのも、効果はあるものの

十分に効果的に活用されていないのではないか、ま

た、もっと効果的に商品券をうまく活用できるので

はないかという観点から多分質問されていると思う

のですが、効果的に活用されているかどうか、町長

の見解をお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

効果的にというのは、使用される側は先ほど述べ

たとおり町内での消費を町外に流出しないようにと

いう効果、また、先ほど述べましたサービス業等、

そして使う方の側、これはいろいろ昨今は消費喚起

であったり物価高騰対策でプレミアム商品券を発行

したりしております。ですから、使う側としては狙

い、目的は十分達成できているのだろうというふう

に考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 答弁の中で、紙媒体の商品

券では、いつ、どこで、何に使用されたかといった

消費動向を把握することが難しく、経済波及効果の

測定が課題であるとの認識も示されていました。ま

さにこの点が今後の政策評価を行う上での大きな課

題であると考えており、こうした消費データを把握

できる仕組みについて検討する必要があるのではな

いかと考えます。 

商工会にお伺いしたところ、答弁にもあったよう

に、利用店舗、業種別の集計を行っているが、どの

ような年代の人が買ったかとか、そういう細かいと

ころまでの調査というのはなかなか行っていないと

いうことで、そういうことも踏まえて検討していく

必要があるのではないかと考えますが、町長にお考

えをお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 
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○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。使用してもらう方の側のデー

タ、使った人がどういう動向かというのは、できれ

ば統計データがあれば今後の施策に生かしていける

という大きなメリットがございますので、なかなか

紙媒体では難しいところがあるかもしれませんが、

それに代わる何かいい手立てがあるのか、経済効果

の測定の方法ですので、直接ポイントとか紙ではな

い方法があるのかもしれませんが、その辺はどうい

うふうにしたらいいのかというのは引き続き検討、

調査、研究を進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 町長もこれまでの予算とか

そういう一般質問の答弁のときに、業者が偏ってし

まうとか、一部の人にしか買われていないとか、そ

れをもっと効果的にいろいろな人に買ってもらう、

必要な方に買ってもらう、そういう仕組みがないか

ということは検討しているという考えを、これまで

もおっしゃっていました。ただプレミアム商品券を

発行するだけでなく、その使った後もどのような効

果があったか、また、それをさらに生かして次もっ

といいような形で展開できないかというのは、引き

続き積極的に検討していただきたいと思っておりま

す。 

次に入らせていただきます。地域通貨の導入に関

してでありますが、答弁では導入コストや維持費、

また、事業者の参加や利用サイクルの確立など、課

題があるため慎重な検討が必要であるということで

した。実際に一番ネックになっているのは導入、ラ

ンニングコストのお金の部分だと思っております。

実際に隣町の美瑛町ではＢｅコインという地域通貨

が使われておりますが、職員に聞いたところ、町民

で喜ばれている一方、やはり行政としてはランニン

グコストが非常に高いということと、職員の負担も

多いということで、なかなか大変な部分があるとい

うこともお聞きしています。 

しかし一方で、現在実施している紙媒体の商品券

事業においても、商品券の制作、配布、換金事務な

ど多くの時間や費用がかかることがあり、こちらも

課題が多くあると考えております。 

そこで伺いますが、現在のプレミアム商品券事業

において、行政としてどの程度のコストや事務負担

が生じているのか、またはデジタル化した場合との

比較などについて、これまで検討を行ってきたこと

があるのかをお聞きします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

これまでも紙媒体で発行した場合の手数料、これ

は町として委託先にはもちろんしっかり払っており

ます。それとデジタルにした場合のコスト、これも

手数料ですが、それは比較、検討はしております。

その上でどうしたらいいのかというのは、これまで

も検討してきたところです。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） これまでも比較しながら検

討を行ってきていたということで、さらに深い検

討、研究をしていただければ、次の展開につながる

のではないかと考えております。検討しているとい

うことで、次の質問に入らせていただきます。 

今度は地域通貨の導入に関する調査・研究につい

てであります。答弁では、先行自治体の事例や事業

者からの説明を受けるなど、情報収集は行っている

ものの、町独自の専門的な調査を行っていないとい

うことでした。私も以前商工会で地域通過を導入し

ませんかという説明会が開かれたときにも参加した

ことがあり、上富良野も新しくなるのだなというわ

くわく感もありながら、その後コロナ禍というのも

ありながら何となく終わってしまったというイメー

ジを持っております。 

地域内経済循環の強化は今後の人口減少社会にお

いても重要なテーマであると考えますが、本町とし

て実施を前提とした地域通貨の導入の可能性につい

て具体的な調査や研究を行う考えは今の段階である

のか、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

一般的な調査・研究は、専門的な業者からの説明

は、独自の調査ではありませんが、いろいろ見聞き

はしております。その上でいろいろ問題点もござい

ます。ですから、なかなか成功事例等も見当たらな

い中で、実施を前提として調査というのは現在考え

ていないところです。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） なぜここまで聞くかという

と、実施を前提として調査していかないと、やはり

ただ調査・研究をしているだけではどんどん時間が

たって先延ばしになっていってしまい、今年、来年

と引き続きプレミアム商品券の発行の際に多分数多

くの議員からいろいろな質問が飛び交うのではない

かと予想しております。なかなかちゅうちょする理

由もあるかもしれませんが、ぜひ実施に向けて検証

することで、どこまでお金がかかるのか。他町自治

体の答弁にもその成功事例が少ないということもあ
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りましたが、多くはないかもしれないですけれど

も、どんどん成功事例も増えてきております。こう

いうデジタル地域通貨に関しては、様々な補助金も

活用が使えるということで、ぜひ早くに実施を前提

として進めていかないと導入がまだまだ先延ばしに

なってしまうような気がするのですが、町長も現在

のプレミアム商品券、また、今回の臨時物価高騰対

策に対して全町民に商品券を配付するに当たって

も、やはり非常に大きい経費がかかっているのも御

承知だと思って、そこに課題感を感じていると思う

ので、実施を前提とした協議をぜひ進めていただき

たいと思うのですが、もう一度御答弁をお願いしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

我が町に置き換えて検証しなくても、近隣の市町

村、全道も含めてそうなのかもしれませんが、それ

らの事例を検証することで、我が町においてはどう

なのかということは十分検証できるものだと考えて

おります。 

その上で、なかなか導入するのは難しいというの

が現在の結論ですので、導入することが前提という

ポジションには立っておりません。あくまでも中立

なといいますか、客観的に入れた場合、紙媒体もそ

れが完璧ではなく、そちらもそちらでいろいろ手間

がかかったり問題はあるのですが、どちらがよりい

いのか、効果的なのか、費用が抑えられるのかなど

など、それは検討しながら、紙媒体もなかなか問題

はありますが、それを振り切ってといいますか、地

域通貨を入れることを前提にということは、まだそ

こまでは軸足を移していけないという段階にあると

思います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 前提としていなくても引き

続き検証は行っていただけるということで、どのよ

うな検証をしていっているのか、ぜひできれば明確

に示していただくときがあればいいなと思っており

ます。 

次に４点目に入らせていただきます。答弁でも書

かれているとおり、近年では自治体独自のシステム

を構築するのではなく、導入費やランニングコスト

の観点からも、既存の電子決済サービスを活用し、

地域限定のポイントや電子クーポンなどを実施する

事例も増えています。実際に前回、本町でもスマー

トフォン決済のａｕＰＡＹを活用したポイント還元

事業としてプレミアム事業を実施した経緯がありま

すが、その効果や手応えというものはどのようなも

のだったのか、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

地域通貨に代わる同等の効果ということで、既存

の決済システムのポイントを利用した地域通貨に代

わるものでプレミアム事業を経済政策ということで

一度実施いたしました。 

それでいろいろ問題点もございまして、ポイント

は既存の決済システムを使った場合でもやはり経費

の問題がどうしてもネックになりますし、利用者が

限られたり、限られない場合は全部使えるようにし

た場合の経費がどうなるとか、いろいろ経費と利用

者の関係でやはり、当時は一度実施いたしました

が、その結果はなかなか今後継続していくには厳し

い結果だったかなというふうに受け止めておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 私もいろいろなところでこ

の間のａｕＰＡＹのプレミアム事業はうまくいって

いないのではないかという話はお聞きしているとこ

ろでした。ただ、そういう新しい手法に着手したと

いうことはすごく評価できることであると思ってい

まして、答弁にもあるように、地域内のみで使用で

きる電子クーポンやポイントなどのシステム構築と

いうものが多分各会社でどんどん進んできており、

商工会の職員も昨日言っておりましたが、多分まだ

まだ発展していくので、そういうものに乗っかって

いくのが多分経費が削減できるのではないかという

話もあったので、一回うまくいかなかったからと

いって完全にやめるわけではなく、多分この先も検

討していただけるという御理解ですすめていきたい

と思います。 

私なりにその地域通貨に関して調べたときに、

様々な手法があるのですが、大きく分けると、一番

お金がかかる、よく皆さんが思う地域通貨という、

新しくシステムから構築するというものは、やはり

最初の初期投資で５,０００万円とか１億円とか大

きい額がかかると。逆にａｕＰＡＹとかＰａｙＰａ

ｙのような既存システムをポイント還元する方法だ

と、お金がほぼ初期投資はかからないというもの

で、ただ、今多くの自治体で進められているのが、

その中間に当たるようなもので、新たにシステム構

築する方法ではなく、既存のプラットフォームを活

用した自治体向けのデジタル地域通貨というものが

あり、こういうものだと大体自分の調べた中では導

入が１５０万円から５００万円程度で、それプラ

ス、ランニングコストがかかるというものでした。
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もちろんコストはかかるのですが、全て電子決済に

なるので、電子決済をする際に使われる事業者側が

手数料が１％から何％までというのは発生します。

多くの電子決済システムは３％から５％レベルの

パーセンテージですが、これは町が自治体向けに導

入するということで、今導入されている地域では大

体１％、２％の低いパーセンテージで、事業者負担

もすごく少ないと。その事業者が負担してくれた１

％から２％の手数料でランニングコストを大体賄え

るのではないかという方向で、今多くの自治体がこ

れを導入してきているということが書かれていまし

た。 

これであれば物すごくいいという利点の一つが、

ａｕＰＡＹなどのポイント還元システムは経済循環

という部分にはいいと思うのですけれども、私が地

域通貨がやはりいいなと思うのは、経済循環だけで

はなく、よく報道でもあるように、地域通貨がある

ことによって、健康づくりポイントの付与とか、ボ

ランティア活動とか、子育て支援とか、観光促進と

か、様々な分野で参加してくれた人にポイントをつ

けるとか、それで健康診断の受診率が上がるなど、

様々な経済効果以外の行政施策との連絡形も取れる

と思っております。 

ということで、ポイント還元事業ではなく、この

ような既存のプラットフォームを利用した地域通

貨、できるだけ経費をかけずに、事業者負担は起こ

るのですけれども、というものがいいのではないか

という提案を今日させていただきたいのですが、町

長の見解をお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

当時の話は先ほどさせていただきましたが、それ

以降、議員のおっしゃるとおりポイント還元の事業

も日進月歩といいますか、いろいろ条件は変わって

きております。また、おっしゃるとおりデジタル地

域通貨もどんどん変わってきておりますので、一度

入れてその使用状況が前回はよくなくて思ったとお

りではなかったのですけれども、だからといってそ

れを今後一切という、念頭に入れないというわけで

はなくて、しっかりポイント還元、そしてデジタル

地域通貨も含めて、それは過去のことは過去のこと

として、教訓としてはもちろん覚えてはいますが、

だからといって排除することなく、しっかり両方を

検討していかなければならないものだと考えており

ます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 先ほども長く説明しました

が、町が抱える悩みの一つのコストという部分では

ある程度解決できるのかなという部分をすごく感じ

ております。ただ、導入するに当たって事業者に対

しての説明とか、手数料がかかることに対して少し

抵抗感がある事業者もいると思いますが、現在、町

内でも観光客、若者以外でも高齢の方も結構キャッ

シュレスで電子マネーを使って決済する方がすごく

増えているので、以前に比べると多分事業者側も使

う側もその抵抗感はないのかなと感じております。 

ただ、実際に進めるとなると、事業者への説明、

町民への説明など様々な時間がかかると思うので、

先ほどのところに戻りますが、そういうことも含め

て導入を、１００％とは言わないですけれども、あ

る程度前提として話を進めていかないと、多分すご

く時間がかかるか、そのままずっとプレミアム商品

券の紙媒体で発行していくままという形になってし

まうのではないかと考えております。 

近隣市町村も同じようにキャッシュレス決済に関

しては多分調査を進めていると思うので、上富良野

も遅れを取らないようにぜひ前向きに実施していた

だきたいと思うのですが、もう一度お考えを伺いし

ます。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

近隣市町村でも調査・研究は進めておりますし、

我が町においても上富良野町においても調査・検

討・研究は引き続きしてまいりたいと思っておりま

す。 

いきなり導入を前提にということにはなかなか難

しいと思いますが、この調査・検討は引き続きして

いきますので、何かある一定のものが有利だという

ことが分かれば、やはりデジタル通貨であれば地元

の業者の合意とか、それぞれこういう個別のいろい

ろな問題が出てくると思いますので、そのときは

しっかりとやっていきますし、まずは前提とする

か、今のところは前提とはしておりませんが、どち

らがいいのか、どちらが町民にとって利便性がいい

のか、地域経済にとって有利なのかということは、

十分日頃から調査・検討は継続してまいりたいと

思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 私が何度も繰り返しお伝え

するのは、もちろん地域内の経済循環を進めていく

ために必要であるというのは大前提であり、現在、

商工会の中でもほほえみカード会というものがあり

まして、会員数が減っており、なかなかその運営も

以前ほどうまくいっていないという部分もお聞きし
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ております。 

経済循環を促していくことはもちろんなのですけ

れども、それプラスアルファで、先ほど申しました

ように様々な点で地域通貨があると、様々な施策と

連携することで、人口減少が進む中、地域経済基盤

を支える以外に様々な波及効果があると考えている

のですが、その点に関して一度町長にお伺いしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ７番茶谷議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

地域内の経済の循環のほかにも、デジタル地域通

貨には、先ほど言われましたボランティアですとか

町独自のポイントがつけられるということは存じて

おりますので、それらも含めて将来を見据えてしっ

かり検討していきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） ぜひ進めていただきたいの

が、今回の物価高騰対策における商品券配付も、や

はり紙媒体だと時間もかかるし経費もすごくかかっ

ているということで、前向きに進めていくことで無

駄な経費もなくなり、プラスアルファで様々ないい

効果があると考えているので、前向きに検討してい

ただき、ぜひその検討内容も定期的に、議会でも商

工会でもどちらでもいいので、このようなことを今

していますというのを町長の口からお伝えしていた

だけると、皆さんの町が発展していく、町内喚起が

これから進んでいくという期待感が増すので、ぜひ

そこはお願いしたいと思います。 

次の項目の再質問に入らせていただきたいと思い

ます。運動環境の現状や課題を認識する上で、利用

者の声や利用実績の分析が大切であると考えます

が、現在のトレーニングルームの利用状況につい

て、利用者の年代とか利用頻度、利用者のニーズな

どは把握されているのか、お考えをお聞きします。 

○議長（中澤良隆君） 教育長答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員のトレーニ

ング環境における利用実績についての御質問です

が、社会教育総合センターは、基本的に有料で使っ

ていただける方は券売機で、無料で使っていただけ

る方は様々な団体に登録され、無料ということで体

育館を御利用いただいております。 

それで、実際に体育館の利用は券売機等に、無料

の方については台帳によって実績を確認しておりま

すが、その社会教育総合センターの体育館を使う以

外に、トレーニング機器の利用に関して、利用者の

個別の情報等については今は町は求めていない状況

でございます。皆様が体育館でフロアカーリングを

するか、バドミントンをするか、バレーをするか、

あとはトレーニング機器を使ってトレーニングをす

るか、そこは全体の中での人員を把握していますの

で、大変申し訳ございませんが、個別の利用実態に

ついては現在は把握していないところでございま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） さきの答弁のところにも書

かれているのですが、これから更新を行うに当たっ

てそういうようなニーズなども調査が必要だという

ふうにも書かれていますが、これからその利用者、

年代、利用頻度など、状況分析というものを行って

いくお考えはあるのか、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員の、今後に

おけるトレーニング環境の整備に向けての実態把握

等も含めまして御質問いただきました内容について

ですが、現在私も、過去にかなり前だったかと思う

のですが、トレーニング機器ルームの入り口に、実

は紙ですが利用される方の入室を確認するというこ

とで、コロナ禍に入る前だったかと思うのですが、

そのときにきっちりと実態を私は自分が担当だった

ものですから把握していたのですけれども、それが

今なくなっていたというのも実際に茶谷議員からの

御質問を受けて私も実体を初めて知ったところでご

ざいます。それの取り方につきましては、きちんと

やはり取っていくべきではないかと思っています。 

現在、トレーニング機器も購入してから既に建設

当時のものが２台、あと実際に平成２６年度、２７

年度に更新して既に１０年以上たちますので、全て

点検はし、現在も稼働しておりますが、やはり今回

社会教育総合センターの改修もありまして、トレー

ニング機器の今後におきましてはこの辺が一番課題

かなというふうに私も感じておりますので、ただ、

このときに実際にどのような財源を持ち、どのよう

な効果を狙い、目的を持ってしていくかといったと

きには、やはり皆様が使っていただいている実態を

きちんと把握した上で、また、使っていく人たちが

どのようなことを目的に、どのような効果を期待し

ているのかも、ぜひここは私たち教育委員会として

は確認していくべきではないかと考えております。

そのことも踏まえまして、答弁の中ではそのような

ことの必要性があるということで、今後、次の計画

に向けてはしっかりと把握していきたいと考えてお

ります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 前向きに取り組んでいただ
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けるということで、安心しております。 

答弁の中で、課題に対して自ら自主的に取り組む

ことを推奨しているというのを書かれており、私も

そこの点はそのとおりだなと思う一方で、やはり運

動に慣れていない方とか初心者の方にとっては、ど

のように運動を行えばよいのか分からなかったり、

使い方が分からないという声もあるのではないかと

感じております。 

以前、トレーニング講習会というものが多分行わ

れた経緯もありますが、多分参加者、利用人数が少

ないということもあり、近年一旦取りやめたという

ことも聞いております。 

私もそれほど頻繁には行けていないのですけれど

も、過去に使ったときに、やはり午前中とかに行き

ますと、アスリートとか運動をしている人たちでは

なく高齢者たちも健康増進のためにたくさん使って

います。見ていてちょっと危ないなとか大丈夫かな

という方たちもいるので、正しい使い方とか運動方

法が分からないまま利用すると、効果が十分に得ら

れなかったり、けがのリスクもすごくあると思うの

で、この点に関してどうお考えか、お伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員からのト

レーニング機器を安心・安全に使える住民のための

説明責任に対しての御質問にお答えします。 

うちの町のトレーニングルームは大規模ではなく

小規模で限られた機能、上肢、下肢、走行というこ

とでの限られた機器で構成されております。私も答

弁させていただきましたが、導入したときには安

心・安全に自分たちが使いたいものを、できればス

イッチを入れて設定すると使えるぐらいのもので当

時は導入したというふうに考えておりますが、今、

議員から御質問いただいたように、やはり個別にな

ればなるほど、慣れている人はどんどん使っていき

ますが、初めて使う方への対応としましては、毎年

１回だったのですけれども、トレーニング機器の講

習会も実は２年ほど続けて実施したところですが、

１桁台ということでかなり少ない人数ではあったの

ですが、でも少なくとも一人でも二人でも来て、そ

こでやはり学んで続けていこうという方がいる、潜

在意識はあるということで、今回職員とも話したと

ころですので、人数の多寡に関わらずそういうこと

は引き続きやっていかなければいけない課題だと感

じております。それにつきましては、今後も十分ス

タッフとも検討し、ただ、スタッフが教えられるわ

けではないので、やはりここはトレーニング機器

メーカーにも御支援いただきながら、きっちりとそ

の辺については住民の健康増進につなげていくよう

考えていきたいと思います。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） この答弁で安心・安全に使

える機器を設置しておりますと書かれているのは、

恐らくダンベルやバーベルといったフリーウエート

ではなく、マシン方が安全面で高いということで書

かれているということで、マシンが決して全てにお

いて安全というわけではないというのは多分教育長

も理解していると思うので、それを踏まえた上で、

今答弁いただいたように、今後、一度今は廃止して

しまったけれども、この先また検討して、人数が少

なくてもやっていきたいという答弁を頂いたので、

この点に関しては質問をこれで終わらせていただき

たいと思います。 

次の部分ですが、二つ目、方針に関しても先ほど

すごく前向きな答弁を頂いて、これからニーズや把

握分析も行っていくと言っていただいたので、３点

目の質問に入らせていただきたいと思います。 

運動・指導体制についてでありますが、答弁で

は、第１０次社会教育中期計画において、スポーツ

インストラクターなどの専門人材配置の必要性が位

置づけられていると書かれていますが、先日、教育

執行方針にも書かれていたように、地域おこし協力

隊を活用してというところが触れられていました

が、私の見解では多分これは部活動の地域移行に関

して専門的な人を呼ぶということで、どちらかとい

うとスポーツインストラクターなどの専門人材を配

置して運動指導という観点ではないのかなと思って

いるのですが、その見解で間違いないかお伺いしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員の、将来的

にソフト面における指導者の育成についての御質問

にお答えいたします。既に第１０次社会教育中期計

画、基本となるのは教育振興基本計画になります

が、その中にきちんと文言としてそれに対しての検

討を一応するようにはなっておりますが、社会教育

委員会議の中で、このことについてどのように検討

していけばいいのかというのは、現在協議中でござ

います。実際に令和１０年度までがこの計画期間で

ございますので、来年８年度、９年度、１０年度、

この３か年間でこの辺の内容については、この指導

者だけではなく全体の計画の中でしっかりと再度協

議して検討していくべき内容だと思っています。 

あともう１点、令和８年度の私の教育行政執行方

針の中で、将来、スポーツ、文化に関わる指導者と

して地域おこし協力隊制度を活用したいというよう

な答弁をさせていただいておりますが、これも部活

動の地域展開という題目がついておりますが、私は
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基本的には部活動の地域展開を一つ基盤として、町

の住民の健康増進、あと子どもたちのスポーツ活動

の育成、先日某議員からも質問いただきましたが、

やはり体力増進、そして部活動が終わった後に子ど

もたちがその場でとどまることなく、やはり地元に

帰ってきたときには社会教育総合センターを使っ

て、そこでやはり体力増進並びに交流を図っていた

だけるような町の機能にしていきたいと考えており

ますので、そこにつきましては、まずは部活動の地

域展開を起爆にして、町の将来に向けたこちらの専

門の指導にも将来的には移行していければいいなと

いう今の思いでございます。まだ確定したものでは

ございません。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） このような質問をした背景

にも、中富良野町が数年前から地域おこし協力隊で

スポーツ指導に関する協力隊を入れていて、施設も

どんどん新しくなり、すごく充実したトレーニング

設備が出来上がりました。今、地域おこし協力隊で

中富良野町で私が知っている限りでも２名ほどこう

いう運動指導に専門的な人がいて、１人の方は任期

が終わった後に町で独立して運動指導を行っていく

ような形をしたいという話も去年伺っておりまし

た。 

そのように、地域おこし協力隊などを１人と限ら

ず、２人、３人とその専門分野を活用していただけ

れば、もっともっとスポーツ振興もそうだし健康増

進も担う拠点施設となるような気がしています。さ

らに、整備だけではなくて、そのような場所で初心

者や高齢者でも気軽に参加できる運動教室やトレー

ニング指導など、施設を活用した取組を今後充実さ

せていってほしいと思っていますが、そこでもう一

度お考えをお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員から他の自

治体での取組についても御紹介いただきました御質

問に対して、今後の上富良野町のトレーニングの整

備についてでございますが、機器だけではなくてそ

こには必ず人が存在します。私はやはり町民が安

心・安全に使える施設でなければならない、そこに

ある備品ももちろん安心・安全に使えなければなら

ないと思います。 

今やはり必要なのは個別性です。子どもからお年

寄りまで、それぞれがどのような機能を持ってどの

ような課題を持っているのか、それに対してどこを

鍛えればいいのかというところが、大変全国的にも

民間事業者がいろいろと進めていらっしゃるよう

に、日頃のトレーニングに対しては大変機運が高

まっていると私も感じております。 

うちの町も町民の方はとてもそこには関心が高

く、朝の８時半から夜の８時５０分まで、社会教育

総合センターのトレーニングマシンがいつも作動さ

れておりますことを見ますと、本当に私はニーズは

しっかりとうちの町はあるなと思っております。か

みんにも一部そのような機械もあると聞いておりま

すが、ここは保健福祉課と連携して、教育委員会の

社会教育総合センターとしての機能を十分に発揮で

きるように進めていきたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 教育長が言うように最近近

隣でも各町でトレーニング環境整備というのはどん

どん進められており、数はまだ多くはないですけれ

ども、最近町で社会教育総合センターでトレーニン

グしていたという人が今は中富良野に行っているの

だと、美瑛のプールを使っているとか、富良野も新

しくなったから富良野に行っているという話を聞く

と、やはり寂しいなという思いがあって、トレーニ

ング環境の整備とか社会教育総合センターのトレー

ニングルームの整備、教育長が今おっしゃいました

けれども、かみんも含めた運動施設の整備というも

のは、町の財政を考えると優先度としてはもしかし

たら低いのかなと思っていますが、そこに対して町

長教育長のお考えをお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） 茶谷議員からの御質問に

お答えいたします。 

私にとっての優先順位でございますが、優先順位

にこのトレーニング環境とだけ申せば優先順位は１

番ではないかもしれませんが、ここに機能する設備

並びに町の効果的な施設機能を考えていきますと、

それにつきましてはやはり連携してやっていかなけ

ればいけないと思います。 

人材につきましても、役場の職員はやはり人事異

動もあり専門職ではないことから、専門的な者は専

門的な機関並びに指導を受けることが私は基本だと

思っています。それを住民の皆様におもてなしす

る。これが基本のサービス事業者だと思っています

ので、それをいかに行政がどこまで何をどういう形

で進めていくのかを今後検討していきたいと思いま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） この質問をした一番の背景

として、私自身が今の職に就く前に運動施設でイン

ストラクターという仕事をしていた経緯もあり、上

富良野に来てからというもの、やはり社会教育総合
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センターのトレーニングルームを見ると、危ないな

とかもったいないなというのをやはり非常に感じて

いた部分もあり、それを踏まえて、先ほど申しまし

たように様々な方からもっとよくならないかという

ことを聞いております。 

上富良野はアスリート、プラス、子どもたちもそ

うですし、高齢者の健康増進もそうなのですが、自

衛隊員も日頃トレーニングする中で、やはり社会教

育総合センターを利用している方が結構多いと聞い

ております。医療費削減にもつながり、自衛隊の満

足度も高まり、上富良野町に対して満足度というも

のが高まり、さきでも同僚議員からも質問が出てい

ましたが、自衛隊が上富良野町から離れていく、通

勤する人が増えるということも防ぐ一役になり得る

のではないかと思っております。改めて町民が日常

的に運動に親しみ、健康づくりやスポーツ活動に取

り組める環境の充実について、町として今後どのよ

うに進めていくのか、教育長にお伺いします。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員の、今後に

おける町のスポーツ環境の整備についての御質問に

お答えいたします。 

町としましては、今の教育振興基本計画、あと社

会教育中期計画のちょうど今年後半戦の３年目を迎

えますので、あと令和８年、９年、１０年のこの期

間中におきましてしっかりとニーズと分析調査を行

い、しっかり今後の方向性につきましては、他の自

治体の参考例も御紹介いただきましたので、そこも

情報共有させていただきながら、町としてはどうい

う方向性でどのように進めていくことが、皆様の安

心・安全でなおかつ健康で長寿命化を図り、本当に

皆さんがこの町に住んでよかったと思えるようなま

ちづくりに少しでもこの施策が寄与できるように、

ここについては推進してまいりたいと考えておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） これまで非常に教育長も前

向き的に答弁していただいているということで、町

として町民の運動習慣の定着というものも行政の役

割として担っているという認識でよろしいでしょう

か。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員の、町民の

運動習慣における方向性でございますが、うちの町

民は子どもたちも一生懸命体力、スポーツが好き、

スポーツに触れることが好きと始まりまして、高齢

者まで本当に日々御利用いただいています。 

今年令和７年度は社会教育総合センターの改修に

より多くの活動が制限され、皆様には大変御迷惑を

おかけしたところですが、フロアカーリングでは清

富の多世代交流センターまで毎週皆さんバス通園し

ていただいて、継続していただいたり、２８日に

オープンしましたら、多くの皆様が、あと夜は親子

でやっと開いてよかったと笑顔で言っていただきま

して、私もここにきちんと住民の集い、そこで笑顔

で皆様が活動できる施設環境としては、この改修は

ありましたが、今後皆様に有効的に活用していただ

けるよう、運動習慣の継続性につきましてはきっち

りと施策として検討していきたいと考えておりま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 社会教育総合センターの改

修工事で新しくなったのは、うちの息子も喜んでお

り、３日連続ぐらい社会教育総合センターに通い詰

めております。それに伴い、教育長はそれだけにと

どまらず、トレーニングエリアも含めてまた新たに

改修していきたいという話をお伺いしたので、今

後、こういう運動施設・環境の充実、そして、かみ

んとの連携も含めて期待していいということでよろ

しいでしょうか。これで最後に質問させていただき

ます。 

○議長（中澤良隆君） 教育長、答弁。 

○教育長（鈴木真弓君） ７番茶谷議員の、今後に

おいての教育委員会の施策についての御質問でござ

いますが、トレーニング機器が老朽化していってい

るのは現実で、私も確認させていただきましたの

で、町民の皆様のニーズ、実績と今後の方向性につ

いてはしっかりと検証しながら、やはり上富良野町

としてどのような形をしていくのがいいかは、しっ

かりと町長部局とも連携して進めていくものと考え

ておりますので、またその方向性につきましてある

程度計画等ができましたら、皆様と情報共有しなが

ら進めてまいりたいと考えております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ７番茶谷朋弘君。 

○７番（茶谷朋弘君） 上富良野でよく言われるの

は、健康診断の受診率は非常に高いという話も聞い

ております。高齢者とか乳幼児の子ども世代の運動

施策というのはたくさんあるのですが、１０代から

５０代、６０代までの方たちの運動機会というもの

がやはり自主的を促しているもので、あまり町の施

策が比較的少なめなのかなというものがあり、せっ

かく健康診断の受診率が高いので、そこの点も踏ま

えてこういう施策を進めていただけると、より健康

の町として上富良野が発展していくと思い、また、

スポーツ振興に関しても、ますます活躍するアス
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リートたちが増えると思うので、期待しながらお待

ちしたいと思うので、よろしくお願いします。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、７番茶

谷朋弘君の一般質問を終了いたします。 

次に、２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 私は、さきに通告しており

ます１項目４点について、斉藤町長にお伺いいたし

ます。 

観光振興策について。 

令和８年度予算の審議がこの後行われる中、当町

の財政においては、依然として歳入の７割以上を依

存財源が占める脆弱な財政構造に変化がない状態が

続いています。 

そのような中、観光振興に係る行政経費において

は、その多くを一般財源から充当しているのが現状

であり、第３次上富良野町観光振興計画の基本方針

に掲げられている観光インフラの整備など、近年増

加傾向にあるインバウンド需要などに対応すべく予

算は確保できるのであろうか、甚だ疑問でありま

す。 

昨年９月の定例会で、私は、持続可能な観光振興

に必要な財源確保のため、今や当町の最大集客イベ

ントであるラベンダーフェスタかみふらのの駐車場

の有料化や、イベントそのものの有料化を提案しま

したが、その後、検討はなされているのでしょう

か。 

また、北海道は本年４月より北海道宿泊税を導入

し、観光の付加価値向上、受入れ体制の整備、災害

など観光分野の危機管理対策など、持続可能な観光

振興を図るための財源として活用することを決定し

ました。 

当町の魅力ある観光資源の磨き上げと、今後の持

続可能な観光振興策の展開には、自主財源確保が喫

緊の課題であると考えます。 

そこで以下４点について、斉藤町長にお伺いいた

します。 

１点目、自主財源確保のためのラベンダーフェス

タかみふらのの駐車場有料化やイベントそのものの

有料化の検討は進んでいるのでしょうか、お伺いい

たします。 

２点目、昨年のラベンダーフェスタかみふらのの

ライトアップ期間中の渋滞が課題となっておりまし

たが、本年度の対応策についてお伺いいたします。 

３点目、町民皆が望んでいる花火大会実施につい

て、昨年度は残念ながら実施には至りませんでした

が、今年こそ実施していただけるのか、お伺いいた

します。 

４点目、本年４月より導入が決まりました北海道

宿泊税の実施を受け、当町では今後宿泊税導入に向

けた検討をするお考えがあるのか、お伺いいたしま

す。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の観光振興策に

ついての４点の御質問にお答えいたします。 

まず、１点目のラベンダーフェスタかみふらのに

おける駐車場やイベントの有料化についてでありま

すが、昼間のイベントを除く夜間のライトアップに

限りますと１日平均３,５００人の入り込みとなっ

ており、年々増加傾向にあるものの現在も発展途上

にあると考えております。当面はＳＮＳやメディア

での露出による知名度向上、イメージアップを優先

し、入場の有料化はまた次の段階で検討を進めてい

きたいと考えております。 

一方、駐車場につきましては、夜間の極めて短い

時間のイベントである特殊性を鑑みますと、一般的

に行われる出入口での料金徴収は、入退場時の混雑

緩和の観点から非常に困難であるものと考えており

ます。このことから、令和８年度においては、運用

面で実現可能かつ効率性のよい料金徴収方法を検

討、試行する予定であります。これにより、来場者

に過度な負担をかけず、また、入退場や地域交通に

支障をきたさないような手法による有効な財源調達

を模索してまいります。 

次に、２点目のイベント期間の渋滞問題について

でありますが、議員御指摘のとおり、特に混雑する

週末には道道吹上線を中心に町内幹線道路、枝道に

至るまで渋滞が発生していることは承知しておりま

す。交通誘導員の増員や、入込みがピークとなる休

日には臨時駐車場とシャトルバスの運用により緩和

を図っているところではありますが、夜間であるこ

と、また、極めて短い時間での開催という特異性も

あり、抜本的な解消には至っていないところであり

ます。 

令和８年度につきましても、さらに人員を増強

し、また、シャトルバスの台数、運転手の確保にも

取り組んでまいりたいと考えています。 

次に、３点目の花火大会の開催についてでありま

すが、町民花火大会は夏の風物詩として多くの町民

の皆様に愛され、待ち望まれている一方で、前身で

ある花と炎の四季彩まつりまで行っていた同日開催

が、入込みの増加と交通渋滞の問題を受け、実施を

見送ってきたところであります。問題の解消につき

ましては様々な方策を検討してきたところですが、

担い手の確保や運営体制の整備も含め、ラベンダー

フェスタに合わせた開催は難しいものと判断してい

るところであります。 
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このことから、花火大会につきましては、ライト

アップイベントとは切り離し、新たな町民イベント

として実施方法を検討し、令和８年度に夏の開催を

目指しているところでありますので、御理解をお願

いいたします。 

次に、４点目の宿泊税についてでありますが、御

承知のとおり北海道においては令和８年４月より道

税として宿泊税の賦課が開始されることとなってい

ます。また、既に市町村税分も併せて賦課すること

を決めた自治体もありますが、本町においては同時

期からの導入は見送ったところであります。 

議員御質問のとおり、市町村が宿泊税を導入する

ことで観光振興行政において安定的な財源の確保が

図られるとともに、観光ＰＲ、交通障害の解消、観

光資源の保全、閑散期における町民還元など、柔軟

な活用によってさらなる観光振興につなげられるこ

とが期待できますので、導入時期や具体的な使途に

ついては十分な検討するとともに、宿泊事業者の皆

様の御理解を得るべく協議を進めてまいりますの

で、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問はございますか。 

２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） まず、１点目の駐車場の有

料化と、イベントそのものの有料化に関し、一つず

つ分けて御質問させていただきます。 

まず、駐車場についてお伺いいたします。御答弁

では、夜間の極めて短い時間のイベントである特殊

性を鑑みますと、一般的に行われる出入口での料金

徴収は入退場時の混雑緩和の観点から非常に困難で

あるものと考えておられます。確かに一般的なこれ

までの出入口での料金徴収は、渋滞を招き困難であ

ると私も思います。 

しかしながら、昨今では短期間での駐車場運営や周

辺道路の渋滞緩和などの問題を解決すべく某大手駐

車場運営企業が考案した○○パーキングキャラバン

というものがございます。このシステムは、事前精

算機や車両認証カメラ、電源設備などを搭載した専

用車両を出入口に駐車し、駐車場を開設します。御

利用のお客様は、事前に事前精算機や専用アプリで

御自身の車両ナンバーを入力し、精算手続を行いま

す。当然レンタカー会社にも対応しておりますの

で、取り損じることはないとお聞きしております。

今一例を挙げましたが、御提案いたしましたこのよ

うな手法などを取り入れ、私は駐車場の有料化が可

能と考えますが、町長の見解をお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

極めて夜間の短時間で車の出入りをさばくとする

と、我々が試算したのですが、時間と台数で割れ

ば、料金を徴収するゲートを１０か所近く、７、

８、９、１０とか、そのくらいゲートを設けなけれ

ばなかなかさばけないという結果が出ました。今

おっしゃった機械等を導入しても多分そのくらいの

台数は必要なのかなというふうに考えております。 

ですから、答弁は人力でやることを前提として書

かせていただきましたが、もちろん人力でやるのは

ゲートを２桁に近いぐらい用意しないとさばけない

のでなかなか難しいのですが、御提案のことも含め

ていい方法があれば、それは有料化に向けてはまた

一歩進むのかなというふうに考えております。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 検証、実証した中で、こう

いった機械設備を導入した場合、７台も８台も要る

ということですが、実験結果では２００台、３００

台はたった１台でこのシステムの導入は可能という

ことでお聞きしております。 

また、コスト面においては、契約とかそういった

もので詳細を今お伝えはできませんが、十分に現在

２時間の限られた時間で行われているイベントに際

しては、昨年の例を取り上げると、車両は１時間５

００台という計算で約１,０００台を収容した実績

をお聞きしております。仮にこの１,０００台が１

台のこういった車両で可能かどうかというのは私も

あれですが、今後、人的配置のコストであるとか、

そういったものの負担軽減、また、自動システムで

仮に事前精算がなされなくても、事後に必ず回収す

るというようなシステムを構築しているそうですの

で、ぜひ御検討のほどをお願いしたく思います。 

仮に日の出公園の駐車場をライトアップ期間中を

５００台掛ける２回、いわゆる二回りで１,０００

円と試算しますと、１日の収益は１００万円、そし

て昨年実績ですと１０日間ラベンダーのライトアッ

プ期間がございましたので、約１,０００万円の財

源の確保が可能になります。 

お金のことばかり申してもしょうがありません

が、例えば日本ハムのエスコンフィールドに野球を

観戦に行っても、駐車料金は３,０００円、これが

安いか高いかはお感じになるのは人それぞれかと思

います。私は２０２０年から、無人ですが、ライト

アップイベントの配信からスタートして今年で７年

目になる既に成熟したイベントと捉えておりますの

で、１,０００円という駐車料金の設定は決して高

いとは思わないです。むしろ２,０００円でもいい

なと思っておりますが、日の出公園駐車場ライト

アップイベントの駐車場有料化の際の適正価格を斉

藤町長はどのようにお考えか、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 
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○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

適正価格が幾らかというのは、荒生議員がおっ

しゃるとおり１,０００円、２,０００円というのも

当然あり得る数字だと思っております。一番大切な

のは、議員が冒頭でもおっしゃったとおり、少ない

財源で町費でやっておりますので、それを幾らかで

も軽減したり、また、いろいろなところにお金をさ

らにつけてイベントを大きくしたり、そういうこと

の一助になるということは間違いございませんの

で、しっかりと研究は進めてまいりたいと思ってお

ります。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） １,０００円とかという価

格設定を私は行いましたけれども、仮に５００円で

も結構です。また、町民にはただでも２００円でも

結構です。いずれにいたしましても、持続可能なイ

ベント開催にはやはり経費というのが必要になりま

すので、ぜひこの駐車場の有料化を引き続き検討い

ただきまして、早期着手を目指していただきたいと

思います。 

次に、切り分けたイベントそのものの有料化につ

いてお伺いいたします。昨年のラベンダーフェスタ

かみふらのの入込数は約５万５,０００人と言われ

ております。 

その中で、夜に限定いたしますと、御答弁のとお

り１日約３,５００人、１０日間で３万５,０００人

となります。確かに御答弁のとおり年々増加傾向に

あると思いますが、さきに申し上げたとおり、今年

でライトアップは７年目を迎え、成熟したイベント

に確立しております。今や北海道の夏のライトアッ

プイベントとネットで検索するとトップに上富良野

のラベンダーフェスタが上がりまして、参考までに

２位はニセコマウンテンライツでした。このよう

に、ＳＮＳのそういったメディアでの露出等、知名

度向上というのは必要ないぐらい既に成熟しており

ます。 

有料化を実際に行うと決めた場合には、現在のよ

うに例えば表からの入場客以外にも、裏からやキャ

ンプサイトからとか、入場をどのように統一を図る

かというのは非常に難しい課題と捉えます。 

一方で、やはり持続可能なイベント継続にはある

程度の経費がかかりますので、こういった成熟した

イベントに際しては、見るお客様も急に初めてのイ

ベントで１,０００円というわけにはいかないと思

います。これがもう何度も訪れていただいているリ

ピーターのお客様においては、このラベンダーフェ

スタであれば５００円や１,０００円を払ってもい

いというお客様はたくさんいると思います。もう一

度斉藤町長のイベントそのものの有料化についての

考えをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

有料化についても貴重な御意見だと思っておりま

す。かなり成熟したイベントとなっておりますの

で、その価値は十分あると自負しております。た

だ、実行に移す段階で、議員もおっしゃったとおり

四方八方から入場できるのをどうするのか、そうい

う課題はありますが、入場料にとらわれず、寄附な

ど、そういう形でも構いませんので、何らかの財源

は協力金を含めていろいろ求めていった方が、きっ

とそれはイベントのためにもなるのだろうというふ

うに考えております。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） お金のことばかり申し上げ

て非常に心苦しいのですが、仮に今年も昨年同様１

０日間の夜間のライトアップイベントを実施した場

合、３万５,０００人という集客が見込めたとし

て、１人１,０００円で約３,５００万円、また、駐

車場も５００円、１,０００円という議論はありま

すが、これも期間中に一定程度の台数を確保できる

ことを考えますと、多分この二つの有料化だけで

４,０００万円から４,５００万円程度の財源を確保

することが可能でございます。 

また、一昨日、同僚議員の町政執行方針の質問の

中で、この令和８年度は日中行われるステージイベ

ントは切り離すという考えをちらっと耳にいたしま

した。本年より昼間のステージイベントは行わない

ということであれば、なおのことイベントの来場者

の皆様からどこでお金を落としてもらうでしょう

か。そういったことも含め、ぜひ有料化の実現に向

け、早期着手の検討を強くお願い申し上げ、再度御

答弁をお願いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

イベントは土曜日か日曜日、休みの日に１日だけ

行われます。それは町政執行方針でも述べさせてい

ただきました。どちらかというと、出店して暑さ対

策といいますか、そちらが狙いであります。 

そのほかにイベントがなくても、おっしゃるとお

り夜間に換算しても１日３,５００人、１０日やれ

ば３万５,０００人という集客は、むしろそちらの

ほうがラベンダーのライトアップとしてとしてのメ

インの魅力でありますので、その集客は今年も同じ

程度かそれ以上は、天候にも左右されると思います

が、それは期待できると考えております。 
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あとは、有料化するのであればどういう方法がい

いのかというのは、十分検討していかなければなら

ないと思いますし、駐車場も含めて有料化できれば

財源として、ラベンダーの管理なども含めていろい

ろな魅力あるイベントにさらにグレードアップして

いくことが期待できるものと考えております。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 今の御答弁ですと、昼間の

イベントは切り離すという考えで、例えば３連休の

最終日とかに夜の何らかのステージイベントとかと

いうのは考えられているということでよろしいで

しょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

詳細は今後実行委員会で決めてまいりますが、ど

うなるのか。ただ、実行委員会でも昨今の夏の日中

の炎天下というのは、従事している方にしても非常

に厳しいものがあるという声が出ていますので、そ

の辺を配慮して、いろいろイベントとかも夜にやる

のかも含めて、今後実行委員会で決めていかせてい

ただきます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 今の御答弁ですと、まだ

はっきりと決まっているわけではないということ

で、ちょっと安心いたしました。実はこのイベント

に関しましては、皆様御承知のとおり、ライトアッ

プにシフトする２０２０年までの、２０１９年まで

は確か４１回を数える、ラベンダー発祥の地、上富

良野のアイデンティティーを発信する非常に歴史が

あるイベントと私も考えております。 

その中で、我々宿泊事業者は、特にゴールデン

ウィークを過ぎると今度は皆さんは夏のご旅行に関

してプランニングをされるということで、必ず連休

明けに「すみません、今年のラベンダー祭はいつで

すか」と、ラベンダーライトアップイベントに変

わってからも、古くリピートされている方は所詮ラ

ベンダー祭なのです。やはりラベンダーの発祥の

地、上富良野ということで、ここに訪れたというこ

とで、何年たっても、１０年たってもやはりラベン

ダー祭なのです。この間名称は様々変化しているの

も存じておりますが、それくらい例えば昼間、早期

に上富良野に入り込み、ビールを片手に出店のおつ

まみを食べて、今年は花火はないというのは別とし

て、夜、日が暮れるまでそのイベント会場で、演歌

なのか何か分かりません、ステージイベントをゆっ

くりと楽しむというのを楽しみにしているというお

客様は本当にたくさんいます。 

ですから、これまでのやり取りで私も昼間のイベ

ントはまるきりなくなるのかと思いましたので危惧

していましたが、今の御答弁ですとまだ検討中であ

るということで、確かに町長がおっしゃるとおり昨

今の猛暑の時期であるということ、また、混雑下で

の町民参加控えとありますが、去年はたまたま午前

中かなりの降雨が予想され皆さん出控えたというの

は、これは混雑下での町民の参加控えではありませ

ん。ただ天候に左右されたということで、午後から

奇跡的に雲が切れ、その頃にはたくさんの親子連れ

の方が実際にイベント会場に訪れています。 

ぜひ、これまでの歴史を継承していただく上で

も、また、歴史のあるラベンダー発祥の地上富良野

のアイデンティティーも、今後１０年、２０年継続

いただくために、これまでの日中のイベントも視野

に入れ、北海道の夏の暑さは本当にあっという間に

通り過ぎてしまいます。すぐ秋を迎え、また長い冬

を迎えます。あの夏の一日、これが１週間、１０

日、１か月続くと大変です。たった一日のイベント

であるならば、運営側も、また、御来場いただくお

客様もしっかりと熱中症対策であるとかそういった

暑さ対策を施せば、逆に暑さが心地よくなるような

イベントづくりというのは可能かと思います。ま

た、運営側でもステージイベントをだらだら朝から

夜まで続けるということではなく、時間を区切りな

がら休息を取っていただくような運営手法も検討い

ただければ、十分日中のイベントは可能だと思いま

す。 

もう一度このイベントに対する町長の思いをお聞

かせいただければと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

ラベンダー祭のイベント、名称は花と炎の四季彩

まつり、いろいろ、今はライトアップですけれど

も、内容はメインはやはりずっとラベンダーという

ことで、それはつながってきていると思っておりま

す。同じ夏の上富良野のイベントとして、名称は変

われど、ラベンダーを核とした祭のコンセプトとい

いますか、そういうのは変わっていないと思ってお

ります。 

そのような中で、日中をどうするのかというの

は、主催者側として、実行委員会ですけれども、

やってくださいと、命令といいますか、それもなか

なか難しい、受ける側も嫌だと、昨今のこの状況の

中で、それで全くなくなるのかどうか、時間をずら

すのかということも含めて、当然従事する方の安全

対策もしっかり取らないと後で責任問題とかもいろ

いろ事故等があってもそれは残念なことですので、
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それは実行委員会の今後の話合いと判断に十分お任

せして、町としてもその決定を尊重していきたいと

思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） この先まだ予算特別委員会

がありますので、私も所管外で詳細は拝見しており

ませんので、町長としっかりと議論できるのはこの

場しかありませんので、今回の昼間のイベントの切

離しに関しては、今お答えいただきましたので、ぜ

ひこれまで同様に継続いただくよう強くお願い申し

上げ、次の質問に移ります。 

２点目の渋滞問題に関しましては、令和８年度に

つきましてはさらなる人員を増強し、また、シャト

ルバスの台数、運転手の確保にも取り組んでいただ

けるということですので、特段不安なく今年を待ち

たいなと思っております。 

その中で、これまで同僚議員から、昨年も例えば

民間の空き地を利用したアキッパという駐車スペー

スの提案、また、私は日の出公園の駐車場が５００

台入ると思わなくて、いろいろネットで過去検索す

ると３５０台とか４００台とか数字が目まぐるしく

変わっておりますので、例えばもうちょっと台数を

その中で増やしたりという提案を考えていました

が、去年は５００台ぴっちりやっているということ

で、そこは除いても、やはりこの後においては、有

料化も含めて、アプリの決済などを行い、車両の流

れのスムーズさを一定程度確保することが可能とな

りますので、この渋滞解消に向けた斉藤町長の御答

弁を再度お願いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

渋滞解消に向けては、非常になかなか困難な問題

だと思っております。物理的に３,５００人ぐらい

が来るわけですから、なかなか混雑というのを根本

的に解消するというのは至難のわざだと思います

が、その中でもやはり事件、事故、それと近隣の住

民の方への迷惑、これは最低限抑えていかなければ

ならない責務がイベントを催している以上はあるも

のと考えておりますので、議員のおっしゃるとお

り、日の出公園の駐車場を最大限利用するですと

か、そのほかの民間の空き地、空き地というのでは

なく駐車スペースかもしれませんけれども、そうい

うものも最大限活用しながら、安全な渋滞と言った

らおかしいのですけれども、なるべく近隣の住民の

方の支障にならないようにはしっかりと努めてまい

りたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 昨年のような町民からのク

レームが少しでも減ることを願い、続きまして３点

目の花火大会開催に関しまして再質問させていただ

きます。 

御答弁のように、多くの町民の皆様に愛され、待

ち望まれている花火大会の開催について、ラベン

ダーフェスタかみふらのと切り離し、新たな町民イ

ベントとして実施手法を検討し、令和８年度の開催

を目指していただけるという御答弁で、私も２年越

しに町長に花火を上げてくださいと申し上げた立場

として、非常に感謝の気持ちでいっぱいでありま

す。 

そこで、ラベンダーフェスタかみふらのと切り離

し夏の開催を目指しているとのことですが、実施時

期についてはいつ頃をお考えでしょうか、お伺いい

たします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

ラベンダーフェスタが終わった後、８月になろう

かと思いますが、その頃を予定して関係団体と今調

整しているところでございます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） では、予算規模や、例えば

何発ぐらい打上げをお考えか。また、コロナ禍以前

のように寄附を募って実現を目指すなど、現在持ち

合わせている情報がございましたらご提供をお願い

いたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

具体的な金額とか花火の端数など詳細については

まだまだこれから詰めていかなければなりません

が、ラベンダーフェスタのオープニングイベントの

パチパチパチではなくて、やはり昔のしっかりとし

た花火大会を彷彿させるような、しっかりとした花

火大会だなということが認識されるような、それが

金額が幾らなのか、何発必要なのかというのは、こ

れから詰めていきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 私も再質問でラベンダー

フェスタのオープニングみたいなしょぼい花火はや

めてくれと言おうと思ったのですけれども、自らの

その発言を頂きましたので、コロナ禍以前のよう

な、隣町の１時間までとは大げさに言いませんが、

ある程度花火大会だなと思えるような、また、最後
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は定番の柳のような、ああいったものが大きく町民

の方に喜んでいただけるような、すてきな花火大会

の開催を夢見て、実現を楽しみにいたしておりま

す。 

最後に、４点目の宿泊税について再質問に入りま

す。昨年、同僚議員から宿泊税について質問がなさ

れました際、斉藤町長は、令和７年度中に協議し検

討を始めるとの御答弁でございました。この間、私

ども宿泊事業者に対して特別に宿泊税導入に向けた

協議の場を設けてほしいというようなオーダーがあ

りませんでしたので、私はこの御答弁書を頂くまで

宿泊税はないのだなということで考えておりました

が、御答弁では今後宿泊事業者の皆様の理解を得る

べく協議を進めてまいりますということで、これは

導入に向けて前向きな検討を始めるということでよ

ろしいでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

８年度から進めるという意味ではございません。

導入に当たっては、目的税ですので、何に使うのか

というのをまずやはりしっかりと持って、それから

協議に入らないといけないと思っておりますので、

そちらの財源を何に使うのか、それをしっかり内部

で確立するのが先かなというふうに思っておりま

す。それが出来次第、町独自の宿泊税が必要なの

か、必要だとやはり判断すれば、皆さんに協議に入

らせていただくと。具体的に８年からすぐ入るとい

う意味ではございません。将来的には必要とあれば

入らせていただくという意味で答弁させていただき

ました。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） これまで観光諸課題という

のは、例えばジェットコースターの道の駐車場の問

題であるとか、ほかにも本当に数多く冬の、さきに

いろいろとやり取りがありましたバックカントリー

スキーのピーク時に例えば町バスが迂回できないよ

うな渋滞が連なっているとかという駐車場の問題で

あるとか、そういった目の前にもう観光諸課題とい

うのは山積しています。私は導入に対しては大賛成

でございます。 

というのも、昨年の宿泊実績は、７年度は今まだ

終わっていませんので、令和６年度の上富良野町の

宿泊延べ人数は９万７,３００人を数えておりま

す。仮に類似町村の例えば宿泊税、金額とかという

のをフラットに１００円に換算しても１,０００万

円近くの、これまた観光に資する財源の確保が十分

可能となります。 

また昨今、町内を見渡すと、いろいろな形で簡易

宿泊事業者であるとか民泊というのが増えておりま

すので、そういった諸施設から取りこぼしなく徴収

することができれば、１,０００万円はおろか、さ

らなる増収を私は見込めると考えます。 

もう一度、宿泊税導入に関して前向きな御答弁が

あればお聞かせ願います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

議員のおっしゃるとおり、観光に関する問題は結

構山積しておりますので、それの解決に向けても一

つの財政的な解決の方策、裏づけとなるものだと

思っておりますので、それ以外にも促進に関しても

どうあるべきなのかということも含めて、トータル

で目的税の目的というのをしっかり議論した上でま

た御相談させていただきたいと、非常にありがたい

御意見だと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 私は宿泊事業者として、昨

今本当にインバウンドがおかげさまでおおございま

して、一回一回対客をして、例えば温泉ですので券

売機で券を買っていただくときに、やはりそばに寄

り添って購入の仕方、また、例えばロッカーの使用

方法、毎回案内するのが非常に苦痛である、とは

思っていませんが、これまた非常に大変でございま

す。例えばデジタルサイネージ、ちょっと飛躍的に

なりますが、モニター画面は小さくても、例えばハ

ウツーをディスプレーでずっと繰り返し皆様に周知

することで、そういった人的負担というのも十分軽

減が図れるのかなと思います。 

また、昨今のインバウンド対策として、２０年前

ぐらいにできた翻訳機だと、例えば朝食は洋食です

か、和食ですかと言うと、全然その英語が翻訳され

ず、まるきり違う文になりましたけれども、昨今は

非常に多言語に対し対応も可能となり、七、八割ぐ

らいの確率でうまく翻訳がかなうということですの

で、宿泊事業のみならず飲食店とかに、本当に小さ

なサイズのものでも結構です、こういった財源を確

保した上で、そういった今後またさらに需要がある

であろうインバウンド対策に向けてもぜひこの宿泊

税を導入いただき、前向きに検討いただければと思

いますが、昨今のインバウンド事情、また、今私が

申し述べた悩みを抱えている事業者に向けて、町長

の考えられる支援策というのはどのようなものがあ

るか、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 
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観光公害以外にも、今のプロモーションに関して

は私が思っているより現場の皆さんのほうがいろい

ろ感じている部分が多いのかと思います。そういう

ものを聞いてからしっかりと、これは税金を集めて

使う目的、繰り返しになりますが、それをしっかり

確立した上で皆さんに御相談させていただきたいと

思っております。力強い御意見をしっかりと承って

おきたいと思っております。ありがとうございま

す。 

○議長（中澤良隆君） ２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） 今回この質問をしたほかに

も二つ三つ質問があったのですが、これに特化して

観光事業従事者として引き続き、上富良野町に数多

くの、もちろん国内外のお客様を含めてでございま

す、訪れていただき、たくさんお金を落としていた

だき、また一方で、来てよかったとご満足いただけ

るように、やはり受入れ体制の整備、これは観光を

目指す当町においては必要不可欠でございます。数

を挙げると、旭川から来る入り口の深山峠のトイレ

が老朽化したとか、もう課題は山積しています。こ

ういったものを今後、我々事業者とぜひ一つひとつ

協議、検討した上で、さらなる観光大国を目指し、

また、沿線に美瑛、中富良野、富良野等に埋没する

ことなく、ラベンダー発祥の地の上富良野のアイデ

ンティティーを前面的に出せるような施策の展開を

お願いし、最後にもう一度力強いこの上富良野の未

来を御答弁いただき、質問を終わらせていただきま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ２番荒生議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

目的税ですので、おっしゃるとおり観光業界が

しっかりと問題を解決したり、プロモーション、入

込客、宿泊客の増加につながっていかなければなら

ないと思っておりますので、宿泊税を入れたら入込

数が減った、宿泊者数が減ったという御心配をなさ

れる方も多々中にはいるのかなというふうに思って

おります。そこら辺の問題も解消しながら、将来の

上富良野の観光振興にしっかりと寄与するような目

的、そして具体的な施策、そういうことにつながる

ような絵を、できましたら本当は、先ほどの繰り返

しになりますが、しっかりと御相談させていただき

共に進んでいきたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、２番荒

生博一君の一般質問を終了いたします。 

若干早いのですが、ここで昼食休憩といたしたい

と思います。 

再開は１３時です。 

─────────────── 

午前１１時５３分 休憩 

午後 １時００分 再開 

─────────────── 

○議長（中澤良隆君） それでは、昼食休憩を解い

て、会議を再開いたします。 

次に、４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 私は、さきに通告してあり

ました４点について町長に質問いたします。 

一つ目は、クリーンセンターについてでありま

す。 

町において一般廃棄物を処理するクリーンセン

ターが供用開始から約２５年が経過するという状況

になりました。この間、改修等をしながら施設の維

持管理をしているという現状にあります。町は今後

の一般廃棄物の処理体制を考えれば、焼却炉の新設

より安価になるとして、他の自治体で構成する清掃

組合への加入を検討しているという状況にありま

す。その内容等については議会や住民にしっかりと

説明するということが今求められていると考えま

す。次の点について説明を求めます。 

一つ目には、修繕をしながら存続あるいは新設や

他の組合に加入したときの費用対効果についてはど

のようになるのかお伺いいたします。これは町の将

来の財政計画にも関わる大事な問題なので、明確に

答弁を求めます。 

二つ目には、今、住民はごみ処理場が地域からな

くなることや、ごみ処理手数料の見直しへの不安等

があるという状況にあります。何よりも今求められ

ているのは、今後の一般廃棄物処理体制について、

行政は住民や議会にしっかりとした説明責任を果た

すべきだと考えておるのですが、答弁を求めます。 

次に、終活情報制度などの登録事業についてお伺

いいたします。 

町においては高齢者や独居高齢者が増えている現

状があります。高齢者支援では認知症などで自らの

生活を維持することが困難になったときや死亡した

ときなどは、町や福祉協議会や関係団体が緊急時の

対応をするという状況になっています。 

また、近頃では身寄りのない人や独居高齢者が病

気や事故で意思表示ができなくなったり死亡したと

きに緊急の連絡先などの終活関連情報を自治体に登

録してもらい、本人が意思表示できなくなったり死

亡したときに本人の望みを実現につなげる目的で、

身寄りがない高齢者への支援策として自治体で終活

登録事業が実施されておりますが、今後、町におい

ては高齢者や独居高齢者等の現状を踏まえた場合の

今後の対応等についてお伺いいたします。 

次に、合葬墓についてお伺いします。 
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近頃では、お墓を守る人がいないことやお墓を建

てることによって費用の負担が安価であるなどの理

由から、合葬墓への納骨を望む声があります。町に

おいては、火葬場が老朽化し、改築するよりは費用

面で安価になることから、令和８年度より中富良野

町との火葬場の共同利用が始まりますが、住民から

の要望がある合葬墓の新設等についての対応はいま

だにはっきりにしていないという状況があります

が、今後の対応についてお伺いします。 

次に、日本語学校等についてお伺いいたします。 

日本語学校は、外国人を対象とし日本語教育を行

う機関として、進学や就職、日本の文化を学ぶ目的

で設置されてきているというのが実情であります。

町においても外国から仕事などで来ている人もお

り、生活をするために不安を感じている人もいると

いう状況にあるかと思います。 

町において就労などで来ている人たちの生活を支

えるためにも、国籍、性別、価値観など、お互いの

違いを認め合い共存できる社会を目指すためにも、

交流の場の提供や日本語学校の設置が必要と考えま

すが、また同時に、現在町において就労をなどで来

ている外国労働者の実態についてお伺いいたしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の４項目の御質

問にお答えいたします。 

まず１項目めのクリーンセンターについて２点の

御質問にお答えいたします。 

１点目のクリーンセンターの整備に係る費用対効

果の比較検討についてでありますが、本町の一般廃

棄物処理施設であるクリーンセンターは、焼却設備

とリサイクル設備から成る中間処理施設と最終処分

場を設置しており、最終処分場は平成８年、中間処

理施設は平成１１年から運転を開始し、現在に至っ

ています。 

廃棄物処理施設の稼働年数は、一般的に２５年程

度とされていますが、部分的な補修で設備等の健全

度を回復することが可能なものも少なくないことか

ら、機械設備類の耐用年数を迎えた平成２７年度に

クリーンセンター長寿命化計画を立て、施設の安定

運営に努めてまいりましたが、老朽化が進行する中

では緊急対応が必要な故障も群発している状況であ

ります。 

このようなことから、中間処理施設の老朽化や処

理能力、環境負荷の低減、将来のごみの排出量の変

動等を踏まえ、持続可能かつ安定的な一般廃棄物処

理体制を確保するため、将来のごみ処理施設の在り

方についての検討を進めてまいりました。 

費用対効果の比較検討においては、新設と大規模

改修及び大雪清掃組合への加入、大雪清掃組合への

処理委託について一定期間内の廃棄物処理に必要と

なるコストの廃棄物ライフサイクルコストを試算

し、比較を行い、検討対象期間とした令和８年度か

ら１５年間の廃棄物ライフサイクルコストは、大雪

清掃組合への加入が最も安価となったことから、現

時点で可能な処理方法の中で最も費用対効果が発揮

されると判断したところであります。 

次に、２点目の一般廃棄物処理体制の住民や議会

に対する説明責任についてでありますが、町は一般

廃棄物処理基本計画に基づき、毎年のごみ排出量と

その処理方法について実施計画を立てて、計画に基

づきごみ処理を行っております。 

ごみ処理施設の新設や大規模改修による将来への

大きな負担が求められる事業や、新たな処理方法へ

の実施とそれに伴う収集体制の変更など、住民の生

活に著しい変化が見込まれる場合には、あらかじめ

計画を示し、パブリックコメント等によって意見を

反映いたします。 

具体的には、今後における一般廃棄物の処理体制

の方針が決まりましたら、しかるべき時期に住民周

知や場合によっては説明会等を実施し、町民の意見

を求めてまいります。 

また、行政事務の委託や行政運営の変更も含むた

め、組合への加入に向けて議会の合意、議決を諮っ

てまいりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

次に、２項目めの就活情報などの登録事業につい

ての御質問にお答えいたします。 

終活情報登録事業につきましては、厚生労働省が

昨今の高齢化の進展や世帯の縮小、家族関係の希薄

化などにより、身近に頼れる親族がいないなどの理

由により、自らの死後に不安を抱える高齢者が増加

する中、身寄りのない高齢者等が抱える生活上の課

題に対応するためのモデル事業として２０２４年度

から開始し、病気や事故で意思表示が困難になった

場合に備え、希望する情報を事前に登録し、緊急時

や必要時に本人に代わって請求があった連絡先や医

療機関等に情報を提供するなど行うもので、２０２

５年１月現在、全国で同様の事業を実施している自

治体は１５自治体となっているところです。 

本町におきましては、毎年在宅の高齢者を対象に

高齢者実態調査を実施しており、その中で緊急連絡

先や疾病の状況、かかりつけ医などの聞き取りを行

い、高齢者台帳の整備を行っており、非常時にはそ

の情報を基に関係者等と連携し対応を図っておりま

す。 

また、財産管理等につきましては、令和２年度よ

り社会福祉協議会の権利擁護センターに委託し、日

常生活自立支援事業や成年後見制度の周知と利用促
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進を図っているところです。 

今後は、近隣自治体の動向に注視した中で、本人

が人生最期のときまで自分らしく生きることができ

るよう、死後事務も含めた支援の体制整備につい

て、次期高齢者保健福祉計画策定時に今後の対応策

を検討する予定であります。 

次に、３項目めの合葬墓についての御質問にお答

えいたします。 

少子高齢化や核家族化の進展、継承者がいないな

ど、お墓を維持管理していくことに不安を持たれて

いる方が増えていると言われており、お墓や納骨に

対する考え方が多様化してきております。 

本町におきましても、墓地区画の使用許可件数は

少ない件数で推移しており、墓じまいなどの改装件

数は増加してきている状況にあります。 

今後におきましては、少子高齢化や核家族化、地

方の人口減少の現状を踏まえ、町内に納骨する施設

を抱える寺院もあることから、民間施設との整合性

について意見交換等を行うとともに、公共施設とし

ての整備について研究、検討すべき事案と考えてお

りますので、御理解をお願いいたします。 

次に、４項目めの日本語学校についての３点の御

質問にお答えいたします。 

まず１点目の、現在就労などで来ている外国労働

者の実態についてでありますが、日本全体では、深

刻な人手不足を背景に外国人労働者数は増加傾向に

あります。 

本町におきましても、技能実習や特定技能等の在

留資格を持ち就業されている外国人は、令和８年１

月末現在１２７人となっております。国籍ではイン

ドネシア、ミャンマー、台湾、ベトナム、フィリピ

ンの方々が多くを占めております。その主な就業分

野は、農業・畜産業、製造業、建設業、サービス業

等であり、地域産業を支える重要な担い手となって

おります。 

また、永住者や配偶者、家族滞在の方を含めた外

国人住民総数は１５７人であり、昨年同時期と比較

して増加傾向にある状況であります。 

次に、２点目の生活を支える交流の場の提供につ

いてでありますが、外国人就業者の多くは、受入れ

企業において寮や住宅が用意され、生活環境が一定

程度整えられているものと承知しております。しか

しながら、言語や文化の違いから地域住民との交流

機会が限定的となる場合も想定されることから、地

域社会との相互理解を進める多文化共生の取組の必

要性は認識しているところであります。 

本町においては、就労を主目的とする外国人構成

が中心であり、留学を柱とする政策展開とは性格を

異にすることから、直ちに新たな政策による対応を

図る状況にはありませんが、外国人就業者が増加傾

向にあることを踏まえ、町内イベントなどの地域行

事への参加促進や事業者との連携強化など、既存の

枠組みを活用する取組や、今後の状況変化に応じた

必要な多文化共生の取組について調査・研究を進め

てまいります。 

次に、３点目の日本語学校の設置につきまして

は、日本語能力の向上は外国人居住者の生活安定や

地域社会への円滑な参加にとって重要であると認識

しております。しかしながら、日本語学校の設置に

は、継続的な在籍者数の確保、専門教員の配置、法

令に基づく設置基準の充足、安定した運営財源の確

保など、相当の体制整備と財政負担が伴います。 

一定規模の都市部や町の戦略的な位置づけで政策

として展開する場合とは異なり、本町在住の外国人

居住者の規模や、これまでに具体的な設置要望が寄

せられていない状況を踏まえますと、現時点では日

本語学校を設置する考えは持ち合わせておりません

が、今後、外国人居住者の増加とニーズの高まりな

どから、実情に即した現実的な支援策の調査・研究

を進めてまいります。 

外国人居住者の皆様は、本町の産業を支える重要

な地域の一員でありますので、今後も実態把握を継

続しつつ、需要や状況の変化を見極めながら、持続

可能性を重視した多文化共生施策を段階的に推進し

てまいりますので、御理解を賜りたいと存じます。 

○議長（中澤良隆君） 再質問はございますか。 

４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 質問させていただきます。 

町はこのクリーンセンターの老朽化に併せて大雪

のしらかば清掃センターに、将来的に新年度からな

のでしょうか、新たに公域でという目標を持ってい

るように感じております。 

それで、この間確かにこういった資料等は出して

いただきました。しかし、資料等を出していただく

のであれば、この将来のごみ処理施設の在り方につ

いての案というものが１月か２月段階で来たという

状況なのです。本来、やはり議会に提出してこう

いった大事な問題を議論してもらおうとするのであ

れば、少なくとも前年度の早いうちからこういった

対比ができる、審議ができる資料を早急に提示して

もらうというのが、私はこの間の長い議員人生の中

でもそれが当然の流れとして感じていましたが、今

の体制の中では非常にこういう問題に対して遅れが

あって、やはり審議もできないような切羽詰まった

状態の中で出されたとしても、なかなか審議できる

環境ができないと思うのですが、この点を町長はど

のようにお考えなのでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 
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○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

新年度からということではございません。前回の

全員協議会でもお話しさせていただきました令和１

０年度をめどとして、それに向けて進んでいきたい

ということで表明させていただいております。 

それと、少なくとも前年度までにそういう情報が

欲しいとおっしゃっている意図はよく分かっており

ます。ただ、このクリーンセンターにつきましては

２７年度ですか、長寿命化計画、令和１１年まで修

繕など長寿命化をしながら延命していくという、こ

の計画は、議会の皆さんと合意を得て進めていたと

ころですが、昨年の秋口に、これは幸いにしてス

トップとか人命にとかそういうことはなかったので

すが、プラントの寿命に関わるような非常に大きな

ことが起きまして、それを基に急いで修繕した場

合、修繕するといっても１１年までということで、

その何年かの間で長寿命化で修繕する金額が幾らな

のか、それともそれ以外の方法、何年か早めて違う

方法があるのかということを、時間のない中で皆さ

んにデータ等を提供させていただきました。ですか

ら、通常のときよりも非常に時間が切羽詰まった感

じがしたのは否めませんが、そういう状況も御理解

いただいた上で今回方針を決定したわけなのです

が、最終的な決定はまだまだ先、皆さんと合意を得

なければなりませんが、それについてどうぞ御理解

を賜りたいと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） それでは確認いたします

が、この間の私の感じ方と理解が違ったのかもしれ

ませんけれども、今年度中に白樺の組合、美瑛と構

成する広域連合に加入するかどうか、そういう方向

の町としての見解をしっかりと示していただきたい

と思います。今後の美瑛との組合では、道に対する

このごみの処理計画を提出する上で早急に返事が欲

しいということで、令和７年度内に結論を出して加

盟するかどうかというような、そういう話で私は聞

いて理解していたのですけれども、今の答弁でした

ら、これは特に今年度でこだわらなくても返事はい

いのだというような内容の話かと思って聞いている

のですけれども、その点はどうなのですか。よく理

解できないのです。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

８年度からすぐ一部事務組合、清掃組合に加入す

るというわけではございません。加入するにしても

相手もありますし、入る方のこともありますので、

最終的には当然一定程度、１０年度からということ

にしましたので、準備期間は最低でも１年半から２

年は必要ですので、それらを考慮すると最短で１０

年４月を目標とする、それを理事者が意思決定しな

いと前に進んでいきませんので、その意思決定させ

ていただいたところです。最終的には町民の代表の

議会の皆さんの判断はこの先、実際に組合に加入す

るか否かの議決を最終的に頂くということで、その

ために準備期間も含めて今表明したということで御

理解いただきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） そうしますと、意思決定だ

けは早く示してほしいということで年度内という形

の理解でよろしいですか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

理事者としての方向性を示してほしいということ

で、最終的な議決とはまた別の話でございます。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） それにしても、意思決定す

るかどうかということの話で議会の議決等が必要に

なってくる部分が出てくるのは当然だというふうに

思います。しかし問題なのは、この新設した場合は

６１億円とか、大規模改修したときに５２億円、大

雪清掃組合に加入した場合は３９億円とかと費用対

効果の面で列記されております。 

こういう問題のときに一番問題なのは、さらに分

からないところがあるのです。例えば新設した場合

６１億円の費用がかかります。当然、今は広域で富

良野圏域でごみ処理をしています。そうしますと、

こういった段階から広域連合との関係で話も進めて

いるという経過なども含めて、今後どうするかとい

うことの話も、対応をどうするかということで進め

ているという話は聞いております。 

そこで疑問なのは、この新設した場合に、リサイ

クルをしてまだ焼却炉が持続的に使えるようにする

ようなことも可能だと私は思っているのです。そう

いうことも踏まえて今後の焼却炉の在り方をどうす

るか、また同時に、新設した場合、富良野圏域でそ

れぞれの自治体の費用負担をどうするかというとこ

ろまで深く議論しないと、こういう問題をただ町が

新設した場合６１億円、これを費用負担しなければ

ならないとか、大規模改修したときは５２億円負担

しなければならないというだけの話では、私は納得

できないのだと思うのです。 

こういったときに、当然広域連合ですから、それ

ぞれの自治体の費用負担も含めて共同で負担ができ

ないのかと、こういったところもきっちりと議会に
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全く提示されていないのです。これは向こうが拒否

したのかどうか分かりませんからこういうことを

言っているわけであって、そういうことも可能であ

れば町の持ち出しを増やして上富良野町の焼却炉を

さらに延命して、リサイクルも含めて延命してとい

う対策も取れるのだろうというふうに思うのです

が、そういった必要最小限のやはり資料などの説明

とか、そういったところが全く出てこないというと

ころが最大の問題だと思うのですけれども、これは

それぞれの自治体での新設した場合とかの自治体の

それぞれの負担というのは、町としては各自治体に

打診したのですか、それとも、最初からそれは負担

できませんという形で言われたから打診も何もでき

なかったのか、そこら辺はどうなのでしょうか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

私から、米澤議員の勘違いもあるかと思いますの

で、失礼かと思いますが、訂正させていただき、正

しいことを言わせていただきますが、これは広域連

合ではなくてあくまでも連携でありまして、ですの

で皆さんがまとまってイエス、ノー、動くという問

題ではございません。それぞれの町で独自でやはり

判断していく問題です。 

その上で、まず修理して延命というのは当然考え

られることですが、去年の秋口に冷却室が破損した

場合の修繕費は相当なものであったという、その最

初の見積りは皆さんにお示ししたとおりでございま

す。元々冷却室だけが老朽化しているわけではござ

いませんで、そこを変えてもまたどこがいくか分か

らない、元々長寿命化が令和１１年までのものに、

冷却室だけのために多額の修繕をしていいのかとい

う問題がありました。その結果、危険にならないよ

うな必要最小限の修繕ということで、先般の補正で

認めてもらったところです。 

それで修繕については延命化、冷却室の壊れたと

ころの修繕はそうなのですが、全体的にもっとク

リーンセンターを延命化できないのか、その辺は大

規模修繕ということで、新設の場合は幾ら、大規模

修繕の場合は幾らというふうに、この間皆様にお知

らせしたとおりですし、同じ数字を使った打診は、

今、クリーンセンターを連携で利用してもらってい

る関係の自治体にも示しているところであります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） いずれにしても、こういっ

た大事な問題ですから、連携であったとしても連合

であったとしても、やはり協力して負担を求めると

いうのが通常あり得る話だというふうに思うので

す。そういったところも努力しないで、ただこう

いった数字を出してきて、もうこの数字は動かない

という形の中で、もう大雪清掃組合に町としての意

向を伝えなければならないので、これが絶対的に動

かないというような印象を持たれるような今回の資

料の提出だというふうに私は思っているのです。 

そういう意味では、やはり町の将来の財政計画も

含めて、こういう問題に対しては町がしっかりとし

た財政計画も含めて将来の町の在り方というのを

もっと議会に選択できるような形で早めに出しても

らわないと、議論の余地も何もできないのでしょ

う。 

そういうことを考えたときに、町としてのこう

いった問題というのは、一番大事なところをきちん

と提示もしないというのは、やはり本来の行政とし

ての在り方としてはマイナスだと思うのです。この

点はどう思いますか。自らのこういった問題につい

てはすまなかったとか、そういうふうに感じないの

ですか。そこをお伺いしたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

各関係市町村にはしっかりと先にお示しした新築

にかかる額と大規模修繕にかかる額の総額というの

は動かないもので、実際そうなるかは別として今の

見積りとしては動きません。負担がどうなるかとい

うのは、それも大きくは変わらないと思っておりま

す。当初、今までどおり連携の中での負担で、人口

割ですとか量によって按分とかありますので、それ

においてもどうなるのかというのは、そう大きく変

わるものではないですし、基本的には先ほど示した

中で、それぞれ各自治体においてどれが有利なのか

ということを選択してもらうというのが一番大切な

ことなのかなというふうには思っておりますし、や

はり新設したり大規模修繕すると当然その部分は利

用している自治体の方にそれ相応の負担金として今

まで以上にプラスアルファになってきますので、そ

れは事実かと思います。それはやはり各自治体も合

理的な判断をされると考えております。 

また、今回非常に時間がなかったというのは、先

ほどの答弁とかぶりますが、去年の秋口に起きたこ

とが起因となっておりまして、非常に限られた時間

の中で審議してもらったのですが、情報提供も本当

に時間のない中で数字を収集したりまとめたり、こ

ちらもできることはやってまいりました。緊急事態

の中で非常にやむを得ないことだったと考えており

ます。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 
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○４番（米澤義英君） 人のすることですから確か

にやむを得ない部分もあるのかもしれませんが、や

むを得ないことだとしても、あまりにもひど過ぎま

す。再三再四議会で、委員会でも審議されて、詳細

の資料を出していただきたいということで、部分的

には出てきております。全く出てきていないという

ことではありませんが、やはりこの上富良野町の町

民が利用する焼却炉のリサイクルセンターの問題で

すから、町民の方はやはりこの手数料の負担が上が

るのではないか、地域の遠くまで持っていかなけれ

ばならないのではないかというような不安を持って

いるわけであります。 

そういうことを考えたときに、やはりしっかりと

した財政も含めて将来のこのクリーンセンターの在

り方というのはどうあるべきかというところを示す

ことが必要ですし、町民に対してもきっちり説明し

なければならないというふうに思いますが、改めて

町ではもう一度これをゼロベースからしっかりと審

議できる環境を議会に提示するように、さらに今私

が質問した各連携している自治体との按分はどうす

るのかという問題も含めて、さらに詳細な資料を提

出すべきだと思いますが、この点をさらに確認して

おきたいと思います。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

まず処理体制ですが、これは一般の上富良野町民

に対しては今までと何ら処理量も含めて変更する予

定はございません。本当に物理的に燃やす場所、焼

却炉だけですので、また、クリーンセンターは、先

ほども御答弁させていただきました焼却施設のほか

にリサイクル、最終処分場をまとめてクリーンセン

ターと言っておりますが、廃棄物を燃やす場所がた

またま物理的にも白樺が近いのでそこに変わるだけ

で、一般の町民の方には何ら影響を及ぼさないよう

にしっかりするという方針で、処理量も含めてやっ

ていきたいと考えております。 

また、ゼロベースで考えたらどうかという御意見

ですが、ゼロベースで考えるとまた時間が当然かか

りますが、ゼロベースで考えた場合も先ほど言った

トータルコストの数字は基本的には変わりません。

その中で、もう一度コンセンサスを得るためにゼロ

ベースと考えますが、そのコンセンサスを得るため

にゼロベースから時間をリセットしてやった場合、

まだクリーンセンターはぎりぎり使える状態には

保っておりますけれども、本当にいつどうなるか分

からない、そういうリスクをしっかり管理していか

なければならないということを考えると、できるだ

け早く手続を省略してまでとは考えておりませんの

で、しっかり我々も資料を提示するところはします

し、しっかりと議論の場はつくって、我々も理事者

としては今回判断いたしましたが、あと少なくとも

２年先には皆さんのご判断を仰ぐ時期が必ずやって

きますので、それまではしっかりと説明責任は果た

していきたいと考えております。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 議会に議決を求める段階と

いうのは、よく分からなかったのですけれども、い

つ頃の話になるのですか。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

大雪の事務組合の団体の構成員になるときには、

向こうの受け入れる側の議決も必要ですし、入る側

もそれぞれ議決が必要となります。ですから、少な

くとも１年半から２年はやはりその準備というのが

ありますので、そういうことで令和１０年４月を目

標に事務を進めていきますということで説明させて

いただきました。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） ぜひ基礎的な資料も、大枠

は出てきている部分もあるのですが、いろいろと疑

問に感じているところもありますので、確かに費用

対効果だけを見ればこういった大雪清掃組合に入れ

ば安上がりという方向の資料提供はあります。しか

し、それ以前にもっとやはり議会で議論できるよう

な環境つくった上でどうするかという話の方向に行

くというのが今までの通例の流れかなというふうに

思っていたのですが、そこが今の斉藤町長の下での

やはり一番弱いところではないかなというふうに思

います。これは私自身の考えですからほかの同僚議

員は違いますが、どん詰まりになったときに初めて

何かそういったものをぽろっと出してくるというよ

うに私は思っていますので、大事な問題はある程度

やはり時間を十分の審議が経れるような環境の中で

出してもらわないと、審議の余地もなくて雪崩を打

つように組合に入ってしまうとかになっては困りま

すので、そこら辺を再度確認いたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

米澤議員の印象ですから、それは受け止めさせて

いただきます。ただ、審議の時間を取るということ

は非常に重要だと私も思っていますが、何でもかん

でもどん詰まりでやっているわけではないと私は

思っておりますし、ただ、あまりそういう審議の時

間が、それは基本的には大切なことなのですが、そ

れを金科玉条のごとく守っていると、緊急事態に対
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応できないということがあり、今回も緊急事態だと

思っております。先ほどの答弁と重なりますが、そ

れに時間をかけることもできるかもしれませんが、

そうすると結果的に町民の方に相当なリスクがあ

り、審議している最中にあそこが止まってしまうと

大変なことになりますので、そういうことも考える

とやはり緊急的な対応も常に頭のどこかに置いてお

かなければならないと理事者としては強く思ってい

るところであります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） いずれにしても、緊急事態

ということもあるかもしれませんが、あまりにもこ

ういった資料提供の時間もかかり過ぎで、やはり抜

本的に町の体制の見直しをしてもらわないと駄目だ

というふうに思いますので、今後の対応をぜひお願

いしたいと思います。 

次に、終活情報制度です。これは今は町において

は福祉協議会や町が対応しているというのはよく話

を聞いて理解している部分もあります。ただ、やは

り今後こういった高齢者の方が町でさらに現況では

６００世帯とか７００世帯という状況の中で、その

くらいの世帯がありますので、身近なところでお会

いした人にいろいろ話を聞きましたら、身寄りがい

なくて今後の身の振り方などをどうしたらいいのか

ということでいろいろ友達に相談しているという話

も聞きます。やはり実態としてはそういう状況を少

しでも事前に、万が一何らかの要因で死亡したとき

に病院などへ運ばれたときに、町にそういう人が来

ましたよということで情報を早く速やかに提供でき

るような制度というのは、さらに内容を充実する必

要が私はあるというふうに思っているのです。 

北海道の石狩市においては、納骨先や財産処分の

先などを、これ以外にもありますが、あらかじめ登

録してもらって、亡くなったときの対処方法なども

事前に登録してもらっているというような話もあり

ます。 

上富良野町についても成年後見人制度とかいろい

ろありますから、そういった対応でカバーできる部

分もあり、対応している部分もありますが、一方で

やはり成年後見人制度ということになるとなかなか

ハードルが高いという部分もありますし、まだ町民

の中にはこういった登録制度があるのだということ

も分かっていないという方もいます。 

そういう意味では、やはり町ではあらかじめ町民

に対してこういった登録制度をさらに充実するので

あれば充実するとか、ここまではしていますけれど

も、新たにここはもっと充実していかなければなら

ないというような問題があるかと思いますが、現行

の福祉協議会や町の対応の中で対応できる部分とい

うのは十分なのかどうなのかをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

答弁の繰り返しになりますが、高齢者実態調査に

おいてかなりその部分はカバーしているのかなとい

うふうに思っております。ただ、今後はもっと難し

いケースが出てくるのかなということも考えられま

すし、あと、後見人制度とか遺言とか、これは法律

行為になりますので、そういう本人の生前の意志が

あったからといって、行政にそういうことが言われ

ていたからといって、遺産相続とかそういうことの

トラブルはやはり気をつけなければならないのかな

というふうに思っておりますし、いずれにいたしま

しても、そういう高齢者の独居も含めて、そういう

方が実際に暮らしていますし、そういう方が安心し

て上富良野に暮らしていけるためのサービスとして

そういうニーズが高まるのであれば、しっかりとそ

れらを捉えて、次期の高齢者保健福祉計画策定時に

はその辺のニーズをくみ取りながら、しっかりと進

めていきたいと考えております。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） なかなかこういう問題とい

うのは町長がおっしゃるようにトラブルというのが

あって、いろいろ本人の承諾があったとしても後々

にトラブルがありますので、そういった意味ではや

はりいろいろな専門的な力も借りながら対応しなけ

ればならないということがありますので、ぜひ今後

こういう問題に対する町民に対する啓発とかを、す

るかどうかは別としても、こういう制度があります

というのが分かれば、一人暮らしや独居の方たちが

本当にこの上富良野で安心して暮らせるような環境

というのが必要かというふうに思っております。ぜ

ひさらに見直しが必要であれば見直していただきた

いというふうに思っております。 

次に、合葬墓についてでありますが、今は検討す

るということで、従前と変わらない答弁であります

が、確かにお墓は寺院にもあるというふうに聞いて

おりますし、いろいろとその関係もあるかもしれま

せん。しかし、やはりこれだけ町の中でいろいろな

声として、上がっていない部分もあるのですが、要

望の声があるということは、一定の部分やはり町と

してもこれらに対する何らかの対応というのがしっ

かりとした方向性を明示すべきだと思いますが、こ

の点はいつ頃までにこういった方向性を明示される

のかをお伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の、合葬墓につ
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いての御質問にお答えしたいと思います。 

これまでも述べてきたとおり、墓じまいとかそう

いうのが増えてきているのは事実です。一方で、合

葬墓以外の納骨の施設は宗教法人を中心として宗教

法人の部分もございますので、処理方法とか供養の

方法がもうないのだという状況までは至っていない

と考えております。 

いろいろ費用の面とかがあるのかもしれませんけ

れども、それは別として方法論としてまだ寺院等の

納骨堂の問題もありますので、それは慎重に進めて

いかなければならないのかなというふうに思ってお

ります。 

方向性としては現在のところは案は持っていない

というのが方向性でありまして、何年度にどうのこ

うのということまではまだ一切考えていないところ

であります。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） いつまでも同じような答弁

では納得できないので、この答弁を聞いていたら全

くやる気がないというふうに思われても仕方がない

ような答弁なのです。やはりある一定程度この住民

の要望に応えるような町の在り方、中富良野町との

火葬場の共同利用というのも始まりますし、これと

併せてやはりそういったものを同時並行的に計画さ

れるべきなのだけれども、一向に腰が上がらないと

いうのが最大の問題だと思うのです。 

この点、全くもうこれから見込みがないというの

か、どうなのですか、これをやらなくてもいいとい

う方向なのでしょうか。民間のそういったところを

活用できるのだからということなのか、ではなく

て、やはり民間のそういったところを活用できない

ということであれば、やはり町が一定程度の役割を

担わなければならないという、やはりこういうこと

も大事だと思うのですが、この点をお願いいたしま

す。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

やる気がある、ないとか、最終的にはそういうこ

となのかもしれませんが、その前提としては、やる

ことが是なのか、やる必要があるのか、それは将来

的にどうなのかは別として、今の時点でどうなのか

ということは十分吟味して、やるという結論には至

らなかったということで、今は具体的には何年にそ

れが必要だという判断には至っていないということ

です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） やる気がないというところ

を認めたのかなというふうに思うのですが、認めた

のであれば、ぜひやはりきちんと今後の方向性も示

していただきたいというふうに思っております。 

最後に、日本語学校の問題です。早急にこれをど

うのこうのするということではないのかもしれませ

んが、ただ、やはり上富良野町においても外国人が

１５７人というように増えてきているという状況に

なってきています。 

今でもやはりごみの問題とかいろいろな問題が内

在する、捨て場、捨てる問題、地域や町内会との関

係はどうなのかという話もいろいろと聞かれるとい

う状況になっております。それで、私は今後こうい

う人たちとやはり安心して上富良野に住んでいただ

いて、貴重な大事な個人として尊厳できる、こうい

う人たちが何らかの形で上富良野町との関わりを持

ちながらその力を発揮できるように、町も支援する

というのは当然の在り方だというふうに思います。 

聞きましたら、町の答弁の中にも書いてあります

が、農業分野とか製造分野とかいろいろなところに

就労されている方もいるわけですから、そういうこ

とを考えたときに、やはり交流の場を持ったり、そ

ういう中で上富良野町のよさとか日本の文化を知っ

てもらうというのは、非常に大事な問題だというふ

うに思いますが、やはりこういったものも含めて多

様性のある共生社会ということであれば、そういう

人たちと力を合わせながら町の産業を支えたり、そ

ういうことは非常に大事だと思いますので、今後こ

ういった交流などを含めた対応というのを再度確認

いたしますが、そういうものも含めて今後対応する

という方向で理解していいのかどうなのかをお伺い

いたします。 

○議長（中澤良隆君） 町長、答弁。 

○町長（斉藤繁君） ４番米澤議員の御質問にお答

えしたいと思います。 

上富良野町内にお住まいの外国人の方は、就労で

あったり、就労ビザであったり、研修であったり、

そのほか、上富良野にはいないかもしれませんが、

いろいろ滞在する理由として、留学であったり、も

しくは御家族の方、また、本当にまれなケースで難

民とかも考えられますので、いろいろ来ている理由

がそれぞれ異なると思います。特に上富良野で多く

来られている方は研修ですので、そこには当然一義

的にはといいますか、会社の責務といいますか、そ

ういうこともありますので、ぜひその雇用主と協力

しながら、コミュニティに溶け込んでもらって悪い

ことはございませんので、むしろ溶け込んでもらい

たいというふうに思っております。特別日本語学校

もというのはなかなかハードルが高いのですが、な

じんでいただきまして、転勤とかで上富良野に訪れ
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る日本の方と同様に、ラベンダーであったりビール

であったり、宗教で豚が食べられない方もおられる

かもしれませんけれども、そういうものをやはり楽

しんでいってもらいたいですし、上富良野のＰＲも

含めて、コミュニティになじんでもらうということ

は大切なことだと思っております。 

以上です。 

○議長（中澤良隆君） ４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 町長、まさに私はこういう

人たちとの交流を深めて、上富良野町の文化とかを

知ってもらったり、よくごみ投げはどうのこうのと

言うのですけれども、日本の文化や習慣がよく分か

らないというところがあるわけで、そういう人たち

がこういった交流すること、町との関わりを持つこ

とによって、そういうことが自然に分かるようにす

る、やはり協働の協力の社会というのが前提になけ

れば、幾ら周りからそういった問題、きちんとして

いないなと言う前に、やはり私たちがつくっていく

ということが大前提だというふうに思います。 

以上を述べまして、私の質問とさせていただきま

す。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもちまして、４番米

澤義英君の一般質問を終了いたします。 

────────────────── 

◎休 会 の 議 決 

○議長（中澤良隆君） お諮りいたします。 

議事の都合により、３月７日から１６日までの１

０日間を休会といたしたいと思います。 

これに御異議はございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

よって、３月７日から１６日までの１０日間を休

会とすることに決定いたしました。 

────────────────── 

◎散 会 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 以上で、本日の日程は全部

終了いたしました。 

本日は、これにて散会いたします。 

休会中及び再開の予定について、事務局長から報

告いたさせます。 

事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 報告申し上げます。 

休会中の３月１０日から１３日までの４日間、予

算特別委員会を開催いたします。 

３月１０日は予算特別委員会の１日目で、議場で

付託された議案の審議を行います。開会は午前９時

です。 

また、３月１７日は、本定例会の５日目で、開会

は午前９時です。定刻までに御参集願います。 

以上であります。 

午後 ２時００分 散会 
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○議事日程（第５号） 

第 １ 会議録署名議員の指名について 
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午前 ９時００分 開議  

（出席議員 １３名） 

────────────────── 

◎開 議 宣 告 

○議長（中澤良隆君） 御出席、誠に御苦労さまに

存じます。 

 ただいまの出席議員は１３名でございます。 

 これより、令和８年第１回上富良野町議会定例会

５日目を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 本日の議事日程は、お手元に配付したとおりであ

ります。 

────────────────── 

◎諸 般 の 報 告 

○議長（中澤良隆君） 日程に入るに先立ち、議会

運営等諸般の報告をいたします。 

 事務局長。 

○事務局長（谷口裕二君） 御報告申し上げます。 

予算特別委員長から、本定例会で付託されまし

た議案第１号から議案第９号まで及び議案第２４号

から２７号までの議案についての審査報告書の提出

がありました。 

町長から、議案第２８号上富良野町予約型乗合

タクシー運行条例の提出がありました。 

また、議会運営委員長から、委員長報告の日程

追加の報告がありました。 

また、議会運営委員長、総務産建常任委員長及

び厚生文教常任委員長から、閉会中の継続調査とし

て別紙配付のとおり申出がありました。 

以上であります。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、議会運営等

諸般の報告を終わります。 

お諮りいたします。 

本日、２番荒生博一君から議会運営委員長報告

がありましたので、これを日程第１の次に追加日程

第１とし、また、町長から議案第２８号上富良野町

予約型乗合タクシー運行条例の提出がありましたの

で、これを日程第２の次に追加日程第２として、日

程の順序を変更し、議題にいたしたいと思います。 

これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

よって、議会運営委員長報告を日程第１の次に

追加し、追加日程第１として、議案第２８号上富良

野町予約型乗合タクシー運行条例を日程第２の次に

追加し、追加日程第２とし、議題とすることに決定

いたしました。 

暫時休憩といたします。 

 

────────────────── 

午前 ９時０３分 休憩 

午前 ９時０４分 再開 

────────────────── 

○議長（中澤良隆君） それでは暫時休憩を解きま

す。 

────────────────── 

◎日程第１ 会議録署名議員の指名について 

○議長（中澤良隆君） 日程第１ 会議録署名議員

の指名についてを行います。 

会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定

により、議長において、 

     １２番 小 林 啓 太 君 

     １３番 岡 本 康 裕 君 

を指名いたします。 

────────────────── 

◎追加日程第１ 議会運営委員長報告 

○議長（中澤良隆君） 追加日程第１ 議会運営委

員長報告を行います。 

本定例会の会期日程等の議事運営に関し、審議

決定した内容について、議会運営委員長の報告を求

めます。 

議会運営委員長、荒生博一君。 

○議会運営委員長（荒生博一君） 令和８年第１回

定例会の議事運営等について審議決定した内容を御

報告いたします。 

３月１２日に議会運営委員会を開き、町長から

追加提案の付議事件１件について審議いたしまし

た。 

提案議案の審議についてでありますが、議案第

２８号、上富良野町予約型乗合タクシー運行条例に

ついては、提案日に本会議において説明の上、審議

を行うことといたしました。 

以上、議会運営委員会における審議結果の報告

といたします。 

○議長（中澤良隆君） 以上をもって、議会運営委

員長報告を終わります。 

────────────────── 

◎日程第２ 議案第１号から 

  議案第９号まで 

○議長（中澤良隆君） 日程第２ 予算特別委員会

付託の議案第１号令和８年度上富良野町一般会計予

算、議案第２４号上富良野町財政調整基金の一部支

消について、議案第２５号上富良野町公共施設整備

基金の一部支消について、議案第２６号十勝岳と共

生するまちづくり応援基金の一部支消について、議

案第２号令和８年度上富良野町国民健康保険特別会

計予算、議案第２７号上富良野町国民健康保険財政

調整基金の一部支消について、議案第３号令和８年



― 147 ― 

度上富良野町後期高齢者医療特別会計予算、議案第

４号令和８年度上富良野町介護保険特別会計予算、

議案第５号令和８年度上富良野町ラベンダーハイツ

事業特別会計予算、議案第６号令和８年度上富良野

町水道事業会計予算、議案第７号令和８年度上富良

野町簡易水道事業会計予算、議案第８号令和８年度

上富良野町公共下水道事業会計予算、議案第９号令

和８年度上富良野町病院事業会計予算を一括して議

題といたします。 

本件に関し、予算特別委員長の報告を求めま

す。 

予算特別委員長、岡本康裕君。 

○予算特別委員長（岡本康裕君） ただいま上程さ

れました予算特別委員会付託事件につきまして、朗

読をもって報告と代えさせていただきます。 

予算特別委員会審査報告書を御覧ください。 

予算特別委員会審査報告書。 

本委員会に付託された議案は、審査の結果、次

のとおり決定したので、会議規則第７７条の規定に

より、審査の経過等を付し、報告する。 

令和８年３月１７日、上富良野町議会議長、中

澤良隆様。 

予算特別委員会委員長、岡本康裕。 

記。 

１、審査の経過。 

本委員会は、令和８年第１回定例会２日目の３

月４日に設置され、議案第１号から議案第９号まで

及び議案第２４号から議案第２７号までの付議事件

の付託を受けた。 

３月１０日に委員会を開催し、正副委員長及び

分科長を選出し、直ちに議案審査に入った。 

議案第１号の一般会計予算の歳入歳出、議案第

２号から議案第９号までの各会計予算の歳入歳出及

び議案第２４号から議案第２７号までの各基金の一

部支消についての質疑を、３月１０日、１１日、１

２日に行い、理事者の答弁を求め、二つの分科会で

それぞれ審査意見について審査し、意見の取りまと

めを行った。 

３月１３日に委員会を開催し、全体意見を調整

した意見書を理事者へ提出し、町長より所信表明を

受け、議案ごとに討論と採決を行った。 

２、表決及び結果。 

議案第１号から議案第９号及び議案第２４号か

ら議案第２７号までの討論を行い、議案ごとに起立

による採決を行った結果、令和８年度上富良野町一

般会計予算、令和８年度上富良野町町立病院事業会

計予算について審査意見を付し、議案すべてが賛成

多数により原案どおり可決となった。 

３、審査意見。 

別紙のとおりでありますので、御高覧願いま

す。 

以上で、予算特別委員会審査報告書といたしま

す。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、予算特別委

員長の報告を終わります。 

本件に対する委員長報告は、意見を付して全て

原案可決であります。 

委員長の報告のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 着席ください。 

起立多数であります。 

よって、議案第１号令和８年度上富良野町一般

会計予算から、議案第９号令和８年度上富良野町病

院事業会計予算まで及び議案第２４号上富良野町財

政調整基金の一部支消についてから、議案第２７号

上富良野町国民健康保険財政調整基金の一部支消に

ついては、委員長の報告のとおり決定いたしまし

た。 

────────────────── 

◎追加日程第２ 議案第２８号 

○議長（中澤良隆君） 追加日程第２ 議案第２８

号上富良野町予約型乗合タクシー運行条例を議題と

いたします。 

提出者から、提案理由の説明を求めます。 

総務課長。 

○総務課長（上村正人君） ただいま追加上程いた

だきました議案第２８号上富良野町予約型乗合タク

シー運行条例につきまして、提案の要旨を御説明申

し上げます。 

本事業は、これまで民間事業者二者への委託に

より運営してまいりましたが、本年に入り、そのう

ち一者より、諸般の事情により３月末をもって廃業

するとの申出がなされました。 

つきましては、本町における地域住民の交通手

段を確保し、福祉の維持を図るため、新たに乗合タ

クシーの運行に関し、必要な事項を定めようとする

ものでございます。 

提案の主な理由といたしましては、乗合タク

シー事業の運営方法等の見直しに伴い、従来の民間

事業者への業務委託に加え、町が自ら直接事業を実

施することも可能とするなど、運行体制の柔軟な確

保を図るため、本条例を制定しようとするものでご

ざいます。 

それでは、以下、議案の説明につきましては、

その主な内容について説明し、議案の朗読につきま

しては省略をさせていただきます。 

議案第２８号上富良野町予約型乗合タクシー運
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行条例を御覧ください。 

まず、第２条の定義におきまして、道路運送法

に基づく、一般乗合旅客自動車運行事業の許可を受

けた者のほか、自家用有償旅客運送の登録を受けた

者による運行を規定し、第１０条では業務の委託に

関する事項を定めているところでございます。 

これにより、地域の事情に応じた最適な運行形

態を選択できる体制を整えるものでございます。 

続いて、運行区域につきましては、第３条にお

いて、十勝岳地区を除く町内全域とし、第５条にお

きまして、使用料を１人、１乗車につき２００円と

定めているところであります。 

次に、第６条から第９条にかけましては、利用

者の責務や乗車の制限、天災等による運行の休止、

中止及び損害賠償に関する規定を整備し、安全かつ

円滑な運行の確保を図っております。 

最後に、附則第２項における、議会の議決に付

すべき公の施設の利用及び廃止に関する条例の一部

改正について申し上げます。 

この改正は、本条例より運行する予約型乗合タ

クシー事業を、地方自治法上の公の施設に関連する

事業として位置づけるものであります。 

具体的には、同条例第３条に、予約型乗合タク

シー事業を施設として新たに追加し、今後、本事業

の廃止や長期にわたる独占的な利用に供する場合な

どにおいて、あらかじめ議会の議決を得るべき対象

として明確に定めるものでございます。 

本条例の施行期日は、令和８年４月１日を予定

しているところでございます。 

以上で、議案第２８号上富良野町予約型乗合タ

クシー運行条例の説明といたします。 

御審議いただき、御議決くださいますようお願

い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、提案理由の

説明を終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑ございませんか。 

４番米澤義英君。 

○４番（米澤義英君） 質問させていただきます。 

今回、この予約型乗合タクシーは、委託業者が

おりましたが、諸般の事情でなかなか運行すること

ができないということで、事実上撤退したというよ

うな感じなのかなというふうに思います。 

それで何よりも大事なのは、この撤退によって

利用されている住民に不便を来さないということが

第一条件だというふうに思います。 

この間いただいた資料に基づけば、利用時間帯

が若干変わったり、本数が変わったりとかしている

という状況になっております。 

こういった点で、また利便性が損なわれるよう

な気がするのですが、この点はどうなのかという点

と、予約に当たっては、前日を前提としているとい

う状況になっていますので、今まででしたら、たし

か１時間前かそのぐらいの条件下だったかなという

ふうに思いますが、そういった点で非常に不安を感

じているというのがありますので、こういったとこ

ろは、現状では便数を増やすことができないのか。

直営ですから。そういったところも考慮した体制の

中で運営されるのかというふうに思いますが、この

点を確認しておきたいと思っております。 

あとは、周知の方法です。住民の方に、これを

非常に速やかに周知するということが前提でありま

すので、ここら辺は、今後この議決後というふう

に、周知等が徹底されるのか、お伺いしておきたい

と思います。 

あと、いろいろとありますが、大まかにこう

いったところが非常に大事なところかなと思います

ので、お伺いいたします。 

○議長（中澤良隆君） 総務課長答弁。 

○総務課長（上村正人君） ４番米澤議員の御質問

にお答えさせていただきます。 

まずもって、さきの全員協議会のほうで御説明

させていただきました運行体制の部分についてでご

ざいますが、議員のおっしゃるとおり、現状の運行

体制から見れば非常に厳しい運行体制となることに

なります。 

これは利便性という部分では、決して維持また

向上ではなく、低下するような形になるのは、利用

者の方々には大変、御迷惑をかけるといった状況に

なるかと思っているところでございます。 

緊急措置といったような形で、直営で今回運行

できるような体制ということで、このたび条例制定

につきまして追加上程をさせていただいているとこ

ろでございまして、誠にありがとうございます。 

続きまして、２点目の御質問なのですが、本日

議決をいただきましたら、速やかに公に向けて行動

をしていこうと思っているところでございます。 

その中でも、利用者の皆様につきましては、各

個人にお手紙を出させていただこうと思っていま

す。 

その中で、今回直営での運行によるというとこ

ろで、民間事業者でのオペレーションが今回できな

くなりまして、役場でオペレーションをさせていた

だくと。 

それと併せて、運行体制もちょっと変わります

ので、そのパンフレットを作り、文書と一緒に同封

をさせていただこうと思っております。 

これだけでは、なかなか利用者の皆様が混乱を



― 149 ― 

招かないとは、正直思っていないところでございま

すが、まずはできることからということで対応させ

ていただきまして、日々そういったケアをしながら

運行をさせていただければと思っておりますので、

よろしくお願いいたします。 

○議長（中澤良隆君） そのほか質問はございませ

んか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、議案第２８号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 着席ください。 

起立多数であります。 

よって、議案第２８号上富良野町予約型乗合タ

クシー運行条例は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第３ 発議案第１号 

○議長（中澤良隆君） 日程第３ 発議案第１号町

長の専決事項の指定について、上富良野町税条例等

の一部を改正する条例を議題といたします。 

提出者から、趣旨説明を求めます。 

５番金子益三君。 

○５番（金子益三君） ただいま上程いただきまし

た発議案第１号町長の専決事項の指定について（上

富良野町税条例等の一部を改正する条例）につきま

して、趣旨を御説明申し上げます。 

本件は、町長から令和８年２月４日付で専決処

分事項の指定の依頼があり、国において令和８年度

の地方税法等の一部を改正する法律案が、本定例会

閉会後に可決成立する見通しであることから、地方

自治法第１８０条の規定により、上富良野町税条例

等の一部を改正する条例について専決処分をしたい

旨、令和８年度地方税制改正案の概要を添えて依頼

があったところであります。 

これを受けて、令和８年２月５日、２４日の議

会運営委員会、２月１９日の総務産建常任委員会及

び２月２５日の全員協議会で審議し、本定例会に上

程するものであります。 

それでは、以下、議案を朗読し、御説明申し上

げます。 

発議案第１号町長の専決事項の指定について

（上富良野町税条例等の一部を改正する条例）。 

上記の議案を次のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出する。 

令和８年３月３日提出。 

上富良野町議会議長、中澤良隆様。 

提出者、上富良野町議会議員、金子益三。 

賛成者、上富良野町議会議員、佐藤大輔。 

町長の専決事項の指定について。 

次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第

１項の規定により、町長において専決処分すること

ができるものとして指定する。 

記。 

令和８年度の地方税法の一部を改正に伴う上富

良野町税条例（昭和２９年上富良野町条例第１０

号）等の一部を改正すること。 

以上で、発議案第１号町長の専決事項の指定に

ついて（上富良野町税条例等の一部を改正する条

例）の説明といたします。 

御審議いただきまして、御議決いただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、趣旨説明を

終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） それでは、質疑がなければ

これをもって質疑を終了いたしたいと思います。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

 これから発議案第１号を採決いたします。 

本件は原案のとおり、決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 着席ください。 

起立多数であります。 

よって、発議案第１号町長の専決事項の指定に

ついて（上富良野町税条例等の一部を改正する条

例）は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第４ 発議案第２号 

○議長（中澤良隆君） 日程第４ 発議案第２号町

長の専決事項の指定について、上富良野町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例を議題といたしま

す。 

提出者から、趣旨説明を求めます。 

１番佐藤大輔君。 

○１番（佐藤大輔君） ただいま上程いただきまし

た発議案第２号町長の専決事項の指定について（上
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富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する条

例）につきまして、趣旨を御説明申し上げます。 

本件は、発議案第１号と同様に、町長から依頼

があったところであります。 

これを受けて、令和８年２月５日、２４日の議

会運営委員会、２月１６日の厚生文教常任委員会及

び２月２５日の全員協議会で審議し、本定例会に上

程するものであります。 

それでは、以下、議案を朗読し、御説明申し上

げます。 

発議案第２号町長の専決事項の指定について

（上富良野町国民健康保険税条例の一部を改正する

条例）。 

上記の議案を次のとおり、会議規則第１４条第

２項の規定により提出する。 

令和８年３月３日提出。 

上富良野町議会議長、中澤良隆様。 

提出者、上富良野町議会議員、佐藤大輔。 

賛成者、上富良野町議会議員、金子益三。 

町長の専決事項の指定について。 

次の事項に関しては、地方自治法第１８０条第

１項の規定により、町長において専決処分すること

ができるものとして指定する。 

記。 

令和８年度の地方税法等の一部改正に伴う上富

良野町国民健康保険税条例（昭和３１年上富良野町

条例第７号）の一部を改正すること。 

以上で、発議案第２号町長の専決事項の指定に

ついて（上富良野町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例）の説明といたします。 

御審議いただきまして、御議決くださいますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、趣旨説明を

終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、発議案第２号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 着席ください。 

起立多数であります。 

よって、発議案第２号町長の専決事項の指定に

ついて（上富良野町国民健康保険税条例の一部を改

正する条例）は、原案のとおり可決されました。 

────────────────── 

◎日程第５ 発議案第３号 

○議長（中澤良隆君） 日程第５ 発議案第３号上

富良野町議会委員会条例の一部を改正する条例を議

題といたします。 

提出者から、趣旨説明を求めます。 

２番荒生博一君。 

○２番（荒生博一君） ただいま上程いただきまし

た発議案第３号上富良野町議会委員会条例の一部を

改正する条例につきまして、趣旨を御説明申し上げ

ます。 

本件は、上富良野町課設置条例の一部を改正す

る条例が、昨年１２月１８日に可決成立し、令和８

年４月１日より施行される課の設置内容に対応する

よう、所要の規定の整備を行おうとするものであり

ます。 

発議案第３号を御覧ください。 

発議案第３号上富良野町議会委員会条例の一部

を改正する条例。 

上記の議案を別紙のとおり、会議規則第１４条

第２項の規定により提出いたします。 

令和８年３月３日提出。 

上富良野町議会議長、中澤良隆様。 

提出者、上富良野町議会議員、荒生博一。 

賛成者、上富良野町議会議員、金子益三。上富

良野町議会議員、佐藤大輔。 

次のページをお開きください。 

上富良野町議会委員会条例の一部を改正する条

例。 

上富良野町議会委員会条例（昭和６２年上富良

野町条例第８号）の一部を次のとおり改正する。 

第２条第１項第２号中、企画商工観光課を企画

政策課に改め、同条第８号を第９号とし、第７号を

第８号とし、第６号を第７号とし、第５号の次に、

次の１号を加える。 

 第６号、商工観光課に関する事項。 

 附則、この条例は令和８年４月１日から施行す

る。 

以上で、発議案第３号上富良野町議会委員会条

例の一部を改正する条例の説明といたします。 

御審議いただきまして、御議決くださいますよ

うお願い申し上げます。 

○議長（中澤良隆君） これをもって、趣旨説明を

終わります。 

これより、質疑に入ります。 

質疑はありませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） なければ、これをもって質

疑を終了いたします。 

これから、討論を行います。 

討論はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 討論なしと認めます。 

これから、発議案第３号を採決いたします。 

本件は、原案のとおり決定することに賛成の方

は御起立願います。 

（賛成者起立） 

○議長（中澤良隆君） 着席ください。 

起立多数であります。 

よって、発議案第３号上富良野町議会委員会条

例の一部を改正する条例は、原案のとおり可決され

ました。 

────────────────── 

◎日程第６ 閉会中の継続調査申出について 

○議長（中澤良隆君） 日程第６ 閉会中の継続調

査申出についてを議題といたします。 

議会運営委員会並びに各常任委員会から、会議

規則第７５条の規定により、各委員会において、別

紙配付の閉会中の継続調査の申出があります。 

お諮りいたします。 

各委員会から申出のとおり、閉会中の継続調査

とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（中澤良隆君） 御異議なしと認めます。 

よって、各委員会から申出のとおり、閉会中の

継続調査とすることに決定いたしました。 

以上をもって、本定例会に付議された案件の審

議は全て終了いたしました。 

────────────────── 

◎町 長 挨 拶 

○議長（中澤良隆君） 次に、本年最初の定例会の

ため、町長から御挨拶があります。 

町長。 

○町長（斉藤繁君） 議長の許可を得まして、閉会

に当たり皆様に御礼を申し上げたいと思います。 

本会議は、３月３日から始まりまして、２週間

という長い時間、皆さんに御審議いただきまして、

誠にありがとうございます。 

審議の中で皆様から賜りました御意見等につき

ましては、しっかりと今後の町政運営に取り入れる

など、十分参考にしながら町政運営を進めていきた

いと考えております。 

審議の中でも話題に出てきましたとおり、地方

の情勢というのは大変厳しいものがありまして、過

疎化、少子高齢化、人手不足、そして物価高騰など

という問題も加わり、課題が山積しております。 

これを一つ一つ解決していくことが非常に重要

なことだと考えております。 

特に令和８年度につきましては、十勝岳噴火に

よる大正泥流から１００年の節目の年であり、将来

にわたって持続可能なまちづくりを目指し、町政全

般にわたって時代を見据えた事業を展開することと

なっております。 

つきましては、皆様に御理解、御協力を賜りた

く思っておりますので、引き続きどうぞよろしくお

願いしたいと思います。 

長い間お疲れさまでした。 

 誠にありがとうございます。 

────────────────── 

◎議 長 挨 拶 

○議長（中澤良隆君） それでは、私のほうからも

一言御挨拶を申し上げます。 

３月３日から本日１７日までの１５日間、本当

に慎重に御審議いただきましたこと、心から御礼を

申し上げたいと思います。 

今、町長からの御挨拶にもありましたように、

今、上富良野町の財政、それから町民の生活等を考

えると、本当に厳しい状況に至っているというふう

に感じているところであります。 

特に町民の生活においては、本当に、物価高騰

と、そして今、世界で紛争等が起きて、燃料費等も

大変上がってくる。それに伴って様々なものが上

がってくるというようなことが予想されています。

これから、本当に令和８年度は、町民にとっても、

町にとっても大変厳しい財政運営、生活を余儀なく

されるものと感じているところであります。 

そのような中、本日をもって終了しますが、令

和８年度の方向性が定まりました。これを本当に着

実に一歩一歩、そしてスピード感を持って、行政の

ほうは進めていただきたいなと、そのように感じて

いるところであります。 

また、予約型乗合タクシーも、本当に大変な状

況の中で、４月からサービスを継続することができ

ましたが、一部質問にもございましたが、やはり

サービスの低下も確かにあると思いますので、徐々

に解決をしていっていただければなと、そのように

期待をするところでもあります。 

令和８年度、皆さん、本当に健康に留意して頑

張っていきましょう。 

以上で終わります。 

────────────────── 

◎閉 会 宣 告 

○議長（中澤良隆君） これにて、令和８年第１回

上富良野町議会定例会を閉会いたします。 
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御苦労さまでした。 

午前 ９時４１分 閉会 
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   上記会議の経過は、議会事務局の調製したものであるが、その内容の 

 

  正確なることを証するため、ここに署名する。 
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